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はじめに 
 
本所・金属材料研究所は、“金属をはじめ、半導体、セラミックス、化合物、有機材料、複合材
料などの広範な物質・材料に関する基礎と応用の両面の研究により、真に社会に役立つ新たな材料
を創出することによって、文明の発展と人類の幸福に貢献する”ことを理念に掲げ、材料科学に関
する学理の探求と応用研究に取り組んでいます。 
本所は、1916年に臨時理化学研究所第２部として産声を上げました。設立当初は鉄鋼の研究が中
心でしたが、その後鉄鋼から金属・合金全般へと研究領域を広げ、さらには非金属をも含む物質・
材料全般をカバーする基礎および応用研究の世界的中核拠点に発展しました。1987年には東北大学
に附置したままで全国共同利用型の研究所に改組され、国立大学法人化後の 2009年には材料科学
共同利用・共同研究拠点に認定されました。第３期中期目標・中期計画期間がスタートした 2016
年には創立百周年を迎えることができ、さらに昨年（2018年）には材料科学国際共同利用・共同研
究拠点に認定されています。 
本所の重要な特長は、理学と工学のバランスが取れた研究体制の下で、基礎研究から出発して実
用化に向けた応用研究・開発までシームレスに行うことができることです。広い視野から物質を探
求しつつ常に実学に帰する姿勢は、初代所長・本多光太郎博士以来の“金研精神”と言うことがで
きます。21世紀に入って、資源・エネルギーの枯渇や、温暖化などの地球規模の環境問題が喫緊の
課題となり、これらの問題の解決のために理学と工学が融合した物質・材料研究がこれまで以上に
重要となっています。また、国内外との共同利用・共同研究を通した材料科学および関連のコミュ
ニティへの貢献も本所の重要な使命の一つです。2015年には共同利用・共同研究拠点としての期末
評価が行われ、本所は最高位のＳをいただくとともに、2016年度からの認定更新が決まり、さらに
2018年度からは国際共同利用・共同研究拠点として活動を推進しています。本所には、各研究部門
に加えて、量子エネルギー材料科学国際研究センターや新素材共同研究開発センター、強磁場超伝
導材料研究センター、計算材料学センターなど、共同利用に供する大型あるいは最先端の設備を有
するセンターが多数あります。また、海外の研究者との共同研究を支援・推進する組織として、国
際共同研究センターを設けています。これらのセンターの活動も、材料科学および関連コミュニテ
ィの発展に大きく貢献しています。東北大学は 2017年に指定国立大学法人に選定されましたが、
その重点目標の一つとして材料科学の世界トップレベル研究拠点の形成が謳われており、本所が果
たすべき役割はますます高まっています。 
本報告書は、2018年度の本所の活動全般をまとめたものであり、教員、事務職員、技術職員の全
所的な協力の下で、情報企画室・点検評価担当が中心となり、膨大なデータを収集し、整理しまし
た。本報告書の目的と意義は、研究や教育および社会貢献の活動状況を広く一般社会に公開し、専
門的あるいは一般社会的立場からの評価を受け、本所の発展に資することにあります。本所の発展
にとって必要な評価やご意見を頂くための重要な基礎資料として、ご覧頂きたいと願う所存です。 
 
2019年 7月 
東北大学 金属材料研究所 
所長  高梨弘毅 
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第１章 本所の理念と現状 
 
 
１ 本所の理念 
金属材料研究所は、材料科学の学理の探求とその応用研究を目指す全国共同利用
研究所であり、その理念は、「金属をはじめ、半導体、セラミックス、化合物、有
機材料、複合材料などの広範な物質・材料に関する基礎と応用の両面の研究により、
真に社会に役立つ新たな材料を創出することによって、文明の発展と人類の幸福に
貢献する」ことである。 
 
２ 現状と 2018 年度の活動状況 
本所は、教職員 317 名、大学院生等 196 名に客員教員・民間等共同研究員他を加え
て総勢 609 名（内外国人 126 名）で構成されており(2019 年 5 月 1 日現在)、我が国の
国立大学附置研究所の中で最大級の規模を誇る研究所の一つである。 
本所は、研究教育活動を中核的に推進する 4 つの研究部（27 研究部門等および 3
客員研究部門）及び 8 つの附属研究施設・共同研究センターと 2 つの研究プロジェク
ト、研究教育活動を円滑かつ効果的に遂行できるよう支援する各種研究支援組織、テ
クニカルセンター及び事務部によって組織されている。本所の教員数は、2019 年 5
月 1 日現在、教授 29、准教授 35、講師 1、助教 63、助手 4 である（特任教員（研究）
を含む）。 
研究部各部門における教員の基本的構成は原則的に教授 1、准教授 1、助教 2 とし
ているが、必要に応じて、例外的な人員構成も認めている。運営面では、所長、副所
長（2 名：研究企画、情報企画担当）と運営会議、教授会体制による管理運営と意思
決定が行われている。 
本所は、2016年に臨時理化学研究所第2部を前身として発足してから創立百周年を
迎えたが、今後も引き続き物質･材料科学の世界的中核研究拠点としての責任を全う
し、文明の発展と人類の幸福に貢献することを決意している。“物質･材料は科学技術
すべての基盤である”との認識のもとに、幅広い物質・材料において基礎と応用のバラ
ンスのとれた研究を推進する一方で、時代の要請に応えた新分野・重点分野を牽引す
る先端的・中核的研究者集団を育成している。また、次の時代の研究の芽を生むため
に、個々の研究者の自由な発想を尊重する環境を維持し、理学と工学の研究者が共存
する本所の特徴を最大限に生かす研究を支援している。2016年からの第3期における
具体的な重点分野として、2010年からの第2期中期目標・中期計画に引き続いて、①
社会基盤材料、②エネルギー材料、③エレクトロニクス材料を重点3研究分野として
掲げ、研究展開している。以下、2018年度の活動の概要を記す。 
 
２－１ 研究 
本所の研究活動による成果論文の発表状況（詳細は第 4 章および付録に記載）は、
年間 533 編（2018 年 1－12 月出版 Web of ScienceTM （クラリベイト・アナリティク
ス）収録論文）である。このうち海外機関との共著論文は 221 編、海外機関共著比率
41.5%である。2011 年以降、総論文数はほぼ横ばいだが、海外機関共著論文比率は増
加傾向にあり最近 5 年間で約 5％上昇した。 
 
２－１－１．社会的課題に応える戦略的研究の推進‐重点 3 研究分野の更なる推進と
強化 
 「社会基盤材料」「エネルギー材料」「エレクトロニクス材料」の 3 分野を推進する
ため、低炭素社会基盤材料融合研究センター（2015 年 3 月末廃止）から発展的改組
拡充した先端エネルギー材料理工共創研究センター（2015 年 4 月設置）、中性子物質
材料研究センターを活用し、研究部門との横断的な所内連携研究を強化している。 
 
（１）先端エネルギー材料理工共創研究センター（E-IMR）の取組み 
クリーンで経済的なエネルギーシステムを構築するスピンカロリトロニクス・高
エネルギー密度二次電池・高効率太陽電池を実現するための先端エネルギー材料の
創製とその社会実装化を促進することを目的として、2015 年に設立された先端エネ
ルギー材料理工共創研究センター（E-IMR）では、4 つの研究部と国際共同研究部
を設置し、それぞれに理学・工学分野また企業出身者の研究者を融合して配置する
ことで、実効的な理工共創研究、社会実装化研究を促進させる組織体制を構築し、
研究を推進している。2018 年度は「若手研究者のためのエネルギー材料萌芽研究助
成」制度において 1 件の研究課題を実施した。また、引き続き先端エネルギー材料
創成研究を強化し、共同利用・共同研究拠点の機能強化に取り組んだ。仙台市との
共同研究「次世代型防災対応エネルギーマネジメント開発」に一般財団法人日本気
象協会の参画を得て、気象情報を活用した蓄電池最適制御技術に関する研究を開始
した。 
 
（２）中性子物質材料研究センターの取組み 
 本センターは、先端的中性子利用と人材育成を促進する中性子プラットフォームの
形成により、物質材料科学・中性子科学の継続的発展に貢献する目的で 2010 年度に
発足した。 
2018 年度の主要な取り組みとして以下のことを実施した。 
a) 2019 年度からセンターの共同利用研究を開始するために、これまでの運営委員会
を発展的に解消し、新たに共同利用委員会兼採択専門委員会を組織した。また、募
集要項を作成して課題を公募するに至った。国際共同利用・共同研究拠点の認定後
には、海外からの申請にも対応する準備を進め、課題の受付けを開始し，2018 年度
の課題として 6 件を採択した。 
b) 物質・材料研究における戦略的中性子利用を推進するため、大学共同利用の元で
運営する中性子散乱装置の保守、管理を行った。前年度に公表した装置利用推進ロ
ードマップに従い、研究用原子炉 JRR-3 の再稼働後に共同利用が速やかに再開でき
る環境を整え、教育用中性子散乱装置の立ち上げも進めた。また、KEK と共同で運
営する J-PARC MLF の最先端中性子分光器 POLANO では、前年度に中性子ビーム
受け入れに成功したことを受け、2019 年 4 月から共同利用を開始するための作業を
進めた。MLF にて一般課題を受け付け、2 件の申請を得た。 
c) 金属材料研究所が所管する中性子散乱装置の有効活用と、それによるサイエンス
の発展、人材交流を目的として、ドイツのヘルムホルツ・センタ ・ーベルリン（HZB）
および韓国原子力研究所(KAERI)を学術交流協定を締結した。HZB と連携の具体を
議論するためにベルリンにてワークショップを開催し、本センターから 3 名が参加
した。 
 
（３）ERATO「齊藤スピン量子整流」 
 社会への展開を図る革新的なスピン利用技術の開拓を目的とした JST 戦略的創造
研究推進事業総括実施型研究（ERATO）（研究総括：齊藤英治教授(委嘱））にお
ける活発な研究により、本所が特に強みを有する磁性・スピントロニクス研究分野
の更なる研究強化が図られている。本プロジェクトにおいては、日本電気株式会社
との連携により、スピンの量子整流性を利用した材料内部におけるエネルギー変換
や情報処理という新たな科学技術の概念を「スピン量子整流」として確立し、社会
への展開を目指した革新的なスピン利用技術開拓が進められている。2018 年度も、
スピン粒物理に関する新たな成果をNature姉妹紙などで公開し，アカデミアから高
い関心を得ている。 また社会貢献としての様々なアウトリーチ活動、社会実装に向
けた複数企業とのアソシエーション構築など、幅広い活動を引き続き行っている。 
 
２－１－２．異分野融合・連携による新機軸研究 
（１）学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プ
ロジェクト 
 特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト（六研プロ）の後
継事業として 2016 年 4 月より開始された本プロジェクトでは、本所、名大未来材料・
システム研究所、阪大接合科学研究所、東工大フロンティア材料研究所、東京医科
歯科大生体材料工学研究所、早稲田大ナノ・ライフ創新研究機構の 6 つの機関がそ
れぞれ得意とする研究能力を提供し合い、生活革新に資する新材料の開発に取り組
んでいる。2018 年度の主な活動としては、工学研究科、医工学研究科、歯学研究科
と連携して生体材料に関する国際ワークショップ「 International Workshop on 
Biomaterials in Interface Science」（ICC-IMR の協力）を 8 月に開催し、材料系の研究
者と歯学・医学系研究者との分野横断的な連携を図った。また，9 月に The 3rd 
International Symposium on Creation of Life Innovation Materials for Interdisciplinary and 
International Researcher Development (iLIM-3)を開催し，プロジェクトの成果を発表し
た．産学連携強化の面では、産業展「TECHBiz」への出展と研究発表などを通して
産業界との技術交流を推進した。 
 
 
 
（２）ポスト「京」、計算物質科学人材育成コンソーシアム事業  
 HPCI 戦略プログラムの後継事業として 2016 年度に開始された「ポスト京」では、
本所は重点課題⑦「社会の発展を支える高機能物質・材料の創成」に分担機関とし
て参画している。本事業実施で必要となる計算機資源の確保のため、計算材料学セ
ンターは物性研、分子研のスパコンセンターと連携して、各機関全計算機資源の
20％までを共用枠として供出するなど全面的に支援している。 
 ポスト「京」における計算物質科学に関する人材育成のため、本所を代表機関と
して文科省「科学技術人材育成コンソーシアムの構築事業」に応募し採択された「計
算物質科学人材育成コンソーシアム（PCoMS）」では、①「次世代研究者育成事業」
と②「イノベーション創出人材育成事業」に取り組んでいる。①として次世代研究
者 9 名を採用し、本所では特任助教 2 名が活動を行い、②として国外研究機関、国
内研究所・企業でインターンシップ（14 名）を実施した。 
 また、「ポスト京」の萌芽的課題として採択されている「基礎科学の挑戦―複合・
マルチスケール問題を通した極限の探求」（2016〜2019 年度）では、材料の破壊、
地震、大気・海洋の変動、火山噴火、マグマ、観測困難な極限物性など「極限を探
求する科学」に関する課題の解決を目標として、A:破壊とカタストロフィ（東北大
学金属材料研究所）、B:相転移と流動（東北大学大学院理学研究科）、C:地球惑星
深部物質の構造と物性（理化学研究所）、D:量子力学の基礎と情報（東京大学物性
研究所）の 4 つのサブ課題を設定し、研究を推進している｡ 
 上記の取り組みは、相互に密な連携を図りながら実施しており、計算物質科学分
野全体の発展に貢献している。 
 
（３）若手アンサンブルプロジェクト  
本取り組みは本学 11 研究所・センター部局長による研究所長会議が推進する異分
野融合の萌芽的研究の創出を目的とした若手研究者対象のプロジェクトである。具
体的な企画立案・推進ＷＧが組織され、本所助教がＷＧ委員として参画した。2018
年度には、①ワークショップ（7 月 4 日参加 105 名 発表数 77 件）、研究会（2019
年 1 月 8 日- 9 日 参加 49 名）の開催 ②若手アンサンブルグラント（第 1 ステー
ジ課題 採択 17 件（本所 1 件） 第 2 ステージ課題 採択 2 件（本所 0 件））が実
施され、若手研究者の相互理解と異分野融合型研究の重要性が認識された。外部資
金獲得へのステップアップにもつながる若手萌芽期の研究支援として大きな役割を
果たしている。 
 
（４）東北放射光施設計画（ＳＬｉＴ-Ｊ）の取組 
共同利用研究ワークショップや各種研究会の開催を通じて、東北放射光が拓く新
しい基礎科学および産学連携研究に関する学術的啓蒙活動を行った。本学東北放射
光施設推進会議では、多元物質科学研究所とともに先導的な役割を果たしている。 
 
 
 
 
２－１－３．Essential Science Indicators による世界的位置付け 
 2019 年 7 月の Essential Science Indicators（期間：January 1, 2009 – April 30, 2019）
によれば、本学の材料科学分野の被引用数合計は 88,725 回（論文数 6,143 編）で、
世界第 55 位（国内では NIMS(29 位)に次ぎ第 2 位）である。本学の同分野の Highly 
Cited Papers（当該分野における被引用数が世界のトップ 1％の論文）は 52 編であ
り、うち本所教員によるものが 13 編と、その約 25.0％を占めている。本所が材料科
学分野において国際的に卓越した研究拠点であることを示している。 
 また、同期指標において本学の物理学分野の被引用数合計は 137,724 回（論文数
9,576 編）で世界第 82 位（国内では東大(16 位)、京大(62 位)、RIKEN (79 位)に次ぎ
第 4 位）である。本学の同分野の Highly Cited Papers は 121 編であり、うち本所教
員によるものが 35 編とその約 28.9％を占めており、本学の物理学分野に対する本所
の貢献も大きい。 
 このような論文被引用数の状況は、本所において世界最先端の研究が推進されて
おり、本所が組織目標に掲げる「広範な物質・材料に関する基礎と応用の両面の研
究」に対応する材料科学、物理学両分野がバランスよく「応用」と「基礎」の車の
両輪となっていることを示している。このような数値指標は、本学の同分野におけ
るプレゼンス向上に大きく貢献していることを具体的に示している。 
 また本所の研究グローバル化を測る指標である国際共著論文数に関しては、2018
年 1－12 月の Web of ScienceTM 収録論文 533 編に対して 221 編が海外機関共著論文
であり、41.5％を占めている。 
 
２－１－４．機関間の補完的な協力関係の確立 
強磁場超伝導材料研究センターと国内 3 機関（物材機構、東大物性研、阪大極限
量子科学研究センター）で申請した「強磁場コラボラトリー」計画が、日本学術会
議マスタープラン 2017 に拠点計画として認定された。現在、これに基づいて施設の
相互利用や共同利用の共通化に関して、制度整備を進めている。また、超伝導材料
開発や元素戦略などをはじめとして、物材機構と包括協定に基づく共同研究を推進
している。 
 さらに、自然科学研究機構分子科学研究を代表機関として、東大物性研究所、京大
化学研究所、理化学研究所と共に、マスタープラン 2017 の重点大型研究計画「物性
連携研究体」計画の活動を推進している。 
 
２－１－５．受賞等 
 本所では 2018 年度において 38 件の学術賞の受賞があった。特に、平成 30 年度の
科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞として高梨弘毅教授「規則合金のナノ
構造化とスピントロニクス機能に関する研究」、創意工夫功労者賞として菅原孝昌
技術専門員「ベータ型酸化ガリウムナノ構造体作製技術の考案」が受賞した。また
THERMEC’2018 Distinguished Award を古原教授が受賞した。Bauer 教授，齊藤教授，
高橋研究員が 2018 年の Highly Cited Researchers に選出された。 
 
２－２ 教育 
 国際的に優秀な学生や研究者の確保のため、国際共同研究センターを拠点とした国
際的アピールを促進するとともに、異分野融合的な教育プログラムを実施している。 
 
２－２－１．国際共同研究センター（ICC-IMR）を中心とした国際的教育促進・教
育環境支援 
 国際共同研究センター（ ICC-IMR）では、英語で実施する国際若手学校
(KINKEN-WAKATE)を毎年開催している。第 15 回となる 2018 年度は「Nano 
Crystalline Soft Magnetic Alloys」をテーマに 8 ヶ国から延べ 101 名（海外からの招聘
者 9 名）の参加により実施（8 月 29－31 日）した。国内で初めて定例化した英語に
よる材料科学に関する若手学校であり、国際的人材育成に顕著な効果がある。また、
博士後期課程学生を国際共同プログラム分担者として受け入れ、フェローシップ制
度を新設し、3 ヶ月までの短期留学の滞在費の一部支援を行い、ワークショップ等
においても学生の発表を奨励している。 
韓国科学技術研究院(KIST)との大学間交流協定（2016 年 8 月）を踏まえ KINKEN- 
KIST joint symposium 2018」を金研にて開催し（2018 年 7 月 4 日-5 日）、先端材料
分野に関する幅広いテーマを議論し交流の深化・発展を図っている。  
そのほか、博士課程リーディングプログラムやスピントロニクス国際共同大学院
など、理学、工学研究科等の学内部局との連携を図り、異分野融合による人材育成
教育を実施した。 
 
２－２－２．大洗原子力材料夏の学校、インターンシップ  
量子エネルギー材料科学国際研究センター（大洗）では、大学院生を対象とした
夏の学校、高等専門学校学生を対象としたインターンシップを実施している。2013
年度には経産省の「安全性向上原子力人材育成委託事業」に採択され、大洗地区の
原子力関連事業所と連携を深め充実を図っている。2018 年度は夏の学校を 8 月 6 日
－8 月 10 日に実施し、全国 6 大学 1 企業から 19 名の参加があった。インターンシ
ップは 8 月 27－31 日に実施し、全国 7 高専から 10 名の参加があった。 
また、文部科学省国際原子力人材育成イニシアチブ事業「放射性廃棄物処理・処
分における分離・分析に関する教育」として、冬の学校（平成 31 年 1 月 21－25 日、
24 名参加）を開催した。 
 
２－２－３．金研講演会 
1949 年の第 1 回講演会以来、所内講演者に加えて異なる専門分野の研究者を特別
講師として学内外から招聘し、毎年度 2 回（春・秋）開催している。特に、学生を
含む若手研究者の研究発表の実践修練の場としてポスター発表を実施し（英語発表
を奨励）、優秀発表を表彰することで研究奨励している。2018 年度は、第 135 回（春）
を外部特別講師 2 名を迎えて開催し、100 名余の参加者と若手研究者・学生による
73 件のポスター発表があった。第 136 回（秋）は、本来の講演会と代わりに金研外
部評価を兼ねた SMS2018 を開催し、国内外の招待講演者 6 名と本所教員 14 名によ
る講演、78 件の若手研究者・学生らによるポスター発表があり、幅広い分野での活
発な議論が行われた。 
 
２－３ 共同利用・共同研究拠点  
本所は、2009 年 6 月に共同利用・共同研究拠点に正式採択され、この拠点化に伴
い計算材料学センターの共同利用も 2009 年度より開始・実施されている。国際共同
研究センター（ICC-IMR）での国際共同研究も各センターが行う共同利用・共同研
究と密接に連携して行われている。2018 年度の本所全体での共同利用・共同研究へ
の取組みの結果、本拠点への参画人数は約 2,500 人とであった。 
 
2018 年度の共同利用・共同研究実施件数、受け入れ研究者延べ人数（ICC-IMR お
よび中性子物質材料研究センターを除く。） 
区分 件数/研究者数 
研究部 160 件/970 人 
量子エネルギー材料科学国際共同研究センター 103 件/363 人 
新素材共同研究開発センター 94 件/419 人 
強磁場超伝導材料研究センター 107 件/587 人 
計算材料学センター 36 件/166 人 
 
 2018 年度文科省により実施された国立大学法人各共同利用・共同研究拠点に対す
る中間評価でも、最高位である総合評価 S を得て、材料科学分野に関する学理の探
求と応用研究についての実績と、若手人材育成や大型プロジェクトの提案等を通じ
た研究者コミュニティ発展への貢献に対する高い評価を受けた。さらに、11 月には
文科省が新規にスタートさせた国際的にも有用かつ質の高い研究資源等を最大限活
用して国際的な共同利用・共同研究を行う「国際共同利用・共同研究拠点」の１つ
として，金研が「材料科学国際共同利用・共同研究拠点」として認定され，Global 
Institute for Materials Research Tohoku (GIMRT）として新たな共同利用・共同研究を
開始した。このプログラムでは，従来の共同利用に加えて，金研がハブとなって国
内外の研究者をつなぐブリッジ型課題，海外機関の共同研究のための国内若手研究
者の派遣する制度などを新たに構築するとともに、年 4 回の申請を行えるように関
連制度の設計整備を行い，2018 年 12 月に第１回，2019 年 2 月の第 2 回の課題申請
を受け付け，研究部において 22 件の国際課題を採択している。また、中性子物質材
料研究センターでも、2019 年度からの本格的な共同利用研究の推進に向けて 2018
年度として 6 件の課題を採択した。 
 
２－４ 国際研究活動 
国際共同研究センター（International Collaboration Center：ICC-IMR）は、大学の国
際化のために必要な国際共同研究・国際交流実施組織として設置され、プロジェク
ト研究（2 年間）、短期滞在型共同研究、ワークショップ開催、海外からの客員教
授招聘（金研の客員研究部門および新素材共同研究開発センターの客員教員枠を利
用）、若手フェローシップ、国際共同研究の企画等のプログラムを行っている。プ
ロジェクト研究は、英語での国際的にオープンな応募、外国人レフェリーによる Peer 
Review など、グローバルな基準に合致するプログラムとなっている。また、ICC-IMR
内に 2016 年より国際交流室を設置し、国際交流活動についてより効率的な実施を図
っている｡2018 年度は 2 カ国の研究者を含む 1 件のプロジェクト研究課題と 4 名の
客員教授を含む 25 件の課題が実施され、58 名の外国人研究者を招聘し、国際的に
高水準の研究を展開している。また、国際共同研究を通じて、金研発の研究機器を
海外の大学に輸出する Material Transfer Agreement (MTA) 事業にも取り組んでいる。 
研究成果の国際発信では、特に優れた研究成果を英語で取り纏めた「Research 
Highlights」を引き続き発行し、国内外の約 500 研究機関に発信している。この取組
は、本所の国際的認知度の向上に貢献している。 
また、強磁場センター、量子エネルギーセンターなどでは、国内で金研のみが有
する高度装置により、海外に対しても高度な研究資源を提供している。また、強磁
場センターはフランス国立強磁場研究所と連携し、Global High Magnetic Field Forum
の結成にも参加するなど、国際協力を推進している。量子エネルギーセンターはベ
ルギー・モル研究所、米国オークリッジ研究所等々と連携することで国際的研究促
進を実現している。新素材センターでは，毎年 ICC-IMR の審査を経て数名の外国人
客員教員を招聘し、センターでの国際共同研究を実施している｡ 
 
２－５ 産学連携活動の推進 
 大阪、兵庫に拠点を置く関西センターは、本所産学官連携推進室、各プロジェクト
を中心とした活動を強化し、政府が戦略として掲げるものづくり分野の振興に資する
社会貢献や大学シーズ技術の実用化支援を推進してきた。2016 年度から「産学官広
域連携型産業活性化プラットフォーム整備事業」を開始し、関西センターを発展させ
て東北地方を含む産学連携の広域化を目指した産学官広域連携センターを設置した。 
 
２－５－１．産学官広域連携センターの取組み 
 本センターにおける、2018 年度の主要な産学官連携活動は以下のとおりである｡ 
a) 社会人教育として、ものづくり基礎講座（4 回、計 146 名）、KC みやぎ連絡会
「産学官連携」（1 回、計 20 名）、第 82 回 知の拠点セミナー（1 回、計 46 名）を
はじめ、個別企業での材料基礎講座（2 社、計 4 回）等を実施した。 
b) 企業 53 社との共同研究、3 件の実用化販売、7 件のサンプル出荷を行った。また
中小企業庁戦略的基盤技術高度化支援事業（6 件）、兵庫県 COE 推進プログラム、
大阪府モノづくりイノベーション支援事業に各採択され、企業との共同研究を進め
た。そのほか特許 5 件、競争的資金獲得 52 件があった。 
c) 技術相談は 627 件にのぼり、関西圏外、国外企業からの相談も担当した。  
 
 
２－５－２．産学官連携推進室の取組み 
（１）産学連携先端材料研究開発センター（MaSC） 
 2014 年 4 月より活動開始した本センターは、金属材料研究所、流体科学研究所、
多元物質科学研究所、および大学本部の連携で運営され、金研重点 3 分野である「エ
ネルギー材料」、「エレクトロニクス材料」、「社会基盤材料」における先進材料開発展
開を目的として金研からも複数の研究室が参画して産学連携研究を推進している。本
センターを活用した研究成果の社会実装化に向けて、宮城県及び企業 2 社と連携して
設立したベンチャー企業(日本積層造形株式会社)が金属材料を対象とした三次元積
層造形技術を活用した高付加価値の新たなものづくり技術を確立し、三次元プリンタ
による金属製品製造及び販売などの事業を進めている。 
 
（２）金研夏期講習会 
 初代所長本多光太郎の言「産業は学問の道場」を実践する取組である「金研夏期講
習会」を 1922 年に第 1 回を開催以来、90 年以上前から企業研究者を対象として実施
している。近年は仙台以外での国内他地域でも開催し、新たな地域産業界とのつなが
りを構築し、より広範な参加企業、参加者との交流促進を図っている。2018 年度は、
本所において開催し、企業関係の技術者・研究者、学生等 59 名（うち民間企業 41 名）
の受講生の参加があった。 
 
（３）産学連携イベントへの参加 
「次世代ものづくり基盤技術産業展 (TECH Biz EXPO 2019)」（2019 年 2 月 6－7 日 
名古屋市）に出展し、本所の研究シーズを紹介した。訪れた企業からは共同研究や技
術指導の相談があり、産学連携の推進に繋がっている。 
 
２－５－３．ナノテク融合技術支援センターの活動 
 本学産学連携本部に設置される本センターにおいて、最先端機器の開放や技術支
援・研究相談を産学官の利用者に対して行っている。また、文科省主管のナノテクノ
ロジープラットフォームに東北地区唯一の共用設備運用組織として参画している。本
所では、微細構造解析を軸に収差補正透過電子顕微鏡、低加速走査電子顕微鏡、集束
イオンビーム加工装置をユーザーに開放し、企業・大学の研究者に対して広く研究開
発支援を行っている。 
 
２－５－４．技術シーズの事業化促進 
 現在金研発のベンチャー企業として、Piezo Studio、パンソリューションテクノロジ
ーズ、日本積層造形、C&A、東北マグネティックインスティテュートの 5 社が、シ
ーズの事業化に向けた研究開発あるいは製品化と事業拡大を促進している。さらに, 
2108 年に 2 つの金属積層造形に係る企業との共同研究部門（最先端金属積層造形技
術（JAMPT)および東京エレクトロン 3D プリンティング材料加工プロセス工学）を
設立し、企業と本所の研究者とが共通の課題について目的を共有し、研究成果の実用
化等を見据えた共同研究を促進している。 
 
２－６ 社会貢献活動 
 
２－６－１．福島原発事故対応:計測技術開発と地方自治体からの放射能汚染検査依
頼対応 
 事故関連の廃棄物処理研究施設の詳細計画立案に参画している。地方自治体から
の検査依頼に基づき、水などの放射能汚染分析を事故直後から現在も継続して行っ
ている。 
 
２－６－２．一般市民を対象とした主な公開講座や本所公開活動等の実施 
（１）みやぎ県民大学 
 宮城県からの委託を受け、広く一般市民へ専門的な学習機会を提供することを目
的に、毎年本所で開講している。2018 年度は 8 月 27－30 日に 47 名の参加者を得た。
「地球にやさしいエネルギーと環境・省エネルギー技術」をテーマに、40 代から 80
代までの幅広い世代の受講者に、循環型社会構築にかかる最新の研究事情を紹介し、
多様な意見の交換の場として機能を果たした。 
 
（２）出前授業 
 小中高校生との連携の一環として、子供たちに科学の楽しさ、面白さを実感して
もらうことを目的に、各種の出前授業を毎年度実施している。2018 年 8 月実施「楽
しい理科のはなし 2018」（河北新報社主催）では、本所複数教員が理科実験に関す
る出前授業を行い、イベント全体では約 2,200 人の参加を得るなど非常に効果的な
活動を行っている。 
 
（４）本所見学者への対応 
初代所長本多光太郎の執務室であった本多記念室や資料展示室について、百周年
記念事業での改修整備や展示物の整理を行った後の一般公開により、国内外からの
見学者を受け入れている。また、本所各研究部門・附属施設・センターなどでは外
部からの見学・研修依頼があった際には多岐に渡って受入れを行っている。2018 年
度は、国内外機関による視察や県内外の小中高校の校外学習などに対応し 18 団体
405 名を受け入れた。本所活動に高い関心を示す企業・教育研究機関等に対して、
また進路選択の一助となるように広く小中高校生に対して、本所の公開を行うこと
は有効な社会貢献活動である。 
・金属物性論研究部門
・結晶物理学研究部門
(2018年10月) ・磁気物理学研究部門
・量子表面界面科学研究部門
・低温物理学研究部門
・低温電子物性学研究部門
・量子ビーム金属物理学研究部門
・材質制御学研究部門※
・結晶欠陥物性学研究部門
・金属組織制御学研究部門
・計算材料学研究部門
・材料照射工学研究部門
・耐環境材料学研究部門
・原子力材料工学研究部門
・研究部 ・電子材料物性学研究部門
・材料設計学研究部門※
・ランダム構造物質学研究部門
・構造制御機能材料学研究部門
・錯体物性化学研究部門
・物質創製研究部 ・非平衡物質工学研究部門
・磁性材料学研究部門
・結晶材料化学研究部門
・水素機能材料工学研究部門
・先端結晶工学研究部
・複合機能材料学研究部門
・加工プロセス工学研究部門
・材料プロセス・評価研究部 ・アクチノイド物質科学研究部門
・不定比化合物材料学研究部門
・分析科学研究部門
・材料プロセス評価学研究部門※
 所長
・東京エレクトロン３Dプリンティング
・共同研究部門 　　共同研究部門
・最先端金属積層造形技術（JAMPT）
　　共同研究部門
・学際・国際的高度人材育成
・プロジェクト 　　ライフイノベーションマテリアル
　　　　創製共同研究プロジェクト
・計算物質科学人材育成
　　　　コンソーシアム
・量子エネルギー材料科学国際研究
　センター
・新素材共同研究開発センター
・ 附属研究施設・ ・強磁場超伝導材料研究センター
 共同研究センター
・産学官広域連携センター
・計算材料学センター
・先端エネルギー材料理工共創研究センター
・国際共同研究センター
・中性子物質材料研究センター
・低温物質科学実験室
・材料分析研究コア
・学生・教職員相談支援室
・テクニカルセンター
・事務部 （※客員研究部門等）
・アルファ放射体実験室
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副所長
・材料物性研究部
・材料設計研究部
１.　本研究所の機構
副所長
２.　委員会機構
(2018年4月)
運営協議会
外部評価委員会
　
外部諮問委員会
教授会 研究企画室
　所長
情報企画室
運営会議
　　　　　副所長 戦略企画室
目標・計画対策室
産学官連携推進室
安全衛生委員会 安全衛生管理室
学生・教職員相談支援室
研究部
共同利用委員会（兼）採択専門委員会
量子エネルギー材料科学国際研究センター
運営委員会
共同利用委員会
採択専門委員会
共同利用・
　共同研究委員会
新素材共同研究開発センター
    共同研究所内委員会 運営委員会
共同利用委員会（兼）採択専門委員会
強磁場超伝導材料研究センター
運営委員会
共同利用委員会（兼）採択専門委員会
計算材料学センター
運営委員会
共同利用委員会（兼）採択専門委員会
国際共同研究センター
運営委員会
中性子物質材料研究センター
運営委員会
先端エネルギー材料理工共創研究センター
運営委員会
産学官広域連携センター
運営委員会
３．委員会名簿 
（１）運営協議会  
委員長 岸  輝雄 （物質・材料研究機構名誉顧問） 
委 員 掛下 知行 （福井工業大学長） 
 加藤  博 （東北発電工業株式会社取締役会長） 
 五十嵐 正晃  （新日鐵住金株式会社常務執行役員） 
 射場 英紀 （トヨタ自動車株式会社電池研究部長） 
 家  泰弘 （日本学術振興会理事） 
 森  初果 （東京大学物性研究所長） 
 神谷 利夫 （東京工業大学フロンティア材料研究所長） 
 南 二三吉 （大阪大学接合科学研究所長） 
 川合 眞紀 （自然科学研究機構分子科学研究所長） 
 寺田 眞浩 （東北大学大学院理学研究科長） 
 長坂 徹也 （東北大学大学院工学研究科長） 
 土屋 範芳 （東北大学大学院環境科学研究科長） 
 大林  茂 （東北大学流体科学研究所長） 
 塩入  諭 （東北大学電気通信研究所長） 
 村松 淳司 （東北大学多元物質科学研究所長） 
 曽根 秀昭 （東北大学サイバーサイエンスセンター長） 
 小谷 元子 （東北大学材料科学高等研究所長） 
 高梨 弘毅 （東北大学金属材料研究所長） 
 
（２）共同利用・共同研究委員会  
委員長 高梨 弘毅 （東北大学金属材料研究所長） 
委 員 廣井 善二 （東京大学物性研究所教授） 
 細越 裕子 （大阪府立大学大学院理学系研究科教授） 
 安田 秀幸 （京都大学大学院工学研究科教授） 
 嶋  敏之 （東北学院大学工学部教授） 
 塩入  諭 （東北大学電気通信研究所長） 
 村松 淳司 （東北大学多元物質科学研究所長） 
 小谷 元子 （東北大学材料科学高等研究所長） 
 
（３）運営会議 
構成員 高梨 弘毅 （所 長、目標・計画対策室長） 
 佐々木孝彦 （副所長、研究企画室長） 
 古原  忠 （副所長、情報企画室長） 
 宮坂  等 （戦略企画室長） 
 吉川  彰 （産学官連携推進室長） 
 折茂 慎一  
 永井 康介  
 野尻 浩之  
 髙橋 嘉典 （事務部長） 
 湯本 道明 （オブザーバー） 
 
（４）研究企画室 （５）情報企画室 
 室 長 佐々木孝彦 教授  室長 古原  忠 教授 
 室 員 我妻 和明 教授  室員 青木  大 教授 
 永井 康介 教授  淡路  智 教授 
 今野 豊彦 教授  久保 百司 教授 
 杉山 和正 教授  小野瀬佳文 教授 
 塚﨑  敦 教授  藤原 航三 教授 
 藤田 全基 教授  Gerrit Ernst-Wilhelm Bauer 教授 
 野尻 浩之 教授  笠田 竜太 教授 
 市坪  哲 教授  正橋 直哉 教授 
 加藤 秀実 教授  秋山 英二 教授 
 髙橋 嘉典 事務部長  髙橋 嘉典 事務部長 
      
（６）戦略企画室 （７）目標・計画対策室 
 室長 宮坂  等 教授  室長 高梨 弘毅 教授 
 室員 高梨 弘毅 教授  副室長 湯本 道明 特任教授 
 古原  忠 教授  室員 古原  忠 教授 
 佐々木孝彦 教授  佐々木孝彦 教授 
 宇田  聡 教授  髙橋 嘉典 事務部長 
 野尻 浩之 教授  千葉 史朗 総務課長 
 折茂 慎一 教授  小松  誠 経理課長 
 吉川  彰 教授  武田 秀一 総務係長 
 塚﨑  敦 教授  千葉 茂美 人事係長 
 市坪  哲 教授  山崎 宏美 研究協力係長 
 髙橋 嘉典 事務部長  小野寺達也 司計係長 
 湯本 道明 特任教授  福士 邦彦 総務係員 
    冨松 美沙 助手 
      
（８）産学官連携推進室 （９）安全衛生管理室 
 室長 吉川  彰 教授  室長 佐々木孝彦 教授 
 副室長 正橋 直哉 教授  副室長 古原  忠 教授 
室 員 古原  忠 教授 室員 我妻 和明 教授 
 千葉 晶彦 教授  千葉 晶彦 教授 
 久保 百司 教授  野尻 浩之 教授 
 加藤 秀実 教授  加藤 秀実 教授 
 河野 龍興 特任教授  秋山 英二 教授 
 湯本 道明 特任教授  市坪  哲 教授 
 髙橋 嘉典 事務部長  笠田 竜太 教授 
      
      
       
　１．研究経費の状況
  　【予算の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）
  　【奨学寄附金・産学連携等研究費の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）
  　【科学研究費助成事業の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）
第３章　財　政
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2．科学研究費助成事業の申請および採択状況
（直接経費のみ）（単位：千円）
件 数 金 額 件 数 金 額
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 33 859,263 22 586,500
採択 14 111,300 17 203,400
申請 5 293,620 4 471,220
採択 2 54,100 3 76,100
申請 18 341,000 16 448,720
採択 9 110,400 10 114,700
申請 31 182,544 39 580,130
採択 24 102,800 23 102,000
申請 22 30,472 26 80,458
採択 14 17,100 17 19,200
申請 9 9,000
採択 9 9,000
申請 3 27,100 3 63,900
採択 0 0 0 0
申請 22 61,130 22 166,908
採択 4 10,600 9 19,800
申請 16 202,834 4 13,300
採択 8 49,200 4 13,300
申請 34 71,323 11 11,400
採択 20 27,900 12 11,800
申請 23 111,530
採択 10 18,600
申請 7 9,650 7 17,292
採択 4 4,400 3 3,600
申請 0 0 1 742
採択 0 0 0 0
申請
採択 0 0 0 0
申請 16 14,200 16 14,500
採択 16 14,200 16 14,500
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 216 2,102,136 194 2,566,600
採択 124 511,000 124 597,000
合  計
備考
奨励研究
研究成果公開促進費
特別研究員奨励費
その他科研費
研究活動スタート支援
新学術領域研究
（研究領域提案型）
基盤研究（Ｓ）
基盤研究（Ａ）
基盤研究（Ｂ）
基盤研究（Ｃ）
挑戦的萌芽研究
挑戦的研究（開拓）
挑戦的研究（萌芽）
若手研究（Ａ）
若手研究（Ｂ）
若手研究
研究種目 項目
２０１7年度 ２０１８年度
特別推進研究
３．科学研究費助成事業一覧
【本研究所教職員等が研究代表者の場合（125件）】
研究種目
  研究代表者　　　　　　         身分    　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　 研究課題
新学術領域研究
15H05884
遍歴多極子による数奇量子伝導相
青木　大 教授 45,370,000円 2015-2019
.
17H05137
層状分子磁石における動的π造形による物性制御
宮坂　等 教授 3,640,000円 2017-2018
17H05138
水素ダイナミクスと結合したπ造形システムにおける確率共鳴による新規デバイスの創出
橋本　顕一郎 助教 3,120,000円 2017-2018
17H05173
Efficient Thermal Spin Conversion in Spin-spiral Systems
Ｔｒｅｔｉａｋｏｖ　Ｏｌｅｇ 助教 1,300,000円 2017-2018
17H05176
空間反転対称性の破れを利用した反強磁性マグノニクス
小野瀬　佳文 教授 6,240,000円 2017-2018
17H05208
スピントロニクスデバイスを基盤とした局所原子配列と磁気機能の相関解明
水口　将輝 准教授 3,640,000円 2017-2018
17H05325
分極効果の能動的作用による窒化物半導体の伝導制御
谷川　智之 講師 2,080,000円 2017-2018
17H05327
窒化物半導体における欠陥構造のマルチスケール解析
木口　賢紀 准教授 14,560,000円 2017-2018
17H05350
非反転対称磁性体を舞台とした磁気・キラル協奏電子物性の創出
谷口　耕治 准教授 2,470,000円 2017-2018
17H05473
中性子散乱を用いた複合アニオン化合物の構造解析
南部　雄亮 准教授 1,820,000円 2017-2018
18H04230
第一原理計算による反強磁性体の電子構造トポロジーとマクロ物性の研究
鈴木　通人 准教授 1,950,000円 2018-2019
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
18H04298
強相関有機π-d電子結合系の電荷-スピン複合物性の解明と探索
井口　敏 准教授 3,510,000円 2018-2019
18H04300
URu2Si2の強磁場磁気秩序と磁気相関-磁気相図の確定と対称性破れの検証
野尻　浩之 教授 3,900,000円 2018-2019
18H05452
ハイエントロピー効果に基づく新材料創製と新機能創出
加藤　秀実 教授 65,650,000円 2018-2022
18H05456
ハイエントロピー合金に内在する元素間相互作用と相安定性原理の実験的解明
古原　忠 教授 63,050,000円 2018-2022
18H05512
ハイドロジェノミクスの研究推進
折茂　慎一 教授 39,780,000円 2018-2022
18H05513
高密度水素による超機能材料の合成
折茂　慎一 教授 14,820,000円 2018-2022
基盤研究（Ｓ）
18H05246
金属人工格子ルネサンス
高梨　弘毅 教授 71,240,000円 2018-2022
.
18H05248
50T高温超伝導無冷媒超伝導磁石の要素技術開発
淡路　智 教授 15,470,000円 2018-2021
18H05249
リチウムイオンと多価イオンが奏でるデュアルイオン蓄電池に向けた新学理の構築
市坪　哲 教授 12,220,000円 2018-2022
基盤研究（Ａ）
15H02022
酸化物超構造における電子輸送界面の創製
塚崎　敦 教授 5,590,000円 2015-2018
.
16H02125
中性子スピンプリズム法の確立と超伝導体の電子多自由度マルチダイナミクスの研究
藤田　全基 教授 7,800,000円 2016-2020
16H02269
化学的相互作用／物理応答の協奏的可逆変換を実現する多孔性導電性磁石の創製
宮坂　等 教授 9,620,000円 2016-2018
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
16H02446
微小欠陥－元素分布トモグラフィー法による原子炉構造材料の照射劣化機構の解明
永井　康介 教授 12,480,000円 2016-2018
17H01052
ナノ超構造体を基盤とした革新的ナノスピンカロリトロニクス機能の創出
水口　将輝 准教授 12,090,000円 2017-2019
17H01330
軽元素のスピノーダルオーダリングを活用した鉄鋼の新規な高強度化原理の構築
古原　忠 教授 16,770,000円 2017-2019
17H01336
温度場の直接観察による固液界面ダイナミクスの解明
藤原　航三 教授 8,320,000円 2017-2019
18H03834
電子ビーム３Ｄプリント金属材料学の構築
千葉　晶彦 教授 33,150,000円 2018-2021
16H02125
中性子スピンプリズム法の確立と超伝導体の電子多自由度マルチダイナミクスの研究（繰越分）
藤田　全基 教授 800,000円 2016-2020
基盤研究（B）
15H04138
環境浄化および生体適合性に優れた二酸化チタンの研究
正橋　直哉 教授 1,690,000円 2015-2018
.
16H03855
融液イオン種の偏析係数を１とする真のニオブ酸リチウム・コングルエント融液の開発
宇田　聡 教授 6,890,000円 2016-2018
16H03857
窒素極性窒化物半導体による二次元電子ガス発生構造の成長技術
松岡　隆志 教授 5,330,000円 2016-2018
16H04005
強磁場自由電子レーザーX線回折・分光法による磁気・電荷・格子相関の解明
野尻　浩之 教授 5,200,000円 2016-2018
16H04006
反転対称性の破れとフェルミオロジーが切り拓く5f電子系の新奇物性
青木　大 教授 2,860,000円 2016-2018
16H04007
新しい偏極中性子散乱手法を用いた高次スピン及び軌道自由度の検出
南部　雄亮 准教授 1,170,000円 2016-2018
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
16H04008
フォノン・弾性波伝搬における相対論効果
小野瀬　佳文 教授 3,640,000円 2016-2018
16H04210
非晶質中距離秩序構造の起源：化学的短距離秩序構造とバーナル空隙のハーモニー
杉山　和正 教授 2,470,000円 2016-2018
16H04487
低エネルギー高速磁化反転技術のための反強磁性構造の創製
関　剛斎 准教授 1,690,000円 2016-2018
16H04505
光導波型相分離シンチレータの規則構造制御による高解像度化と大口径化に関する研究
吉川　彰 教授 5,330,000円 2016-2018
16H04516
パーライト変形能の起源解明-脆性セメンタイト相の微小体積力学特性-
岡本　範彦 准教授 3,770,000円 2016-2018
16H04532
ひずみ場制御による鉄鋼材料のせん断型変態組織の微細化法確立
宮本　吾郎 准教授 5,850,000円 2016-2018
17H01903
アルミニウム展伸材の高度循環利用に資するビーム走査型レーザー発光分析装置の開発
我妻　和明 教授 3,120,000円 2017-2019
17H02917
量子磁性体の電気磁気効果と非相反応答
木村　尚次郎 准教授 1,820,000円 2017-2020
17H03122
先端エネルギーと医療応用のための多機能性ナノポーラス材料の理論設計と実験的創製
BELOSLUDOV,　Rodion
Vladimirovich
准教授 4,030,000円 2017-2019
17H03435
鉄鋼関連材料の新しい迅速分析法の確立
今宿　晋 准教授 5,590,000円 2017-2019
17H03517
陽電子消滅法と昇温脱離分析による原子力材料中の水素－空孔型欠陥相互作用の解明
外山　健 准教授 3,250,000円 2017-2019
18H01690
磁場中共鳴非弾性X線散乱測定によるハーフメタル型ホイスラー合金の電子状態
梅津　理恵 准教授 9,620,000円 2018-2020
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
18H01743
新規高強度-高導電性銅合金群創製のための指導原理
千星　聡 准教授 10,660,000円 2018-2022
18H01760
液体急冷によるa-Siの作製と量産プロセスの構築
岡田　純平 准教授 11,050,000円 2018-2020
18H01853
強相関π電子のガラス化と結晶化を利用した不揮発性メモリ材料の開発
橋本　顕一郎 助教 9,880,000円 2018-2020
18H01865
モノカルコゲナイド物質における極薄膜物性探索
塩貝　純一 助教 14,690,000円 2018-2020
18H01887
Si単元素クラスレート単結晶の実現に向けた新規結晶育成手法の創出
森戸　春彦 准教授 13,000,000円 2018-2020
16H04210
非晶質中距離秩序構造の起源：化学的短距離秩序構造とバーナル空隙のハーモニー（繰越分）
杉山　和正 教授 1,600,000円 2016-2018
17H03435
鉄鋼関連材料の新しい迅速分析法の確立（繰越分）
今宿　晋 准教授 2,650,000円 2017-2019
基盤研究（Ｃ）
15K05156
結晶の空間反転対称性に着目した強相関化合物の超高圧下における新奇量子現象の探索
本多　史憲 准教授 910,000円 2015-2018
.
16K04913
磁気電気化学マイクロ渦流における対称性の破れとキラル界面形成の研究
茂木　巖 助教 1,040,000円 2016-2018
16K04942
強磁場･高磁気力場下での溶融凝固その場観察と結晶作製プロセスの開発
高橋　弘紀 助教 780,000円 2016-2018
16K05430
強相関π電子系における乱れによる電子フィリング変化とπ-d電子間相互作用の解明
井口　敏 准教授 1,170,000円 2016-2018
16K05738
イオンインターカレーションによる中性錯体分子結晶の磁気秩序制御
谷口　耕治 准教授 1,300,000円 2016-2018
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
16K06766
高密度水素を含有する錯体水素化物における形成機構の解明と新規物質探索への展開
佐藤　豊人 助教 1,170,000円 2016-2018
16K06767
原子炉圧力容器を脆化させる析出相の結晶構造と機械的性質の解明
松川　義孝 助教 1,690,000円 2016-2018
17K00620
金属スクラップ選別へのショート/ロングパルス同軸落射によるレーザープラズマ制御
柏倉　俊介 助教 650,000円 2017-2019
17K05485
スピン軌道結合磁性体における異常スピン電磁応答
野村　健太郎 准教授 1,560,000円 2017-2019
17K05511
Antiferromagnetic Skyrmions
Ｔｒｅｔｉａｋｏｖ　Ｏｌｅｇ 助教 1,430,000円 2017-2019
17K06110
計算科学手法に基づく難加工基板の高効率な化学機械研磨シミュレータの開発
尾澤　伸樹 助教 1,560,000円 2017-2019
18K04743
鍛造熱処理による超高強度ＴＲＩＰ鋼の耐水素脆化特性改善機構の解明
北條　智彦 助教 2,860,000円 2018-2020
18K04767
無容器急冷凝固過程中のプロセス的強制核発生によるナノ組織制御
吉年　規治 助教 2,340,000円 2018-2020
18K04933
窒化物半導体エピタキシャル膜の極性選択機構
花田　貴 助教 520,000円 2018-2020
18K05009
メガソーラーを劣化させる電圧誘起ナトリウム集積のその場透過電子顕微鏡法による解明
大野　裕 准教授 2,080,000円 2018-2020
18K05054
粒子間相互作用の制御による不純物や欠陥の無い高品質コロイド結晶の創製
野澤　純 助教 2,210,000円 2018-2020
18K05055
ガス吸蔵・磁気相転移の協奏的応答を実現する多孔性磁石の創成
高坂　亘 助教 1,950,000円 2018-2020
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
挑戦的研究（萌芽）
17K18745
原子層感度高周波ESR法による表面・界面の磁気ダイナミクスの研究
野尻　浩之 教授 2,470,000円 2017-2018
.
17K18970
整合多層膜の自己調整応力場を用いたクロスオーバー状態の誘起と機能性の創出
今野　豊彦 教授 2,080,000円 2017-2019
17K18972
高密度に水素を含む多原子イオンの電気陰性度評価法の構築
折茂　慎一 教授 2,600,000円 2017-2018
17K19168
高水素配位錯体水素化物における新規固体イオニクスの開拓
高木　成幸 准教授 3,770,000円 2017-2018
18K18619
計算物質科分野・博士イノベーションリーダーの総合育成プログラムの開発と検証
寺田　弥生 特任准教授 2,730,000円 2018-2020
18K18725
生体系模倣分子性物質におけるプロトン揺動-電荷移動増強と確率共鳴的信号伝達
佐々木　孝彦 教授 2,470,000円 2018-2020
18K18936
短範囲規則性を包含した固溶強化理論の構築 － 短範囲規則「軟化」現象の検証
岡本　範彦 准教授 4,290,000円 2018-2019
18K19012
単一磁性体における自己誘導型スピントルクの観測と革新的高周波素子の実証
関　剛斎 准教授 3,770,000円 2018-2019
18K19050
磁気的に分子吸蔵を差別化する多孔性磁石の創製
宮坂　等 教授 3,120,000円 2018-2019
若手研究(A)
16H05966
歪み多重双晶粒子を反応場とする白金サブナノクラスター触媒の創製
吉田　健太 助教 3,640,000円 2016-2018
.
16H06119
高水素配位錯イオンの創製とエネルギー関連機能の創出
高木　成幸 准教授 3,770,000円 2016-2018
17H04957
格子欠陥エンジニアリングによる加工誘起マルテンサイト変態の制御と基礎原理の確立
山中　謙太 准教授 12,480,000円 2017-2019
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
17H04977
炭化ケイ素の照射欠陥－高温水腐食相関解明とその防食の実証
近藤　創介 准教授 3,640,000円 2017-2019
若手研究（Ｂ）
15K17713
磁気空間対称性が保護する軌道秩序相の隠れた電子状態特性の理論研究
鈴木　道人 准教授 520,000円 2016-2018
.
16K18074
窒化物半導体デバイスに印加される分極電界の観測と制御
谷川　智之 講師 910,000円 2016-2018
16K18231
強磁性元素添加による結晶相制御を利用したHfO2基マルチフェロイック超薄膜の創生
白石　貴久 助教 1,300,000円 2016-2018
17K14102
Quantitative calculation of magnon transport properties of insulators
Ｂａｒｋｅｒ　Ｊｏｓｅｐｈ 助教 650,000円 2017-2018
17K14328
純良単結晶によるウラン系エキゾチック超伝導の対称性と磁気応答の研究
清水　悠晴 助教 910,000円 2017-2019
17K14330
NMRによる強相関有機Dirac電子系の量子極限相図の解明
平田　倫啓 助教 1,430,000円 2017-2018
17K14430
摩擦が誘起する化学反応の第一原理シミュレーション解析：低摩擦・低摩耗に向けた設計
大谷　優介 助教 1,170,000円 2017-2018
17K14651
シリコン基板上への軽元素侵入型垂直磁化膜の創製
伊藤　啓太 助教 2,600,000円 2017-2019
17K14830
異なる錯イオンが共存した新規錯体水素化物の創製とエネルギー関連機能の評価
李　関喬 研究支援者 1,300,000円 2017-2018
17K14840
粒界整合性を考慮した鉄合金における溶質元素粒界偏析の本質的理解
張　咏杰 助教 1,170,000円 2017-2019
17K17581
合金元素が窒素オーステナイトのフェライト変態へ及ぼす影響の包括的解明
佐藤　充孝 助教 1,430,000円 2017-2018
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
17K17609
ナノ塑性加工による相分離制御と化学プロセスの融合による層状Ti-Al合金の機能化
魏　代修 助教 1,950,000円 2017-2018
若手研究
18K13513
イオン液体の示すメソスケール協同現象の計算科学研究：遅い緩和と界面ゆらぎ
芝　隼人 特任助教 2,210,000円 2018-2020
.
18K13783
一軸ひずみ印加による鉄カルコゲナイドテープ線材の特性制御と強磁場応用への討究
岡田　達典 助教 1,950,000円 2018-2020
18K13979
パルスおよび定常強磁場を用いた巨大磁気熱量効果の発現機構解明
木原　工 助教 2,860,000円 2018-2020
18K14012
MgB2超伝導材の緻密化と構造制御による材料組織学に基づいた臨界電流向上の試み
嶋田　雄介 助教 2,730,000円 2018-2019
18K14023
種子結晶加工を利用した擬似位相整合結晶の作製と波長変換デバイスへの展開
前田　健作 助教 3,120,000円 2018-2019
18K14024
Regulating twin boundary mobility to develop high damping and high strength magnesium alloys
崔　玉傑 教育研究支援者 1,300,000円 2018-2019
18K14121
層状酸化物のデバイス化による新奇電子輸送現象の探索
原田　尚之 助教 1,430,000円 2018-2019
18K14135
中性子検出シンチレータための高融点有機結晶の開発
山路　晃広 助教 1,690,000円 2018-2020
18K14177
不斉プラズモン近接場デザインに立脚したキラル核形成制御と電磁場パリティの開拓
新家　寛正 助教 2,730,000円 2018-2019
18K13494
フォノン角運動量とフォノンの異常伝搬に関する研究
新居　陽一 助教 4,160,000円 2018-2019
研究活動支援スタート支援
17H06518
光相変化材料の超高速相転移過程における共鳴結合崩壊ダイナミクスの研究
谷村　洋 助教 1,560,000円 2017-2018
.
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
17H06519
錯体水素化物のリチウムイオン伝導機構解明と材料開拓
金　相侖 助教 1,560,000円 2017-2018
18H05839
Irradiation effects on the performance of the alumina scale formed in FeCrAl ODS ferritic steels
余　浩 助教 1,560,000円 2018-2020
特別研究員奨励費
16F16325
スピントロニクスにおける量子コヒーレンス（理論）
Gerrit Ernst-Wilhelm
BAUER
外国人特別研究員 400,000円 2016-2018
.
16J01981
トポロジカル絶縁体・超伝導体における電流・熱流・スピン流の新奇な創発現象
小林　浩二 PD 1,560,000円 2016-2018
16J03699
超伝導を用いたトポロジカルスピン流物性の開拓
ＬＵＳＴＩＫＯＶＡ　ＪＡＮＡ ＤＣ１ 1,100,000円 2016-2018
17F17379
核医学への応用を目指した複合ガーネット型シンチレータの開発
吉川　彰 外国人特別研究員 1,100,000円 2017-2019
17J01001
XFELパルス強磁場X線回折・分光によるスピンクロスオーバー転移の研究
松澤　智 ＤＣ２ 900,000円 2017-2018
17J02497
酸化還元活性な錯体格子の開発とホストーゲスト相互作用による物性制御
張　俊 ＤＣ１ 800,000円 2017-2019
17J03074
ワイドバンドギャップと高発光量を有した新規パイロシリケート単結晶の開発・特性評価
堀合　毅彦 ＤＣ１ 900,000円 2017-2019
17J03160
新規ジルコニア薄膜におけるマルチフェロイック特性の発現に関する研究
Ｃｈｏｉ　Ｓｕｊｉｎ ＤＣ２ 800,000円 2017-2018
17J08120
リチウムイオン電池を凌ぐ高エネルギー密度マグネシウム蓄電池の開発
下川　航平 ＤＣ１ 800,000円 2017-2019
18F18017
空間反転対称性の破れたf電子系化合物の純良単結晶育成とフェルミオロジー
青木　大 外国人特別研究員 1,200,000円 2018-2019
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2018年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
18J11696
金属負極ロッキングチェア型Li-Mgデュアルソルト蓄電池の開発
李　弘毅 ＤＣ２ 1,000,000円 2018-2019
18J20896
酸化還元活性な配位高分子における磁気・電子相関の交差制御
黄　柏融 ＤＣ１ 800,000円 2018-2020
18J21004
高速時間分解磁気光学イメージングを用いたスピン波分光学の構築
日置　友智 ＤＣ１ 1,000,000円 2018-2020
18J21304
スピン-フラクトロニックスの開拓
Chen Yao ＤＣ１ 800,000円 2018-2020
18J21316
高速発光を有するハフニウム含有ハロゲン化物シンチレータの創製とその発光機構の解明
小玉　翔平 ＤＣ１ 1,100,000円 2018-2020
18F18733
Mg-希土類結晶および非晶質合金の作製とその力学特性調査
加藤　秀実 外国人特別研究員 600,000円 2018-2020
【本研究所教職員等が研究分担者の場合(36件)】
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2018年度配分額　　研究代表者　　   研究代表者所属機関
　 研究課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題番号
新学術領域研究
熱・力学的スピン変換
高梨　弘毅 教授 8,060,000円 齊藤　英治 東京大学
.
26103005
スピン変換機能設計
Bauer Gerrit 教授 7,800,000円 村上　修一 東京工業大学
26103006
トポロジカル物質ナノ構造の輸送現象
野村　健太郎 准教授 8,840,000円 藤澤　利正 東京工業大学
15H05854
J-Physics：多極子伝導系の物理の研究総括
青木　大 教授 650,000円 播磨　尚朝 神戸大学
15H05882
局在多極子と伝導電子の相関効果
鈴木　通人 准教授 2,080,000円 中辻　知 東京大学
15H05883
ハイエントロピー合金新学術領域研究の連携的企画運営
古原　忠 教授 741,000円 乾　晴行 京都大学
18H05450
ハイエントロピー合金新学術領域研究の連携的企画運営
加藤　秀実 教授 741,000円 乾　晴行 京都大学
18H05450
計算材料科学によるハイエントロピー合金の力学特性の解明と制御
久保　百司 教授 1,300,000円 尾方　成信 大阪大学
18H05453
先端プロセスによるハイエントロピー合金の作製とナノ・ミクロ組織制御
千葉　晶彦 教授 5,330,000円 辻　伸泰 京都大学
18H05455
局在水素によるヘテロ界面機能の強化
秋山　英二 教授 3,250,000円 一杉　太郎 東京工業大学
18H05514
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2018年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題番号
特別推進研究
光と物質の一体的量子動力学が生み出す新しい光誘起協同現象物質開拓への挑戦
宮坂　等 教授 6,110,000円 腰原　伸也 東京工業大学
.
18H05208
基盤研究（Ｓ）
フラストレーションが創るスピンテクスチャ
南部　雄亮 准教授 4,199,000円 川村　光 大阪大学
.
17H06137
基盤研究（Ａ）
放射線によるナノ粒子材料創成のその場観察と機能材料の実用化
水越　克彰 特任准教授 156,000円 山本　孝夫 大阪大学
.
15H02342
ダイバータ用耐照射性銅合金の創製
笠田　竜太 教授 1,560,000円 室賀　健夫 自然科学研究機構
16H02443
金属用３Ｄプリンタで形状だけでなく内部組織を自在に制御するための材料科学
千葉　晶彦 教授 390,000円 小泉　雄一郎 大阪大学
17H01329
金属用３Ｄプリンタで形状だけでなく内部組織を自在に制御するための材料科学
山中　謙太 准教授 130,000円 小泉　雄一郎 大阪大学
17H01329
金属用３Ｄプリンタで形状だけでなく内部組織を自在に制御するための材料科学
青柳　健大 助教 130,000円 小泉　雄一郎 大阪大学
17H01329
ナノヘテロ構造制御によるナノ結晶/アモルファス複合合金の高強度・高延性化
加藤　秀実 教授 1,040,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
17H01334
ナノヘテロ構造制御によるナノ結晶/アモルファス複合合金の高強度・高延性化
網谷　健児 特任准教授 390,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
17H01334
中性子照射Ｗ系核融合炉プラズマ対向材料中の空孔型欠陥濃度と水素同位体蓄積の
制御
外山　健 准教授 19,500,000円 波多野　雄治 富山大学
18H03688
カーボン系硬質膜摩擦時ナノ構造層・潤滑油層誘電率その場評価での超低摩擦指針
の提案
久保　百司 教授 650,000円 梅原　徳次 名古屋大学
18H03751
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2018年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題番号
基盤研究（Ｂ）
革新的磁性材料L10-FeCoの創成研究
水口　将輝 准教授 130,000円 小嗣　真人 東京理科大学
.
16H03873
放射光Ｘ線共鳴非弾性散乱による強相関電子の動的電荷相関の研究
藤田　全基 教授 650,000円 石井　賢司 量子科学技術研究開発機構
16H04004
重い電子系化合物に対する第一原理的理論アプローチの開発
鈴木　通人 准教授 195,000円 池田　浩章 立命館大学
16H04021
非対称導波路結合光子・フォトキャリア直交型マルチストライプ半導体太陽電池の研究
松岡　隆志 教授 130,000円 石橋　晃 北海道大学
16H04221
固溶強化Cu-Snマトリックスを用いた核融合用高強度Nb3Sn超伝導線材の開発
嶋田　雄介 助教 130,000円 菱沼　良光 自然科学研究機構
16H04621
異方性シンチレータによる極低温熱量計型暗黒物質方向感度検出器の開発
山路　晃広 助教 1,560,000円 関谷　洋之 東京大学
17H02884
鉄系超伝導体超薄膜における巨大熱電応答
塩貝　純一 助教 2,015,000円 清水　直 理化学研究所
17H02928
高強度レーザー反応場を利用した高次ナノ構造の高速化学気相析出
吉川　彰 教授 208,000円 伊藤　暁彦 横浜国立大学
17H03426
分子論的に予言するガラス転移の劇的スローダウン：遷移状態と輸送特性
芝　隼人 特任助教 780,000円 金　鋼 大阪大学
18H01188
大発光量無機シンチレータで目指す宇宙史研究
吉野　将生 助教 1,560,000円 飯田　崇史 筑波大学
18H01222
基盤研究（Ｃ）
物質拡散による応力形成プロセスのその場観測技術の開発とそのメカニズムの解明
宮本　吾郎 准教授 260,000円 諸岡　聡 日本原子力研究開発機構
.
18K04785
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2018年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題番号
挑戦的研究（萌芽）
電子ビーム積層造形法を利用した革新的な高靭性タングステン材料の研究
千葉　晶彦 教授 780,000円 牧村　俊助 高エネルギー加速器研究機構
.
17K18787
モノリシック共振器型ワイドギャップ半導体波長変換素子の開発
谷川　智之 講師 585,000円 片山　竜二 大阪大学
17K19078
時系列データの機械学習による結晶成長の非再現性の追求
前田　健作 助教 1,820,000円 沓掛　健太朗 理化学研究所
18K19033
新学術領域研究（国際共同研究加速基金）
J-Physics：多極子伝導系の物理の国際展開
青木　大 教授 780,000円 播磨　尚朝 神戸大学
.
15K21732
５．その他の外部資金
金額単位：千円
件数 金額
91 244,694
54 754,198
3 58,660
60 44,622
5 54技術相談（課金分）
項目
民間等との共同研究
受託研究
各種補助事業
（奨学）寄附金
５．研究支援事業等によるプロジェクト研究
期間
事業名
研究題名
文部科学省
2018
ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発
久保　百司
基礎科学のフロンティア－極限への挑戦（基礎科学の挑戦－複合・マルチスケール問題を通した極限の
探求）
164,000,000円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
国家課題対応型研究開発推進事業（原子力システム研究開発事業）
小無　健司
早期実用化を目指したMA-Zr水素化物を用いた核変換処理に関する研究開発
98,540,419円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
国家課題対応型研究開発推進事業（原子力システム研究開発事業）
永井　康介
革新炉材料開発のための次世代ナノスケール解析法の開発と照射後実験研究の国際ハブの構築
16,413,327円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
科学技術人材育成費補助事業「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業」
毛利　哲夫
計算物質科学人材育成コンソーシアム
40,740,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
H30年度原子力人材育成等推進事業費補助金
永井　康介
機関横断的な人材育成事業「放射性廃棄物処理・処分における分離・分析に関する教育」
12,971,885円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
新構造材料技術研究組合
2018
革新的新構造材料等研究開発
古原　忠
高被削性合金厚板の開発における複相チタン合金の被削性と組織要因に関する研究
2,994,000円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2020
革新的新構造材料等研究開発
秋山　英二
超高強度薄鋼板の水素脆化挙動評価技術の開発／水素脆化割れ限界におよぼすU曲げ試験条件の影
響の明確化
42,052,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2020
革新的新構造材料等研究開発
古原　忠
残留γ高度制御のための指導原理の導出
3,726,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立大学法人東京大学
2018
ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発
毛利　哲夫
次世代の産業を支える新機能デバイス・高性能材料の創成
9,334,160円
.
分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
放射線対策委託費（放射線安全規制研究戦略的推進事業費）
山村　朝雄
短寿命α線核種の合理的規制のためのデータ取得による安全性検証と安全管理・教育方法の開発
4,916,261円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
2018
原子力施設等防災対策等委託費（軽水炉照射材料健全性評価研究）
永井　康介
原子炉圧力容器の照射脆化に関わる微細組織分析
25,734,742円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018
国家課題対応型研究開発推進事業（英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原子力基礎
基盤戦略研究プログラム）戦略的原子力共同研究プログラム）
小無　健司
ウラン酸化物加熱試験及び試料作製
6,538,805円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
2015-2019
固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発事業
久保　百司
セルスタックに関わる材料コンセプト創出（高出力・高耐久・高効率燃料電池材料のコンセプト創出）
14,767,000円
.
分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2020
水素利用等先導研究開発事業
河野　龍興
水電解水素製造技術高度化のための基盤技術研究開発／アルカリ水電解及び固体高分子形水電解の
高度化
9,703,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立研究開発法人産業技術総合研究所
2016-2018
超先端材料超高速開発基盤技術プロジェクト
毛利　哲夫
フェーズフィールド法によるミクロマクロ連成
9,545,000円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立研究開発法人科学技術振興機構
2012-2019
戦略的創造研究推進事業（ALCA）
淡路　智
実用高性能RE123線材の高磁場Jc評価とコイル化試験
3,802,500円
.
分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2013-2018
戦略的創造研究推進事業（CREST）
久保　百司
計算化学によるトライボ化学反応の設計
18,460,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2013-2018
戦略的創造研究推進事業（CREST）
湯葢　邦夫
マルチスケール結晶方位分計測と高次元構造解析による超イオン伝導パスの可視化
2,990,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2015-2019
戦略的創造研究推進事業（CREST）
水口　将輝
超空間を利用した新規熱電素子の開発
41,600,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2015-2019
戦略的創造研究推進事業（ACCEL）
久保　百司
分子シミュレーションによるCPBの特性評価と材料設計
27,300,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2016-2018
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「革新的燃焼技術」
久保　百司
境界摩擦領域での摩擦係数低減を目指す分子動力学を用いた摩擦予測
13,006,500円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2016-2019
戦略的創造研究推進事業（ALCA）
市坪　哲
マグネシウム電池用正極開発とそれを用いた蓄電池系の開発
15,150,200円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2018
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「革新的構造材料」
毛利　哲夫
経路確率法に基づく時間粗視化とフェーズフィールド法の時係数の定式化
10,000,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2018
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「革新的構造材料」
古原　忠
B21:Ti17の鍛造･溶体化時効材の組織評価と組織予測モデル構築/B24:熱間鍛造における相変態挙動
と組織予測
8,333,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2018
研究成果展開事業（A-STEP）
千葉　晶彦
GF-PPS樹脂成形用部品に適合した高耐食・耐摩耗新合金開発
7,306,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2018
研究成果展開事業（地域産学バリュープログラム）
山路　晃広
新規シンチレータ用セラミックスの開発
390,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2019
戦略的創造研究推進事業（CREST）
大野　裕
一般粒界のナノ構造特性と不純物集積能の評価
44,200,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2019
研究成果展開事業（産学共創基礎基盤研究プログラム）
宮本　吾郎
ナノクラスタリング・ナノ析出の学理に基づく鉄鋼材料の表面硬度分布制御と摩擦摩耗特性向上の指導
原理確立
10,400,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2019
研究成果展開事業（産学共創基礎基盤研究プログラム）
秋山　英二
鉄鋼における水素/マルテンサイト変態相互作用の定量的・理論的解明と水素利用材料の創製～利用
可能な新固溶元素獲得を目指して～
4,160,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2019
研究成果展開事業（A-STEP）
木口　賢紀
非鉛圧電配向体の焼結しない低温作製法の確立～IoTセンサーおよびエネルギーハーベスター応用に
向けて
5,499,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2017-2019
研究成果展開事業（A-STEP）
吉川　彰
3次元圧電単結晶スプリングを用いた振動発電の研究開発
1,992,100円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
戦略的創造研究推進事業（CREST）
塚﨑　敦
トポロジカル物質の界面形成とデバイス動作実証
36,660,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
戦略的創造研究推進事業（CREST）
嶋田　雄介
マルチスケール組織解析と定量化
1,300,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
戦略的創造研究推進事業（CREST）
野村　健太郎
数理的物性研究に基づくトポロジカル物性・現象の探索
520,000円分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
戦略的創造研究推進事業（さきがけ）
鈴木　通人
多極子理論とデータ科学の融合による物質設計
26,000,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
戦略的創造研究推進事業（さきがけ）
岡本　範彦
電気化学的インターカレーション反応を利用した熱スイッチングデバイスの創出
5,200,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
2018-2019
国際科学技術共同研究推進事業(戦略的国際共同研究プログラム）
佐藤　豊人
再生可能エネルギー活用のための新規水素貯蔵合金の開発とその実用化を目指した設計指針の構築
7,904,000円代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS)
2018
科学技術試験研究委託事業
今野　豊彦
微細構造解析プラットフォーム
42,660,860円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
公益財団法人新産業創造研究機構
2018
中小企業経営支援等対策補助金（戦略的基盤技術高度化支援事業）
網谷　健児
溶射法を用いた新アモルファス合金水素分離膜の研究開発
4,948,537円
.
分担 平成30年度(2018年度)の配分額
期間
事業名
研究題名
公益財団法人JKA
2018
自転車等機械振興事業
岡本　範彦
鉄系化合物高性能熱電変換材料の開発
5,000,000円
.
代表 平成30年度(2018年度)の配分額
研究代表者 特任教授・毛利　哲夫
金額規模 4,074万円（平成30年単年度）
研究期間 平成27年度－平成34年度
評価種別 中間評価
評価結果公表 平成30年3月
研究の
目標・特色
材料科学・物性科学・分子科学・材料デザインを中核とする物質科学分野で世界をリードす
る東北大学、東京大学、大阪大学、自然科学研究機構分子科学研究所が事業実施機関と
なって、計算物質科学人材育成コンソーシアムを形成し、広範な物質科学領域と基礎、応
用、実用化の全段階を俯瞰しつつ、ハイパフォーマンスコンピューティング技術を駆使して
物質科学分野の課題発見と解決ができる人材育成の環境を整備する。同時に、若手研究
者の安定雇用につながる仕組みを構築する。そのために、
（１）複数機関での滞在型共同研究を実施し、計算物質科学分野の複数領域の高次の専門
性を有し広い視野を持つ次世代リーダーとなる研究者の育成、
（２）ビジネス・リサーチャー・スキルと企業のニーズにあった計算物質科学の素養を合わせ
持つポストドクター、博士課程（後期）学生等のイノベーション創出人材の産業界へのキャリ
アパス形成とそのための仕組みの構築、を行う。
評価内容
（総合判断）
A：所期の計画と同等の取組が行われている
（総合所見）
計算物質科学分野で実績のある４機関が、本事業の推進に関する協定書及び、連携研究
推進に関する覚書を締結して連携協力体制を確実なものとして事業を進めていると評価で
きる。さらに、他のコンソーシアムや関係するプログラムと連携しつつ、専門分野を超え、階
層を超えた異分野融合を意識して若手研究者の流動性を高めている点は評価できる。イノ
ベーション創出人材の育成については、育成を実験物質科学の分野に拡大する等の育成
数増加に関わる改善策が具体的に提示されており、発展が期待できる。運営協議会、各種
委員会、諮問委員会等は相互に協力して事業を推進する役割を果たしており、評価でき
る。今後は、若手研究者の雇用につながる仕組みを構築し、計算物質科学分野の国際的
競争力の向上に向けて、産業界を巻き込んだ持続可能なエコシステムを構築することを期
待する。
文部科学省　科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業
次世代研究者育成プログラム
6．プロジェクト研究の中間･最終評価
(１) プロジェクト研究等[中間評価]
研究代表者 准教授・宮本 吾郎
金額規模 3,445万円
研究期間 平成29年度－令和元年度
評価種別 中間評価
評価結果公表 平成30年度
研究の
目標・特色
　窒素（N）-置換型添加元素（s）間の相互作用を実験・理論両面から解明し、ナノクラスタリ
ング・ナノ析出の学理を構築するとともに、フェライト低合金鋼の窒化におけるナノクラスタリ
ング制御に応用することで高い表面硬度と厚い硬化層を同時に付与し、優れた摩擦摩耗特
性を実現する方法を提案・実証することを目標にしている。理論グループ（N-sの多体相互
作用を取り入れた熱力学モデル構築）、基礎実験グループ（N-s 相互作用の実験的測定）、
応用実験グループ（窒化処理への応用）が有機的に連携し、成果をあげている。
評価内容
　（総合評価 ：S）
　窒化表面処理に関して、N-s の相互作用に基づくこれまでにない深い理解と学理を得つ
つある優れた研究である。置換型合金元素の複合添加鋼の表面窒化による著しい硬化挙
動の発見、ナノクラスターやナノ析出物の関与に関する知見、多体間相互作用を取り入れ
た熱力学解析に基づくナノクラスター形成に対する二相分離関与の示唆など、学術的にも、
工業的にも興味深い基礎的知見を見出しており、当初の期待を上回る成果が得られつつあ
る。
　実験と理論の密接な連携、新規グループの参加による研究体制強化、産学共創の場、サ
イトビジットでのコメントや要望の研究計画への積極的な反映など、研究代表者のリーダー
シップによる柔軟で効果的な研究運営で成果をあげている点も高く評価できる。また、企業
との共同研究に発展している点も特筆される。
　研究を継続することにより、ナノクラスターと力学特性との相関や強化機構の解明を図り、
表面窒化処理に関する学理と工業的な実学に対する真の指導原理の提案を期待する。
ナノクラスタリング・ナノ析出の学理に基づく鉄鋼材料の表面硬度分布
制御と摩擦摩耗特性向上の指導原理確立
科学技術振興機構　産学共創基礎基盤研究プログラム
(２) プロジェクト研究等[最終評価]
研究代表者 教授・高梨　弘毅
金額規模 16,840万円
研究期間 平成25年度～平成29年度
評価種別 研究進捗評価（検証）
評価結果公表 平成30年度
研究の
目標・特色
　次世代の情報通信技術を担う新しいエレクトロニクスとしてスピントロニクスが注目さ
れている。スピントロニクスで使用されている磁性材料は、主としてFe, Co, Ni 系のラン
ダム合金であるが、それでは性能に限界がある。我々は規則合金に着目し、高スピン
分極材料としてL21 型ホイスラー合金、高磁気異方性材料としてL10 型規則合金を用
いて、スピントロニクス機能の探求を行ってきた。本研究ではこれまでの実績を踏ま
え、
より一層の高機能化、多機能化を目指して、C1b 型ホイスラー合金およびL11型規則
合
金に着目し、新たな材料展開を図る。さらに、従来のスピントロニクスに加え、これに熱
磁気効果を融合させたスピンカロリトロニクスにも着目し、機能性探求の新展開とし
て、
規則合金を用いた。
評価内容
　（検証結果：A）
　当初目標に対し、期待どおりの成果があった。
　規則合金スピントロニクス材料の新たな展開として、非磁性中間層の活用による高
機能化や、積層制御されたCo/Ni薄膜による多機能化など、多くの貴重な成果が得ら
れた。また、異常ネルンスト効果の材料依存性や温度依存性を明らかにして、規則合
金のスピンカロリトロニクス分野を大きく発展させた。
　得られた研究成果の一部は、国際的な著名な学術雑誌等に公表されており、特許の
出願や取得も行われるなど、成果の公表の積極性も高く評価できる。
研究代表者 教授・折茂慎一
金額規模 15,830万円
研究期間 平成25年度～平成29年度
評価種別 研究進捗評価（検証）
評価結果公表 平成30年度
研究の
目標・特色
　水素の高密度化が困難なために「ハイドライド・ギャップ」とよばれてきた3d 遷移金属
群。　これらが主相となる新たな水素化物を合成して、量子ビームでの解析やデータ
ベースの構築、そしてエネルギー関連機能の強化などにより、「高密度水素化物の材
料科学」を飛躍的に発展させる。
　具体的には、“水素の結合自由度”を反映した水素ダイアグラムや計算材料科学に
基づく特性予測、水素流体での高圧合成、多様な量子ビームによる水素化反応過程
や原子・電子構造の解析、などの要素研究を融合して、従来技術では合成できないぺ
ロブスカイト・錯体水素化物を系統的に探索する。さらに水素化物中の水素やリチウム
のダイナミクス測定もふまえて、高密度水素貯蔵材料や高速イオン導材料などとして
の組成最適化も進める。
評価内容
（検証結果：A+）
　当初目標に対し、期待以上の成果があった。
　本研究によって、電子ドナーや水素アニオンの添加により当初目標とした６質量％を
超える水素密度を有する鉄やクロムの水素化物を得ている。さらに、水素配位数９の４
dや５d遷移金属の高密度水素化物の合成、水素化ホウ素イオンを含む高密度水素化
物における高速イオン伝導性の発見など、当初目標を上回る成果も上げており、水素
貯蔵技術や高性能蓄電デバイスなど社会利用への発展も期待する。
　研究成果は、国際会議や学術雑誌において積極的に公表されており、成果の公表と
いう面でも評価できる。
日本学術振興会　科学研究費助成事業（基盤研究（S））
規則合金スピントロニクス材料の新展開
日本学術振興会　科学研究費助成事業（基盤研究（S））
高密度水素化物の材料科学
－　水素の結合自由度を利用したハイドライド・ギャップの克服
研究代表者 教授・千葉晶彦
金額規模 4,368万円
研究期間 平成27年度～平成29年度
評価種別 事後評価
評価結果公表 平成31年4月
研究の
目標・特色
　工業用丸刃での切断はシャフトに刃物を複数枚組み込んで使用する場合が多い。こ
の種の刃物は殆どが鋭角のエッジを採用しており、長寿命化には硬度と共に靭性が重
要な要素となる。従来、この相反する特性を両立することは非常に困難であり、既存の
刃物用材料では実現できない領域であった。しかし、電子ビーム 3D プリンターの一種
である EBM 法により発現する特徴的な金属組織を最適化することにより、トレードオフ
の関係にある硬度と靭性をこれまでにないレベルで両立できる可能性が高くなった。
　本プログラムでは、これまで開発を進めてきた Co 基合金をベースに、その優れた靭
性、極めて高い耐食性を最大限に維持しながら、超硬合金の領域にまで硬度を到達さ
せた、“高硬度-高靭性-高耐食性刃物”を電子ビーム 3D プリンターにより開発するこ
とを目的とした。
評価内容
　（総合所見）
　一定の成果は得られているが、目標の一部が達成できず、安心して次の研究開発
フェーズに進むことができるところまでのデータ蓄積ができていない。
　硬度目標は達成したもののシャルピー衝撃値（靱性）が目標の６割に留まっており、
製品の優位性を確固たるものにするには、更なる基礎研究が必要である。
　また、今後の取り進めでは、特性だけでなくコストを含めた競合優位性を明確にして、
商品開発、並びに、新規製造法の実用化に向けた活動を推進して欲しい。
電子ビーム 3D プリンターによる高硬度-高靭性-高耐食性 革新的長寿命工
業用刃物の開発
科学技術振興機構　研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラム
（2018.4.1～2019.3.31）
氏　　　名 年月日 異動種別 職名
小野瀬　佳文 2018.4.1 採用 教授
近藤　創介 2018.4.1 採用 准教授
鈴木　通人 2018.4.1 採用 准教授
余　　　浩 2018.4.1 採用 助教
新家　寛正 2018.4.1 採用 助教
川又　　透 2018.4.1 採用 助教
木村　雄太 2018.4.1 採用 助教
冨松　美沙 2018.4.1 採用 助手
小無　健司 2018.4.1 採用 特任准教授（研究）
宮崎　成正 2018.4.1 採用 特任助教（研究）
目代　貴之 2018.4.1 採用 特任助教（研究）
網谷　健児 2018.4.1 任用更新 特任准教授(研究)
水越　克彰 2018.4.1 任用更新 特任准教授(研究)
寺田　弥生 2018.4.1 任用更新 特任准教授(研究)
王　　　昊 2018.4.1 任用更新 特任助教(研究)
吉田　健太 2018.4.1 昇任 准教授
魏　　代修 2018.5.1 任用更新 特任助教(研究)
山中　謙太 2018.6.1 昇任 准教授
海老澤　直樹 2018.7.1 採用 助手
佐藤　忠重 2018.7.1 任用更新 助手
新居　陽一 2018.7.16 採用 助教
奥部　真樹 2018.8.31 辞職 准教授
 BADEL ARNAUD JOEL 2018.9.2 採用 准教授
湯葢　邦夫 2018.9.30 任期満了 准教授
BARKER　JOSEPH 2018.9.30 辞職 助教
藤原　宏平 2018.10.1 昇任 准教授
湯葢　邦彦 2018.11.1 採用 准教授
白崎　謙次 2018.11.1 配置換 講師
王　　　昊 2018.11.1 配置換 特任助教(研究)
柳　　有起 2018.12.1 採用 助教
ELYASI　
MEHRDAD 2018.12.1 採用 特任助教（研究）
大和田　めぐみ 2018.12.31 任期満了 助手
松川　義孝 2019.1.31 辞職（転出） 助教
TRETIAKOV　OLEG 2019.2.28 辞職 助教
第４章　職員人事異動
氏　　　名 年月日 異動種別 職名
卞　　華康 2019.3.1 採用 助教
小山　元道 2019.3.11 採用 准教授
松岡　隆志 2019.3.31 定年退職 教授
谷川　智之 2019.3.31 任期満了 講師
橋本　顕一郎 2019.3.31 任期満了 助教
水越　克彰 2019.3.31 任期満了 特任准教授（研究）
伊藤　桂介 2019.3.31 辞職 助教
鈴木　謙介 2019.3.31 辞職 助教
窪谷　茂幸 2019.3.31 辞職（転出） 助教
海老澤　直樹 2019.3.31 辞職 助手
  
 
1．金属物性論研究部門   部門担当教授 Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER（2011.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER／准教授：野村 健太郎／助教： Oleg A. Tretiakov、佐藤 浩司、Joseph Barker、 
／研究支援者[1 名]／JSPS 特別研究員[2 名]／事務補佐員［1 名］／大学院生［11 名］ 
【研究成果】 
The theory group concentrated efforts on the discovery and improved understanding of the effects of the electron spin on 
optical and electronic properties of selected materials, structures and devices of interest for the experimental groups at the 
IMR and beyond. We study the theory of spintronics, including its extension to include heat transport (spin caloritronics), the 
magnetization dynamics in complex compounds by means of atomistic spin simulations, the coupling of spin and lattice (spin 
mechanics), the interaction of magnetic order in cavity-enhanced electromagnetic fields (spin cavitronics), as well as 
topological materials and topologically protected spin textures. 
(1) Spintronics/spin caloritronics/spin mechanics/spin cavitronics. We published several papers in the field of 
spintronics physics and devices in collaboration with theoretical and experimental groups. Previously, we reported the 
modelling and experimental discovery of magnon-polarons, i.e. coupled excitations of the lattice and magnetization, in the 
spin Seebeck effect. We continued working on spin transport in coupled spin-lattice fields. Specifically, we predict that 
magnetization dynamics “pumps” spins into a dielectric substrate in the form of polarized phonons, leading to an oscillatory 
enhanced damping (Ref. 1 ). We extended research on the interaction between magnetism and light by investigating the 
magnetization dynamics of yttrium iron garnet spheres when coupled to proximity laser light, which allows manipulating its 
elementary excitations or “magnons” by the chiral magnon-photon coupling (Ref. 2 ).  
(2) Spintronics of topological materials. Spin-momentum locking in topological magnetic materials correlates the 
orbital motion of electrons with the magnetic texture. We showed that the dynamics of a magnetic texture in a magnetic Weyl 
semimetal pumps an electric current without Joule heating (Ref. 3 ). We study also the spin-transfer torque and analyze the 
dynamics of the magnetic domain walls in magnetic Weyl semimetals. The strong spin-orbit coupling in Weyl semimetals 
enhances the spin-transfer torque significantly, providin a more efficient means of controlling magnetic textures. The velocity 
of the domain wall is one order of magnitude larger than that of conventional ferromagnetic metals (Ref. 4 ).  
(3) Topological spin textures. We studied the properties of highly excited magnetic solitons in topological 
two-dimensional magnets (Ref. 5 ) predicting a phase boundary between topologically protected and trivial phases.  
参考文献 
1 )  S. Streib, H. Keshtgar, G.E.W. Bauer, Phys. Rev. Lett. 121, 027202 (1-6) (2018).  
2 )  S. Sharma, Y. M. Blanter, and G.E.W. Bauer, Phys. Rev. Lett. 121, 087205 (1-6) (2018). 
3 )  Y. Araki and K. Nomura, Phys. Rev. Applied. 10, 014007 (1-7) (2018). 
4 )  D. Kurebayashi and K. Nomura, Sci. Rep. 9, 5365 (1-10) (2019). 
5 )  M. Elyasi, K. Sato, and G.E.W. Bauer, Phys. Rev. B 99, 134402 (1-12) (2019). 
【研究計画】 
We will continue working along the lines set out above, i.e. pursuing the theory of electronic, optical, and transport properties 
involving the spin degree of freedom, in close collaboration with experimental groups. We will continue developing 
numerical models for magnetic materials and devices with emphasis on observable effects. We intend to expand the research 
into spin cavitronics to search for new physics in the enhanced interaction of magnets with phononic and electromagnetic 
waves.  
 ２．  結晶物理学研究部門     部門担当教授 藤原 航三（2015.4 ～） 
【構成員】 
教授：藤原 航三(2015.4～)／准教授：森戸  春彦（2016.6～）／助教：前田  健作（2016.4～）／助教：志賀 敬次
（2017.4～）／事務補佐員[1 名]／大学院生[8 名]／学部学生[1名] 
【研究目標】  
本部門では、エネルギー材料等の高品質結晶成長技術の開発に取り組んでいます。あらゆる物質・
材料について、液相からの結晶成長過程で生じる様々な現象を総合的に明らかにし、液相成長の学理
を構築することが目標の一つです。また、その学理に基づいた結晶成長技術の開発を行い、社会に役
立つ結晶材料の作製や新しい結晶材料の創製を目指しています。 
 
【本年度の主要成果】  
(1) 固液界面物性：Cu の融点における小角粒界エネルギーを実験的に明らかにした。Cu の固液界面
を融点に保つことにより固液界面を停止させ（融解も結晶成長もしない平衡状態に維持）、小角粒界の
粒界グルーブ形状を直接観察することにより、小角粒界エネルギーを決定した(Ref.1)。 
(2) 融液成長メカニズム：Si の小角粒界の形成メカニズムを明らかにした。Si の一方向凝固過程を直
接観察することにより、固液界面において小角粒界が形成される様子を観察することに成功した。そ
の後の組織解析により、結晶成長速度に追従する速度で転位が集積し小角粒界が形成されることを明
らかにした(Ref.2)。 
(3) 新規クラスレート化合物の創製：Na と Ga をフラックスに用いることにより、Na-Ga-Si 三元系新
規クラスレート化合物を合成した。さらに Sn をフラックスに加えることで、本物質の単結晶育成にも
成功した。得られた単結晶を用いて、詳細な結晶構造解析を行い、本物質において結晶構造が電子状
態や電気的特性に及ぼす影響を明らかにした(Ref.3)。 
参考文献 
1 ) K. Maeda, A. Niitsu, H. Morito, K. Shiga, K. Fujiwara, Scr. Mater. Vol.146, page 169-172 (2018). 
2 ) L. C. Chuang, K. Maeda, H. Morito, K. Shiga, K. Fujiwara, Materialia Vol.3, page 347-352 (2018). 
3 ) H. Urushiyama, H. Morito, H. Yamane, M. Terauchi, RSC Advances Vol.8, page 40505–40510 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
(1) 融液成長メカニズム：金属、半導体、化合物、合金など様々な物質・材料を対象として、固液界面
現象の直接観察を行い、融液成長メカニズムを総合的に理解する 
(2) 高品質バルク結晶の実現：太陽電池用 Si 多結晶インゴットや X 線イメージング用 CdTe 単結晶な
ど、産業界で求められているバルク結晶の高品質成長技術を開発し、実用に資する結晶を作製する。 
(3) 新規クラスレート化合物の合成と結晶成長：金属融液をフラックスとして用いることで、新規クラ
スレート化合物の合成を試みる。さらに、状態図や熱力学を駆使して、本手法における新規物質の結
晶成長メカニズムを解明する。 
 
  
 ３． 磁気物理学研究部門       部門担当教授 野尻 浩之（2004.4 ～） 
【構成員】 
教授：野尻 浩之／准教授：木俣 基／助教：茂木 巖、木原 工、平田 倫啓／事務補佐員［1 名］／大学院生［1 名］ 
【研究目標】  
磁気物理学部門では強磁場を用いて、磁性体をはじめとした物性研究および材料研究を推進している。
具体的には、X 線自由電子レーザーや中性子等の量子ビームと強磁場を組み合わせた強磁場量子ビーム
科学分野の開拓を推進すると共に、分子ベースの磁性体、低次元導体、機能性磁性材料、強磁場利用
材料プロセスの開発など、分野融合的な研究を広範な国際協力の下で推進している。 
【本年度の主要成果】  
 本年度の主な成果は以下の通りである。 (1)高温超伝導体 YBa2Cu3Ox の低ホールドープ域の電子相図
で現れる磁場誘起電荷密度波相の磁場温度相図を X 線自由電子レーザーとパルス超強磁場を用いた強
磁場 X 線回折実験により決定し、電荷密度波相が量子臨界点を起点としてその高ホールドープ側で出
現することを明らかにした(1)。(2)三角格子反強磁性体 Ca3Co2O6 において、時分割中性子回折を行う
事により、擬一次元的鎖内の異方性とフラストレーションにより非常に遅い時間発展が見られること
を見出した(2)。(3)高周波 ESR と超低温磁化測定を駆使して、Fe の三核クラスターにおいて、高スピ
ンの単分子磁石状態が見出されることを確定した(3)。(4)パラジウムとガドリニウムの間の電子移動
を介して、等方的なガドリニウムスピンが、異方性を示す事を見出し、異方性と結晶構造の関係を高
周波 ESR により明らかにした(4)。(5)絶縁体強磁性体と非磁性金属の間の界面において、界面におけ
る交換相互作用と純すピン流の生成を見出した(5)。これらを通して、超強磁場量子ビーム科学分野の
発展に先導的な役割を果たし、内外で高い評価を受け、また分子ベースの磁気材料開発やスピントロ
ニクスを始めとした強磁場物性発展に貢献した。 
1) Coincident Onset of Charge-density-wave Order at a Quantum Critical Point in Underdoped YBa2Cu3Ox, H. Jang et al. ,  
Phys. Rev. B 97 (2018) 224513. 
2)  Time and Magnetic Field Variations of Magnetic Structure in the Triangular Lattice Magnet Ca3Co2O6, K. Motoya et al. , 
J. Phys. Soc. Jpn. 87 (2018) 114703. 
3)  Rationalization of Single-molecule Magnet Behavior in a Three-coordinate Fe(III) Complex with a High-spin State 
(S=5/2) N. Ge et al., Inorg. Chem. Front.  5 (2018) 2486. 
4)  Slow Magnetic Relaxation in a Palladium-Gadolinium Complex Induced by Electron Density Donation from the 
Palladium Ion, DC. Izuogu et al., Chem.-Eur. J. 24 (2018) 9285.  
5)  Detection of the Interfacial Exchange Field at a Ferromagnetic Insulator-nonmagnetic Metal Interface with Pure Spin 
Currents, PK. Muduli et al., Phys. Rev. B 98 (2018) 24416. 
【今後の研究計画】  
 2019年度は以下の研究計画を推進する。(1)磁場誘起電子相転移による構造と対称性の変化を、X線
自由電子レーザーパルス磁場回折手法を用いて研究する手法を確立。(2)強磁場と中性子回折を組み合
わせ磁場誘起相転移を研究する。内外の施設において、独自開発の強磁場装置を運用し、強磁場下中
性子回折実験を先導。(3)磁性体評価に革新をもたらす軟 X線超強磁場 X線 MCD研究を推進し、BESSYII 
に強磁場 XCMD 装置を建設。(4)国内外の関連研究者との共同研究等により、ナノ磁性体の研究センタ
ーを形成。(5)超強磁場量子ビーム科学を推進し、この分野における本所と日本の先導性を確保。(6)
磁場中材料プロセスの手法として磁気電気化学反応などの新しい磁気科学的手法を探索。 
 ４． 量子表面界面科学研究部門    部門担当教授（兼） 高梨 弘毅（2018.4 ～） 
【構成員】 
教授（兼）：高梨 弘毅(2018.4 ～)／教授（委嘱）：齊藤 英治(2009.4 ～)／助教（兼）：吉川 貴史(2018.4 ～)／研究支援
者：横井 直人(2017.4 ～ 2019.3)／事務補佐員[1 名]／大学院生［10 名］ 
【研究目標】  
ナノテクノロジーを駆使し量子物性やスピントロニクスに関する研究を行っており、特に電流のス
ピン版である「スピン流」の物理体系の構築に重点的に取り組んでいます。物質中の量子相対論的効
果である逆スピンホール効果を利用したスピン流物理の開拓や、熱流-スピン流変換現象であるスピン
ゼーベック効果を利用したエネルギー変換原理の開拓に継続して取り組むと共に、新しい量子物性の
開拓を目指して、力学的角運動量や核ダイナミクスとスピン流との相互作用に関しても研究を展開し
ています。 
【本年度の主要成果】  
核スピン由来のスピン流を世界で初めて検出: スピントロニクス分野で最も重要な概念の一つである
スピン流は、これまで電子スピンのみを利用して開拓が進められてきました。我々は、炭酸マンガン
(MnCO3)と呼ばれる結晶中の原子核のスピン(核スピン)から生じるスピン流を世界で初めて実証しま
した。MnCO3は核スピンと電子スピン間の相互作用が非常に強く、これにより核スピンと電子スピン
とが連動し、核スピン波という集団運動を作ります。本研究では、核スピン波を核磁気共鳴によって
励起し、この際に生じる核スピン波由来のスピン流を電圧として検出することに成功しました。本研
究の遂行により、従来、電子スピンが主な研究対象だったスピントロニクスに核スピンを利用できる
可能性が示唆されました(Ref.1) 。超伝導体を利用した新たな環境発電機能を実証: 環境発電とは、身の
回りにある様々な“揺らぎ”から電力を取り出す技術です。このような揺らぐエネルギーから電力を得
るためには、一般に整流効果が必要になります。本研究では第二種超伝導体に特有な“渦糸(超伝導体の
内部に侵入する磁束線)”の液体状態を利用して、全く新しい整流素子を実証しました。我々は MoGe と
いう第二種超伝導体と磁性絶縁体 YIG を接合した試料に磁場を印加すると、MoGe が渦糸液体相になっ
た時に電圧が生じることを見出しました。渦糸液体相とは、渦糸が超伝導体内部で自由に運動できる状
態になっている相です。YIG 付きの MoGe 表面と YIG が付いていない側の表面とでは渦糸が超伝導体
内部へ入り込むために必要になるエネルギーが異なり、それぞれの表面近くでの渦糸の量にアンバラン
スが生じます。理論的考察から、本機構により膜面直方向の渦糸の流れが生じ、電気抵抗・電圧が生じ
たと結論付けました。本研究により、超伝導体渦糸を利用した新たな整流機能が実証されました(Ref.2) 。 
参考文献 
1 ) Y. Shiomi and E. Saitoh et al., Nature Physics 15, 22-26 (2019). 
2 ) J. Lustikova and E. Saitoh et al., Nature Communications 9, 4922 (1-6) (2018). 
【今後の研究計画】  
これまでの研究により、エレクトロニクスの基盤を成している電流生成手段である電磁気・光・熱・
振動を全て網羅した形で、スピントロニクスの基盤となるスピン流生成原理を確立してきました。さ
らに、低次元性に伴う量子ゆらぎ、スピン波分光、波動関数のトポロジー的性質などに関連した量子
効果とスピン流の相関がもたらす新しい物性についても、物理的枠組みの構築や応用に向けた基盤技
術の確立に向けて端緒を開きつつあります。今後は、力学的角運動量や核ダイナミクスをも取り込ん
だスピン流物理の体系化を行い、スピン流を媒介として電気・磁気・熱・動力を高効率で変換させる、
全く新しいテクノロジーを構築することを目指します。 
 ５． 低温物理学研究部門     部門担当教授 塚﨑 敦（2013.4 ～） 
【構成員】 
教授：塚﨑 敦(2013.4～)／講師：藤原 宏平(2015.4～)／助教：塩貝 純一(2014.4～)、原田 尚之(2015.4～)／ 
事務補佐員[1 名]／大学院生[5名]／学部学生[0 名] 
【研究目標】  
本部門では薄膜およびヘテロ積層界面の高品質形成技術の開発とそれら試料を用いた物性開拓研究、
特に低温量子輸送現象の観測に注力している。 
【本年度の主要成果】  
2018 年度は、トポロジカル物質群の薄膜・界面研究の機能性開拓に集中的に取り組んだ。トポロジ
カル物質群の１つであるワイル半金属候補物質 Fe-Sn 合金の薄膜化を行い、ホール素子に利用できる
ことを見出した(Ref. 1)。既存の半導体ホール素子は正常ホール効果で磁場を検出するが、この Fe-Sn
素子は異常ホール効果で検出する。室温近傍での温度安定性が半導体素子に比べて格段に良いことが
特徴の１つである。また、室温合成が可能なため、PET 基板上にも堆積してフレキシブルに使用でき
ることを実証した。こうしたトポロジカル物質群をベースに革新的素子開発を目指す研究課題で、JST
の戦略的創造研究推進事業 CREST に 2018 年 10 月採択された。 
2016 年に独自開発した電気二重層トランジスタの電気化学エッチング手法(Nature Phys. 2016)を
活用して、FeSe 界面超伝導層の熱電特性を詳細に評価する研究を、理化学研究所の岩佐グループと共
同で進めた(Ref. 2)。超伝導特性は電子状態に強く関連するため、熱電特性にも特異な振る舞いが現れ
ることが期待される。実際に、FeSe-EDLT では、膜厚減少に伴ってゼーベック係数が系統的に増大し、
200K での単層状態で非常に大きい値 400µV/K を示すことを明らかにした。極薄膜状態に発現した巨
大な熱電特性は、構造制御と電子濃度制御によって、低次元層状物質の巨大物性を引き出せる可能性
を示す重要な知見である。 
新たな透明導電性薄膜として、PdCoO2の薄膜化に世界に先駆けて成功し、室温での高い導電性と高
い透過率を示した(Ref. 3)。Pd+と CoO2-が天然超格子構造となる二次元的な伝導性を活用して、低温物
性の開拓と室温デバイスへの応用展開を行っている。 
参考文献 
1 ) Y. Satake, J. Shiogai, K. Fujiwara, A. Tsukazaki, Scientific Reports 9, 3282_1-3282_7 (2019). 
2 ) S. Shimizu, J. Shiogai, N. Takemori, S. Sakai, H. Ikeda, R. Arita, T. Nojima, A. Tsukazaki, Y. Iwasa, 
Nature Communications 10, 825_1-825_7 (2019). 
3 ) T. Harada, K. Fujiwara, A. Tsukazaki, APL Materials 6, 046107_1-046107_6 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
当研究部門独自の機能性界面創成と電界効果の適用による制御手法確立を基盤に、トポロジカル物
性や超伝導界面などの新奇物性発現を目指して継続的に研究を推進する。特に、低温物性分野におい
て古くて新しい潮流とも言える次元性制御と界面効果を酸化物やカルコゲナイドなどの様々な物質系
に適用して、独創的な界面の創出と物性開拓に取り組む。また、室温でも動作可能なトポロジカル物
性の探索とデバイス応用に向けた界面制御技術の開発にも注力する。これらの薄膜化技術と物性制御
を基軸に、低温物理学分野で独創的な研究を展開しつつ、国内外を問わず、理論グループや計測グル
ープと共同研究を推進することで幅広い研究展開を目指す。 
 ６. 低温電子物性学研究部門     部門担当教授 佐々木 孝彦（2010.11 ～） 
【構成員】 
教授：佐々木孝彦／准教授：井口敏／助教：橋本顕一郎、伊藤桂介／事務補佐員[1 名]／大学院生[5 名] 
【研究目標】  
当部門では，分子性物質が有する特徴的な階層的構造－格子自由度－とパイ電子系電荷・スピン自
由度が複合的に結合することで生まれる“やわらかい”電子応答・機能性の観点から凝縮パイ電子系
にあらわれる新しい物性開拓を目指している．特に分子格子の特徴的な階層的構造とパイ電子系自由
度が結合した“やわらかさ”の視点から，従来の固体物性研究では取り入れにくい“メソスケール性”，
“不均一”，“非平衡”などの現象について新たな物性概念を開拓することを目標にしている． 
【本年度の主要成果】  
強相関電子系分子性導体における金属－モット絶縁体転移は，典型的なバンド幅制御型モット転移
として活発な研究が行われている．本研究では，エックス線照射による系統的な乱れ導入を行い，モ
ット転移近傍での臨界性について乱れ及び圧力を制御パラメーターにして明らかにした．本研究によ
り，モット 1 次転移が抑制され局在絶縁体に変遷していく様子が実験的に明らかになった．(Ref.1) 
高強度極短光パルス照射による非線形フォトニクスの研究対象を分子性有機超伝導体に拡げ，この
アプローチによる超伝導機構解明に挑戦した．高強度の極短光パルス照射による誘導放出スペクトル
の観測・解析から，分子格子上の電荷分布が偏った状態間の振動によって誘導放出が起き，その強度
が超伝導転移温度付近で異常な増大を示すことを明らかにした．この結果から，超伝導機構（クーパ
ー対形成）に，電子間のクーロン反発が重要であることを明らかにした．(Ref.2) 
導電性高分子材料 PEDOT:PSS は，高い電気伝導性と可視光透過性を合わせ持つことから ITO 代替
の透明電極材料として期待されている．しかし更なる電気伝導性の向上に向けた取り組みは，特徴的
な高次階層構造と電気伝導性の相関解明を必要とするため十分に進んでいなかった．本研究では，系
統的な成膜と後処理を行った薄膜試料を準備し，その膜構造を大型放射光施設 SPring-8でのエックス
線散乱実験により詳細に調査することで高電気伝導性を得るための成膜指針を示した．(Ref.3) 
参考文献 
1 ) E. Gati, U. Tutsch, A. Naji, M. Garst, S. Kohler, H. Schubert, T. Sasaki and M. Lang, Crystals Vol. 8, 
page 38-1-20 (2018). 
2 ) Y. Kawakami, T. Amano, Y. Yoneyama, Y. Akamine, H. Itoh, G. Kawaguchi, H. M. Yamamoto, H. Kishida, 
K. Itoh, T. Sasaki, S. Ishihara, Y. Tanaka, K. Yonemitsu and S. Iwai, Nature Photonics Vol. 12, page 
474-478 (2018). 
3 ) Y. Honma, K. Itoh, H. Masunaga, A. Fujiwara, T. Nishizaki, S. Iguchi, T. Sasaki, Adv. Electron. Mater. 
Vol. 4, page 1700490-1-6 (2018). 
【今後の研究計画】  
比較的短期的な研究課題として、エックス線照射による分子欠陥の導入制御手法開発を基にした強
相関電子状態の微視的性質の解明と制御，および，分子ダイマー構造に由来する電荷自由度を基にし
た電子秩序の本質的な不均一性とその動的状態に関する研究を進める．並行した長期的課題として，
高分子系伝導体が有する階層構造性と強く相関した電子物性研究を進める．これまで主として材料化
学的に進められてきた導電性高分子材料研究に対して，高電気伝導度化に向けた物性物理学的な視点
からのアプローチを行う．  
 ７． 量子ビーム金属物理学研究部門     部門担当教授 藤田 全基（2014.1 ～） 
 
【構成員】 
教授：藤田 全基／准教授：南部 雄亮／助教：池田 陽一、鈴木 謙介／事務補佐員[1 名]／大学院生[4 名]／研究生
[1 名] 
 
【研究目標】  
本研究部門では磁性・強相関電子系におけるスピンを主体とする新奇な量子物性の解明を主な研究
目標としている。研究手段としては純良性の高い試料合成を行い、中性子、ミュオン、X 線など複数
の量子ビームを使い分けることで多角的な視点から発現機構の解明を目指している。 
 
【本年度の主要成果】  
T’構造 Pr2-xCexCuO4における超伝導発現は、Ce 置換による電子ドーピングに加えて、還元アニー
ルを施すことで発現する。しかしながら、還元アニールによる電子状態の変化と超伝導発現の関係は
明らかとなっていなかった。本研究では Cu K 端 X 線吸収端近傍微細構造解析を用いて、Ce 置換およ
び還元アニールによる電子キャリアの増加量 nCeと nANを、Ce 置換量 x と還元アニールによる酸素欠
損量δに対して詳細に調べた。nCeは x と近似的に等しいと理解できる一方、nANは 2δと一致しないこ
とを発見した。これらの結果は、還元アニールにより酸素を除去した試料では電子とホールの両キャ
リアが生成される可能性を示唆している (Ref.1)。空間反転対称性のないセリウム化合物 CePtSi3 にお
いて、これまでは強い磁気異方性を説明するため、スピン軌道相互作用程度の大きさをもつ非現実的
な結晶場分裂が提案されていた。今回、非弾性中性子実験の結果と類似物質間の比較を行うことで、
より現実的な結晶場モデルを提案し、セリウムの電子状態を決定することができた(Ref.2)。多軌道電子
状態を持つ鉄が超伝導を引き起こすことから、銅酸化物に次ぐ高い超伝導転移温度を持つ物質群とし
て鉄系物質が注目されている。これまで鉄系超伝導は二次元正方格子上のみで確認されていたが、我々
の空間次元性を跨いだ研究により一次元構造を持つ梯子型物質での超伝導誘起に成功した。圧力下で
超伝導相を示す BaFe2S3 におけるこれまでの研究の進展について、バルク物性、磁気構造、圧力効果
を含めて詳細に報告した。また、物性物理学の読者を想定して、敷居が高いと感じられている中性子
を用いた磁気構造解析の詳細について、その方法論の実際をまとめた(Ref.3)。 
参考文献 
1 ) S. Asano et al., J. Phys. Soc. Jpn. 87, 094710/1-5 (2018). 
2 ) D. Ueta, T. Kobuke, M. Yoshida, H. Yoshizawa, Y. Ikeda et al., Physica B 536, 21-23 (2018). 
3 ) 山内徹, 平田靖透, 高橋博樹, 南部雄亮, 佐藤卓, 大串研也, 固体物理 54, 27-42 (2019). 
 
【今後の研究計画】  
今後は、上記以外の研究テーマであるスピントロニクス物質、重い電子系や合金、幾何学的フラス
トレーション系物質の研究も拡大していく。J-PARC では偏極中性子非弾性散乱装置 POLANO の非
偏極中性子を用いて共同利用実験を進めており、今後は偏極中性子を用いたコミッショニングを行い
ユーザーへの供用を目指す。また、中性子のみならずミュオン、放射光 X 線にまたがる相補的な量子
ビーム活用を推進していく。 
 ８． 結晶欠陥物性学研究部門     部門担当教授 小野瀬 佳文（2018.04 ～） 
【構成員】 
教授：小野瀬 佳文 ／准教授：大野 裕 ／助教： 新居 陽一（2018.7～）、増田 英俊（2019.4～）／事務補佐員 [ 1 名]
／大学院生[ 4 名] 
【研究目標】  
近年物性物理学の分野では、マルチフェロイクスやスキルミオン結晶、トポロジカル絶縁体など、幾
何学的量子位相や対称性の破れなどに由来して、高度な物質機能を発現する物質群が数多く発見され
ている。本研究部門では、このような新奇な量子力学的メカニズムによる非自明な物理現象や新しい
物質機能を開拓することを目的とする。 
【本年度の主要成果】  
本年度は空間反転対称性が破れた反強磁性体のマグノン励起について研究した。空間反転対称性が
破れた反強磁性体 BaMnGe2O7 のマイクロ波応答を測定して、マグノン励起による吸収を観測し、空
間反転対称性の破れに対応した非相反性を観測した。励起周波数の磁場依存性を、容易面異方性を有
する反強磁性体のモデルで説明することに成功し、非相反性の大きさも久保公式より理論的に見積も
り、実験と一致する結果を得た（Ref.1）。また、東大総合文化研究科の堀田グループと共同で、空間反
転対称性が破れた二次元反強磁性体における、マグノン励起状態が持つ磁気モーメントが波数に依存
する現象（マグノンのスピン運動量ロッキング現象）を理論的に明らかにし、空間反転対称性の破れ
方によってどのようなロッキングパターンが出るか具体的に理論予言する方法論も構築した（Ref.2）。 
 さらに本年度は、空間反転対称性が破れた反強磁性体 CuB2O4 の表面弾性波励起についても研究し
た。フラックス法により作製した単結晶上に 400nm 間隔のくし型電極を作製して、1.6μm の波長を
有する表面弾性波を励起することに成功した。励起周波数の 3GHz はゼロ磁場のマグノン周波数より
も高く、磁場印加によってマグノン励起周波数を増加させると順位交差に伴う吸収強度の変調が観測
された。変調強度の磁場方向依存性を二次元マグノン励起と磁気弾性結合によって説明することに成
功した(Ref.3)。 
参考文献 
1 ) Y. Iguchi, Y. Nii, M. Kawano, H. Murakawa, N. Hanasaki, and Y. Onose, Phys. Rev. B 98, 064416-1-5  
(2018). 
2 ) M. Kawano, Y. Onose, and C. Hotta, Communications Physics 2, 27-1-8 (2019). 
3 ) R. Sasaki, Y. Nii, and Y. Onose, Phys. Rev. B 99, 014418-1-8 (2019). 
 
【今後の研究計画】  
１．空間反転対称性が破れた遍歴磁性体における異常電磁気応答 集束イオンビーム法によって作製
した微細な試料を用いてヘリカル磁気構造など長周期磁気構造体における電流による磁気ドメイン制
御や電流磁気カイラル効果の研究を行う。磁気ドメイン制御に関しては、中性子散乱実験を相補的に
行う。 
２．磁気弾性結合による異常物性の研究 強い磁気弾性応答を示すパイロクロア型 Tb 酸化物における
フォノン熱ホール効果や四極子秩序揺らぎの計測を行う。 
３．反強磁性マグノンのスピン運動量ロッキングの観測 昨年度理論的に研究した反強磁性マグノン
のスピン運動量ロッキング現象を、Ba2MnGe2O7において実験的に観測する。 
 ９． 金属組織制御学研究部門          部門担当教授   古原 忠 （2005.10 ～） 
【構成員】 
教授：古原 忠／准教授：宮本 吾郎／助教：佐藤 充孝／助教：張 咏杰／技術補佐員[3 名]／研究員・ポスドク[3 名]／
大学院生[14 名] 
【研究目標】  
本部門は,社会基盤構造材料として最も重要な鉄鋼材料を中心とした構造用金属材料に関する組織と
特性の制御を目的とし，組織形成現象の基礎的解明および熱処理による高強度化原理の確立と、従
来型のバルク材の結晶構造・組成・粒径等の制御にとどまらず、結晶界面の原子構造やサブナノ
領域の局所的組成など原子レベルまで踏み込んだ先進的組織制御により、強度と延靱性に優れた
構造用金属材料の設計を目指している。 
【本年度の主要成果】  
2018 年度は、高強度鋼の組織制御において重要となる（１）加熱時のオーステナイト逆変態（共同
研究機関：JFE スチール，東京大学）および（２）ナノクラスター制御（共同研究機関：東北大多元
研，大阪府立大学）について調査した． 
（１）高強度鋼の微細組織を作りこむうえで，加熱時に形成されるオーステナイトの分布や組成の
理解が欠かせない．そこで，マルテンサイトをフェライト＋オーステナイト二相域で焼鈍した際のオ
ーステナイト逆変態挙動を調査した．その結果，周囲母相に対して整合性の良い方位関係を持って生
成するものと，整合性の良い方位関係を持たずに生成するオーステナイトの二種類が存在し，焼鈍温
度が高くなるほど後者が増加することが明らかとなり，この違いが核生成サイトに起因することを提
唱した（Ref.1）．さらに，整合性の良いオーステナイトの成長は遅く，Mn 濃化を伴いながら成長する
のに対して，良整合性を持たずに生成するオーステナイトの成長は速く，Mn 分配を伴わずに成長する
ことが明らかとなり，界面の整合性の違いによる界面易動度が成長挙動の違いの原因であることを突
き止めた (Ref.2)． 
（２）鉄鋼材料の高強度化に有効なナノ析出利用を追求するためナノクラスターが組織形成に及ぼ
す影響を調査した．Fe-Al-(Ti, Nb)合金を窒化して表面硬さの変化および析出組織を三次元アトムプロ
ーブで測定したところ，Ti-N クラスターの生成により AlN 窒化物析出が促進されて，表面硬さが著し
く増加することを見出した．一方，Nb 添加材では，Nb-N クラスターが生成するにもかかわらず AlN
析出促進効果はほとんど現れないことから，クラスター生成に加えて，クラスターの核生成サイトと
しての能力も析出促進効果には大きく影響するという重要な知見を得た (Ref.3)． 
参考文献 
1 ) X. Zhang, Y. Toji, T. Koseki, T. Furuhara et al., Acta Mater., Vol. 144, 601-612(2018). 
2 ) X. Zhang, G. Miyamoto, Y. Toji, T. Furuhara et al., Acta Mater., Vol. 154, 1–13(2018). 
3 ) 朱萌, 宮本吾郎, 古原忠，鉄と鋼，105巻, 324-333(2019). 
 
【今後の研究計画】  
本部門では,鉄鋼材料をはじめとする構造用金属材料の高強度化のニーズに応えるべく,（１）マルテ
ンサイト／ベイナイト変態を利用した高強度鋼の開発,（２）ナノ析出物を用いた新しい組織制御法の
探索,（３）残留オーステナイトの高度制御による高強度・高延性鋼の開発,の３つの観点から高強度組
織創製のための基礎研究を行う. 
 10． 計算材料学研究部門  部門担当教授    久保 百司（2015.3.16 ～ ） 
【構成員】 
教授：久保 百司／助教：尾澤 伸樹、大谷 優介／特任助教：宮崎 成正（2018.4～）／事務補佐員[1 名]／研究員[1 名] 
／技術補佐員[3 名]／大学院生[17 名]／ 
【研究目標】  
エネルギー・環境問題の解決、安全・安心社会の実現のためには、トライボロジー、太陽電池、燃
料電池、電気自動車、発電プラント、航空・宇宙機器などの多岐にわたる研究分野において、革新的
な高機能・高性能材料の開発が必須である。そのためには、材料の劣化・破壊プロセスを詳細に理解
する必要があるが、それらは「化学反応」と「摩擦、衝撃、応力、流体、光、電子、熱、電場」など
が複雑に絡みあったマルチフィジックス現象である。そこで、本研究部門では第一原理計算、古典分
子動力学法、粗視化分子動力学法といった多様な計算科学手法に基づくマルチフィジックスシミュレ
ータを開発し、マルチフィジックス現象の理解に基づく材料設計に応用展開を行ってきた(Ref. 1-3)。 
【本年度の主要成果】  
有機太陽電池の材料である単結晶ペンタセンの作製にはイオン液体を介した真空蒸着法が用いられ
ており、高い結晶化度のペンタセンを得るには成長基板上におけるイオンの挙動を原子スケールで理
解する必要がある。そこで、東北大学工学研究科松本グループとの共同研究により、α-Al2O3 基板上に
成長したイオン液体薄膜中におけるイオンの拡散挙動を、古典分子動力学法を用いて検討した。その
結果、膜厚が小さい場合には基板上にイオン液体の層状構造が形成され、拡散係数が著しく減少する
ことを明らかにした。ここで高い結晶化度のためには、高いイオンの拡散係数が望ましいことが実験
的に明らかにされている。本計算から、高結晶化度のペンタセンを得るためには、イオンが拡散でき
るように層状構造以上の厚さを有するイオン液体薄膜を成長させる必要があることを提案した(Ref.1)。
さらに、地震と材料破壊で共通する統計則を明らかにすることで、材料破壊メカニズムの解明に基づ
き安全・安心社会に貢献するための研究を推進している。具体的には、第一原理分子動力学法に基づ
き岩石を模擬した SiO2の水潤滑シミュレーションを行った。摩擦界面に少量の水を加えると、「摩擦界
面における Si-O-Si 結合の生成・せん断」、「摩擦による基板内のひずみ」、「水との化学反応」のマルチ
フィジックス現象により摩耗が進行した。しかし、水の量が増えると、基板間距離が広がることで界
面に Si-O-Si 結合が生成しないため、上記の摩耗が見られなくなった。このように、SiO2 の摩擦界面に
水が少なければ摩耗が促進され、多ければ抑制されるという対照的な摩耗メカニズムを解明した 
(Ref.2) 。 
参考文献 
1 ) S. Maruyama, et. al, ACS Nano 12, 10509 (2018). 
2 ) Y. Ootani, et. al, J. Phys. Chem. C 122, 10459 (2018). 
3 ) S. Uehara, et. al, Chem. Lett. 47, 784 (2018). 
【今後の研究計画】  
本研究部門を主催する久保が課題責任者である、67 機関 173 名が参画する文部科学省のポスト「京」
萌芽的課題「基礎科学の挑戦－複合・マルチスケール問題を通した極限の探求」プロジェクトを総括
する。また材料の応力腐食割れや高分子・セラミックスの複合材料の破壊を取り扱うため、金属材料
研究所が所有する「MASAMUNE-IMR」とさらにスーパーコンピュータ「京」を活用し、従来は流体
力学、有限要素法、フェーズフィールド法が扱ってきたマクロスケールサイズに相当する 10 億原子モ
デルに対して、化学反応を考慮可能にした超大規模マルチフィジックスシミュレータの開発を推進す
る。 
 11． 材料照射工学研究部門     部門担当教授 永井 康介（2009.4 ～） 
【構成員】 
教授：永井 康介／准教授：井上 耕治（2012.4～）／助教：清水 康雄(2010.4～)、南雲 一章（2013.7～）／ 
技術補佐員[2 名]／事務補佐員［2 名］／大学院生［4 名］ 
【研究目標】  
福島第一原発事故以来、原子力に最も強く求められているのは安全であり、原子炉材料の劣化機構
を理解することは、従来に増して重要な課題となっている。当研究室では、放射線照射による材料損
傷の学理の探求を基礎に置きながら、実際の原子炉材料の劣化のメカニズムを解明し、将来の劣化の
予測・制御を目指した研究を行っている。特に、劣化の主因と考えられていながら、従来の手法では
観察が難しい、ナノ・サブナノスケールの欠陥や不純物クラスター等を、陽電子消滅法や３次元アト
ムプローブ（ATP）法というユニークな手法に、最新の電子顕微鏡法を組み合わせることによって検
出・解析し、劣化機構の本質の理解を目指している。同時に、上記解析手法の高度化も進め、原子力
材料に留まらず、半導体デバイス等の他分野にも貢献する。 
【本年度の主要成果】  
原子炉圧力容器（RPV）鋼の照射脆化機構の研究を欧州加圧水炉の実機監視試験片の詳細な分析を進
めることによって推進している。特に高経年化で重要な高照射量領域では、照射脆化の主因としてこ
れまでに理解が進んできた不純物・溶質原子クラスター（SC）に加えて、格子間原子型転位ループな
どからなるマトリックス損傷（MD）が SCと同程度寄与していることを世界に先駆けて実証した(Ref.1)。
ATP 法と我々が開発したウィークビーム走査透過顕微鏡（WB-STEM）法を組み合わせ、SC と MD の複合
体の存在を直接解析することに成功した。これらは、ベルギーSCK・CEN との国際共同研究の成果であ
る。上記の RPV 鋼等の原子力材料研究で発展させた最新の APT 法を、Si 量子ドット、太陽電池 Si 中
の不純物の粒界偏析、３次元構造トランジスタ中のドーパント拡散等の研究に応用し、新規デバイス
材料開発に対する有用な知見を得た(Ref.2)。また、最近原子力材料への将来の応用が期待されている高
エントロピー合金のナノスケール組成揺らぎなどについても明らかにした(Ref.３)。 
参考文献 
1 ) M. Shimodaira et al., Acta Materialia Vol.155, page 402-409 (2018). 
2 ) Y. Tu et al., Appl. Phys. Lett. Vol. 112, 032902 (2018). 
3 ) Y. Tong et al., Acta Materialis Vol.165, page 228-240 (2018). 
【今後の研究計画】  
当部門では、今後も照射損傷の基礎学理から、それに基づいた軽水炉等の実用原子力材料の劣化機
構の解明まで、特に、ミクロ・ナノ構造や照射欠陥の先端的解析手法（陽電子消滅法、ATP、収差補
正電子顕微鏡等）に特徴を持った研究をさらに展開させる。具体的には、現在稼働中の原子力発電炉
の安全性に関する材料の課題は重要かつ緊急の課題であり、産業界からも強い期待がある。上記の特
徴ある手法を組み合わせて、より定量的な脆化予測につながる知見へ向けた研究を進める。また、国
内外の研究者との共同利用・共同研究を通じて、次世代原子炉や核融合も含めた先端原子力材料のミ
クロ組織の研究を進める。 
これらの解析を進める上で重要な分析手法について、たとえば、新たに開発したウィークビーム走
査透過顕微鏡（WB-STEM）法を、汎用の顕微鏡装置で使えるようにする、などの高度化を大洗セン
ターと共同で推進し、照射欠陥の組織分析の新しい手法として世界的に広める。 
 12． 耐環境材料学研究部門     部門担当教授 秋山 英二（2016.04 ～） 
【構成員】 
教授：秋山 英二／准教授：小山 元道／助教：北條 智彦／事務補佐員[1 名]／客員研究員[１名]／大学院生[2 名]／
学部学生[4 名]／COLABS 研究生[1 名] 
 
【研究目標】  
本部門は，持続可能な社会の基盤となる，種々の環境で用いられる各種金属構造材料の耐環境特性，
信頼性を確保するこため，各種環境における金属材料の劣化の機構を明らかにするとともに，耐環境
特性の向上を目標としている．特に金属材料に使用環境から侵入する水素によって引き起こされる水
素脆化挙動の解明と評価法構築，およびコンクリート構造物中の鉄筋の腐食や福島第一原子力発電所
における廃炉に至る長期の構造物維持のためのガンマ線照射下での腐食挙動の研究を推進している． 
 
【本年度の主要成果】  
残留オーステナイト相を含有する TRIP 型ベイニティックフェライト鋼板は伸び延性特性に優れ，
自動車用鋼板として超高強度化が進められているが，高強度化に伴う水素脆化の懸念がある．水素を
チャージした平滑試験片の引張試験は水素未チャージ材と比較して明らかな伸びの低下が確認され，
ひずみ速度の低下に伴いその傾向は顕著になった．低ひずみ速度の場合，破面には flat facet が観察さ
れるが，これは残留オーステナイトがマルテンサイト変態した際に生成し，ひずみ速度依存性はき裂
先端への水素の拡散・集積に起因するものと推定した (Ref.1)．水素脆化のひずみ速度依存性に関して
は一方で，Fe-33Mn-1.1C 鋼においては水素存在下でのひずみ速度の低下にともなう加工硬化率，伸
びおよび引張強度の単調減少などから，ひずみ速度の低下は炭素および水素に誘起される局所塑性変
形を助長することにより機械特性を劣化させることを九大，トルコの Koç Univ および Abdullah Gül 
Univ.との共同研究で明らかにした(Ref.2) ．加えて，NIMS との共同研究により開発した高酸素腐食促
進試験を用いて，モルタル中の鉄の腐食に及ぼす塩化物イオン濃度および酸素分圧の影響を検討し，
酸素分圧の上昇に伴い有効な腐食加速が可能であること，過剰な酸素の供給は逆に不働態化を促進し
腐食抑制に働くことなどを明らかにした(Ref.3)． 
参考文献 
1 ) T. Hojo, R. Kikuchi, H. Waki, F. Nishimura, Y. Ukai, E. Akiyama, ISIJ Int. Vol. 58,751-759 (2018). 
2 ) I.B. Tuğluca, M. Koyama, Y. Shimomura, B. Bal, D. Canadinc, E. Akiyama, K. Tsuzaki, Metall. Mater.  
Trans. A, 50 1137-1141 (2019). 
3 ) K. Doi, S. Hiromoto, H. Katayama, E. Akiyama, J. Electrochem. Soc., 165 (2018) C582-C589. 
 
【今後の研究計画】  
高強度鋼の水素脆化特性に関しては，自動車用の高強度鋼板の水素脆化特性評価法の開発を目指し，
U 曲げや張出試験片への水素チャージにより破壊発生の水素侵入条件を求めるとともに，各種試験片
における応力，ひずみ分布を有限要素法解析や SPring-8 の放射光を利用した測定を用いて，応力，ひ
ずみ，水素量（フガシティー）などの因子の効果を明らかにするとともに，マルテンサイト変態が水
素脆化に及ぼす効果を明確化する． 
 13． 原子力材料工学研究部門     部門担当教授 笠田 竜太（2017.10 ～） 
【構成員】 
教授：笠田 竜太(2017.10～)／准教授：近藤 創介（2018.4～）／助教：松川 義孝(2012.7～2019.1)／助教：余 浩
(2018.4～)／事務補佐員[1 名]／大学院生[2 名]／学部学生[2名] 
【研究目標】  
高エネルギー粒子線照射下に加え高温・腐食環境が複合化した過酷環境下において用いられる原子
力材料の機械特性や耐照射性能の飛躍的な向上に資する新たな材料開発を目指す。また、システムの
安全性の向上に貢献するべく、通常運転時あるいは過酷事象時の材料特性の経時変化を評価・予測す
るための材料関連技術の高精度化・高度化に関する研究開発を合わせて進める。そして、これらの研
究開発を両輪として、高エネルギー粒子線の重畳する複合過酷環境と材料の相互作用の理解に基づく
耐照射性構造材料の創製と先進的な評価・予測法に関する学術的基盤を追求する。 
 
【本年度の主要成果】  
ベリリウムは、その優れた核的特性を利用して、新しいエネルギー源として期待される核融合炉に
おいて、プラズマ対向材や中性子増倍材としての利用が検討されている。本研究では、軟 X 線発光分
光装置を装着した電子プローブマイクロアナライザによる分析と DFT 計算によってベリリウム化合
物（Be12V および Be12Ti）の価電子構造を明らかにし、化学状態分布の解析に成功しました。本アプ
ローチの特色はリチウム、ベリリウム、ホウ素といった軽元素に対して有効な点であり、軽元素のミ
クロ分析を必要とする様々な分野、特にエネルギー材料の研究に波及効果があると期待している(Ref.1)。
本研究成果は、科学新聞（2019 年 4 月 19 日）1 面に掲載された。 
もう一つの挑戦的な課題は、1000℃を超えても強度が低下しない炭化ケイ素を炉材に適用すること
である。最大の課題は、照射によって冷却材に溶解しやすくなってしまうことである。本研究では、
照射で形成される点欠陥周囲に局在する正孔が酸化還元反応を加速する一因であることを明らかにし
た(Ref.2)。ここから、炭化ケイ素表面－冷却材間でのキャリアの移行を制御するためバンドエンジニア
リングを基礎とした不純物ドーパント添加によって、表面の反応速度を制御する手法を産総研ととも
に開発着手し、産総研-東北大マッチング研究支援事業に採択され共同研究を開始するに至っている。 
 
参考文献  
1 ) K. Mukai, R. Kasada, K. Yabuuchi, S. Konishi, J.-H. Kim, and M. Nakamichi, ACS Appl. Energy Mater.  
2,4, 2889-2895 (2019). 
2 ) Y. Maeda, K. Fukamia, S. Kondo, A. Kitada, K. Murase, T. Hinoki, Electrochemistry Communications  
91, 15-18 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
現在の主要なテーマとして、核融合炉ダイバータ用酸化物分散強化銅合金の開発、超微小試験法に
よる照射後局所変形挙動の解明、金属およびセラミックス材料、そしてそれらの複合システムの耐環
境性に及ぼす照射影響の解明などを進めているところである。 
 
 14． 電子材料物性学研究部門   部門担当教授  松岡 隆志 （2008.4 ～ 2019.3） 
 
【構成員】 
教授：松岡隆志／講師：谷川智之／助教花田 貴、窪谷茂幸／共同研究員[1 名]／事務補佐員[2 名]／大学院生[4 名] 
 
【研究目標】 
 新しい発想と手法に基づいて、最新の加工技術、薄膜・結晶作成技術、物性制御技術などを駆使して機能・構
造制御を行い、新たな物性や機能を持った電子材料の開発を目指す。 
 
【在任期間中の主要成果】 
研究室主宰者の窒化物半導体研究は、前職の NTT における 1986 年の青色発光を目指した InGaAlN の提案と、
1989 年の青色発光材料としての InGaN の単結晶薄膜成長に始まる。本研究部門においても、持続可能な社会の実
現に向けて、窒化物半導体における新分野を切り拓くべく、材料からその素子応用にわたる研究を 14 年余り続け
てきた。主要成果は下記の通りである。 
1. ウルツ鉱型であることに端を発する結晶極性を制御したエピタキシャル成長 
2. 極めて窒素平衡蒸気圧の高い InN の有機金属気相成長とその高品質化 
3. ウルツ鉱型窒化物半導体特有の結晶内分極電場の測定 
4. 次世代携帯電話基地局用高速動作する N 極性高電子移動度トランジスタ（HEMT） 
5. 一切の加工を必要とせず、非破壊で GaN 中の転位の三次元像を観察できる顕微鏡の開発 
 
【本年度の主要成果】 
本研究部門では、以前から GaN に格子定数の極めて近い基板材料として、ScAlMgO4(SCAM)を研究してきている。
SCAM は GaN との c 面格子不整合が 1.8%と小さく、In0.17Ga0.83N および In0.32Al0.68N と格子整合する。さらに GaN と
の熱膨張率差がサファイアに比べ小さい、c面での劈開性により平坦なテラスをもつ基板が容易に得られる、MOVPE
雰囲気における水素・アンモニアに対する耐性を持つなどの観点から、窒化物薄膜用基板として有望である。2016
～2018 年の 3 年間、NEDO“戦略的省エネルギー技術革新プログラム”の中で、企業と共同研究を進めてきた。本
材料はｃ面に劈開性を有する。その表面の原子構成を明確にすることは、今後の応用において重要である。X 線
CTR 散乱法を用いて、SCAM は 2 層の Al/MgO 層の間で劈開することが分かった。さらに SCAM 表面に酸素欠損があ
り、対向する GaN の底面が N 極性の N 面のとき界面が安定になる。このように、基板の表面構造および GaN との
界面構造が、GaN薄膜の極性選択に重要な役割を有することを明らかにした。（Ref. 1） 
参考文献 1 ) T. Hanada, H. Tajiri, O. Sakata, T. Fukuda, and T. Matsuoka, J. Appl. Phys. Vol. 123, pp. 
205305 1-8 (2018). 
 
【研究計画】 
窒化物半導体の応用として、高出力光源、高効率太陽電池、高周波・高出力・高耐圧トランジスタなどが期待
されている。これらの素子の実現のためには、アクティブ層における低転位化が必須である。高品質 GaN 基板を
作製することが、高性能素子作製の近道である。今後、基板作製技術の開発に注力する。その上で、カーエレク
トロニクスなどで期待されている高出力･高耐圧の縦型トランジスタの作製技術の構築を図る。さらに、窒化物半
導体において従来から言われてきた素子をはるかに超える次々世代の素子の実現に挑戦していく。 
 15． ランダム構造物質学研究部門     部門担当教授 杉山 和正（2007.04 ～） 
【構成員】 
教授：杉山 和正 ／准教授：奥部 真樹，湯葢 邦夫 ／助教：川又 透 ／大学院生[ 5 名] 
【研究目標】  
今般多様化する材料素材は,複雑な化学組成かつ複雑な構造を有する方向へと急速に進展している.
このような材料の優れた機能や特性を理解するためには,原子配列を正確に決定することがキーポイ
ントとなる．物質の構造を決定する手段には様々な方法論があるが，Ｘ線回折法やＸ線分光法を基盤
に研究展開することが本研究グループの特徴である．原子配列の決定を通じて，材料科学の発展を基
礎から支えることが本研究グループの研究目標である． 
【本年度の主要成果】  
本研究部門は，回折法および分光法を応用して得られる原子レベルの構造情報に基づき，材料特性
の最適化や特性発現メカニズムの解明に取り組んでいる．非晶質ランダム系物質の構造研究として，
本年度は酸化物透明半導体として実用化されている IGZO 薄膜の構造解析を行った．IGZO 薄膜はこ
れまでバルク非晶質と考えられていたが，本グループの研究によって，対応する結晶相の局所構造単
位を残存する構造ランダム系物質であることが分かった．本研究は数百ナノメータ厚みの構造ランダ
ム系薄膜の構造解析に放射光異常散乱法を適用した成果として注目を集めている(Ref.1)．一方，X 線異
常散乱法を単結晶構造解析に応用展開する通常の X 線回折法では解析困難な複雑構造の顔増加遺跡も
進展させた．たとえば，微量の Mn および Fe が含有するため興味ある発色をしめす紅柱石巻市構造解
析では，Mn および Fe の異常分散項のコントラストおよび XAFS プロファイルを定量的に解析するこ
とによって，Mn は酸素Ⅵ配位席そして Fe は酸素Ⅵ配位席およびⅤ配位席両者に分布することを明ら
かとした(Ref.2)．より吸収端近傍の X 線を利用することによって，通常の X 線構造解析では不可能な
Fe2+および Fe3+の分布に関する直接的な解析にも成功している．Ti を含有する磁鉄鉱を題材に，結晶
内イオン分布を精密に決定し，逆スピネル Neel モデルが成立していることを議論した(Ref.3)． 
参考文献 
1 ) H.Arima et al., J. Min. Petrol. Sci., page 273-279 (2018). 
2 ) Y.Waseda et al., Mater. Trans., page 1691-1700 (2018). 
3 ) M Okube et al., J. Synchro. Rad., page 1694-1702 (2018). 
【今後の研究計画】  
平成 31 年度も，優れた機能を有するランダム系物質の特性発現機構解明のために，原子レベルの構
造解析を中心に研究推進する計画である．特に非晶質合金の研究分野では，回折散乱プロファイルに
プレピークを持つ中距離領域構造が発達した非晶質合金や IGZO に代表されるような非晶質と結晶質
の中間に分類できるような結晶類似のランダムクラスターを構造基盤にする物質の構造解析法の開発
研究に集中し，多元系非晶質合金の中に存在する重原子クラスター構造の学理を明らかにしたい．ま
た現在は、新学術領域の研究申請も認められたので，複雑な結晶構造を応用する物質材料素材の開発
の一環として，連続固溶体の元素配列に潜んでいる構造相関に関する新たな学術領域の探求に努め，
今後本研究グループの新しいトピックスとなるように研究を進展させたい．また本研究グループは，
ここ数年放射光を利用する回折法あるいは温度圧力，湿度など特殊環境下における物質構造のその場
観察に関する技術力の増強に努めてきた．今後はその取得した技術力のさらなる向上だけでなく，獲
得した技術力を活用する物質構造科学関連データの蓄積に集中していきたいと考えている．  
 16． 構造制御機能材料学研究部門     部門担当教授 市坪 哲（2016.10 ～） 
【構成員】 
教授：市坪 哲／准教授：岡本 範彦／助教：谷村 洋、河口 智也／研究員[1 名]／事務補佐員[1 名]／大学院生[8 名] 
【研究目標】  
本部門では「材料組織構造を制御することによる高機能発現材料の開発」を目指し，エネルギー材
料，構造材料，機能性材料に関する種々の相転移を基軸にした分野横断的な研究を展開する．  
【本年度の主要成果】  
2011 年度より JST-ALCA の支援を受け，安全・安心・安価で，高エネルギー密度を有する新しい蓄
電池デバイスとして，二価イオンをキャリアとするマグネシウム蓄電池（MRB）の基礎研究を遂行し
ている．本年度は，特に Mg を含まない化合物として，Zn 系スピネル化合物に注目し，Mg の脱挿入
過程で起こる「スピネル構造⇔岩塩型構造相転移」において，構造可逆性の高い材料開発およびその
機構を明らかにした．(Ref.1) また，Mg-Li 合金を負極に使用することでデンドライト形成が顕著に抑
制されることを発見し，この結果に着想を得て，Mg および Li イオンの両方をキャリアイオンとして
用いるデュアルキャリア型蓄電池を世界に先駆けて考案し，2018 年度からは基盤(S)の支援を受け基礎
研究を継続実施している．一つの重要な成果として，Li および Mg イオンが共存する際において，Mg
単独での拡散の活性化エネルギーよりも両者が連動して移動する場合の活性化エネルギーが顕著に低
下する（すなわち Mg イオンの拡散が促進される）ことを，金研大型計算機を利用した第一原理計算
により明らかにした．この協奏的効果は，多価イオンをキャリアとして用いる蓄電デバイスにおいて
重要である．(Ref.2) また，共同利用・共同研究の成果として，チタン合金の ω変態に関する新たな相
変態モードの発見とその機構解明に関する研究を，金研・永井康介教授のグループおよび大阪大学産
業科学研究所の多根正和准教授らと行った．ω 変態の機構においては，未解明な部分が残っており，
全貌解明には至っていなかった．特に最近，多根らが発見した無拡散等温 ω 変態という現象は，これ
までの ω 変態の分類では説明することができない変態モードであるが，本研究により，凍結された熱
平衡組成揺らぎにより引き起こされ，β安定化元素の濃度が統計的に低い局所領域において不安定化が
起こり，その結果として ω変態が無拡散等温モードで進行することを明らかにした．(Ref.3) 
参考文献 
1 ) K. Shimokawa, T. Atsumi, M. Harada, R. E. Ward, M. Nakayama, Y. Kumagai, F. Oba, N. L. Okamoto, K. 
Kanamura, T. Ichitsubo, Journal of Materials Chemistry A 7, 12225-12235 (2019). 
2 ) H. Li, N. L. Okamoto, T. Hatakeyama, Y. Kumagai, F. Oba, T. Ichitsubo, Advanced Energy Materials 8,  
1801475 (2018). 
3 ) M. Tane, H. Nishiyama, A. Umeda, N. L. Okamoto, K. Inoue, M. Luckabauer, Y. Nagai, T. Sekino, T.  
Nakano, T. Ichitsubo, Physical Review Materials 3, 043604 (2019). 
【今後の研究計画】  
エネルギー材料系では，MRB 正極材料のサイクル特性の向上に向けた研究を行い，またデュアルカ
チオン蓄電池系という新しい蓄電デバイスにも E-IMR の研究テーマとしても取り組む．構造材料系に
おいては，金属ガラス，高エントロピー合金，チタン合金を対象にし，ガラス転移や ω 変態などの相
転移機構や緩和機構の本質を掴み，新たな材料開発に繋げていく．また，機能材料系においては，熱
電材料とインターカレーションを併用した熱スイッチング機構の提案や，フェムト秒パルス光励起に
よる共鳴結合の崩壊・回復を利用した新たな高速相転移機構を有する相変化材料の開発に取り組む． 
 17. 錯体物性化学研究部門研究部門     部門担当教授 宮坂 等（2013.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：宮坂 等(2013.4～)／准教授：谷口 耕治(2014.4〜)／助教：高坂 亘(2013.8～)、関根 良博(2014.4〜)／ 
事務補佐員[1 名]／大学院生[7名]／研究生［1 名］  
 
【研究目標】  
本部門は、化学―物理の情報変換を多重協奏的に実現する分子材料・分子システムの創製を目指し、
金属錯体化学を基軸として、多機能性多次元分子格子の設計とその機能の外場応答性などに着目した
新たな分子材料の開発に取り組んでいる。特に、① 格子上の電子・スピンの相関を合理的に制御する
ための分子設計、② 格子と空間を用いた電子・磁気物性の外場制御、に着目して研究を行っている。 
【本年度の主要成果】  
（１）小分子を出し入れすることで、磁石になる温度（磁気相転移温度）が従来よりも格段に大き
く変化する新たな多孔性の分子性磁石の開発に成功した。本材料では、小分子の出入りに伴う構造変
化に応答して構成分子の電荷状態も変化するよう設計されており、磁気相転移温度が分子脱離状態で
約 30 K、吸着状態で約 100 K、その変化幅 70 K という、従来よりも格段に広い温度幅に渡ってスイッ
チできる（すなわち、磁性の On/Off 制御をしやすくする）ことを見出した（Ref.1）。 
（２）熱的駆動により電荷移動を起こすテトラオキソレンと鉄イオンからなるハニカム層状格子を
発見した。この層状化合物は、T1/2 = 236 K を境に二つの電荷秩序相を持つ。構造は二次元格子である
が、磁気的には一次元鎖であり、低温で単一次元鎖磁石挙動を示した（Ref.2）。 
（３）酸素ガスを吸脱着させることで、磁化の ON–OFF が可能な新たな多孔性の層状磁石の開発に
世界で初めて成功した。この多孔性層状磁石に酸素が吸着すると磁化が消失、酸素を取り除くと回復
する。本現象は、磁石の性質を持つ酸素分子が磁石層間に吸着されることで層間の磁気相互作用を媒
介し、新たな磁気秩序（反強磁性磁気秩序）が誘起されて生じたものである。本材料は酸素の持つ電
子スピンを感知できる新しい多孔性磁石である（Ref.3）。 
参考文献 
1 ) J. Zhang, W. Kosaka, K. Sugimoto, H. Miyasaka, Magnetic Sponge Behavior via Electronic State Modulations, J. Am.  
Chem. Soc. 140, 5644-5652 (2018). 
2 ) J. Chen, Y. Sekine, Y. Komatsumaru, S. Hayami, H. Miyasaka, Thermally Induced Valence Tautomeric Transition in a  
Two-Dimensional Fe-Tetraoxolene Honeycomb Network, Angew. Chem. Int. Ed. 57, 12043–12047 (2018). 
3 ) W. Kosaka, Z. Liu, J. Zhang, Y. Sato, A. Hori, R. Matsuda, S. Kitagawa, H. Miyasaka, Porous magnet responsive to  
spins of oxygen molecules, Nat. Commun. 9, 5420(1-9) (2018). 
 
【今後の研究計画】  
自己酸化還元活性な格子（electron-donor/-acceptor metal-organic frameworks; D/A-MOF）は、格子内の
電荷移動を自在に制御できるだけでなく、その格子空間を使うことにより、様々な化学物質、ガス分
子、イオンなどを挿入することができる。窒素、酸素、二酸化炭素などの一般的なガスを吸着し、そ
の磁気相を変換する多孔性分子磁石は、本年度本部門により発見された。このような多孔性分子磁石
の磁気変換機構は幾つかあり、まだその一つの発見に過ぎない。今後それらの機構を使った新しい多
孔性分子磁石の設計を行うと共に、化学的刺激による遍歴電子―磁性制御にも注目したい。 
 18. 非平衡物質工学研究部門     部門担当教授 加藤 秀実（2015.1 ～） 
 
【構成員】 
教授：加藤 秀実／准教授：和田 武(2016.5～)／助教：JOO, Soo Hyun(2016.3～)／事務補佐員[1名]／大学院生[ 13名] 
 
【研究目標】  
本研究部門では、新たな社会基盤材料として期待されている金属ガラスに関する総合的研究を行っ
ている。金属ガラスは、過冷却液体状態を急冷することによって凍結した非晶質合金で、原子配列に
長範囲規則性が無いという特徴に起因して結晶質合金に比べて優れた特性を発揮する。特に融点の約
60％で生じる過冷却液体状態は、金属ガラスは合金であるにも拘わらず“ガラス細工”のように精密
細な成型を施せることが、結晶合金には決して真似することのできない最大の魅力である。金属ガラ
スの過冷却液体の安定化機構を解明し、ガラス構造に起因して生じる構造および応力緩和機構を本質
的に理解することによって、新規金属ガラスおよびその複合材料の創製と物性解明さらには金属ガラ
スの加工技術を確立と応用を目標としている。また最近では、金属ガラスの合金設計において蓄積し
てきた知見を基にして独自に開発した金属溶湯中脱成分法の研究にも取り組んでいる。本技術は、原
子間の相互作用を利用して、金属溶湯中で合金から特定元素の溶出を利用してポーラス金属を自己組
織化させる技術で、従来法では作製できない多様な金属のポーラス化を可能とする。金属溶湯中脱成
分の合金設計や組織形成機構解明とその制御法確立、更にはポーラス金属の機能材料への応用を目標
としている。 
【本年度の主要成果】  
金属溶湯脱成分法（LMD）は多様な金属を多孔化できる当部門の独自開発技術である。これまで本
技術に用いる前駆合金として、自作の特殊組成合金が用いられてきた。本技術のコスト低減を目的と
して、本研究では市販の金属材料を LMD の前駆合金として利用することを検討した。市販の Ni 基超
合金であるインコロイ 825 を Mg 浴で脱成分することで、Ni の選択溶出が生じ Fe と Cr を主成分と
するナノポーラス金属が生成した。Ni 以外の脱成分が生じる高温域では階層型のポーラス金属が生成
することが確認された。なお、本成果の一部は ICC-IMR のプロジェクト研究により得られたものであ
る。(Ref.1) 
金属ガラスの延性を改善することを目的として、強度と延性を両立する金属ガラス－TiNi 複合材料
の開発を行った。Ti40Ni39.5Cu8Zr10Co2Y0.5 合金急冷材では Ti-Ni 相とガラス相が混在する複合祖組織
となることが分かった。この合金はガラス相による高強度と、Ti-Ni 相の応力誘起マルテンサイト変態
による超弾性を発現した。この材料ではガラス相が転位のシンクとなり転移の蓄積を妨げることで優
れた超弾性繰り返し特性を発揮した。(Ref.2) 
参考文献 
1 ) M.Mokhtari et al., Scripta Mater. Vol.163, page 5-8 (2019). 
2 ) J. Jiang et al., J. Alloys. Compds. Vol.768, page 176-180 (2018). 
【今後の研究計画】  
2019 年度は金属溶湯中脱成分反応を利用した三次元オープンセル型ナノポーラス材料（黒鉛、バナ
ジウム、ハイエントロピー合金）の作製技術を確立と基礎物性評価と、これを応用した二次電池電極、
水素貯蔵材料の開発に取り組む。また、金属ガラスの合金開発、結晶化、複合化、過冷却液体成形技
術の研究に取り組み、金属ガラスの機械的性質や磁気特性の改善や X 線光学部材への応用を目指す。 
 19． 磁性材料学研究部門     部門担当教授 高梨 弘毅（2000.11 ～） 
【構成員】 
教授：高梨 弘毅／准教授：関 剛斎／助教：窪田 崇秀、伊藤 啓太、温 振超（兼）／事務補佐員[1 名]／大学院生[5 名] 
 
【研究目標】  
人工的なナノ構造制御によって、スピントロニクスへの応用を目指した物質・材料の開発と物理現
象の基礎研究を行う。特に、スピントロニクスの新展開として現在注目されている、軌道の自由度を
取り入れたスピンオービトロニクスや反強磁性体のメリットを利用した反強磁性スピントロニクス、
熱との相関を対象としたスピンカロリトロニクスの発展に資する研究に取り組む。物質・材料として
は、高いスピン偏極率を有するハーフメタル・ホイスラー合金や高い磁気異方性を示すL10型合金など
に代表される規則合金や、界面の集合体としての金属人工格子を対象とする。 
【本年度の主要成果】  
スピンオービトロニクスおよび反強磁性スピントロニクスの研究として、組成の異なる CoGd 合金
と Pt を積層した人工反強磁性メモリ素子を用いて、スピン軌道トルクによる磁化スイッチング（書き
込み）と、ホール抵抗による磁化状態の検出（読み出し）に成功した(京都大学との共同研究，Ref.1 )。
スピンカロリトロニクスの研究として、異常エッチングスハウゼン効果の可視化に成功した。異常エ
ッチングスハウゼン効果は、熱流磁気効果の一つとして古くから知られる異常ネルンスト効果の相反
現象で、強磁性体に電流を流すと磁化と電流の外積方向に熱流が発生する効果であるが、これまでの
研究はきわめて少なく、特に定量的な評価は皆無であった。我々は、垂直磁気異方性を有する L10-FePt
薄膜を用いて、ロックインサーモグラフィにより、異常エッチングスハウゼン効果で生じる温度分布
の観測に成功し、定量的な評価も行った(NIMS との共同研究，Refs.2&3 )。さらに、スピントロニク
ス素子は一般的に積層構造を含むが、走査型電子顕微鏡にエネルギー分散型Ｘ線分光を組み合わせて、
界面の構造および組成の非破壊観察手法を開発した(ヨーク大学との国際共同研究，Ref.4 )。 
参考文献 
1 ) T. Moriyama, W. Zhou, T. Seki, K. Takanashi, and T. Ono, Phys. Rev. Lett. 121, 167202 (2018). 
2 ) T. Seki, R. Iguchi, K. Takanashi, and K. Uchida, Appl. Phys. Lett. 112, 152403 (2018). 
3 ) T. Seki, R. Iguchi, K. Takanashi, and K. Uchida, J. Phys. D: Appl. Phys. 51, 254001 (2018). 
4 ) E. Jackson, M. Sun, T. Kubota, K. Takanashi and A. Hirohata, Sci. Rep. 8, 7585 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
継続的に進める研究として、高スピン偏極や高磁気異方性を有する規則合金や金属間化合物を用い
た素子構造を作製し、スピン依存伝導現象やスピントランスファー現象、スピンダイナミクス、スピ
ンホール効果やスピン軌道トルクに代表されるスピンオービトロニクス特性や異常ネルンスト効果に
代表される熱流磁気効果（スピンカロリトロニクス特性）を系統的に調べる。さらに、物質対象を強
磁性金属窒化物にも拡大し、窒化物固有の特徴を明らかにする。 
加えて、2018 年度に採択された科学研究費基盤研究(S)「金属人工格子ルネサンス」に基づき、金属
人工格子の界面効果に着目した研究にも注力する。特に、界面におけるスピン軌道相互作用の増大と
スピン軌道トルクや異常ネルンスト効果との相関について明らかにする。また、反強磁性結合人工格
子におけるスピン軌道トルクによる磁化スイッチングの実現と磁化ダイナミクスの解明にも取り組む。 
 20. 結晶材料化学研究部門     部門担当教授 宇田 聡（2003.4 ～） 
【構成員】 
教授：宇田 聡／准教授：岡田 純平／助教：野澤 純、新家 寛正／事務補佐員[1 名]／大学院生[7 名] ／学部生[1 名] 
 
【研究目標】  
本部門は、融液からの結晶成長において固液界面の不安定性が結晶成長に与える影響について熱力
学的な視点から解析し、構造及び組成の均質性に優れるバルク結晶を得るための成長メカニズムを開
発する。そのため新結晶の創成法および新しい成長法の開発に効果的な熱力学的自由度の操作の利用
を体系化する。また、コロイド結晶成長により溶液成長と融液成長の違いと両者の連続性について実
験シミュレーションによる理解とその理解に基づいた新しい成長メカニズムを展開する。 
【本年度の主要成果】  
➀タンパク質結晶の高品質化に結晶成長過程における溶媒和のダイナミクスに着目した。 タンパク
質結晶時に添加する NaClなどの塩の濃度を高くするとタンパク質分子周りに配位している水分子の動
きが早くなるという事実を利用し、塩濃度を高くするほど育成されるタンパク質結晶の完全性が顕著
に向上することを突き止めた(Ref.1)。➁粒子間の相互作用が引力であるコロイド結晶の成長メカニズム
を明らかにする研究を行った。結晶への取り込みサイトであるキンクの形成メカニズムとステップ成
長速度の関係を初めて明らかにした(Ref.2)。さらに、キンクサイト間の距離からコロイド粒子間の結合
エネルギーを求める事に成功した。本研究は名古屋市立大学山中淳平研究室との共同研究である。➂
金属ナノ構造体の表面プラズモン近接場により分子クラスターを光学捕捉し濃集することで結晶化を
制御するプラズモン光学捕捉誘起結晶化に成功した。キラル結晶化する NaClO3水溶液中においてプラ
ズモン加熱により気泡を発生させると、結晶化におけるホモキラリティが達成されることを見出した
(Ref.3)。本研究は台湾国立交通大学杉山輝樹研究室との共同研究である。 
 
参考文献 
1 ) H.Koizumi,S.Uda,K.Tsukamoto,K.Kojima,M.Tachibana,T.Ujihara, Cryst. Growth Des.,18,4749-4755 
(2018). 
2 ) J.Nozawa,S.Uda,S.Guo,A.Toyotama,J.Yamanaka,J.Okada,H.Koizumi, Cryst. Growth Des.,18,2948-2955 
(2018). 
3 ) H.Niinomi,T.Sugiyama,M.Tagawa,S.Harada,T.Ujihara,S.Uda,K.Miyamoto.T.Omatsu, Cryst. Growth 
Des.,18,4230-4239 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
１. 酸化物結晶成長における界面融液構造の熱力学的解析と結晶化メカニズムの解明 
我々の開発した真のコングルエント点では固液間で全ての成分の化学ポテンシャルと組成が等しい。
つまり、本組成において融液と固相は熱力学的に同一構造を持つ。その実態を明らかにする。 
２. コロイドの結晶化を用いた結晶成長理論の新しい展開 
引力法により多成分系のコロイド結晶の溶液成長実験を行い、超構造、ヘテロエピタキシャル構造
の生成メカニズムと制御法を探求する。 
３. 光場中での結晶化 
表面プラズモン近接場を外場として利用して溶質濃度や固液の化学ポテンシャルを局所的に変化さ
せ、核形成速度、成長速度などの操作を結晶表面のステップ成長のミクロな制御で行う。 
 21． 水素機能材料工学研究部門   部門担当教授 折茂 慎一（2006.4 ～） 
【構成員】 
教授：折茂 慎一／准教授（兼）：髙木 成幸／助教：佐藤 豊人、金 相侖／客員研究員：池庄司 民夫／博士研究員［1
名]／技術補佐員［4 名]／事務職員［1 名]／大学院生［8 名］ 
 
【研究目標】  
結合多様性を示す水素の性質をさらに高度に使いこなすための指導原理となる新たな水素科学（＝
ハイドロジェノミクス）の構築を目指し、多様な水素クラスターの創製やそれらを利用した水素貯蔵・
超伝導・超イオン伝導などの機能性開拓に取り組む。 
【本年度の主要成果】  
これまで、「高密度水素化物の材料科学」の観点から、水素の結合多様性を反映した機能設計に関
わる基盤研究を進めるとともに、水素エネルギー・蓄電デバイス応用などに向けた開発研究も展開し
た。水素エネルギー応用に向けた水素貯蔵の観点から重要となる[NiH4]錯イオンを含む高配位水素ク
ラスターの結晶構造や、それらの中間相を経由する詳細な反応過程を、各種回折・分光測定に基づい
て実験的に捉えることに成功した（Ref. 1）。さらに、[MoH9]錯イオンを含む 9 配位水素クラスターと
水素アニオン H―とが共存した新たな高密度水素化物での超高圧下における超伝導性の観測にも至っ
ており（Ref. 2）、新たな水素化物超伝導材料群としての可能性を実証できた。また超イオン伝導に関し
ても、特に全固体リチウム金属電池をはじめとする蓄電デバイス応用が期待されるリチウム超イオン
伝導性に関する研究を進め、[B12H12]や[CB11H12]などを含む籠状（クロソ系）水素クラスター中の一
部の水素を欠損させる技術（Ref. 3）などの、固体イオニクスの観点から極めて重要な要素技術を確立
することができた。その結果、室温付近でのリチウムイオン伝導性を高めることが可能となり、さら
に合成した籠状水素クラスターを含む高密度水素化物を固体電解質として用いた新たな蓄電デバイス
(負極は金属リチウム、正極は硫黄－炭素複合材料など)の電気化学的特性の研究も進めることができた。 
 
参考文献 
1 )T. Sato, A.J. Ramirez-Cuesta, L.L. Daemen, Y. Cheng, S. Orimo, Inorganic Chemistry, 57, 867-872  (2018). 
2 ) D. Meng, M. Sakata, K. Shimizu, Y. Iijima, H. Saitoh, T. Sato, S. Takagi, S. Orimo, Physical Review B, 99, 024508(1-6) 
(2019). 
3 ) S. Kim, N. Toyama, H. Oguchi, T. Sato, S. Takagi, T. Ikeshoji, S. Orimo, Chemistry of Materials, 30, 386-391 (2018). 
 
【今後の研究計画】  
高配位水素クラスターに関しては、高水素密度化過程の詳細な解析に加え、部分的な分解・再結合
の進行に伴う脱水素化・再水素化過程も解明・促進することにより、高密度水素貯蔵材料の開発指針
を得る。これらの知見は、JST プロジェクトで研究対象とするラーベス相構造を有する他の金属水素
化物への展開も図る。また、ダイナミクスに関する計算・実験の観点からの詳細な解析を進めること
で新たな物性・機能性の創出にも繋げる。籠状水素クラスターに関しても、これまでに確立した要素
技術を発展させることで、[B12H12]や [CB11H12]などを含む籠状（クロソ系）水素クラスターの共存・
固溶組成や原子構造の最適化を図り、室温でのリチウムイオン伝導率 10−3 S cm−1以上の超イオン伝導
の実現を目指す。合成した籠状水素クラスターを含む高密度水素化物を固体電解質として用いた新た
な蓄電デバイスの電気化学的特性や安定動作の研究も進める。さらに、水素クラスターの共存・固溶
に加え、リチウムとナトリウムなどの伝導キャリアの複合化によるさらなる室温伝導性向上の可能性
なども探る。 
 22． 先端結晶工学研究部     担当教授 吉川 彰（2012.04 ～） 
【構成員】 
教授：吉川 彰 ／ 助教：山路 晃広、吉野 将生 ／ 事務補佐員[1 名]／大学院生[8 名] 
【研究目標】  
当研究部は以下の３点を大目標として研究開発を行っている。 
1. 外部エネルギーと結晶との相互作用を理解しそれに基づいて新規結晶を創り、機能性を追求する。 
2. 「世界初の」、「世界最高の」、「世界標準となる」、結晶および結晶作製技術を創出し、文明の発展
と人類の幸福に貢献する。 
3. 学術界・産業界を問わず、世界で活躍する人材を育てる。 
【本年度の主要成果】  
代表的な研究成果は、シンチレータ材料、熱電材料、難加工性機能性合金の 3 つが挙げられる。本
年度のシンチレータの主要な研究成果として、「Eu:SrI2 シンチレータのクラックフリー大口径化に関
する研究」が挙げられる。結晶育成前の脱ガス工程の改善、育成初期のメルト加熱温度の最適化、ル
ツボ内部の表面コーティングを行うことで、これまでには実現していなかった Eu:SrI2 シンチレータ
の 2 インチ径でのクラックフリー結晶育成に成功した (Ref.1)。シンチレータを用いた検出器の研究に
おいては、京都大学高田助教との金研共同利用の成果として、「電子飛跡検出型コンプトンカメラに用
いるシンチレータの研究」を行った。そして、開発した検出器を放射線医学総合研究所の HIMAC に
持ち込み、重粒子線治療モニタリングの実証試験を実施した。結果、電子飛跡型コンプトンカメラを
用いて、粒子線治療時の照射量に近い環境下でのガンマ線の撮像に世界で初めて成功した(Ref.2)。 
熱電材料に関する研究成果として、産業総合研究所の荻野拓博士との金研共同利用の成果である「複
合構造を有する新規熱電材料の開発」が挙げられる。ナノレベルで低次元化された熱電材料は量子閉
じ込め効果により、大幅な ZT 向上が可能である。本研究では、ナノ構造を実現する手段として、共
晶体の自己組織化を利用することを検討した。Nb 添加 SrTiO3(STO)/TiO2(TO)系共晶ファイバーをマ
イクロ引き下げ法で育成し、育成速度とロッド径の関係性を明らかにした。また熱伝導率を測定し、
室温での値は 4.2 W/m•K と、STO 単結晶の半分以下を達成した (Ref.3)。 
難加工性機能性合金については、ヘレウス社、田中貴金属工業社、サンリック社と共同研究を行い、
研究開発を進めている。今年度は、「マイクロ引き下げ法を用いた IrRu 合金線材の作製に関する研究」
を行い、従来の線材とは全く異なる柔軟性に優れた線材の開発に成功した (Ref.4)。 
参考文献 
1 ) Y. Shoji, A. Yoshikawa et al., Crystal Growth & Design Vol.18, page 3747-3752 (2018). 
2 ) 黒澤俊介、吉野将生、吉川彰 他、プレスリリース、粒子線治療での治療中リアルタイムモニタの開発 (2018). 
3 ) Y. Yokota, H. Ogino, A. Yoshikawa et al., J. Electron. Mater. Vol.48, page 1827-1832 (2018). 
4 ) R. Murakami, A. Yoshikawa et al., J. Cryst. Growth Vol.487, page 72-77 (2018). 
【今後の研究計画】  
今後の研究計画では、シンチレータ材料、検出器開発、圧電材料の研究がメインとなる。シンチレ
ータの研究では、新たなシンチレータの高速材料探索手法の研究を進めている。検出器開発において
は、形状制御育成したシンチレータを用いた放射線検出器の研究を行っている。圧電材料では、異な
るカット角、材料の圧電材料を張り合わせることで共振周波数の温度依存性を低減する研究を進めて
いる。 
 23. 加工プロセス工学研究部門     部門担当教授 千葉 晶彦（2006.11 ～） 
【構成員】 
教授：千葉 晶彦／准教授：山中 謙太(2018.6～)／助教：山中 謙太(～2018.5)、青柳 健大、卞 華康(2019.3～)／特任助
教：王 昊（～2018.9）／研究員・ポスドク[7 名]／事務職員[1 名]／事務補佐員[1 名]／大学院生[20 名]／研究生[2 名]／
特別研究学生[1 名] 
 
【研究目標】  
本研究部門では、生体医療・航空宇宙・自動車・エネルギー等の分野において用いられる構造用金
属材料の加工プロセスと高機能化について研究を行っている。従来の加工熱処理に加え、電子ビーム
積層造形（EBM）を中心とした Additive Manufacturing (AM)技術に注力して研究を進めており、材
料内部に形成される原子スケールからマクロまで組織変化を系統的に調査・解析することにより、特
性との関係の体系化を目指している。また、最新の分析解析技術や計算機シミュレーションを駆使し
て組織形成や特性発現のメカニズムを材料科学的に解明するとともに、得られた結果に基づいて個々
の材料に対して最も優れた特性を引き出すための加工プロセスの確立と新材料の創製に取り組んでい
る。 
【本年度の主要成果】  
2018 年度は、耐熱材料として使用されている Ni 基超合金（Inconel 718）において EBM 造形によ
り形成する組織と力学特性の関係について調べ、造形方向に依存した結晶方位分布と析出物の形成に
起因する高温引張特性の異方性を明らかにし、引張方向が<111>方向と平行な場合に最も高い強度が得
られることを見出した (Ref.1)。また、熱流体解析シミュレーションおよび実験によりメルトプール（溶
融池）における凝固現象と組織の関係について調査し、表面張力の温度依存性に起因したマランゴニ
対流が EBM におけるメルトプールの安定性や組織形成において重要な役割を果たしていることを明
らかにした (Ref.2)。一方、本研究部門において継続的に取り組んでいる生体用 Co-Cr-Mo 合金に関す
る研究では、熱間加工により形成する微細な結晶粒組織と結晶粒内に導入された高密度な転位により
不動態化が促進されることを見出した (Ref.3)。本研究はインドネシア科学院との共同研究として実施
した。 
参考文献 
1 ) S. Sun et al., Additive Manufacturing Vol.23, page 457-470 (2018). 
2 ) Y. Zhao et al., Additive Manufacturing Vol.26, page 202-214 (2019). 
3 ) K. Yamanaka et al., Corrosion Science Vol.148, page 178-187 (2019). 
【今後の研究計画】  
本研究部門では、電子ビーム積層造形による AM 技術に関する研究開発を行っている。当該技術は
ものづくりのイノベーションに直結する基本技術として発展する可能性を持っており、本研究部門は
当該技術の国内外の研究開発拠点としての役割を堅持して研究開発を推進する。 
今後取り組むべき課題の大きな柱として、電子ビーム積層造形技術を基本とする金属加工プロセス技術の
発展を目指し、AM 技術と既存の加工プロセス技術とを融合した革新的加工プロセス技術の創生と AM 技術
によるマルチマテリアル造形技術について研究を行う予定である。 
さらに、金属積層造形技術に最適な合金粉末の製造技術の確立に注力して研究を進める。具体的には、プ
ラズマ回転電極法（PREP）に着目し、真球により近い形状を有し、個々の粒子表面にサテライトが無く、内部
にガス欠陥の無い高品質合金粉末の製造技術の開発とその基本となる学術学理の構築を目指す。 
 24． アクチノイド物質科学研究研究部門 部門担当教授 青木 大（2012.4 ～） 
【構成員】 
教授：青木 大 ／ 准教授：本多 史憲／ 助教：李 徳新、本間 佳哉 ／ 事務補佐員[2 名] ／大学院生[2 名] ／ 
ポスドク研究員[1 名] 
 
【研究目標】  
アクチノイド・希土類元素を含む化合物の新物質探索および純良単結晶育成を行い、極低温・強磁
場・高圧の極限環境下の精密物性測定により新奇な強相関電子系の物理を開拓するのが本研究部門の
目標である。強磁性超伝導、スピン三重項状態によるトポロジカル超伝導、フラストレーションやカ
イラリティが生み出す新奇磁性、価数ゆらぎを含む新奇量子臨界現象などが研究対象である。 
【本年度の主要成果】  
強磁性と超伝導の微視的共存が知られる UGe2,URhGe,UCoGe は、磁場誘起（強化）超伝導など驚
くべき実験結果が次々に明らかとなり注目を集めている（Ref.1）。これは、平行スピン対によるスピン
三重項状態が実現し、強磁性スピン揺らぎが磁場の強さと方向によってチューニングできるからであ
る。本年度は、UTe2という強磁性秩序寸前の常磁性体で新たなスピン三重項超伝導が見つかった(Ref.2)。
超伝導による極めて大きな比熱な飛びと、比較的大きな残留状態密度は、何らかの隠れた基底状態の
存在を示唆している。上部臨界磁場は b 軸方向で 15T 以上であり、全ての方向でパウリリリミットを
大幅に超えている。その後の研究で、リエントラント超伝導や 35T のメタ磁性など極めて興味深い性
質が見つかっている。トポロジカル超伝導体の候補物質であり、現在、関連する論文はこの数カ月で
10 編以上にのぼるなどフィーバーとなっている。本部門は、発見当初からこの研究において、フラン
スとの国際共同研究をすすめながら主導している。 
重い電子系超伝導体 UBe13 において圧力下の電気抵抗測定および比熱測定を行い、超伝導相図など
を決定した。その結果、Eu と A1u 状態が混ざったスピン三重項超伝導である証拠を得た(Ref.3)。非フ
ェルミ液体的性質が、6GPa の臨界圧力で消失しフェルミ液体状態となることもわかった。この成果は、
プレス発表され新聞等に掲載された。この成果は国際共同研究による成果でもある。 
参考文献 
1 ) D. Aoki, K. Ishida and J. Flouquet, J. Phys. Soc. Jpn. 88, 022001-1–29 (2019).(Invited review paper, 
 1750 downloads) 
2 ) D. Aoki, et al. J. Phys. Soc. Jpn. 88, 043702-1--5 (2019). (Editors’ Choice), S. Ran et al.  
arXiv:1811.11808v3  
3 ) Y. Shimizu, D. Braithwaite, D. Aoki, B. Salce and J.-P. Brison, Phys. Rev. Lett. 122, 067001 (2019). 
 
【今後の研究計画】  
現在、もっとも注目を集めている UTe2 の研究を強力に推し進める。すでに ICC-IMR の国際共同研
究プロジェクトとして日仏で研究を推進することが決まっており、本部門のみならず、国内外の共同
研究者も巻き込んだ広範な研究プロジェクトが進みつつある。強磁場や圧力下の実験で、すでに驚く
べき実験結果が得られており、今後の進展が期待できる。また、特徴的な結晶構造に基づいた新物質
開発、圧力による新奇量子相の探索なども進める。金研内の横のつながりとして、FIB によるウラン
化合物の微細加工と輸送現象測定の研究も、永井研、野尻研、強磁場センターと協力しながら進めて
いく。 
 25． 不定比化合物材料学研究部門     部門担当教授  今野 豊彦 （2006.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：今野 豊彦／准教授：木口 賢紀／助教：嶋田 雄介／白石 貴久／事務補佐員［1 名］ ／大学院生［7 名］ 
【研究目標】  
本研究室に課せられたテーマは、電子顕微鏡を解析手法の中心に据えつつ、合金・セラミックス・
微粒子・薄膜等に出現する物質の構造安定性と組織形成の本質を、相平衡論とキネティクスの両面か
ら定量的に理解し、新しい物質開発に結びつけることにある。 
【本年度の主要成果】  
(1)添加元素を用いたZrO2薄膜における極性相の形成に関する研究 
 メモリーデバイスなどへの応用が期待され、環境にやさしい鉛フリー強誘電体薄膜の材料として、
ジルコニア基薄膜の強誘電性発現を研究している。イオン半径、価数の観点から選択した 金属ドーパ
ントがジルコニア薄膜の構造に与える効果をＸ線回折および透過電子顕微鏡を用いて調べた。ドーパ
ントが極性相の安定化をもたらす領域を系統的に調べ、Feが最も有効であることを示した。(Ref.1) 
(2)極性直方晶相HfO2薄膜におけるナノドメイン構造の解明とイメージングに関する研究 
近年、空間反転対称性の破れた直方晶相HfO2基薄膜材料(空間群Pbc21)が発見され、非鉛かつ非ペロ
ブスカイト型構造の新奇強誘電体材料として注目されている。今回、従来結晶学的な解釈がなされて
こなかった直方晶相HfO2薄膜特有のドメイン構造、特にドメイン境界構造についてSTEM法により検討
した結果、長軸であるb軸とドメインの回転軸の相対的な方位関係で整理するとTilt型及びTwist型とな
ることを明らかにした。(Ref.2) 
(3)多結晶超伝導体の電流輸送特性に及ぼすマルチスケール組織の解明 
超伝導バルクマグネットへの応用が期待される鉄系超伝導体では、我々のグループにおける組織観
察の結果、焼結温度に対して結晶粒径が指数関数的に粗大化する傾向がある一方で、粒界には数nmの
アモルファス層、粒内には001面に沿った積層欠陥が形成していることがわかった。さらに電磁気特性
との相関から、臨界電流特性には第一に結晶粒径、第二に粒界層の厚さが支配的に影響を及ぼすこと
を明らかとしている。(Ref.3) 
参考文献 
1)  S. Choi, T. Shiraishi, T. Kiguchi, T. Shimizu, H. Funakubo and T.J. Konno, ”Formation of polar  
phase in Fe-doped ZrO2 epitaxial thin films”, Appl. Phys. Lett. 113, 262903 (2018). 
2)  T. Kiguchi, T. Shiraishi, T. Shimizu, H. Funakubo, and T.J. Konno, “Domain orientation relationship  
of orthorhombic and coexisting monoclinic phases of YO1.5-doped HfO2 epitaxial thin films”, Jpn.  
J. Appl. Phys., 57, 11UF16 (7pages) (2018). 
3)  Y. Shimada, A. Yamamoto, Y. Hayashi, K. Kishio, J. Shimoyama, S. Hata, T. J Konno, “The formation  
of defects and their influence on inter- and intra-granular current in sintered polycrystalline  
122 phase  Fe-based superconductors”,Supercond. Sci. Technol.32, (2019) 084003. 
 
【今後の研究計画】 
そのために特に収差補正技術や透過型走査電子顕微鏡の進歩により可能となった構造の可視化をフ
ルに活かすとともに、相の安定性に及ぼす種々の要因を自由エネルギー的安定性はもとより、拮抗す
る要素からなるフラストレーションの破れとして捉えることにより、構造安定性に関する新しい理論
的発展に結びつく研究を行う。 
 26． 分析科学研究部門         部門担当教授 我妻 和明（2006.06 ～） 
 
【構成員】 
教授：我妻 和明／准教授：今宿 晋／助教：柏倉 俊介／大学院生[4 名] 
 
【研究目標】  
“材料元素分析法のシーズ開発をめざして”－主に金属素材産業における、材料開発、製造プロセ
スに必要とされる元素分析に寄与することができる、分析方法論および分析装置の開発を行う。特に、
製造プロセスの効率化を高め、資源やエネルギーの縮減に貢献することができる、オンサイト／オン
ライン分析法の開発に重点を置く。 
 
【本年度の主要成果】  
レーザー誘起プラズマ発光分光分析(LIBS)法を用いたリチウムの定量マッピング測定について、本
年度は 2 報の原著論文を発表した。減圧(1000 Pa)アルゴン雰囲気で LIBS 測定し、リチウムによる
610.4 nm の発光線を用いて、検量線を作成したところ、線形性が向上し、特に高濃度におけるリチウ
ムの定量性が向上した。この測定条件で、充放電を繰り返したリチウムイオン電池の LiCoO2正極のリ
チウム分布を測定したところ、従来法である X 線吸収分光法によって得られたリチウム分布と同じよ
うな分布になった。この結果から減圧アルゴン雰囲気で LIBS 測定することで、リチウムの分布を測
定できることがわかった。(Ref.1) また、この測定方法で、充放電を行ったリチウムイオン電池の炭素
負極中のリチウムの 3 次元分布も測定できることがわかった。(Ref.2) 電子線や X 線を利用した新し
い分析手法や分析装置の開発に関して、本年度は 3 報の原著論文を発表した。電子線を照射した際に
可視光が発生する原理を利用したカソードルミネッセンス(CL)法によって、製鋼スラグ中の遊離 CaO
を検出することができることがわかった。(Ref.3) 遊離 CaO は製鋼スラグを路盤材に再利用する際に
膨張破壊を引き起こす原因となるため、遊離 CaO の検出は重要である。今回用いた CL 法は、従来の
分析法(エチレングリコール抽出した溶液を ICP-AES で測定)と比較して、簡便で短時間で測定できる。 
 
参考文献 
1 ) S. Imashuku, H. Taguchi, T. Kawamata, S. Fujieda et al., J. Power Sources 399, 186-191 (2018). 
2 ) S. Imashuku, H. Taguchi, S. Fujieda et al., Electrochim. Acta 293, 78-83 (2019). 
3 ) 常田 大喜，今宿 晋，我妻 和明，鉄と鋼，105, 522-529 (2019). 
 
【今後の研究計画】  
オンサイト迅速分析のための有力な新分析技術の開発という観点から、カソードルミネッセンス現
象を利用した鉄鋼材料中の介在物の分析に引き続き取り組む。現在研究が進行中である、スラグ中の
遊離 CaO や MgO の分布解析に加えて、対象物質を炭化物や窒化物にも拡大して、カソードルミネッ
センス法の汎用性を確認する研究課題にも取り組む。 
金属材料における非金属析出物・介在物の空間分布を迅速に評価する方法として、走査レーザー誘
起プラズマ発光分析法や二次元分光グロー放電プラズマ発光分析法について、新たな測定方法の検討
を行い、実際試料の解析を試みる。特に、新たに研究部門に導入したピコ秒レーサーの走者による、
介在物粒子の検出における空間分解能の測定等、研究課題を拡大して LIBS 法の汎用性を確認するた
めの研究を行う。 
 
 27． 東京エレクトロン３D プリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門 
部門担当教授 千葉 晶彦（2018.10 ～） 
【構成員】 
教授：千葉 晶彦／准教授：山中 謙太／助教：青柳 健大／特任助教：王 昊 
 
【研究目標】 
東京エレクトロン３D プリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門は先進的・独自的・革新
的を念頭に三つの研究課題を実施している。一つ目は、トポロジー最適化等のコンピューターシミュ
レーションに基づき、新しい機能を有したラティス構造材料やマルチマテリアルを設計すること。二
つ目は、３Ｄ–ＣＡＤで設計した任意形状の部材を金型や切削加工なしで製造可能な積層造形技術（通
称３Ｄプリント技術と呼ばれる）を用いることで、設計した新規材料を製造すること。三つ目は積層
造形技術を用いた材料製造に関わる一連の加工プロセス手法を確立すること。これら３つの研究課題
を推進することで、従来技術では作製不可能であった構造や機能を有する新規材料の加工手法を確立
し、新規材料を創造します。 
 
【本年度の主要成果】  
種々の材料を金属 AM 技術の電子ビーム積層造形（EBM）およびレーザービーム積層造形（SLM）
に関する研究では、2019 年度は通電焼結によりあらかじめ仮焼結した粉末をもって表面スキャンした。
その過程で、EBM および SLM のビーム照射時に発生することなる溶融凝固過程を確認した。また、
そのスキャンされた材料を種々の物性測定装置にて表面確認した。それらの結果をもとに、溶融凝固
過程の解明やビームの種類に適した材料の選別の仕方について検討した。 
 
【研究計画】 
金属積層造形（3D プリンター）による、デジタル技術、IT 技術と連携させた金型レスの物作り技
術がある。当部門では、電子ビームまたはレーザービームによる金属 3D プリンター技術に関する研
究開発を行っている。積層造形技術は物作りのイノベーションに直結する基本技術として発展する可
能性を持っており、当部門は当該技術に新たな一ページを描けるよう研究開発を推進する。 
今後の当部門の取り組むべき課題の一つとして、種々の材料を金属 3D プリンターにて造形するこ
とによって生まれる、新規材料の創製を目指した取り組みを行う。一方で、金属積層造形技術に最適
な粉末の製造技術の確立を目指す。具体的には、電子ビーム積層造形技術における造形可能な粉末の
開発、レーザービーム積層造形技術における造形可能な粉末の開発、およびそれぞれの技術に必要な
材料の物性で何が最重要となるかを調査する。そしてそれらにかかわる学術学理に関する研究を行う。 
 28. 最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門  
    部門担当教授 千葉 晶彦（2018.10 ～） 
【構成員】 
教授：千葉 晶彦／准教授：山中 謙太／助教：青柳 健大／学術研究員：佐々木 信之 
【研究目標】  
積層造形技術と積層造形に適した粉末の研究・開発に同時に取り組むことにより、造形品の最適化
について研究する。レーザー及び電子ビームを用いた積層造形における造形条件の最適化に資する基
礎学理を探求し、プロセス分析と最適レシピの開発に取り組む。また、プラズマ回転電極法による金
属粉末の特性を学理解析し、積層造形に向けた最適化を研究する。大学の装置を利用し、千葉研究室
の材料研究ノウハウの提供と協力により、解析・評価、及び積層造形に関するシミュレーション技術
を開発すると共に、材料の解析・評価を行う。粉末開発・製造、最適な金属組織の探索・評価、更に
は最適な金属加工やトポロジー最適化を含む積層造形品の金属組織を考慮した設計の検討を行う。 
 
【本年度の主要成果】  
一般的に積層造形材には、未溶融欠陥やキーホール型欠陥などの種々の造形欠陥や、原料粉末内部にト
ラップされたAr などの不活性ガスに起因したガスポアが含まれることが多く、機械特性、特に疲労特性の低下
に繋がる。プラズマ回転電極法(PREP)で製造したガスポアをほとんど含まない粉末を用いてTi-6Al-4V(Ti64)
合金をEBM で造形し、その疲労特性を調査した。 
PREP 粉末を原料としてEBM で造形した合金の疲労特性を調査した結果、造形まま材において、プラズマア
トマイズ粉で造形された造形まま材よりも優れた疲労特性を示し、HIP 処理されたプラズマアトマイズ粉造形材
に匹敵する疲労特性が得られた（Ref1）。 
 
参考文献 
1 ) 青柳 健大他、 ” 電子ビーム積層造形された Ti-6Al-4V 合金の疲労特性に及ぼす PREP 原料粉末の
効果“，日本金属学会春期講演大会（2019）. 
 
【今後の研究計画】  
1．PREP 粉の特性検証 
PREP 粉は、①粉体形状は真球に極めて近い②サテライトがない③粒度分布が従来品（ガスアトマイズ製法）
に比べてシャープなど優れた特性を有し積層造形に適した粉末と思われるので以下を検証する。(1)ガスアトマ
イズ粉 / PREP 粉における粉体特性評価 (2)ガスアトマイズ粉 / PREP 粉 機械特性評価 (3)多種成分金属
粉の開発 
2．積層造形シミュレーション 
 金属積層造形シミュレーションを行い、造形条件と造形品の応力状態の相関を検討する。また、局所的な応
力状態を解析し積層条件で結晶方位等を考慮した積層造形条件の最適化を目指す。 
29．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト 
プロジェクトリーダー・教授(兼)  加藤 秀実 
 
【構成員】 
プロジェクトリーダー・教授（兼）：加藤 秀実／千葉 晶彦／准教授（兼）梅津 理恵、千星 聡、和田 武、山中 謙太／ 
客員教授：新家 光雄／特任助教：魏 代修、目代 貴之／事務補佐員[1 名]／ 
 
【研究・事業目標】 
学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクトは、「環境保
全・持続可能材料」、「生体・医療福祉材料」およびそれらの要素材料・技術開発を通して、新しい社会
基盤材料の提案と実用化を図ると共に、研究を通した国際交流・産学連携・高度人材育成を推進するこ
とを目的としている。前身の 3 大学研究所連携「金属ガラス・無機材料接合開発共同研究プロジェク
ト」、6 大学研究所連携「特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト」（平成 22～
27 年度）において、東北大学金属材料研究所、名古屋大学未来材料・システム研究所、大阪大学接合
科学研究所、東京工業大学フロンティア材料研究所、東京医科歯科大学生体材料工学研究所、早稲田大
学ナノ・ライフ創新研究機構の 6 大学研究所連携体制を構築しており、本事業ではこれを基盤とし、
さらに学内連携や産学連携へと展開することで人類の生活を支える生活革新材料を創製し、異分野横
断的新学術分野を構築する。 
 
【本年度の主要成果】 
事業面においては、人材育成および国際交流として生体材料に関する国際ワークショップ
「International Workshop on Biomaterials in Interface Science」（ICC-IMRの協力）を開催し、材
料系の研究者と歯学・医学系研究者との分野横断的な連携を図った。また、産学連携強化として産業展
「TECHBiz」へ出展し技術交流を図り研究シーズの発信を行った。 
研究面においては、環境保全・持続可能材料分野、要素材料・技術開発分野、生体・医療福祉材料分野
として 3 分野で学内連携として研究を進めている。 
生体・医療福祉材料分野としては、人工股関節等に数多く使用されているコバルト合金の開発及び特
性の向上を中心に成果を挙げている。具体的には、電子ビーム積層造形（EBM）による造形された生体
用Co-Cr-Mo合金の積層高さによる組織特性が及ぼす耐食性と力学特性の影響を明らかにした（Ref.1）。
積層高さによって組織と硬さが異なることは見出されているが、腐食特性が異なることは見出されて
いない。また、Ti 表面への可視光応答型光触媒活性酸化チタン(TiO2)膜の創製研究において、TiO2 の
可視光応答化に有効とされる Au 添加に着目し、Ti-Au 合金の熱酸化による Au 添加 TiO2膜の直接形成
を試み抗菌性を評価した。Ti-Au 合金の熱酸化により作製した Au 添加 TiO2膜は、金属 Au ナノ粒子の
存在や Au3+の固溶により可視光触媒活性が向上し、抗菌能が得られた（Ref.2）。 
要素材料・技術開発分野においては、最高クラスの強度－導電性バランスをもつ銅合金線材の開発を
行った。本線材は、従来の Cu-Ti 合金と同成分組成であるが、新規の熱加工プロセスにより強度およ
び導電性を大幅に改善することに成功した（Ref.3）。今後、希少性や有害性の点で懸念のある Cu-Be合
金線材の代替として主に電子機器用の通電材料として用途展開が期待される。 
参考文献 
1 )     Daixiu Wei, Yuichiro Koizumi, Akihiko Chiba, Kosuke Ueki, Kyosuke Ueda, Takayuki 
Narushima, Yusuke Tsutsumi, Takao Hanawa, Heterogeneous microstructures and 
corrosion resistance of biomedical Co-Cr-Mo alloy fabricated by electron beam melting 
(EBM), Additive Manufacturing 24,103-114 (2018). 
2 )    Takatoshi Ueda, Kyosuke Ueda, Koyu Ito, Kouetsu Ogasawara, Hiroyasu Kanetaka, 
Takayuki Mokudai, Yoshimi Niwano, Takayuki Narushima, Journal of Biomedical 
Materials Research Part A 107(5):991-1000 (2019) 
3 ) Semboshi, Satoshi; Kaneno, Yasuyuki; Takasugi, Takayuki; Masahashi, Naoya 
 High strength and high electrical conductivity Cu-Ti alloy wires fabricated by aging and 
subsequent severe drawing, Metallurgical and Materials Transactions A, 49 A4956-4965 
(2018) 
 
【今後の研究・事業計画】  
事業 4 年目となる令和元年度は、6 大学研究所連携事業の一環として国際会議（iLIM-4、10 月）お
よび公開討論会（令和 2 年 3 月）が計画され、現在進行中の共同研究課題の具体的な研究成果発信に
努めるとともに、新しい課題を立ち上げて一層の連携強化に取り組んでいく。金研が主体的に行う活
動としては、産業展の出展や焼結技術に関する研究会の開催を通して環境保全・持続可能材料の連携
強化と産学連携を図る一方、学内の歯学研究科、工学研究科、医工学研究科および 6 研究所の生体・
医療福祉材料系の研究者と連携し、生体材料の国際ワークショップの開催（10月）、細胞・動物実験講
習会（8 月）を開催することで、連携研究の推進と人材育成に努める。環境保全・持続可能材料分野で
は、化学気相析出技術による触媒材料開発において名大との研究所間連携に企業を加えた連携体制を
形成しており、実用化に向けた研究開発が期待できる。生体・医療福祉材料分野では、Ti-Al 合金の組
織・構造制御に加えて、電子ビーム積層造形による人工股関節用 Co-Cr-Mo 合金の開発や PEEK 樹脂
への新しい HA コーティング法の開発を東京医科歯科大や名大との連携により進め、生体適合材料の
高性能化に引き続き取り組む予定である。 
 30． 計算物質科学人材育成コンソーシアム  
コンソーシアム長・教授（兼任）毛利 哲夫（2015.8～） 
 
【構成員】 
コンソーシアム長・特任教授：毛利 哲夫／特任准教授：寺田 弥生／特任助教：芝 隼人，山崎 馨／博士研究員［1 名］
／事務補佐員[1 名] 
 
【研究目標】  
計算物質科学人材育成コンソーシアム（Professional development Consortium for Computational 
Materials Scientists : 以下，PCoMS）は，2015 年 8 月に文部科学省「科学技術人材育成のコンソーシア
ムの構築事業（次世代研究者育成プログラム）」の採択を受け，東北大学（主として金属材料研究所：
東北大金研）を代表機関，東京大学（主として物性研究所：東大物性研），自然科学研究機構分子科学
研究所（分子研），大阪大学（主としてナノサイエンスデザイン教育研究センター：阪大）を共同実施
機関として設立された．その目的は材料科学，物性科学，分子科学，材料デザイン学を中核とする物
質科学分野で世界をリードする 4 機関が実施機関となり，広範な物質科学領域と基礎，応用，実用化
の全段階を俯瞰しつつ，ハイパフォーマンスコンピューティング技術を駆使して物質科学分野の課題
発見と解決ができる人材育成の環境を整備し，同時に，若手研究者の安定雇用につながる仕組みを構
築することにある。これを具現化すべく，下記の 2 つのタイプの研究者を育成している．  
 
1）先鋭化された材料科学・物性科学・分子科学の専門性に加え，コンソーシアム型研究（他機関へ
の長期滞在）によって物質科学全体の素養を涵養し，基礎から応用まで全体を俯瞰しつつ，ハイパフ
ォーマンスコンピューティング技術を駆使した最先端の計算物質科学研究を進める次世代グローバル
リーダーとなる若手研究者（次世代研究者）． 
 
2) 計算物質科学の幅広い素養とハイパフォーマンスコンピューティング技術を持ち，かつ，長期イ
ンターンシップ等による所属機関以外の異なる研究環境を経験し，企業のニーズや国際的な研究動向
等を理解したポスドク（PD）や博士課程（後期）学生（DC）（イノベーション創出人材）． 
設立当初，5 年間で 80 名のイノベーション創出人材の雇用・育成を目標としたが，平成 30 年 12 月
末の 4 年間の充足率は約 89％になり順調に目標数に近づきつつある．国内外の研究機関及び，国内企
業を対象にしたインターンシップ派遣者も毎年増加し，平成 30 年度末までにのべ 38 名がインターン
シップを経験した．計算物質科学関連の各種セミナーやシンポジウムに加え，昨年に引き続き，3 回目
の「PCoMS 合宿セミナー」を開催し，「計算材料科学と実験材料科学をつなぐ マテリアルズ・インフ
ォマティクス」のテーマの下，20 名近くの参加者を集めて実験科学，データ科学との連携も視野に入
れた活動を展開している． 
東北大金研は本コンソーシアムの代表機関であり，コンソーシアム全体の事業の推進を図っている
が，金研の独自の活動も行っている．金研で雇用している次世代研究者は 2 名（芝 隼人、山崎 馨）
いるが，彼らの主要な研究成果と，寺田コーディネーターの新たな研究の取り組みは以下の通りであ
る． 
 
 
【本年度の主要成果】  
芝特任助教： 2 次元粒子系を急冷してガラス転移に近づけた際に見られる粘弾性特性についてのシミ
ュレーションを行い，新たな知見が得られた．深く過冷却した 2 次元ガラス形成液体ではフォノン
熱振動振幅が発散する異常性が前年度までに判明していたが，さらに流体力学的ゆらぎに由来する
拡散係数の発散が 2 次元ガラス転移点まで残ることを実証した．また、これらの長波長ゆらぎの効
果を取り除いて局所密度を定義すると、Vogel-Fulcher の経験則に表される動力学の緩慢化を表現す
る緩和時間を再定義できることがわかった．以上の結果は論文として投稿中である． 
 
山崎特任助教：DNA 塩基モデル分子カフェインにフェムト秒極端紫外パルスを照射した場合の無輻射
失活過程について，リヨン第 1大学の Franck Lepine 博士らと共同研究を行った．その結果，カフェ
イン分子は，１価の Rydberg 状態へと励起された後，100 状態以上の電子状態を経由する超多段階無
輻射失活過程を経由して時定数 40 fs 程度で緩和していくことを明らかにした.[1] 
 
寺田コーディネーター：計算物質科学（以下，CMS）の知識や成果とヒューマンスキルを能動的学習
によって同時に学ぶ短期融合研修プログラム（対象：CMS 分野の博士課程学生や若手研究者などの
博士人材）の開発を進めている．そのモデルケースである PCoMS 合宿セミナー2018 の事後アンケ
ートなどの解析を行い，プログラムの有効性を検証した．その結果，グループ課題討論などの能動
的学習では，参加者は課題を難しいと感じても満足度や学習効果が高いことを明らかにした．また，
日本国内の CMS 分野の博士人材数の定量的な調査研究を開始した．[2] 
 
参考文献 
[1] A. Marciniak, K. Yamazaki, F. Lepine et al., J. Phys. Chem. Lett. vol. 9, pp. 9627-6933 (2018), 関連
招待講演 4 件] 
[2] 寺田 弥生，毛利 哲夫，日本金属学会 2019 年春期講演大会，日本の過去 50 年の計算物質科学
分野の博士号取得者数の経年変化とその教育的・社会的要因に関する考察 (2019). 
 
【今後の研究計画】  
芝特任助教：イオン液体機能性材料の計算材料科学研究を継続して実施する．機能性材料としてのイ
オン液体の物性評価には，数十ナノメートル，ナノ秒のスケールで現れる時空階層的なゆらぎと動
力学が鍵となる．今年度は，アルキルイミダゾリウム系イオン液体における拡散係数や粘度など輸
送特性の分子論的発現メカニズムの解明と新材料開拓の研究を引き続き実施する．また，カーボン
系多孔質電極による電位勾配下に置かれたイオン液体の導電性およびキャパシタンスを明らかにす
るシミュレーションを実施する． 
 
山崎特任助教: バイオ分子の無輻射失活過程に関する理論研究に加えて，超短極端紫外・X 線パルスを
用いた，ナノバイオ分子・固体材料の光化学反応動力学の理論研究と反応イメージングへの応用を
実験グループと緊密に連携しながら進める．また，金属イオン交換ゼオライトを触媒とするメタン
活性化機構を量子化学計算に基づいて解明し，より効率の良いメタン転換を行える触媒を設計する．  
 
寺田コーディネーター：これまでの調査研究の成果，及び最新の CMS と高等教育学の知見に基づき，
短期融合研修プログラムの開発を進める．また，研究中心大学とそれ以外の大学群に適した研修プ
ログラムを開発するために，CMS 博士数の推移の傾向がそれぞれの大学群で異なる原因の解明を進
める． 
31． 量子エネルギー材料科学国際研究センター 
                   センター長・教授（兼）  永井 康介 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：永井 康介／准教授：外山 健、吉田 健太／特任准教授：小無 健司／助教：仲村 愛、清水 悠
晴／助手：海老澤 直樹／技術職員：山崎 正徳、渡部 信、阿部 千景、鈴木 克弥／事務係長：山口 教光／事務職員：
神野 祐太／学術研究員［2 名]／事務補佐員［8 名］ 
------------------------- 
教授（アルファ放射体実験室・室長）：笠田 竜太（〜2018.11.30）／講師（アルファ放射体実験室・室長）：白崎 謙次
（2018.12.1〜）／技術職員：白崎 謙次（〜2018.11.30）、永井 満家／技術補佐員[1 名]／研究支援者[1 名] 
 
【研究目標】  
本センターは、材料試験炉 JMTR や高速実験炉「常陽」等の研究用原子炉を利用した材料・燃料研
究の全国共同利用施設として 1969 年に開設され、軽水炉材料の健全性の研究や先進原子炉・核融合炉
材料開発の研究、放射性廃棄物の分離・処分・再処理を念頭に置いたアクチノイド科学の研究や 5f 電
子を有するアクチノイド系新物質・新材料の探索研究、新型核燃料開発の研究、放射化分析など、幅
広い材料研究を進めることを目標としている。最近は、海外の研究用原子炉と学術協定を結び JMTR
を代替する中性子照射実験を行うとともに、人材交流、試料や関連技術の交換などにも取り組んでお
り、さらなる国際化を進めている。これより、世界的にも有数なホットラボと先端分析/物性計測/材料
創製能力を兼ね備えた本センターの特徴ある設備を活かした最新の材料研究拠点としての役割を強化
しようとしている。また、大学院生を中心とした原子力材料の夏の学校や放射性廃棄物分離/処分の冬
の学校、高専生のインターンシップなど、人材育成への貢献も目標の一つである。 
 
【本年度の主要成果】  
○原子炉を用いた材料照射研究 
ベルギー原子力研究所(SCK/CEN)との研究協力を進め、MICADOプロジェクトとして加圧水型炉タイプ
照射リグおよび低温低フラックス照射リグを設計し作製した。また、大洗研究会を主催し、ほぼ全て
の国内の照射関連研究者や文部科学省の出席を得て、材料照射研究に関する議論を行った。 
○原子力材料研究 
 陽電子消滅・３次元アトムプローブ・透過型電子顕微鏡などによるミクロ組織分析を進展させた。
原子炉圧力容器鋼では、微小転位ループを従来よりも大幅に広い観察領域で高分解能で観察したこと
により、微小転位ループは従来考えられていたよりも大きく照射脆化に寄与することを示し、圧力容
器鋼の照射脆化メカニズムを明らかにした（Ref. 1）。核融合炉材料では、核融合科学研究所との共同
研究をさらに進め、放射線管理区域内に整備された小型プラズマ装置付昇温脱離装置の共同利用を推
進した。これにより、タングステン中の水素同位体挙動を明らかにした。 
○アクチノイド研究 
アクチノイド化合物の基礎物性研究を主軸とした試料作成および評価のための機器の整備が格段に
進み、国内の共同利用研究者のみならず海外の研究者の利用実績も増加傾向にある。純良な試料を作
成できる環境が整っており、育成された純良な単結晶試料を用いた研究が多数行われている（ 例えば
Ref. 2, 3）。2018 年度はもっとも利用頻度の高い装置の一つである磁気特性測定システムを更新し、
育成したアクチノイドや希土類化合物の磁気測定をより精密かつ迅速に行えるようになった。研究面
では新たに発見されたウラン化合物新奇超伝導体 UTe2 の純良単結晶を化学気相成長法により作成し、
詳細な電子状態の研究を行っている。 
○人材育成 
大洗原子力夏の学校（平成 30年 8月 6日－8月 10日、受講生：19 名）、高等専門学校学生原子力イ
ンターンシップ（平成 30年 8月 27日－8月 31日、受講生：10名）を実施した。また、文部科学省の
「国際原子力人材育成イニシアティブ事業」として「放射性廃棄物処理・処分における分離・分析に
関する教育」を実施した。本課題では、平成 31年 1月 21 日－25 日に 24名の大学生及び大学院生等を
対象に、一般の原子力発電所や東京電力福島第一原子力発電所で対応が必要となる放射性廃棄物の処
理・処分に焦点を当てた講習及び実習を実施した。 
参考文献 
1 ) M. Shimodaira, T. Toyama, K. Yoshida, K. Inoue, N. Ebisawa, K. Tomura, T. Yoshiie, M. J.  
Konstantinovic, R. Gerard and Y. Nagai, Acta Mater. 155, 402 (2018). 
2 ) W. Iha, T. Yara, Y. Ashitomi, M. Kakihana, T. Takeuchi, F. Honda, A. Nakamura, D. Aoki, J. Gouchi,  
Y. Uwatoko, T. Kida, T. Tahara, M. Hagiwara, Y. Haga, M. Hedo, T. Nakama, and Y. Onuki, Journal  
of the Physical Society of Japan, 87, 064706 (2018).  
3 ) Y. J. Sato, A. Nakamura, Y. Shimizu, A. Maurya, Y. Homma, D. Li, F. Honda, and D. Aoki, Journal  
of the Physical Society of Japan 87, 053704 (2018).  
 
【今後の研究計画】  
原子炉利用では、常陽の再稼働に向けた準備を行い、照射キャプセルの概念設計や熱計算などを検
討する。海外原子炉の利用では、原子炉国際ネットワークの構築とその中での特徴的な役割分担が重
要であることをふまえ、国際原子力機関などの国際機関との連携、各地域における拠点との連携強化
を継続する。具体的には、ベルギー原子力研究所の BR2 を利用して加圧水型炉条件照射、多段多分割
照射、低温低フラックス照射などを行う。 
照射後試験研究では、当センターに整備されたミクロ組織解析装置（透過型電子顕微鏡、３次元ア
トムプローブ、陽電子消滅法、昇温脱離測定など）や機械的試験装置を共同利用研究に引き続き提供
し、軽水炉・次世代炉・核融合炉の関連材料における照射効果を調べる。また、過去に JMTR や常陽で
照射された試料を共同利用研究に引き続き提供する。 
アクチノイド化合物の物性研究では、テトラアーク炉によるチョクラルスキールスキー法、フラッ
クス法、ブリッジマン法、化学輸送法などを駆使して、主にウランおよびトリウム化合物の純良単結
晶を育成する。希釈冷凍機や断熱消磁法により極低温、さらに必要に応じて高磁場や超高圧での多重
極限下での物性測定を行う。また、ドハース・ファンアルフェン効果、核磁気共鳴、メスバウアー分
光等のミクロスコピックな測定技術を駆使して新物質、新奇超伝導体探索および電子状態の解明を進
める。 
大学院生等を対象として長年に渡って夏期休暇期間に実施している「大洗原子力夏の学校」および
「高等専門学校学生原子力インターンシップ」を継続して実施する。また、「放射性廃棄物処理・処分
における分離・分析に関する教育」も継続して実施する。 
 
 
  32． 新素材共同研究開発センター センター長・教授(兼) 古原 忠（2015.4 ～） 
【構成員】 
センター長(併)：古原 忠／教授：正橋 直哉／教授（兼）：高梨 弘毅、今野 豊彦、千葉 晶彦、杉山 和正、吉川 彰、加
藤 秀実／准教授：湯葢 邦夫(～2018.9)、梅津 理恵、千星 聡／准教授（兼）：ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ・ﾛﾃﾞｨｵﾝ／助教：吉年 規治、張 
岩、木村 雄太(2018.4～)／技術職員：戸澤 慎一郎、野村 明子、大村 和世、成田 一生、原田 晃一、佐々木 知子／
技術職員（兼）：村上 義弘、菅原 孝昌／客員教員(国外)［4 名]／客員教員(国内)［1 名]／事務補佐員［3 名]／大学院生
[1 名] 
 
1. 物質創製研究部 
【研究目標】 
当研究部が実施する各研究課題において、成果の論文化等による学術化を目指すと共に、センター
として件数の落ち込みが顕著である特許等の知財化を目指す。 
【本年度の主要成果】  
(1) 環境・生体材料では、低ヤング率 TiNbSn合金の骨折治癒性を動物実験で調査し、低ヤング率ほど
皮膚硬結部の骨形成を促進し、低ヤング率材ほど骨折治癒に効果があることを実証した。(Ref.1) 
(2) 機能性構造用材料おいては、強度部材用としては通常敬遠される過時効材 Cu-Ti 合金から線材試
料を試作したところ、従来材よりも強度と導電性の双方が大幅に改善されることを見出した。(Ref.2) 
(3) 軟磁性材料では、レアメタルを含まない Fe-Si-B-P-Cu-C 合金において低加熱速度での一段階熱処
理による軟磁特性の改善を実証し、簡易化した結晶化プロセスの有意性を示した。(Ref.3) 
参考文献 
1 ) H. Fujisawa, Y. Mori, A. Kogure, H. Tanaka, M. Kamimura, N. Masahashi, S. Hanada, E. Itoi, “Effects 
of intramedullary nails composed of a new β-type Ti-Nb-Sn alloy with low Young’s modulus on fracture 
healing in mouse tibiae”, J. Biomed. Mater. Res. Part B, 106, 2841-2848 (2018). 
2 ) S. Semboshi, Y. Kaneno, T. Takasugi, N. Masahashi, “High strength and high electrical conductivity 
Cu-Ti alloy wires fabricated by aging and subsequent severe drawing”, Metall. Mater. Trans. A, 49A, 
4956-4965 (2018). 
3 ) L. Jiang, Y. Zhang, X. Tong, T. Suzuki, A. Makino, “Unique influence of heating rate on the magnetic 
softness of Fe81.5Si0.5B4.5P11Cu0.5C2 nanocrystalline alloy”, J. Mag. Mag. Mater., 148-152, (2019). 
【今後の研究計画】  
(1) 環境・生体材料においては、骨伝導性の改善に有効な陽極酸化 TiO2 膜のメカニズム提案と、光誘
起特性に優れた酸化膜の創製により、抗菌性能も具備した膜創製を目指す。 
(2) 機能性構造用材料おいては、Cu-Ti 合金だけでなく他合金系に対して新規の熱加工プロセスや合金
添加によるアプローチを駆使して、高強度化-高導電率化のための組織・特性制御のための指針を得る。 
(3) 軟磁性材料では、Fe81.5Si0.5B4.5P11Cu0.5C2合金において、薄帯より大きな重量のトロイダル試料によ
る低コアロスが実現できるようナノ結晶化構造を探察する。 
 
2. 機能設計研究部 
【研究目標】 
本研究部では、金属合金や化合物をベースとし、機械的・電気的・磁気的特性において特別な機能
を有し、将来、応用に結びつくような新規機能性材料の探索・開発研究を目標としている。 
【本年度の主要成果】  
(1) Mn2VAl ホイスラー合金の単結晶を用いた軟 X 線による共鳴非弾性 X 線散乱において、明瞭な磁気
円二色性が観測された。ハーフメタル型電子状態を仮定した理論計算によって、実験で得られたスペ
クトルの性状がよく再現されることを示した。(Ref.4) 
(2) 優れた軟磁気特性を示す FeSiBP(Cu)系非晶質合金について、Cuの添加が及ぼす組織および磁気特
性への影響を調査した。また、粉末冶金法を用いた複合化による新規材料開発にも着手した。(Ref.5) 
(3）Ti-Ni-Cu 合金について、マルテンサイト変態に及ぼす Ni 組成の影響を調査した。その結果、高
Ni 組成でマルテンサイト変態前に Intermediate相（I相）が存在することにより、マルテンサイト変
態温度が低下することを熱分析により明らかにした。(Ref.6) 
参考文献 
4 ) R.Y. Umetsu, H. Fujiwara, K. Nagai, Y. Nakatani, M. Kawada, A. Sekiyama, F. Kuroda, H. Fujii, T. 
Oguchi, Y. Harada, J. Miyawaki and S. Suga, “Half-metallicity of Mn2VAl ferrimagnet revealed by 
resonant inelastic soft x-ray scattering under magnetic field”, Phys. Rev. B, 99, 134414 (2019). 
5 ) H. Kurita, K. Kondoh, J. Umeda, N. Yodoshi, “Tensile Fracture of TiB Whisker Reinforced Ti Alloy 
Matrix Composites”Mater. Sci. Forum, 941, 1961-1965 (2018). 
6 ) Y. Kimura,「Ti-Ni 基合金の低温におけるマルテンサイト変態と Intermediate 相」まてりあ, 58, 33-37 
（2019）. 
【今後の研究計画】  
(1) 共鳴非弾性 X線散乱 (RIXS) 測定を Co2FeSi単結晶試料において遂行することを計画している。そ
して、RIXSの磁気円二色性とハーフメタル型電子状態との関連性について系統的研究を進めていく。 
(2) 無容器凝固法を用いて FeSiBP(Cu)系非晶質合金を中心とした組成最適化と熱処理最適化を引き続
き調査する。また、得られた知見を活かした粉末冶金的手法による機能性材料開発を進めていく。 
(3) 低温における機械試験および非弾性 X 線散乱測定を Ti-Ni 基単結晶試料において遂行することを
計画している。そして、Ti-Ni 基合金におけるマルテンサイト変態と I 相の起源について系統的な研究
を進めていく。 
 
3. 構造制御研究部 
【研究目標】 
本研究部は、結晶構造と物性の相関に着目し、相変態や構造制御による高品質な結晶育成を目指す。 
【本年度の主要成果】  
RE-Al-B (RE = 希土類元素) 三元系には、REAlB4, RE2AlB6, REAlB14 が存在することが知られている。
これらの中で、REAlB4 は電気的、磁気的に興味深い化合物が多く存在し、フラックス介在型アーク溶
融法や自己フラックス法で育成が可能である。一方、TmAlB4 中の Al原子サイトを Fe, Cr で置換出来
ることから、置換量の異なる単結晶育成を Al 自己フラックス法により行った。(Ref.7) Fe置換系では、
置換量が増えるとともに厚みのある台形状結晶と棒状結晶を生成でき、さらに増やすと unknown 相と
の複相組織になることが確認された。Cr 置換系では、置換量が増えると共に厚みのある台形状結晶、
針状の CrB結晶と粉末状の Tm(Al,Cr)B4および unknown 相が得られた。Fe置換結晶、Cr置換結晶とも
に置換量が増えると共に硬度が高くなることを確認した。 
参考文献 
7 ) K. Kouzu, T. Yamasaki, S. Okada, A. Nomura, K. Yubuta, T. Shishido, A. Yoshikawa, T. Mori, P. Rogl, 
「Al フラックス法を用いた Tm(Al1-xTx)B4 (T=Cr,Fe)の結晶育成と性質」, J. Flux Growth, 13, 2-6 (2018). 
【今後の研究計画】  
平成 30年度に専従教員が転出し、現在は技術職員のみの組織となっているため、センター兼任教授
と連携して業務に従事している。研究計画を以下に掲げる。まず、超硬材料については、硬度のコン
トロールが可能な実用的超硬材料を得るべく、新規ホウ素化物に関し、結晶構造と物性の相関を結晶
化学的な視点から研究する。次に、多元系単結晶育成において、規則－不規則変態や長距離・短距離
秩序が現れる複合酸化物や多元系金属間化合物の育成を行う。元素置換により、変態や規則性の秩序
を制御することで、非調和溶融組成の材料を融液成長させることで、応用が期待できる。 
 
4. 産学共同研究部 
【研究目標】 
 共同研究成果を産業界に紹介することで、センターの研究リソースを活用した社会性のある共同研
究を産業界あるいは共同利用来所の研究グループと開始する。 
【本年度の主要成果】 
本研究部は 4 名の教員から構成される。成果の一点目は所内産学官広域連携センターが開催する、
企業人向け「ものづくり基礎講座」に共催参加した点である。第一回目は 2018年 9月 26 日に『観察・
分析編 第 5 回 腐食』（第 56 回技術セミナー）を、第二回目は 2019 年 1 月 30 日に『観察・分析編 
第 6回 X線回折』（第 59回技術セミナー）を開講し、43名と 41 名の参加者があった。二点目は企業
からの技術相談に対応した点である。関西で日常的に受ける技術相談を産学官広域連携センターの業
務もかねて実施した。併せて東北での企業支援活動について東北経済産業局と協議し、経済産業省「地
域中核企業ローカルイノベーション支援事業」へ申請した。三点目は当センターが保有する粉末の創
製・固化成型技術を活かしたプロジェクト立上げを他大学や企業と協議を開始した点である。センタ
ーの装置資産や関連する学術を利用し、産業界に役立つプロジェクトの申請を考案している。 
【今後の研究計画】 
令和 1 年度は共同利用研究成果の産業界への紹介と、それを機とした新たな共同研究立ち上げを目
指したい。学術志向の共同利用研究であるが、テーマの中には産業界が興味を持つと考えるものも散
見され、成果をウォッチしながら、必要に応じて当該研究者への情報提供や、興味を持ちそうな企業
への打診をはかる。また上述の経済産業省「地域中核企業ローカルイノベーション支援事業」が採択
され、東北地区での技術者育成教育セミナーの開講を行う。 
 33． 強磁場超伝導材料研究センター   センター長・教授(兼)   野尻 浩之 
【構成員】 
センター長･教授（兼）：野尻 浩之／教授：淡路 智／准教授：木村 尚次郎／准教授：Arnaud Badel／助教：高橋 弘紀、
岡田 達典 
技術職員：佐々木 嘉信、伏見 和樹 
技術補佐員［1 名］／事務補佐員［3 名］／大学院生［7 名］／学部生［2 名］   
--------------------------------------------- 
教授（兼）：佐々木 孝彦／准教授（兼）：野島 勉、木俣 基／助教（兼）：茂木 巖、中村慎太郎、木原 工、平田 倫啓 
 
【研究目標】  
強磁場超伝導材料研究センターは、超伝導材料の開発と評価、定常強磁場を利用した材料開発と物性
研究および強磁場超伝導磁石の開発を推進している。国内唯一、世界で５ヶ所しかない定常強磁場施
設の１つとして、内外の研究者に強磁場環境を提供し、優れた研究成果を輩出することで、日本の国
際的な研究力の維持発展に貢献している。また、無冷媒超伝導磁石を始めとした独自の研究成果を生
かして、持続可能な社会に貢献する材料科学の社会実装を支援している。 
 
【本年度の主要成果】  
本年度の成果は以下の通り。 
(1) Metal-organic deposition (MOD) 法により作製された、BaZrO3 粒子添加希土類高温超伝導材料(Y, 
Gd)Ba2Cu3O7 −δの強磁場中臨界電流測定を、磁場と電流が平行から垂直に至る３次元的な回転条件で実
施した。磁場と電流が平行な場合を縦磁界効果と呼び、高温で顕著に現れる縦磁界効果が低温では縦
と横でほとんど変わらなくなることを見出した 1)。 
(2) 強磁場センターが開発している REBCO 系の高温超伝導材料を利用した 25 T 無冷媒超伝導磁石に
ついて、クエンチを始めとした熱的応答特性を理解するために、シュミレーション研究を実施した。
局所的な温度上昇による臨界電流密度等の不均一性を取り込んだモデルを用いることで、REBCO 系の
内挿コイルの振る舞いを再現することが可能になり、コイル保護のための異常検出技術の開発に貢献
した 2)。 
(3) Powder-in-tube法により、CaKFe4As4系の丸断面線材を作製し、4.2 K, 10 Tにおいて、実用的に必要と
される臨界電流密度に迫る7.5 kA/cm2の特性が得られる事を確認した。Ｘ線回折とＸ線分光等で組織を
調べたところ、高い電流密度が達成される線材でも、不純物が残存していることが見出され、さらな
る特性改善の指針が得られた3)。 
(4) 三角格子反強磁性体Cs2CuCl4において、圧力を加えることで交換相互作用を数十%変調する事に成
功し、25 Tまでの強磁場下で高周波電子スピン共鳴を測定する事で、複数の量子相の間に逐次的な量
子相転移が存在する事を見出した。強磁場、高圧力、極低温の多重極限と独自の高周波電子スピン共
鳴技術を結合することで、極端条件下の物質の新しい相を研究する手法が確立した4)。 
(5) 光照射に対して安定な誘起ラジカル物質PyBTMの蛍光について、89 %の量子効率が得られる状態
で、18 Tまでの強磁場を加える事で、２つの異なる発光帯の強度の比率が大きく変化することを見出
した。有機ラジカルの蛍光現象において、このような強い磁場効果は、初めて発見された現象であり、
化学分野で注目され、著名誌Angew. Chem. Int. Ed.の表紙に採用された5)。  
(6) 25T無冷媒超伝導マグネットを中心として、輸送特性・NMR・ESR等、低温・高圧環境などにおけ
る先端的な研究を推進し、2018年度は共同利用の課題件数107件と過去最大になり、海外からの申請も
増加した。 
 
参考文献 
1) Longitudinal Magnetic Field Effects on (Y,Gd)Ba2Cu3O7-δ Coated Conductors with Nanoparticles Fabricated  
by UTOC-MOD Process, T. Okada, H. Misaizu, S. Awaji, K. Nakaoka, T. Machi, T. Izumi, M. Miura, IEEE  
Trans. Appl. Supercond. 29 (2019) 8002705. 
2) Simulation of Thermal Runaway in the REBCO Insert of the 25 T CSM Magnet: How to Prevent Damages by  
Early Detection, A. Badel, B. Rozier, K. Takahashi  and S. Awaji, IEEE Trans. Appl. Supercond. 29 (2019)  
4600605. 
3) Fabrication and Characterization of CaKFe4As4 Round Wires Sintered at High Pressure, S. Pyon, D.  
Miyawaki, I. Veshchunov, T. Tamegai, K. Takano, H. Kajitani, N. Koizumi and S. Awaji, Applied Physics  
Express 11 (2018) 123101. 
4) Pressure-tuning the Quantum Spin Hamiltonian of the Triangular Lattice Antiferromagnet Cs2CuCl4, S. A.  
Zvyagin, D. Graf, T. Sakurai, S. Kimura, H. Nojiri, J. Wosnitza, H. Ohta, T. Ono and H. Tanaka, Nature  
Commun. 10 (2019) 1064. 
5) Magnetoluminescence in a Photostable, Brightly Luminescent Organic Radical in a Rigid Environment, S.  
Kimura, T. Kusamoto, S. Kimura, K. Kato, Y. Teki and H. Nishihara, Angew. Chem. Int. Ed. 57 (2018)  
12711. 
 
【今後の研究計画】  
 国内で 30 T 級の定常強磁場をユーザーに提供する唯一の施設として、引き続き強磁場コラボラトリ
の中で定常強磁場分野を牽引し、その役割を果たす。国際的な競争力維持強化するため、25 T 無冷媒
超伝導磁石の運用を通して技術的な蓄積を進めるとともに、高温超伝導線材を利用した 30 T 級の超伝
導磁石開発推進する。具体的には、33 T 無冷媒超伝導磁石の詳細設計を進め、それに用いる線材やコ
ンポーネンツの試験を行う。この中で、国内の超伝導関連企業と連係して、超伝導利用研究拠点の機
能を担う。 
25 T 無冷媒超伝導磁石を始めとした無冷媒超伝導磁石を利用して、長時間の運転が必用な磁場中材
料処理、NMR 等の研究はもとより、高圧などを組み合わせた高度な物質研究を推進する。核燃物質の
利用が可能になったことを生かして、新学術領域等の研究プログラムへ対応するアクチノイド試料の
測定環境などの整備を進める。また、光測定の高度化によりキラル物質、原子層物質、太陽電池材料
等における強磁場光物性研究を推進する。 
ハイブリッド磁石については、更新した水冷磁石の設置と試験を進め、超音波測定をはじめとした
新しい測定への対応を行い、効率的な運用と電力の高度な調整を通して、無冷媒磁石では困難な強磁
場領域における研究を推進する。 
施設運営においては、ユーザーグループの組織化と研究のコーディネート機能を高め、優れた研究
課題と研究者の集積に努める。また、ユーザーの利用記録などを取得するシステムを整備し、その分
析から効率的で効果的な施設利用を行う。 
国際活動として、フランスとの Joint Laboratory を形成し、アジア地域での強磁場研究コンソーシア
ムの構築を通して、海外からのユーザーの利用を進め、国際的なプレゼンスを向上させる。また、海
外から招聘した人材を生して、センターの国際化を推進し、国際的な広報活動を充実させる。 
国内の強磁場施設と連係し、次期学術会議マスタープランのための強磁場分野の長期戦略を策定し、
強磁場コラボラトリ課題の統合的な運用を開始する。 
34． 産学官広域連携センター        センター長・教授 正橋 直哉 
 
【構成員】 
センター長・教授:（兼）正橋 直哉、／教授:（兼）今野 豊彦、（兼）古原 忠／特任准教授:水越 克彰、網谷 健児、 
准教授:（兼）千星 聡／技術補佐員［3 名］、事務補佐員［2 名］ 
---------------------------------------------- 
教授（客員）：金野 泰幸、山崎 徹 
 
【研究・事業成果】 
産学官広域連携センターは文部科学省の「大学自治体連携研究」事業として、 平成 28 年 4 月 1 日
に発足した。事業名称は、「産学官広域連携型産業活性化プラットフォーム整備事業」で、副題とし
て「豊かな国づくりを目指す産学官広域連携を通した共同研究拠点の機能強化」を掲げている。平成
28 年度は前身の関西センター事業の終了年度と重なり、新センターの準備期間と位置付けた。 
 平成 30 年度の成果を下述する。産学連携成果としては、企業との共同研究開発成果の実用化の継続
（3 件）とサンプル出荷（7 件）を実施した。競争的資金プロジェクトでは、中小企業庁戦略的基盤技
術高度化支援事業（6 件実施中）に加え、平成 29 年度補正地方創生予算により「金属新素材研究セン
ター」の設置が認められた。知財成果では、出願 1 件、登録特許 4 件あった。学術面では、国内会議
発表 95 件、国際会議発表 39 件、投稿論文 57 報に加え、日本銅学会論文賞、日本熱処理技術協会口絵
写真賞等を受賞した。さらに企業人教育を目的とした 「ものづくり基礎講座」の開講 4 回（計 144 名
参加）を始め、東大阪市モノづくり開発研究会オープン講座（63 名参加）、国立大学共同利用・共同
研究拠点協議会「知の拠点セミナー」（60 名参加）等を開講した。また、連携する大阪府立大学や兵
庫県立大学の学生教育や講義に加え、社会人ドクターの指導を行った。平成 30 年度のクリエイション
コア・東大阪産学連携フロア内（14 大学 1 高専が技術相談窓口を開設）での、技術相談件数は 627 件
（全体の 18.4%）を数えた。相談企業は日本国内全域ならびに海外企業からの相談もあった。 
 
①  環境・エネルギー材料分野 
 企業との共同研究は 6 社と契約中である。その中で「バイメタルの開発研究」では開発材料を組み
込んだデバイスが世界最大手のヨーロッパの企業からフィールドテストに採用された。また、企業お
よび東北大学医学部との共同研究の「インプラント用 TiNbSn 合金の開発」では、設計合金の治験が
無事完了し、薬事申請の準備に入った。一方、教育活動では、東北大学工学研究科および医学研究科
の学生に加え、学学連携先の大阪府立大学の学生指導を行った。企業人向けの講座では、関西圏の企
業技術者や研究者を対象に「ものづくり基礎講座」を 2 回（参加者 84 名参加）はじめ多数の講座を開
講した。 
 学術研究においては、他大学や本学他部局、そして企業との共同研究成果を随時公表した。主な論
文発表を下述する。一報目は、本所で開発した低ヤング率 TiNbSn 合金の骨折治癒性を動物実験で調
査した結果、低ヤング率ほど皮膚硬結部での骨形成を確認でき、低ヤング率インプラント材ほど骨折
治癒に効果があることを実証した（Ref.1）。二報目の海水中の珪藻キートセロスを海水中で生成した
プラズマにより形成された過酸化水素等の酸化剤だけでなく、UV 照射や高エネルギー粒子との衝突の
ようなプラズマの副次効果により失活することを報告した（Ref.2）。三報目では、高強度-高導電性チ
タン銅合金線材の開発に関して報告した。本研究は、強度部材用としては通常は敬遠される低強度-高
導電性の過時効材を伸線加工に供した点が独自の着眼であり、本工程で作製した線材では従来のピー
ク時効‐伸線加工材よりも強度と導電性の双方が大幅に改善されることを明示した（Ref.3）。 
 
Ref. 1 H. Fujisawa, Y. Mori, A. Kogure, H. Tanaka, M. Kamimura, N. Masahashi, S. Hanada, 
and E. Itoi 
 “Effects of intramedullary nails composed of a new β-type Ti-Nb-Sn alloy with low 
Young’s modulus on fracture healing in mouse tibiae” 
 J. Biomed. Mater Res Part B, 106 (2018) 2841-2848. 
Ref. 2 Y. Mizukoshi, Y. Matsuda, S. Yamanaka, T. Ikeno, K. Haraguchi, N. Goda, Y. Nishimura, 
and K. Yamamoto 
 “Deactivation of Algae by Plasma Generated in Seawater Flow” 
 Chemistry Letters, 47 (2018) 116-118. 
Ref. 3 S. Semboshi, Y. Kaneno, T. Takasugi, N. Masahashi 
 “High strength and high electrical conductivity Cu-Ti alloy wires fabricated by aging 
and subsequent severe drawing” 
 Metallurgical and Materials Transactions A, 49A (2018) 4956-4965. 
 
② 次世代機能材料分野 
昨年度採択された経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）「溶射法を用いた新ア
モルファス合金水素分離膜の研究開発」は、中間評価で３段階の A 評価を得ることができたと共に、
実用化に向けて継続実施中である。その他、2018 年度は関西圏の企業を中心に４社との共同研究を実
施し、種々の官公庁の支援事業が終了した研究開発に関しても各社との継続研究を行なうことで、実
用化および事業化へフォローを続けている。その成果は順次、特許出願の準備をしており、2017 年度
に終了した宮城県の中小企業支援事業も出願完了している（Ref. 1 ）。さらに、これらのフォローによ
り上市した製品・技術は、会議等によっても公開している（Ref. 2 ）。 
教育活動では、学学連携先の兵庫県立大学の修士と学部学生の研究指導を行い、内２名が修士および
卒業論文審査会にて、優秀賞および最優秀賞を受賞した。また、ものづくり技術者の育成に関しては、
兵庫県内において、兵庫県立大学ナノ・マイクロ構造科学研究センターと共同で「ものづくり基礎講
座」として、2018 年 11 月に「金属ガラスに関する基礎講座」、2019 年 1 月に「基礎からの金属材料」
を諸団体との協力で開催した。今年度は、「航空産業非破壊検査トレーニングセンター」の見学実施
により、受講者からは例年以上の好評を得た。 
 
Ref. 1  真壁英一, 福田泰行, 木立華香, 網谷健児,  
 「濡れ性試験装置」 
 特願 2017-254555（2019.6.公開予定、2017.12.28 出願） 
Ref. 2 K. Amiya and M. Komaki,  
“Preparation of the Glassy Thermal Spray Film for Torque Sensor” 
Proceedings of the Asian Thermal Spray Conference, 9, ATSC-1067, 
 
【研究・事業計画】 
 平成 30年度末に専従教員が一名退職したため、これまでの様な成果を得るには、より一層の効率的
な業務推進が求められる。具体的には、これまでの産学官連携活動の実績を活かし連携組織との協力
活動の強化である。その一つとして学内他部局の協力教員参加による社会人セミナーの開講で、今年
度採択された経済産業省「地域中核企業ローカルイノベーション支援事業」を活用し、東北地域の企
業支援を実施する。また、当センター教員がクロスアポイントメント参加する、学学連携を締結する
兵庫県立大学・金属新素材研究センターと、産業界のニーズに呼応した素材成形加工技術の開発を進
める。さらには、大阪産業技術研究所や宮城県産業技術総合センター等の公立試験センターと協力し、
産業界からの技術相談への対応を推進する。前年度までに 59回を数えた「ものづくり基礎講座」では、
引き続き産業界からにニーズに応えたテーマ設定のもとに企業人教育を実施する。同時に、センター
教員の材料科学のシーズ研究もこれまで通り実践し、基礎力と応用力のブラッシュアップに努める。 
 
① 環境・エネルギー材料分野 
大阪府立大学金属系新素材研究センターと協力し、企業からの技術相談や共同研究に対応すると共
に、シーズ研究の論文化や学会発表を行う。また個々のテーマについて、基礎と応用の深堀を実践す
ることで、学術と応用展開の両面におけるアピールを目指す。 
一方、産学官連携活動においては、企業が集積する関西圏での企業人向けの「ものづくり基礎講座」
を継続して行い、東北では東北経済産業局と連携し「地域中核企業ローカルイノベーション支援事業」
を活用した人材育成活動を行う。また企業との共同研究や企業からの技術相談への対応では、大阪府
立大学や兵庫県立大学の連携教員と協力して対処する。 
 
② 次世代機能材料分野 
当分野の設置場所である兵庫県立大学とは、工学研究科ナノ・マイクロ構造科学研究センターを基
軸に学学連携を継続する。また、兵庫県との連携については、兵庫県立工業技術センターのサテライ
トとして開設する「金属新素材研究センター」の装置運用をクロスアポイントメントにより応援し、
密接な連携を開始する。 
 また、企業との共同研究については、サポイン事業の継続実施により試作機の完成および早期の
実用化を目指すとともに、他の共同研究についてもフォロー継続および新規案件への対応を続ける。
兵庫県内で開催している「ものづくり基礎講座」については、兵庫県立大学等との連携による開催を
予定しており、人材育成活動と研究シーズの普及活動を継続する。 
 35． 計算材料学センター     センター長・教授（兼） 久保 百司（2017.4 ～） 
【構成員】  
センター長・教授（兼）：久保 百司／准教授：鈴木 通人／助教：柳 有起（2018.12～）／特任准教授（兼）：寺田 弥生／特
任助教(兼)：芝 隼人、山崎 馨／技術職員：佐藤 和弘、五十嵐 伸昭、丹野 航太、三浦 重幸／技術補佐員[2 名]／事
務補佐員[1 名]／常駐ＳＥ（企業からの出向）[4 名]  
1. 研究グループ 
【研究目標】  
(1) 計算科学手法と高度な物理・数学手法の融合によって、電子状態・物性状態から材料の機能性の
発現に関わる重要な要因を抽出する理論手法とプログラムを開発する。特に、材料の機能性と密接な
関わりを持つ秩序形成の予測や秩序状態における量子状態の解析を可能にすることで、新しい機能性
材料を開拓する。 
(2) 物質で発現する多様な秩序形成の計算シミュレーションや電子相関を取り込んだ高度な第一原
理計算手法を、CPU や汎用 GPU による並列計算などの計算科学手法と組み合わせることで、従来の
計算で扱うことが困難であった物理系の量子状態を大規模計算によって解析し、材料の機能性発現の
メカニズムを明らかにする。 
(3) 情報処理手法を材料研究に導入するマテリアルズ・インフォマティクスを活用した材料設計手法
の開発によって、大規模データに基づく新しい材料設計の枠組みを構築し、機能性材料の予測・設計
の研究を行う。 
【本年度の主要成果】  
マテリアルズ・インフォマティクスを応用した機能性磁性材料の研究の一環として、第一原理計算
に基づく安定・準安定な磁気構造の予測に関わる研究を実施した。今年度は、安定磁気構造の候補と
なる磁気構造の選出への応用を視野に、対称性と秩序パラメータによる磁気構造の分類・生成手法を
提案している (Ref. 1)。アンチペロブスカイトの反強磁性秩序下で生じる異常ホール効果の研究では、
この磁気構造の分類・生成手法を第一原理計算と組み合わせることで様々な組成に対する安定・準安
定な磁気構造を求め、系統的なトポロジー解析を実施することで、同物質の反強磁性秩序下で生じる
大きな異常ホール効果の発現メカニズムを明らかにした(Ref. 2)。 
電子のスピン自由度を活用したエレクトロニクス（スピントロニクス）として近年注目を集めるス
ピン流の研究では、有機導体を対象とした新しいスピン流の生成法を提案し、計算によって各種輸送
係数を評価することで電流(熱流)-スピン流変換効率がPtのスピンホール効果に匹敵することを示した 
(Ref. 3)。 
ゲート電圧印加によるキャリアドープに伴う超伝導の発現が大きな注目を集めている遷移金属ダイ
カルコゲナイド MoS2の研究では、現実的な 2 次元 3 軌道模型の BCS ギャップ方程式の導出とその数
値的な解析によって超伝導状態を詳細に調べ、Lifshitz 転移点近傍において時間反転対称性を破る新
規な超伝導状態の実現を示した (Ref. 4)。 
参考文献 
1 ) M.-T. Suzuki, T. Nomoto, R. Arita, Y. Yanagi, S. Hayami, H. Kusunose, “Multipole expansion for  
magnetic structures: A generation scheme for a symmetry-adapted orthonormal basis set in the  
crystallographic point group”, 論文投稿中(arXiv:1902.10819 (2019)). 
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【今後の研究計画】  
今後は昨年までに引き続き、高度な物理・数学手法と計算科学手法を融合した電子状態の解析手法
や高精度な物性予測手法の開発に取り組むとともに、マテリアルズ・インフォマティクスを応用した
磁性体の物性予測手法の確立を視野に、第一原理計算による磁気構造の予測手法を確立する。また、
第一原理計算に基づく磁気構造データベースの構築に取り組み、インフォマティクス研究の分野促進
のために Web システムを通したデータベースの構築と公開を目指す。この磁気構造データベースをも
とに機械学習や統計モデリング手法を応用した物性予測手法の研究を進め、機能性磁性材料の設計手
法の研究を進める。 
2. 共同利用 
【目標】  
計算材料学センターではスーパーコンピューティングシステムを運用し、国際共同利用・共同研究
拠点の施設として計算機資源を研究者に提供している。また、計算物質科学スーパーコンピュータ共
用事業としてポスト「京」重点課題・萌芽的課題プロジェクトや計算物質科学人材育成コンソーシア
ム、元素戦略プロジェクトに参画している研究者へも計算機資源を提供している。2018 年 8 月より運
用を開始したスーパーコンピューティングシステム MASAMUNE-IMR (MAterials science 
Supercomputing system for Advanced Multi-scale simulations towards NExt-generation – 
Institute for Materials Research)はスーパーコンピュータ Cray XC50-LC および CS-Storm 500GT
を中心として構成されており、総理論演算性能は 3PFLOPS となっている。この MASAMUNE-IMR
を最大限に活用できるよう利用者への技術支援を行い、日本国内のみならず、世界における計算材料
学分野の発展に寄与する。 
【実績】  
(1) 今年度は研究部共同利用研究および計算材料学センター共同利用研究で 40 件（うち、13 件は国
際課題）、計算物質科学スーパーコンピュータ共用事業で 5 件の課題を採択し、所内の 10 研究室、国
内の 32 研究機関および国外の 30 研究機関（13 か国）から約 140 名の研究者を受け入れた。また、こ
れらの研究者に対して約 350 件の技術支援を行った。MASAMUNE-IMR を利用して得られた今年度
の原著論文数は 51 件、学会発表数は 71 件であった。 
(2) 計算材料学センター主催でスーパーコンピュータの活用事例を紹介するセミナーを 9 回開催し、
延べ 272 名の出席者があった。また、高校や小学校、各種シンポジウムや講習会などで見学を受け入
れ、延べ 388 名の見学者があった。 
【今後の計画】  
国際共同利用・共同研究施設および計算物質科学スーパーコンピュータ共用事業として引き続き課
題を採択し、研究者へ計算機資源の提供、技術支援を行う。また、独自プログラムによる大規模 HPC
チャレンジやプログラムの並列化・高速化支援サービス、GPGPU 移植・高速化支援サービスを開始
するとともに、プログラミング講習会やアプリケーション講習会を開催し、MASAMUNE-IMR の効
率的な利用と並列計算の高度化を促す。 
 36. 先端エネルギー材料理工共創研究センター 
     センター長・教授 折茂 慎一（2015.4～） 
【構成員】 
センター長・教授：折茂 慎一 
教授：Bauer, Gerrit Ernst-Wilhelm、藤原 航三、高梨 弘毅（兼）、市坪 哲（兼）、宮坂 等（兼）、加藤 秀実（兼） 
特任教授：河野 龍興（研究）、湯本 道明(研究企画・運営担当) 
准教授：水口 将輝、Belosludov, Rodion Vladimirovich、髙木 成幸、木口 賢紀(兼) 
助教：伊藤 啓太（兼）、前田 健作（兼）、金 相侖(兼)； 学術研究員：江口 和輝／事務補佐員[1名] 
 
【研究目標】  
エネルギー研究の最上流である“エネルギー材料研究”には、安全でクリーンなエネルギー生
成・貯蔵を可能にするエネルギー材料の創製が求められる。エネルギー材料研究の強化を図るた
め、物性物理学・化学を中心とする理学系研究部門と材料工学を中心とする工学系研究部門とが
共創研究を実施する先端エネルギー材料理工共創研究センターが平成 27年度に設置され、理学と
工学の融合という本所の強みを本センターで活かすことによって、先端エネルギー材料の創成と
社会実装に向けた材料プロセス開発の研究推進を目的としている。そして、『原子レベルでの複合
キャリア制御』の新概念のもとで理学と工学とが連携・融合して研究を実施し、従来にないエネ
ルギー高効率変換・高速輸送現象の新たな学理の確立と、社会実装に向けた先端エネルギー材料
の材料プロセス構築を目標とする。 
 
【本年度の主要成果】  
スピンエネルギー材料研究部では、磁気秩序とフォノンあるいはフォトン場との結合を調べ、
レーザー光によりマグノンが著しく冷却されることを予測し、角運動量を有するフォノンのポン
ピングにより磁化のダイナミクスが生じることを示した。また、熱磁気効果の一つである異常ネ
ルンスト効果を基盤としてエネルギーハーベスティング発電へ応用するための道筋を示すなどの
成果を得た。イオンエネルギー材料研究部では、高エネルギー加速器研究機構との共同研究で安
全な次世代電池として期待される「全固体電池」の主要部材となるリチウム超イオン伝導材料開
発や、名古屋大学・京都大学との共同研究で吸着酸素の持つ電子スピンを利用した材料物性制御
による新しい磁気秩序機構に基づいた分子デバイス創製開発に成功するなどの成果を得た。光エ
ネルギー材料研究部では、太陽電池用 Si多結晶において、結晶粒界や亜粒界の制御は太陽電池の
高変換効率化のためには不可欠であるが、融液からの一方向凝固過程で結晶粒界や亜粒界がどの
ようなメカニズムで発展していくのかが理解されておらずその制御方法も見出されていないため、
粒界が固液界面でどのような挙動を示すのかを基礎的に解明した。材料プロセス・社会実装研究
部では、ナノ Pd粒子に MOF を修飾すると水素吸蔵量および吸放出速度が向上することから、室温常圧
近傍で水素を吸放出することで知られるバナジウムをポーラス化し、これにイオンエネルギー材料部が
MOF 修飾し、その水素吸蔵特性への影響評価研究を行っている。有機太陽電池応用に向けたアザ
BODIPY とナノカーボン材料錯体の開発に取組み、新アザ BODIPY化合物の完全な構造と電子物性
定量評価によって、α位置置換による電子物性の調整が可能であることを示した。また、仙台市との共
同研究「次世代型防災対応エネルギーマネジメント開発」に一般財団法人日本気象協会の参画を
得て、気象情報を活用した蓄電池最適制御技術に関する研究を開始した。 
平成 30 年度「若手研究者のためのエネルギー材料萌芽研究助成」では、『分子性磁性膜を基盤
とした新規磁気スイッチング材料の開発』を実施し、電気化学的析出法を用いた新規電荷移動型
集積体薄膜を構築して電気エネルギーを利用した磁気スイッチング挙動の発現に成功している。
この研究成果については第 43回錯体化学国際会議をはじめ国内外の会議において公表した。 
平成 30 年度は、学術論文（81 編）、国内会議（115 件）と特許出願・登録等（６件）の成果を
得るとともに、国際会議（112件：うち基調講演 4件、招待講演 46件）に参画した。 
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【今後の研究計画】  
スピンエネルギー材料研究部：三次元高効率・高集積熱電変換デバイス構造の更なる高集積化を
進める。作製条件の最適化を行いながら熱電材料としての特性評価を進め、高効率な熱電変換素
子実現への応用の足がかりをつけたい。また、パルスレーザーを用いたネルンスト効果の時間分
解測定に関しては、FePt薄膜の磁気異方性依存性などを詳細に測定し、レーザー熱が伝導するダ
イナミクスとネルンスト効果の関係性を明らかにしていく。さらに、MgO や SrTiO3以外の基板上
に成膜した Fe4N薄膜や、Fe4N以外の窒化物強磁性体の熱電特性評価を進め、異方性異常ネルンス
ト効果の原理解明も進める。 
イオンエネルギー材料研究部：多価イオンと一価イオンを併用した蓄電デバイス基礎研究では、
シェブレル化合物以外の化合物、特にスピネル酸化物などへの適用を試みるとともに、デンドラ
イトフリー電極を考案する。TTF-TCNQ スピン二量化が三次元スピン配向を決めるため、MOF を基
にした安定 LIB 構築と物性制御と LIB の充放電を利用した室温磁石変換に関わる研究に取組む。
高水素配位錯イオンの擬回転を利用した新たなイオン伝導機構の開拓として、擬回転の実験実証
と擬回転を利用した新たなイオン伝導機構の開拓に取組む。錯体水素化物の超リチウムイオン伝
導体の開発では、他の様々なクラスター型錯イオンを有する錯体水素化物において固溶の効果を
調査するとともに、全固体二次電池のサイクル特性の向上のため電気化学的安定性の改善手法を
検討する。 
光エネルギー材料研究部：Siの融液成長メカニズムに関する研究では、Si多結晶の一方向凝固過
程における結晶粒界同士の反応について詳細に調べ、多結晶組織の形成メカニズムを明らかにす
る。また、結晶粒界が固液界面不安定化に及ぼす影響について調べ、粒界の種類が結晶成長メカ
ニズムに及ぼす影響と固液界面不安定化の支配因子を明確にする。太陽電池用 Siバルク多結晶の
成長技術開発では、ルツボとの反応を極力低減させる結晶成長技術を開発する。この技術をベー
スとして、多結晶組織が制御された高品質 Siバルク多結晶を実現する。 
材料プロセス・社会実装研究部：ポーラスバナジウムの水素吸蔵・放出特性に及ぼす MOF 修飾の調
査では、ポーラスバナジウムの形成工程に由来して残存するニッケル濃度が水素化圧を引き上げるため、
これを低減する作製法を考案しMOF修飾に進める。次世代型防災対応エネルギーマネジメントでは、余
剰電力を最適活用しつつ、災害時での残量電力量や使用電力量を「見える化」することにより、避難所で
の実運営に活用できるシステム構築を開発する。また蓄電量を増大させるシステムとして、水素エネルギ
ーシステム開発検討も行う。各種 Si クラスレート構造の電子的及び熱力学的性質を研究する。その内容
には、ゲスト原子及び直接 Si置換による Siフレームワークのドーピングによる電子的性質及び Si クラスレ
ートの安定性算定が含まれる。実験グループとの共同研究として実施する。 
 37． 国際共同研究センター センター長・教授（兼） バウアー ゲリット（2016.4-） 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：バウアー ゲリット／教授（兼）：加藤 秀実、野尻 浩之、宮坂 等、吉川 彰、藤田 全基、小野瀬 
佳文／青木 大・／藤原航三／外国人客員教授[4 名]／事務補佐員[1 名]／ 
 
【研究目標】  
The International Collaboration Center, abbreviated as ICC-IMR, was founded in April, 2008. 
The ICC-IMR promotes international collaboration in materials science. Its activities are 
coordinated with the National Joint Usage / Research Center System conducted by the 
research divisions and centers of the IMR. The ICC-IMR aims at creating a worldwide 
community of materials science researchers and contributing to educating young researchers 
in becoming world-leaders in their fields. The ICC-IMR is a gateway to facilitate diverse 
collaborations between international researchers and the scientific staff of the IMR. 
The ICC-IMR coordinates six different programs:  
1) Integrated Project Research 
2) Visiting Professorships 
3) Short Single Research Visits 
4) International Workshops 
5) Fellowship for Young Researchers and PhD Students  
6) Material Transfer Program 
 
【本年度の主要成果】  
In FY2018, the ICC-IMR has conducted one peer reviewed international project research and 
has sponsored eight international workshops. The center invited four guest professors from 
abroad and supported single research visits of eleven foreign researchers. 
 
ICC-IMR Activities in FY2018 
Integrated Project Research 
 Quantum Matter Research under Extreme Conditions-Networking of Advanced Multiple 
Tools (FY2018–2020). PI: Johan Chang (Physics Institute, University of Zürich) and 
Hiroyuki Nojiri (Magnetism, IMR) 
Visiting Professors 
 Zhiyong Qiu, Dalian University of Technology, China, Dec. 17, 2018- March 9, 2019, “Spin 
Injection and Transport of Cr2O3 Films”. 
 Mukannan Arivanandhan, Centre for Nanoscience and Technology, Anna University, 
Chennai, India, June 5- Nov. 12, 2018-Jan. 30, 2019, “Defect Engineering in SiGe Alloy 
Semiconductor for Thermoelectric Applications”. 
 Choi Kwang Yong, Chung-Ang University, Korea, Jan. 4- Feb. 27, 2019. “Searching for a 
Kitaev Spin Lquid in α-Ru1-xIrxCl3”. 
 Mohamed Abdel-Hady Gepreel, Egypt-Japan University of Science and Technology 
(E-JUST), Egypt, Feb. 1-Mar. 14, 2019, “Advanced Characterization of New High Entropy 
Alloys That Show Stress-Induced Martensitic Transformation”. 
International Workshops 
 The 10th International Workshop on Crystalline Silicon for Solar Cells (CSSC10), Apr. 
8-11, 2018. 
 Kinken-KIST Joint Symposium, July 4-5, 2018 
 3th International Workshop on Biomaterials in Interface Science, Aug. 3-4, 2018. 
 15th Materials Science School for Young Scientists (KINKEN-WAKATE 2018 & 
Symposium of 30th Anniversary of Nano Crystalline Soft Magnetic Alloys, Aug. 29-31, 
2018 
 Summit of Materials Science (SMS2018), Oct. 29-30, 2018 
 4th Intensive Discussion on Crystal Growth of Nitride Semiconductors (IDGN-4), Nov. 
18-19, 2018. 
 GIMRT and PCoMS Joint Workshop on Applications of X-ray-FEL for Matters in 
Extremes, February 13-14, 2019 
 HZB-IMR Workshop- Quantum Beams Researches on Materials in Extreme Conditions, 
March 25-26, 2019, Berlin 
Major Publications 
 S.A. Zvyagin, D. Graf, T. Sakurai, S. Kimura, H. Nojiri, J. Wosnitza, H. Ohta, T. Ono and 
T. Tanaka, “Pressure-Tuning the Quantum Spin Hamiltonian of the Triangular Lattice 
Antiferromagnet Cs2CuCl4”, Nat. Commun. 10 (2019) 1064 
 I.V. Okulov, S. V. Lamaka, T. Wada, K. Yubuta, M.L. Zheludkevich, J. Weissmueller, J. 
Markmann and H. Kato, “Nanoporous Magnesium”, Nano Res. 11(2019) 6428-6435 
 Y. Tokunaga, A. Nakamura, D. Aoki, Y. Shimizu, Y. Homma, F. Honda, H. Sakai, T. 
Hattori and S. Kambe, ” Easy-plane XY Spin Fluctuations in the Cycloidal Magnet 
UPtGe Studied via Field-Orientation-Dependent 195Pt NMR” Phys. Rev. B 98 (2018) 
014425 
 
 39． 低温物質科学実験室     室長・教授（兼） 佐々木 孝彦（2012.04 ～） 
【構成員】 
室長・教授（兼）：佐々木 孝彦／准教授：野島 勉／助教：中村 慎太郎／技術職員：丹野 伸哉、細倉 和則、緒方 亜
里／技能補佐員[1 名]／事務補佐員[ 1 名]／大学院生[ 4 名] 
【研究目標】  
本実験室では、低温において顕著にその特性が現れる種々の超伝導体や強い相関を持った電子系に
おける電子物性に関する研究を行っている。 これらの物質が低温で示す物理現象を解明するだけでは
なく、特異な電子状態を制御しながら新しい物理現象を見出すことを最終的な目標としている。また
実験室にある様々な低温物性測定装置を用いた共同利用研究にも貢献している。 
【本年度の主要成果】  
電気二重層トランジスタによる電気化学的インターカレーションの機能を利用して、Li ドープした
原子層超伝導体 HfNCl と ZrNCl の電子数を 1020cm-3という超低密度まで制御した。その結果、超伝
導転移温度が電子密度減少とともに上昇し続けること（HfNCl では従来のバルク値を 25%超える 35.5 
K に達すること）を見出した。またトンネル効果よる超伝導ギャップ測定より、これらの系が強結合
超伝導体であり、BCS-BEC クロスオーバーに近い状態にあることを示した（東京大学工学系研究科
との共同研究）(Ref.1)。低温で低スピン状態となり磁性を示さないペロブスカイト型酸化物 LaCoO3
の Co を Sc で系統的に置換した物質系を開発し、それらの低温における電子・スピン状態を磁化・輸
送特性・熱膨張・磁気膨張・X 線回折・中性子分光により調べた。この物質系では、絶縁性・磁化率・
磁気膨張率が同時に増大するという特異現象が低温で発現することを発見し、この新規状態が低スピ
ンと高スピンの重ね合わせによるスピンの励起子絶縁、もしくはこれに近い量子状態で説明可能であ
ることを示した（東北大学理学研究科、東京理科大学・茨城大学・高エネルギー加速器研究機構、日
本原子力研究開発機構との共同研究）(Ref.2)。歪んだカゴメ格子構造を持ち、フラストレートした 4f
電子スピン系金属として知られる Gd3Ru4Al12の単結晶試料作製に成功し、その低温における磁化およ
び磁気比熱を測定した。この物質では温度の低下とともに 130 K 以下で強磁性的に結合した Gd スピ
ンの三量体が形成され、さらなる温度の低下とともに三量体同士の反強磁性相互作用が発達するとい
う特異な現象を見出すとともに、三量体形成および 18.6 K の低い反強磁性転移温度を RKKY 相互作
用とフラストレーションの相乗効果により説明した（東北大学理学研究科、防衛大学との共同研究）
(Ref.3)。 
参考文献 
1 ) Y. Nakagawa et al., Phys. Rev. B 98, 064512(1-8) (2018). 
2 ) K. Tomiyasu et al., Adv. Quantum Technol. 1, 1800057(1-7) (2018). 
3 ) S. Nakamura et al., Phys. Rev. B 98, 054410(1-7) (2018). 
【今後の研究計画】  
電気二重層トランジスタの手法によるチタン酸化物および銅酸化物表面での新規 2 次元超伝導物性
の探索とその制御、およびスピンフラストレートした 4f 強相関電子系の低温磁性の解明に関する研究
を主要テーマとして推進する。共同研究として、遷移金属カルコゲナイト系の 2 次元超伝導特性、
SQUID 顕微鏡を用いたナノ・メゾスコーピック系超伝導体における磁束状態、ファラデー直流磁化測
定装置を用いた Ce 系化合物の極低温磁気特性、酸化物薄膜超伝導体や量子ドット系の強磁場物性（強
磁場超伝導材料研究センターでの共同利用）の研究を計画している。 
第２章　特許
１．特許公開状況
[特許公開番号]
[発明者]
[出願人]
水素機能材料工学研究部門
固体電池用の正極材料、固体電池および固体電池の製造方法
特開2018-116784
2018.07.26
日本国
株式会社日立製作所、国立大学法人東北大学
鈴木　渉平、川治　純、吉田　浩二、宇根本　篤、折茂　慎一
.
[発明の名称]
[特許公開日]
[特許公開番号]
[発明者]
[出願人]
全固体リチウムイオン二次電池およびその製造方法
特開2019-040709
2019.03.14
日本国
株式会社日立製作所、国立大学法人東北大学
鈴木　渉平、廣岡　誠之、折茂　慎一
[発明の名称]
[特許公開日]
[特許公開番号]
[発明者]
[出願人]
加工プロセス工学研究部門
合金部材、該合金部材の製造方法、および該合金部材を用いた製造物
特開2018-145456
2018.09.20
日本国
株式会社日立製作所、国立大学法人東北大学
藤枝  正、白鳥  浩史、桑原  孝介、青田  欣也、加藤  隆彦、小泉  雄一郎、山中  謙太、千葉  晶彦
.
[発明の名称]
[特許公開日]
２．特許登録状況
[特許登録番号]
[発明者]
[実用化]
原子力材料工学研究部門
黒鉛材料の体積変化率測定方法および黒鉛材料の体積変化率予測方法
特許第6316190号
2018.04.06
日本国
無
檜木  達也, 近藤  創介
.
[発明の名称]
[特許登録日]
[特許登録番号]
[発明者]
[実用化]
電子材料物性学研究部門
半導体光変調器及び光変調器付きレーザ
特許第4072107号
2018
日本国
無
松岡　隆志、深野　秀樹
.
[発明の名称]
[特許登録日]
[特許登録番号]
[発明者]
[実用化]
Niを用いた自立基板作製法
特許第10,141,184号
2018.11.27
アメリカ合衆国
無
松岡　隆志、福田　承生、谷川　智之
[発明の名称]
[特許登録日]
[特許登録番号]
[発明者]
[実用化]
附属産学官広域連携センター
金属ガラスの成形装置、及び金属ガラス製棒状部材の成形装置
特許第6417079号
2018.10.12
日本国
無
３．特許出願状況
　2018年度　特許出願件数  計　11件
網谷　健児
.
[発明の名称]
[特許登録日]
　　　　　　　　　第３章　学術的受賞
１．　個人受賞
[授与機関]
[受賞者]
磁気物理学研究部門
奨励賞 2018.11.
 (一社)電子スピンサイエンス学会
木俣　基
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
Highly Cited Researchers 2018 (Physics分野) 2018.11.30
Clarivate Analytics
齊藤　英治
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
元：量子表面界面科学研究部門
Highly Cited Researchers 2018 (Cross-Field 分野) 2018.11.30
Clarivate Analytics
高橋　三郎
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子ビーム金属物理学研究部門
第13回 日本物理学会若手奨励賞 2019.03.15
 (一社)日本物理学会
南部　雄亮
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
結晶欠陥物性学研究部門
Best poster awards in Summit of Materials Science conference (2018) 2018.10.29
東北大学
新居　陽一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
金属組織制御学研究部門
THERMEC’2018 Distinguished Award 2018.07.11
THERMEC
古原　忠
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
原子力材料工学研究部門
Young Scientist Award 2018.09.27
東北大学
余　浩
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
構造制御機能材料学研究部門
PCOS 2018 Best Paper Award 2018.12.07
相変化研究会シンポジウム(PCOS2018)
市坪　哲
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
磁性材料学研究部門
第58回 原田研究奨励賞 2018.07.
 (公財)本多記念会
窪田　崇秀
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
磁性材料学研究部門
平成30年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞　研究部門 2018.04.
文部科学省
高梨　弘毅
規則合金のナノ構造化とスピントロニクス機能に関する研究
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
結晶材料化学研究部門
金属材料研究所 第135回講演会 優秀ポスター賞 2018.05.
東北大学 金属材料研究所
新家　寛正
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
技術賞 2018.11.
日本結晶成長学会
吉川　彰
新規ランガサイト型圧電結晶の製造技術とデバイス技術の開発
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
加工プロセス工学研究部門
平成30年度（第53回） 新進賞 2018.05.
 (一社)日本塑性加工学会
山中　謙太
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
計算物質科学人材育成コンソーシアム
PCoMS 次世代研究者　研究奨励賞 2018.04.
計算物質科学人材育成コンソーシアム
芝　隼人
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
第58回　原田研究奨励賞 2018.07.
 (公財)本多記念会
清水　悠晴
ウラン系重い電子系化合物の非従来型超伝導の対称性と磁気応答に関する研究
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端エネルギー材料理工共創研究センター(スピンエネルギー材料研究部)
Highly Cited Researchers 2018 (Cross-Field 分野) 2018.11.30
Clarivate Analytics
Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端エネルギー材料理工共創研究センター(スピンエネルギー材料研究部)
第77回 「功績賞」 2019.03.20
 (公社)日本金属学会
水口　将輝
[所属]
２．　グループ受賞
[授与機関]
[受賞者]
金属組織制御学研究部門
日本熱処理技術協会 口絵写真賞 2018.05.31
(一社)日本熱処理技術協会
張　咏杰、宮本　吾郎、新房　邦夫、古原　忠
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
材料照射工学研究部門、不定比化合物材料学研究部門
第31回優秀ポスター賞 2018.09.
(公社)日本金属学会
池田　裕樹、嶋田　雄介、吉田　健太、井上　耕治、永井　康介、今野　豊彦
透過電子顕微鏡内加熱ホルダーを用いたその場観察における試料中温度分布の影響
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
錯体物性化学研究部門
Rising Star Award 2018.07.
ICCC (International Conference on Coordination Chemistry)
Jun Zhang, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka
Magnetic phase control in a donor/acceptor metal-Organic framework by cooperative CO2 adsorption
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
第25回技術賞 2018.11.01
日本結晶成長学会
横田　有為、大橋　雄二、吉川　彰、鎌田　圭、庄子　育宏、井上　憲司
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
不定比化合物材料学研究部門
第43回学術写真賞　最優秀賞 2018.09.05
(公社)日本セラミックス協会
木口　賢紀、兒玉　裕美子、白石　貴久、今野　豊彦、谷川　智之、前野　宏志、松村　晶
非弾性散乱電子を利用した厚いGaN結晶中の貫通転位の観察
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
不定比化合物材料学研究部門
2018年年会優秀ポスター賞 2018.05.16
(公社)日本セラミックス協会
Choi Sujin、白石　貴久、木口　賢紀、今野　豊彦、清水　荘雄、舟窪　浩
ZrO2薄膜の結晶構造に対するドーパント効果
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属新素材共同研究開発センター
第52回論文賞 2018.11.
(一社)日本銅学会
千星　聡、金野 泰幸、高杉　隆幸、中吉　勲
高強度-高導電性Cu-Ti合金線材の作製
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属新素材共同研究開発センター
第52回論文賞 2018.11.03
(一社)日本銅学会
兵藤　宏、須田　久、成枝　宏人、千星　聡
熱加工プロセス条件の最適化によるCu-Ni-Co-Si系銅合金の高導電率化
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属強磁場超伝導材料研究センター
優良発表賞 2018.05.
(公社)低温工学・超電導学会
岡田　達典、今井　悠斗、淡路　智 （東北大）； 中岡　晃一、和泉　輝郎 （産総研）
BHOナノ粒子を導入したMOD-(Y,Gd)BCOコート線材の強磁場臨界電流特性
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
低温物質科学実験室
Editor's Choice 2019.02.
Journal of the Physical Society of Japan
松村　武、尾園　優作、中村　慎太郎、壁谷　典幸、落合　明
Helical Ordering of Spin Trimers in a Distorted Kagome Lattice of Gd3Ru4Al12 Studied by Resonant X-
ray Diffraction
[所属]
第４章　発表論文等
１．著書　(2018年1月～12月)
[発行年月]
.
2018.02.[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
金属組織制御学研究部門
実用段階に入った日本発の新合金　－　LPSO型マグネシウム合金の材料科学
(株)日経ＢＰコンサルティング
河村 能人, 相澤 一也, 古原 忠, 東田 賢二
第３章第２節「格子歪みエネルギー解析による形成メカニズムの解明」pp. 97-109
[発行年月]
.
2018.03.[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
計算材料学研究部門
数値解析と表面分析によるトライボロジーの解明と制御
テクノシステム
大谷　優介、久保　百司
6.8 第一原理分子動力学法
[発行年月]
.
2018[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
電子材料物性学研究部門
Epitaxial Growth of III-Nitride Compounds ~Computational Approach~
Springer
Takashi Matsuoka, Yoshihiro Kangawa
[発行年月]
.
2018[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
錯体物性化学研究部門
World Scientific Reference on Spin in Organics: Vol. 4 -Spin in Organics, Materials and Energy Vol. 10
World Scientific Pub. Co. Pte. Ltd.
Hitoshi Miyasaka
Chapter 4: Hybrid Materials Composed of Organic
[発行年月]
.
2018.02.[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
不定比化合物材料学研究部門
実用段階に入った日本発の新合金　－　LPSO型マグネシウム合金の材料科学
(株)日経ＢＰコンサルティング
河村 能人, 相澤 一也, 古原 忠, 東田 賢二
第３章第２節「格子歪みエネルギー解析による形成メカニズムの解明」pp. 97-109
[発行年月]
.
2018.01.05.[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
分析科学研究部門
Technology of pyroelectric X-ray tubes
CRC Press
Paolo Russo, Susumu Imashuku, et al.
Part1 Chapter 6 pp. 131-138
[発行年月]
.
2018[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
附属新素材共同研究開発センター
3. 新塑性加工技術シリーズ 「粉末成形 －粉末加工による機能と形状のつくり込み-」
(一社)日本塑性加工学会
吉年　規治
第３章3.5.1「金属ガラス」
２．論文および総説・解説記事 (期間：2018年1月～12月)
                                  (各論文の全著者名を含むリストは、CD版に収録されています。)
☆：　主要文献　　ISI：　ISI対象論文
. 金属物性論研究部門
英語
Theory of spin and lattice wave dynamics excited by focused laser
pulses 査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
51 224008-1 2018(           )
ISI
英語
Helicity-protected domain-wall magnetoresistance in ferromagnetic
Weyl semimetal 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 073707-1 2018(           )
ISI
英語
Weak localization in bilayer graphene with
Li-intercalation/desorption 査読有
J. Phys.: Condens. Matter
30 30570-1 2018(           )
ISI
英語
Charge pumping induced by magnetic texture dynamics in Weyl
semimetals
査読有
Phys. Rev. Appl.
10 014007-1 2018(           )☆
ISI
英語
Indirect coupling of magnons by cavity photons
査読有
Phys. Rev. B
97 014419-1 2018(           )
ISI
英語
Selection rules for cavity-enhanced Brillouin light scattering from
magnetostatic modes 査読有
97 214423-1 2018(           )
ISI
英語
Spin susceptibility of three-dimensional Dirac/Weyl semimetals
査読有
97 245207-1 2018(           )
ISI
英語
Localized charge in various configurations of magnetic domain wall
in a Weyl semimetal 査読有
98 045302-1 2018(           )
ISI
英語
Gate-controlled magnetoresistance of a paramagnetic-insulator
vertical bar platinum interface 査読有
98 134402-1 2018(           )
ISI
英語
Solitons in one-dimensional mechanical linkage
査読有
Phys. Rev. E
98 013001-1 2018(           )
ISI
英語
Voltage Control of Rare-Earth Magnetic Moments at the Magnetic-
Insulator-Metal Interface 査読有
Phys. Rev. Lett.
120 027201-1 2018(           )
ISI
英語
Strong Interlayer Magnon-Magnon Coupling in Magnetic Metal-
Insulator Hybrid Nanostructures 査読有
120 217202-1 2018(           )
ISI
英語
Damping of Magnetization Dynamics by Phonon Pumping
査読有
121 027202-1 2018(           )☆
ISI
英語
Optical Cooling of Magnons
査読有
121 087205-1 2018(           )☆
ISI
英語
Spin-Hall and anisotropic magnetoresistance in ferrimagnetic Co-
Gd/Pt layers 査読有
Phys. Rev. Mater.
2 094404-1 2018(           )
ISI
英語
The Krein-Schrodinger Formalism of Bosonic BdG and Certain
Classical Systems and Their Topological Classification
arXiv
1 2018(           )
. 結晶物理学研究部門
英語
In situ observation of grain-boundary development from a facet-
facet groove during solidification of silicon 査読有
Acta Mater.
153 186 2018(           )
ISI
英語
In-situ observation of instability of a crystal-melt interface during
the directional growth of pure antimony 査読有
AIP Adv.
8 75121 2018(           )
ISI
英語
Interaction of sodium atoms with stacking faults in silicon with
different Fermi levels 査読有
Appl. Phys. Express
11 2018(           )
ISI
英語
Crystal Growth Conditions of Types I and II Na－Si Clathrates by
Evaporation of Na from a Na－Si－Sn Solution 査読有
Cryst. Growth Des.
18 351 2018(           )
ISI
英語
Investigation of Si Dendrites by Electron-Beam-Induced Current
査読有
Crystals
8 317 2018(           )
ISI
英語
Instability of crystal/melt interface in Si-rich SiGe
査読有
J. Appl. Phys.
124 85104 2018(           )
ISI
英語
In-situ studies of multicrystalline silicon nucleation and growth on
α- and β-Si3N4 coated substrates 査読有
J. Cryst. Growth
482 75 2018(           )
ISI
英語
Application of weighted Voronoi diagrams to analyze nucleation
sites of multicrystalline silicon ingots 査読有
499 62 2018(           )
ISI
英語
Effect of Nb5+ ion substitution on the dielectric property of BaTi2O5-
Ba6Ti17O40 eutectic prepared by a floating zone method 査読有
Mater. Today: Proc.
2018(           )
ISI
英語
Origin of small-angle grain boundaries during directional
solidification in multicrystalline silicon
査読有
Materialia
3 347 2018(           )☆
英語
Soft X-ray emission spectroscopy study of electronic structure of
sodium borosilicide Na8B74.5Si17.5 査読有
Microscopy
67 i72 2018(           )
ISI
英語
Na-Ga-Si type- I clathrate single crystals grown via Na evaporation
using Na-Ga and Na-Ga-Sn fluxes
査読有
RSC Adv.
8 40505 2018(           )☆
ISI
英語
In situ observation of grain boundary groove at the crystal/melt
interface in Cu
査読有
Scr. Mater.
146 169 2018(           )☆
ISI
英語
In situ observation of interaction between grain boundaries during
directional solidification of Si 査読有
148 37 2018(           )
ISI
日本語
浮遊帯域溶融法による非鉛強誘電体二チタン酸バリウム(BaTi2O5)
の作製と電気的性質
まてりあ
57 64 2018(           )
. 磁気物理学研究部門
英語
Slow Magnetic Relaxation in a Palladium-Gadolinium Complex
Induced by Electron Density Donation from the Palladium Ion
査読有
Chem. Eur. J.
24 9285 2018(           )☆
ISI
英語
Surface chirality effects induced by magnetic fields,
査読有
Curr. Opin. Electrochem
7 1 2018(           )
ISI
英語
A Chiral Bipyrimidine-Bridged Dy2 SMM: A Comparative
Experimental and Theoretical Study of the Correlation Between the
Distortion o f the DyO6N2 Coordination Sphere and the Anisotropy
Barrier
査読有
Frontiers in Chemistry
6 537 2018(           )
ISI
英語
Magnetothermodynamic Properties and Anomalous Magnetic Phase
Transition in FeRh Nanowires 査読有
IEEE Trans. Magn.
54 2018(           )
ISI
英語
Designing a Dy2 Single-Molecule Magnet with Two Well-
Differentiated Relaxation Processes by Using a Nonsymmetric
Bisbidentate Bipyrimidine-N-Oxide Ligand: A Comparison with
Mononuclear Counterparts
査読有
Inorg. Chem.
57 6362 2018(           )
ISI
英語
Rationalization of single-molecule magnet behavior in a three-
coordinate Fe(III) complex with a high-spin state (S=5/2)
査読有
Inorg. Chem. Front.
5 2486 2018(           )☆
ISI
英語
Determination of the properties of ionic vacancy by magnetic field
IOP Conf. Ser.: Mater. Sci. Eng.
424 12023 2018(           )
ISI
英語
Effects of Vertical MHD Flows and Cell Rotation on Surface
Chirality in Magnetoelectrodeposition
424 12024 2018(           )
ISI
英語
Forced Magnetostriction of Ferromagnetic Heusler Alloy Ni2MnGa at
the Curie Temperature 査読有
J. Appl. Phys.
123 213902-1 2018(           )
ISI
英語
Development and application of 2.5 GPa-25 T high-pressure high-
field electron spin resonance system using a cryogen-free
superconducting magnet
査読有
J. Magn. Reson.
296 1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic-field-induced transition for reentrant martensitic
transformation in Co-Cr-Ga-Si shape memory alloys 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
466 273 2018(           )
ISI
英語
Pseudogap Behavior of the Nuclear Spin-Lattice Relaxation Rate in
FeSe Probed by 77Se-NMR 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 13704 2018(           )
ISI
英語
Time and Magnetic Field Variation of Magnetic Structure in a
Triangular Magnet Ca3Co2O6 査読有
87 114703-1 2018(           )☆
ISI
英語
Effects of Vertical Magnetohydrodynamic Flows on Chiral Surface
Formation in Magnetoelectrolysis 査読有
Magnetochemistry
4 40 2018(           )
英語
Chiral Symmetry Breaking in Magnetoelectrochemical Etching with
Chloride Additives 査読有
Molecules
23 19 2018(           )
ISI
英語
Coincident Onset of Charge-Density-Wave Order at a Quantum
Critical Point in Underdoped YBa2Cu3Ox 査読有
Phys. Rev. B
97 224513-1 2018(           )☆
ISI
英語
Detection of the interfacial exchange field at a ferromagnetic
insulator-nonmagnetic metal interface with pure spin currents 査読有
98 24416 2018(           )☆
ISI
英語
Degenerate ground state in the classical pyrochlore antiferromagnet
Na3Mn(CO3)2Cl 査読有
98 144426 2018(           )
ISI
英語
URu2Si2 under Intense Magnetic Fields: From Hidden Order to Spin-
Density Wave 査読有
Physica B
536 457 2018(           )
ISI
英語
Spin torque control of antiferromagnetic moments in NiO
査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
日本語
導電性高分子薄膜におけるスピン緩和機構
電子スピンサイエンス
104 2018(           )
日本語
有機物質のディラックコーンにおける強相関効果
日本物理学会誌
73 2018(           )
. 低温物理学研究部門
英語
High-mobility field-effect transistor based on crystalline ZnSnO3
thin films 査読有
AIP Adv.
8 055327-1 2018(           )
ISI
英語
Highly conductive PdCoO2 ultrathin films for transparent electrodes
査読有
APL Mater.
6 046107-1 2018(           )☆
ISI
英語
Ferromagnetic insulator Cr2Ge2Te6 thin films with perpendicular
remanence 査読有
6 094414-1 2018(           )
ISI
英語
Spatial variation of dynamic nuclear spin polarization probed by the
non-local Hanle effect 査読有
Appl. Phys. Lett
112 2018(           )
ISI
英語
Emergence of interfacial conduction and ferromagnetism in
MnTe/InP 査読有
113 181602-1 2018(           )
ISI
英語
Pulsed-laser deposition of InSe thin films for the detection of
thickness-dependent bandgap modification 査読有
113 253501-1 2018(           )
ISI
英語
Andreev Reflection at the Interface with an Oxide in the Quantum
Hall Regime 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 124712-1 2018(           )
ISI
英語
Fermi-level tuning of the Dirac surface state in (Bi1－xSbx)2Se3 thin
films 査読有
J. Phys.: Condens. Matter
30 085501-1 2018(           )
ISI
英語
Large magneto-thermopower in MnGe with topological spin texture
査読有
Nat. Commun.
9 02857-1 2018(           )
ISI
英語
Anisotropy of the upper critical field and its thickness dependence
in superconducting FeSe electric-double-layer transistors 査読有
Phys. Rev. B
97 174520-1 2018(           )
ISI
英語
Effect of the depletion region in topological insulator
heterostructures for ambipolar field-effect transistors 査読有
98 125415-1 2018(           )
ISI
英語
Topological quantum phase transition in magnetic topological
insulator upon magnetization rotation 査読有
98 140404-1 2018(           )
ISI
英語
All-in-all-out magnetic domain inversion in Tb2Ir2O7 with molecular
fields antiparallel to external fields 査読有
Phys. Rev. Mater.
2 011402-1 2018(           )
ISI
英語
Enhancement of superconducting transition temperature in FeSe
electric-double-layer transistor with multivalent ionic liquids 査読有
2 031801-1 2018(           )
ISI
英語
Microfabrication of SrRuO3 thin films on various oxide substrates
using LaAlO3/BaOx sacrificial bilayers 査読有
Proc. SPIE
10533 105330X 2018(           )
ISI
英語
A cascade of phase transitions in an orbitally mixed half-filled
Landau level 査読有
Sci. Adv.
4 eaat8742-1 2018(           )
ISI
英語
Current-driven magnetization switching in ferromagnetic bulk
Rashba semiconductor (Ge,Mn)Te 査読有
4 eaat9989-1 2018(           )
ISI
英語
Critical current enhancement driven by suppression of
superconducting fluctuation in ion-gated ultrathin FeSe 査読有
Supercond. Sci. Technol.
31 55003 2018(           )
ISI
日本語
セレン化鉄および関連化合物の薄膜作製と物性評価
応用物理学会結晶工学分科会第148回研究会テキスト
21 2018(           )
日本語
トポロジカル絶縁体における量子ホール効果や量子異常ホール効
果の観測
固体物理
53 75 2018(           )
日本語
磁性トポロジカル絶縁体の磁壁に生じるカイラルエッジ伝導
日本物理学会誌
73 640 2018(           )
. 低温電子物性学研究部門
英語
Mesoscopic 2D Charge Transport in Commonplace PEDOT:PSS
Films
査読有
Adv. Electron. Mater.
4 1700490-1 2018(           )☆
ISI
英語
Effects of Disorder on the Pressure-Induced Mott Transition in κ-
(BEDT-TTF)2Cu[N(CN)2]Cl 査読有
Crystals
8 13881 2018(           )☆
ISI
英語
Pseudogap Behavior of the Nuclear Spin-Lattice Relaxation Rate in
FeSe Probed by Se-77-NMR 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 013704-1 2018(           )
ISI
英語
Thermal Conductivity due to Spins in the Frustrated Two-Leg Spin
Ladder System BiCu2PO6 査読有
87 074702-1 2018(           )
ISI
英語
Nonlinear charge oscillation driven by a single-cycle light field in an
organic superconductor
査読有
Nat. Photonics
12 474 2018(           )☆
ISI
英語
Direct observation of magnetic flux and interstitial vortices in
perforated mesoscopic squares of superconducting films 査読有
28th International Conference on Low Temperature Physics (Lt28)
969 12074 2018(           )
ISI
英語
Cs-133-NMR study on aligned powder of competing spin chain
compound Cs2Cu2Mo3O12 査読有
969 12125 2018(           )
ISI
英語
Energy Landscape in the Electronic Glassy State of an Organic
Conductor
Photon Factory Highlights 2017
2018(           )
英語
Crystallization and vitrification of strongly correlated electrons on a
geometrically frustrated triangular lattice
SPring-8/SACLA Research Frontiers 2017
2018(           )
日本語
固体中の強相関電子の結晶化とガラス化 -幾何学的フラストレー
ションによる秩序と無秩序-
固体物理
53 745 2018(           )
. 量子ビーム金属物理学研究部門
英語
Al-impurity-induced magnetic excitations in heavily over-doped
La1.7Sr0.3Cu0.95Al0.05O4 査読有
AIP Adv.
8 101318-1 2018(           )
ISI
英語
Ready to roll? Time to launch POLANO
査読有
AIP Conf. Proc.
1969 050001-1 2018(           )
ISI
英語
Instrumental Resolution of the Chopper Spectrometer 4SEASONS
Evaluated by Monte Carlo Simulation 査読有
1969 050004-1 2018(           )
ISI
英語
Thermal Conductivity due to Spins in the Frustrated 2-Leg Spin
Ladder System BiCu2PO6 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 074702-1 2018(           )
ISI
英語
Ce-doping and reduction annealing effects on electronic states in
Pr2-XCeXCuO4 studied by Cu K-edge X-ray absorption spectroscopy 査読有
87 94710 2018(           )☆
ISI
英語
μSR study of magnetism in the as-prepared and non-
superconducting T*-La0.9Eu0.9Sr0.2CuO4 査読有
JPS Conf. Proc.
21 011026-1 2018(           )
英語
Development of 3He Neutron Spin Filter for the Polarized Neutron
Spectrometer POLANO at J-PARC 査読有
22 011017-1 2018(           )
英語
Fe-impurity-induced magnetic excitations in heavily over-doped
La1.7Sr0.3Cu0.95Fe0.05O4 査読有
969 012024-1 2018(           )
ISI
英語
Reduction and oxidation annealing effects on Cu K-edge XAFS for
electron-doped cuprate superconductors 査読有
969 012051-1 2018(           )
ISI
英語
Crystal Growth and Neutron Scattering Study of Spin Correlations
of the T'-Structured  Pr2-xCaxCuO4 査読有
969 012070-1 2018(           )
英語
139La NMR investigation of the charge and spin order in a
La1.885Sr0.115CuO4 single crystal 査読有
Phys. Rev. B
97 064511-1 2018(           )
ISI
英語
Modification of structural disorder by hydrostatic pressure in the
superconducting curate YBa2Cu3O6.73 査読有
97 174508-1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic and thermodynamic studies on the charge and spin
ordering in the highly-doped La2-xSrxCoO4 査読有
Physica B
536 338 2018(           )
ISI
英語
Detailed study of the structure of the low-energy magnetic
excitations in overdoped La1.75Sr0.25CuO4 査読有
536 717 2018(           )
ISI
. 結晶欠陥物性学研究部門
英語
Interaction of sodium atoms with stacking faults in silicon with
different Fermi levels 査読有
Appl. Phys. Express
11 061303/1 2018(           )
ISI
英語
Insight into physical processes controlling the mechanical properties
of the wurtzite group-III nitride family 査読有
J. Cryst. Growth
500 23 2018(           )
ISI
英語
Intrinsic microstructure of Si/GaAs heterointerfaces fabricated by
surface-activated bonding at room temperature 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
57 02BA01/1 2018(           )
ISI
英語
Characterization of femtosecond-laser-induced periodic structures
on SiC substrates 査読有
57 2018(           )
ISI
英語
Magnetically Controlled Surface Acoustic Waves on Multiferroic
BiFeO3 査読有
Phys. Rev. Appl.
9 034034-1 2018(           )
ISI
英語
Microwave nonreciprocity of magnon excitations in the
noncentrosymmetric antiferromagnet Ba2MnGe2O7 査読有
Phys. Rev. B
98 064416-1 2018(           )☆
ISI
英語
Mechanical properties of cubic-BN(111) bulk single crystal
evaluated by nanoindentation 査読有
phys. stat. sol. (b)
255 1700473/1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic excitations in the orbital disordered phase of MnV2O4
査読有
Physica B
536 372 2018(           )
ISI
英語
Origin of resistance at Si/GaAs heterointerfaces for tandem solar
cells fabricated by surface-activated bonding at room temperature
KINKEN Research Highlights 2018
18 2018(           )
. 金属組織制御学研究部門
英語
Microstructure evolution during austenite reversion in Fe-Ni
martensitic alloys 査読有
Acta Mater.
144 269 2018(           )
ISI
英語
Orientation of austenite reverted from martensite in Fe-2Mn-1.5Si
-0.3C alloy 査読有
144 601 2018(           )☆
ISI
英語
Chemistry and three-dimensional morphology of martensite-
austenite constituent in the bainite structure of low-carbon low-
alloy steels
査読有
145 154 2018(           )
ISI
英語
Carbon enrichment during ferrite transformation in Fe-Si- C alloys
査読有
149 68 2018(           )
ISI
英語
Growth mode of austenite during reversion from martensite in Fe
-2Mn-1.5Si-0.3C alloy: A transition in kinetics and morphology 査読有
154 1 2018(           )☆
ISI
英語
Analysis of the interaction between moving α/γ interfaces and
interphase precipitated carbides during cyclic phase transformations
in a Nb-containing Fe-C-Mn alloy
査読有
158 167 2018(           )
ISI
中国語
Incomplete Bainite Transformation Accompanied With Cementite
Precipitation In Fe-1.5(3.0)%Si-0.4%C Alloys 査読有
Acta Metall. Sin.
54 367 2018(           )
ISI
英語
Randomization of Ferrite/austenite Orientation Relationship and
Resultant Hardness Increment by Nitrogen Addition in Vanadium-
microalloyed Low Carbon Steels Strengthened by Interphase
Precipitation
査読有
ISIJ Int.
58 542 2018(           )
ISI
英語
The significant impact of cold deformation on structure-property
relationship in phase reversion-induced stainless steels 査読有
Mater. Charact.
145 157 2018(           )
ISI
英語
Anisotropic Ferrite Growth and Substructure Formation during
Bainite Transformation in Fe-9Ni-C Alloys: In-situ Measurement 査読有
Mater. Trans.
59 214 2018(           )
ISI
英語
On the atomic structure of γ’’ phase in Mg-Zn-Gd alloy
査読有
Scr. Mater.
146 64 2018(           )
ISI
英語
Study on the planar segregation of solute atoms in Mg-Al-Gd alloy
査読有
150 45 2018(           )
ISI
英語
Three-dimensional atom probe analysis of boron segregation at
austenite grain boundary in a low carbon steel - effects of boundary
misorientation and quenching temperature
査読有
154 168 2018(           )
ISI
英語
Microstructure of reverted austenite in Fe-0.3N martensite
査読有
156 85 2018(           )
ISI
日本語
パーライト鋼の格子ひずみと強度に及ぼすV添加の影響
査読有
Tetsu To Hagane(鉄と鋼)
104 673 2018(           )
ISI
英語
Tempering behavior of iron-nitrogen-based martensite
査読有
Proc. 5th International Symposium on Steel Science
123 2018(           )
英語
Resistance to Temper Softening of Microalloyed Low Carbon Steels
査読有
143 2018(           )
日本語
チタン合金の熱処理による組織制御
軽金属
68 40 2018(           )
. 計算材料学研究部門
英語
Ionic Conductivity in Ionic Liquid Nano Thin Films
査読有
ACS Nano
12 10509 2018(           )☆
ISI
英語
Tribochemical reactions and graphitization of diamond-like carbon
against alumina give volcano-type temperature dependence of
friction coefficients: A tight-binding quantum chemical molecular
dynamics simulation
査読有
Carbon
133 350 2018(           )
ISI
英語
Effect of Fluorination on Friction Forces between Concentrated
Polymer Brushes in the Dry State: All-atom Molecular Dynamics
Simulation Study
査読有
Chem. Lett.
47 784 2018(           )☆
ISI
英語
Molecular Interactions between Pentacene and Imidazolium Ionic
Liquids: A Molecular Dynamics Study 査読有
47 1154 2018(           )
ISI
英語
First-principles calculation of activity and selectivity of the partial
oxidation of ethylene glycol on Fe(0 0 1), Co(0 0 0 1), and Ni(1 1 1) 査読有
J. Catal.
361 361 2018(           )
ISI
英語
Contrasting Roles of Water at Sliding Interfaces between Silicon-
Based Materials: First-Principles Molecular Dynamics Sliding
Simulations
査読有
J. Phys. Chem. C
122 10459 2018(           )☆
ISI
英語
First-principles Theory of Magnetic Multipoles in Condensed Matter
Systems 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 2018(           )
ISI
英語
Fracture Process of Double-Network Gels by Coarse-Grained
Molecular Dynamics Simulation 査読有
Macromolecules
51 3075 2018(           )
ISI
英語
Large magneto-optical Kerr effect and imaging of magnetic octupole
domains in an antiferromagnetic metal 査読有
Nat. Photonics
12 73 2018(           )
ISI
英語
Giant anomalous Nernst effect and quantum-critical scaling in a
ferromagnetic semimetal 査読有
Nat. Phys.
14 1119 2018(           )
ISI
英語
Molecular Dynamics Study of Mesophase Transition upon Annealing
of Imidazolium-Based Ionic Liquids with Long-Alkyl Chains 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
20 9796 2018(           )
ISI
日本語
東北大学　金属材料研究所　久保研究室
月刊トライボロジー
370 72 2018(           )
日本語
センター長挨拶
計算材料学センターだより
29 1 2018(           )
日本語
“MASAMUNE-IMR”による分野の融合・強調を目指して
IMRニュース
87 4 2018(           )
日本語
研究室紹介　計算材料学研究部門
研友
75 32 2018(           )
. 材料照射工学研究部門
英語
Contribution of irradiation-induced defects to hardening of a low-
copper reactor pressure vessel steel
査読有
Acta Mater.
155 402 2018(           )☆
ISI
英語
Blocking of deuterium diffusion in poly-Si/Al2O3/HfxSi1-xO2/SiO2
high-k stacks as evidenced by atom probe tomography 査読有
Appl. Phys. Lett
112 032902/1 2018(           )☆
ISI
英語
Effect of carbon on boron diffusion and clustering in silicon:
Temperature dependence study 査読有
J. Appl. Phys.
124 155702/1 2018(           )
ISI
英語
Deuterium trapping at vacancy clusters in electron/neutron-
irradiated tungsten studied by positron annihilation spectroscopy 査読有
J. Nucl. Mater.
499 464 2018(           )
ISI
英語
Effect of neutron irradiation on rhenium cluster formation in
tungsten and tungsten-rhenium alloys 査読有
507 78 2018(           )
ISI
英語
Composition evolution of gamma prime nanoparticles in the Ti-
doped CoFeCrNi high entropy alloy 査読有
Scr. Mater.
148 42 2018(           )
ISI
英語
Industrial application of atom probe tomography to semiconductor
devices 査読有
148 82 2018(           )
ISI
英語
Atom probe study of erbium and oxygen co-implanted silicon
Proc. 2017 Silicon Nanoelectronics Workshop
99 2018(           )
英語
Revisiting room-temperature 1.54 μm photoluminescence of ErOx
centers in silicon at extremely low concentration
105 2018(           )
英語
Direct observation of deuterium trapping at irradiation-induced
vacancy clusters in tungsten by positron annihilation spectroscopy
KINKEN Research Highlights 2018
19 2018(           )
日本語
陽電子消滅同時計数ドップラー広がりによる元素分析法
陽電子科学
6 21 2018(           )
日本語
陽電子消滅2光子角相関法 11 11 2018(           )
. 耐環境材料学研究部門
英語
Microstructural and crystallographic study of hydrogen-assisted
cracking in high strength PSB1080 steel 査読有
Int. J. Hydrogen Energy
43 17898 2018(           )
ISI
英語
Tensile mechanical properties and fracture behaviors of nickel-
based superalloy 718 in the presence of hydrogen 査読有
43 20118 2018(           )
ISI
英語
Surface-hardened Layer Properties of Newly Developed Case-
hardening Steel 査読有
ISIJ Int.
58 727 2018(           )
ISI
英語
Effect of Strain Rate on the Hydrogen Embrittlement Property of
Ultra High-strength Low Alloy TRIP-aided Steel 査読有
58 751 2018(           )☆
ISI
英語
Erratum: Effect of strain rate on the hydrogen embrittlement
property of ultra high-strength low alloy trip-aided steel (ISIJ
International (2018) 58:4 (751-759) DOI: 10.2355/isijinternational.
ISIJINT-2017-576)
58 1748 2018(           )
英語
Effect of Interstitial Carbon on Corrosion Resistance of Austenitic
Fe-Mn-C Alloys 査読有
J. Electrochem. Soc.
165 C19 2018(           )
ISI
英語
Effects of Oxygen Pressure and Chloride Ion Concentration on
Corrosion of Iron in Mortar Exposed to Pressurized Humid Oxygen
Gas
査読有
165 C582 2018(           )☆
ISI
英語
High-concentration carbon assists plasticity-driven hydrogen
embrittlement in a Fe-high Mn steel with a relatively high stacking
fault energy
査読有
Mater. Sci. Eng. A
717 78 2018(           )
ISI
英語
Fatigue Strength of a Vacuum-Carburized TRIP-Aided Martensitic
Steel 査読有
Mater. Sci. Technol.
33 2018(           )
ISI
英語
Hyperbaric-Oxygen Accelerated Corrosion Test for Iron in Cement
Paste and Mortar 査読有
Mater. Trans.
59 927 2018(           )
ISI
英語
An Overview of Fatigue Strength of Case-Hardening TRIP-Aided
Martensitic Steels 査読有
Metals
8 355 2018(           )
ISI
英語
Effects of Fine Particle Peening Conditions on the Rotational
Bending Fatigue Strength of a Vacuum-Carburized Transformation-
Induced Plasticity-Aided Martensitic Steel
査読有
Metall. Mater. Trans. A
49A 1552 2018(           )
ISI
英語
Hydrogen embrittlement properties of nitrogen added ultra-high-
strength TRIP-aided martensitic steels evaluated by using
conventional strain rate technique
査読有
Procedia Manuf.
15 1581 2018(           )
日本語
5052アルミニウム合金の引張変形中のミクロポアとボイドのサイズと
分布 査読有
軽金属
68 630 2018(           )
日本語
セメントペーストおよびモルタル内部の 鉄の高酸素腐食促進試験
査読有
日本金属学会誌
82 1 2018(           )
. 原子力材料工学研究部門
英語
Irradiation-induced point defects enhance the electrochemical
activity of 3C-SiC: An origin of SiC corrosion
査読有
Electrochem. Commun.
91 15 2018(           )☆
ISI
英語
Effects of milling parameters on the microstructure and Charpy
impact properties of MA/ODS ferritic steels 査読有
Fusion Eng. Des.
126 24 2018(           )
ISI
英語
An action plan of Japan toward development of demo reactor
査読有
136 183 2018(           )
ISI
英語
Validation of miniature test specimens for post-irradiation thermal
diffusivity measurement 査読有
136 513 2018(           )
ISI
英語
The effect of wall flow velocity on compatibility of high-purity SiC
materials with liquid Pb-Li alloy by rotating disc testing for 3000h
up to 900 °C
査読有
136 623 2018(           )
ISI
英語
Plasma Control Requirements for Commercial Fusion Power Plants:
A Quantitative Scenario Analysis With a Dynamic Fusion Power
Plant Model
査読有
IEEE Trans. Plasma Sci.
46 1205 2018(           )
ISI
英語
Economic Analysis Between Diesel and SOFC Electricity via
Fusion-Biomass Hybrid Model 査読有
J. Fusion Energy
37 333 2018(           )
ISI
英語
CaO-Al2O3 glass-ceramic as a joining material for SiC based
components: A microstructural study of the effect of Si-ion
irradiation
査読有
J. Nucl. Mater.
501 172 2018(           )
ISI
英語
Recent progress in the development of SiC composites for nuclear
fusion applications 査読有
511 544 2018(           )
ISI
英語
Deuterium permeation behavior and its iron-ion irradiation effect in
yttrium oxide coating deposited by magnetron sputtering 査読有
511 560 2018(           )
ISI
英語
Japanese activities of the R&D on silicon carbide composites in the
broader approach period and beyond 査読有
511 582 2018(           )
ISI
英語
Effect of Cr on the Oxidation Resistance of Co-based Oxide
Dispersion Strengthened Superalloys 査読有
Mater. Trans.
2018(           )
ISI
英語
Electrodeposition of Aluminum-Tungsten Alloy Films Using EMIC-
AlCl3-W6Cl12 Ionic Liquids of Different Compositions 査読有
59 944 2018(           )
ISI
英語
Study of Formed Oxides in IN718 Alloy during the Fabrication by
Selective Laser Melting and Electron Beam Melting 査読有
Metals
2018(           )
ISI
英語
Development of high irradiation resistant and corrosion resistant
oxide dispersion strengthened austenitic stainless steels 査読有
Minerals, Metals and Materials Series
Part F9 605 2018(           )
英語
Microstructure and mechanical properties of mechanically alloyed
ODS copper alloy for fusion material application 査読有
Nucl. Mater. Energy
15 17 2018(           )
英語
Detection of phase separation of neutron-irradiated Fe-Cr binary
alloys using positron annihilation spectroscopy 査読有
15 175 2018(           )
英語
In-situ fabrication of yttria dispersed copper alloys through MA-HIP
process 査読有
16 168 2018(           )
英語
Surface or bulk He existence effect on deuterium retention in Fe
ion damaged W 査読有
16 217 2018(           )
英語
Investigation of mechanical properties of stress-relieved and
electron-irradiated tungsten after hydrogen charging 査読有
17 29 2018(           )
. 電子材料物性学研究部門
英語
N-polar GaN/AlGaN/GaN Metal-Insulator-Semiconductor High-
Electron-Mobility Transistor Formed on Sapphire Substrate with
Minimal Step Bunching
査読有
Appl. Phys. Express
11 015503-1 2018(           )
ISI
英語
Three-Dimensional Imaging of Threading Dislocations in GaN
Crystals by Two-Photon-excitation Photoluminescence 査読有
11 031004-1 2018(           )
ISI
英語
Characterization of the ScAlMgO4 cleaving layer by X-ray crystal
truncation rod scattering 査読有
J. Appl. Phys.
123 205305-1 2018(           )☆
ISI
日本語
分布帰還型レーザと青色発光素子の研究開発
電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ News Letter
168 6 2018(           )
. ランダム構造物質学研究部門
英語
A simple, general synthetic route toward nanoscale transition metal
borides 査読有
Adv. Mater.
30 1704181-1 2018(           )
ISI
英語
Flux-mediated topochemical growth of platelet-shaped perovskite
LiNbO3 single crystals from layered potassium niobate crystals 査読有
Cryst. Growth Des.
18 4111 2018(           )
ISI
英語
Chloride flux growth of idiomorphic AWO4 (A = Sr, Ba) single
microcrystals 査読有
18 5301 2018(           )
ISI
英語
Growth of {100}-faceted NaFeTiO4 crystals with a tunable aspect
ratio from a NaCl-Na2SO4 binary flux 査読有
CrystEngComm
20 873 2018(           )
ISI
英語
Dehydroxylation Kinetics of Clay Minerals and Its Application to
Friction Heating Along an Imbricate Thrust in an Accretionary Prism 査読有
Geochemistry, Geophysics, Geosystems
2018(           )
ISI
英語
Binary flux-promoted formation of trigonal ZnIn2S4 layered crystals
using ZnS-containing industrial waste and their photocatalytic
performance for H2 production
査読有
Green Chem.
20 3845 2018(           )
ISI
英語
Textural and Optical Properties of Ce-Doped YAG/Al2O3 Melt
Growth Composite Grown by Micro-Pulling-Down Method 査読有
High Temp. Mater. Proc.
37 127 2018(           )
ISI
英語
Shape-controlled crystal growth of Fe-Ga alloys to apply a
magnetostrictive vibration energy harvester 査読有
J. Alloys Compd.
731 898 2018(           )
ISI
英語
The location of Mn (MnO: 2.0 wt%) in fluorapatite from Lavra da
Golconda, near Governador Valadares, Minas Gerais, Brazil 査読有
J. Mineral. Petrol. Sci.
113 119 2018(           )
ISI
英語
Crystal structure refinement and chemical formula of prosopite,
CaAl2F4[(OH)4-xFx] x = 0.0-1.0 査読有
113 152 2018(           )
ISI
英語
Determination of the locations of Mn and Fe in Mn-bearing
andalusite by anomalous X-ray scattering and X-ray absorption fine
structure analyses
査読有
113 273 2018(           )☆
ISI
英語
Quantitative lithium mapping of lithium-ion battery cathode using
laser- induced breakdown spectroscopy 査読有
J. Power Sources
399 186 2018(           )
ISI
英語
Site occupancy of Fe2+, Fe3+ and Ti4+ in titanomagnetite determined
by valence-difference contrast in synchrotron X-ray resonant
scattering.
査読有
J. Synchrotron Radiat.
25 1694 2018(           )☆
ISI
英語
Nanometer-Sized Crystalline Clusters of IGZO Films Determined
from the Grazing Incidence X-ray Scattering and Anomalous X-ray
Scattering Data Combined with Reverse Monte Carlo Simulations
査読有
Mater. Trans.
59 1691 2018(           )☆
ISI
英語
Nanoporous magnesium
査読有
Nano Research
11 6428 2018(           )
ISI
英語
Determination of elastic constants of single-crystal chromian spinel
by resonant ultrasound spectroscopy and implications for fluid
inclusion geobarometry
査読有
Phys. Chem. Minerals
45 237 2018(           )
ISI
英語
Structural variations accompanied by thermal expansion of diaspore:
in-situ single-crystal and powder X-ray diffraction study 査読有
45 1 2018(           )
ISI
英語
Pressure effect on the magnetic properties of the half-metallic
Heusler alloy Co2TiSn 査読有
Phys. Rev. B
97 104414-1 2018(           )
ISI
英語
Pre-Transitional Behavior in Tetragonal to Cubic Phase Transition
in HfO2 Revealed by High Temperature Diffraction Experiments 査読有
phys. stat. sol. (b)
255 1800090 2018(           )
ISI
英語
Emergent composite structures following the amorphization of
itraconazole with alpha-glucosyl rutin by over-grinding 査読有
Powder Technol.
323 2018(           )
ISI
英語
Thin and dense solid-solid heterojunction formation promoted by
crystal growth in flux on a substrate 査読有
Sci. Rep.
8 35065 2018(           )
ISI
日本語
太陽系始原物質の鉱物化学的研究による初期太陽系進化過程の
解明
東北大学金属材料研究所新素材共同研究開発センター共同利用研究報告書(CD-ROM)
2017 105 2018(           )
日本語
機能性アパタイトの精密構造解析 2017 161 2018(           )
. 構造制御機能材料学研究部門
英語
Anisotropic plastic deformation of single crystals of the MAX phase
compound Ti3SiC2 investigated by micropillar compression 査読有
Acta Mater.
161 161 2018(           )
ISI
英語
Fast Diffusion of Multivalent Ions Facilitated by Concerted
Interactions in Dual-Ion Battery Systems
査読有
Adv. Energy Mater.
8 2018(           )☆
ISI
英語
Irreversible thermodynamics of ideal plastic deformation
査読有
Cogent Physics
5 1 2018(           )
英語
Crystal Structures and Mechanical Properties of Fe-Zn
Intermetallic Compounds Formed in the Coating Layer of
Galvannealed Steels
査読有
ISIJ Int.
58 1550 2018(           )
ISI
英語
Fracture Toughness of the Fe-Zn Intermetallic Compounds
Measured by Bend Testing of Chevron-Notched Single-Crystal
Microbeams
査読有
58 1569 2018(           )
ISI
英語
Crystal structure refinement of the Γ- and Γ1-phase compounds
in the Fe-Zn system and orientation relationships among α-Fe, Γ
and Γ1 phases in the coating layer of galvannealed steel
査読有
J. Alloys Compd.
732 52 2018(           )
ISI
英語
Direct determination of one-dimensional interphase structures using
normalized crystal truncation rod analysis 査読有
J. Appl. Crystallogr.
51 679 2018(           )
ISI
英語
Strain-Induced Stabilization of Charged State in Li-Rich Layered
Transition-Metal Oxide for Lithium-Ion Batteries 査読有
J. Phys. Chem. C
122 19298 2018(           )
ISI
英語
Site-Selective Analysis of Nickel-Substituted Li-Rich Layered
Material: Migration and Role of Transition Metal at Charging and
Discharging
査読有
122 20099 2018(           )
ISI
英語
Layering and Ordering in Electrochemical Double Layers
査読有
J. Phys. Chem. Lett.
9 1265 2018(           )
ISI
英語
Solvation-Structure Modification by Concentrating Mg(TFSA)(2)-
MgCl2 Triglyme Ternary Electrolyte 査読有
9 4732 2018(           )
ISI
英語
Ultrafast dynamics in photoexcited valence-band states of Si
studied by time-and angle-resolved photoemission spectroscopy of
bulk direct transitions
査読有
Phys. Rev. B
97 35201 2018(           )
ISI
英語
Distortion of Local Atomic Structures in Amorphous Ge-Sb-Te
Phase Change Materials 査読有
Phys. Rev. Lett.
120 205502 2018(           )
ISI
英語
Anomalous Antiferromagnetism in Metallic RuO2 Determined by
Resonant X-ray Scattering 査読有
122 17202 2018(           )
ISI
英語
A Reversible Rocksalt to Amorphous Phase Transition Involving
Anion Redox 査読有
Sci. Rep.
8 15086 2018(           )
ISI
英語
Structure analyses of Fe-substituted Li2S-based positive electrode
materials for Li-S batteries 査読有
Solid State Ion.
320 387 2018(           )
ISI
英語
Analysis of the discharge/charge mechanism in VS4 positive
electrode material 査読有
323 32 2018(           )
ISI
英語
Dynamics of the Photoinduced Insulator-to-Metal Transition in a
Nickelate Film 査読有
Structural Dynamics
5(6) 64501 2018(           )
ISI
日本語
ホットスタンプ加熱過程における合金化溶融亜鉛めっき構造の変化
査読有
Tetsu To Hagane(鉄と鋼)
104 2018(           )
ISI
日本語
合金化溶融亜鉛めっき鋼板皮膜を構成するFe-Zn系金属間化合物
の結晶構造と力学特性 査読有
まてりあ
57 169 2018(           )
日本語
FCC型等原子量ハイエントロピ合金の平均原子変位と強度特性
査読有
57 312 2018(           )
日本語
高エントロピー合金の塑性変形挙動と単結晶マイクロピラー圧縮試
験法による固溶強化量測定 査読有
日本機械学会誌
121 12 2018(           )
. 錯体物性化学研究部門
英語
Magnetic Sponge with Neutral-Ionic Phase Transitions
査読有
Adv. Sci.
5 1700526-1 2018(           )
ISI
英語
Thermally Induced Valence Tautomeric Transition in a Two-
Dimensional Fe-Tetraoxolene Honeycomb Network
査読有
Angew. Chem. Int. Ed.
57 12043 2018(           )☆
ISI
英語
Magnetic Switching by the In-Situ Electrochemical Control of
Quasi-Spin-Peierls Singlet States in a Three-Dimensional Spin
Lattice Incorporating TTF-TCNQ Salts
査読有
Chem. Eur. J.
24 4294 2018(           )
ISI
英語
Ionic Donor-Acceptor Chain Derived from an Electron-Transfer
Reaction of a Paddlewheel-Type Diruthenium(II, II) Complex and N,N
'-Dicyanoquinonediimine
査読有
24 13093 2018(           )
ISI
英語
Charge-Transfer Layered Assembly of a trans-Heteroleptic
Paddlewheel-Type Diruthenium (II, II) Complex with a TCNQ
Derivative: Electrochemical Tuning of the Magnetism
査読有
Chem. Lett.
47 664 2018(           )
ISI
英語
Hammett-law Correlation in the Electron-donation Ability of trans-
Heteroleptic Benzoate-bridged Paddlewheel-type Diruthenium(II,II)
Complexes
査読有
47 693 2018(           )
ISI
英語
Layered Ferrimagnets Constructed from Charge-Transferred
Paddlewheel [Ru2] Units and TCNQ Derivatives: The Importance of
Interlayer Translational Distance in Determining Magnetic Ground
State
査読有
Dalton Trans.
47 11760 2018(           )
ISI
英語
Strong electronic influence of equatorial ligands on frontier orbitals
in paddlewheel dichromium(II, II) complexes 査読有
48 908 2018(           )
ISI
英語
One-Dimensional Chains of Paddlewheel-Type Dichromium(II,II)
Tetraacetate Complexes: Study of Electronic Structure Influenced
by - and -Donation of Axial Linkers
査読有
Inorg. Chem.
57 5371 2018(           )
ISI
英語
Magnetic Sponge Behavior via Electronic State Modulations
査読有
J. Am. Chem. Soc.
140 5644 2018(           )☆
ISI
英語
Metamagnetism with TN = 97 K in a Layered Assembly of
Paddlewheel [Ru2] Units and TCNQ: An Empirical Rule for Interlayer
Distances Determining the Magnetic Ground State
査読有
Mater. Chem. Frontiers
2 497 2018(           )
ISI
英語
Gas-Responsive porous magnet distingishes the electron spin of
molecular oxygen
査読有
Nat. Commun.
9 1285655 2018(           )☆
ISI
英語
Development of ferromagnetic fluctuations in heavily overdoped Bi
-2201 copper oxides 査読有
Phys. Rev. Lett.
121 057002-1 2018(           )
ISI
日本語
低次元磁性体の新展開
化学と工業
71 824 2018(           )
. 非平衡物質工学研究部門
英語
Intragranular Dispersion of Carbon Nanotubes Comprehensively
Improves Aluminum Alloys 査読有
Adv. Sci.
5 1800115-1 2018(           )
ISI
英語
Simulation of Pipe-Manufacturing Processes Using Sheet Bending-
Flattening 査読有
Experimental Mechanics
58 909 2018(           )
ISI
英語
Mechanical properties, electrochemical behavior and
biocompatibility of the Ti-based low-alloys containing a minor
fraction of noble metals
査読有
J. Alloys Compd.
732 915 2018(           )
ISI
英語
The mechanical cycling behavior of TiNi based crystal/glassy alloy
in the superelastic mode 査読有
768 176 2018(           )☆
ISI
英語
A new, toxic element-free Mg-based metallic glass for biomedical
applications 査読有
J. Non-Cryst. Solids
481 397 2018(           )
ISI
英語
A Ni-, Al-, Be-free Zr-based metallic glass for biomedical
applications 査読有
500 78 2018(           )
ISI
英語
Electronic structures and heterogeneity of Zr-Cu-Ag metallic
glasses 査読有
498 281 2018(           )
ISI
英語
Microstructure characterization by X-ray tomography and EBSD of
porous FeCr produced by liquid metal dealloying 査読有
Mater. Charact.
144 166 2018(           )
ISI
英語
Viscoelasticity of Cu- and La-based bulk metallic glasses:
Interpretation based on the quasi-point defects theory 査読有
Mater. Sci. Eng. A
719 164 2018(           )
ISI
英語
Open porous dealloying-based biomaterials as a novel biomaterial
platform 査読有
Mater. Sci. Eng. C
88 95 2018(           )
ISI
英語
On the Potential of Bulk Metallic Glasses for Dental Implantology:
Case Study on Ti40Zr10Cu36Pd14 査読有
Materials
11 2018(           )
ISI
英語
Porous NiTi Particle Dispersed Mg-Zn-Ca Bulk Metallic Glass
Matrix Composites 査読有
11 2018(           )
ISI
英語
Imaging of 3D morphological evolution of nanoporous silicon anode
in lithium ion battery by X-ray nano-tomography 査読有
Nano Energy
52 381 2018(           )
ISI
英語
Nanoporous magnesium
査読有
Nano Research
2018(           )
ISI
英語
Microstructure and Mechanical Properties of High-Entropy Alloy
Co20Cr26Fe20Mn20Ni14 Processed by High-Pressure Torsion at 77 K
and 300 K
査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
英語
Preparation of hierarchical porous metals by two-step liquid metal
dealloying 査読有
Scr. Mater.
142 101 2018(           )
ISI
日本語
メカニカルアロイングによるCoCrFeMnNi ハイエントロピー合金粉末
の作製とその放電プラズマ焼結
まてりあ
57 333 2018(           )
日本語
Pd基金属ガラスを用いた高アスペクト比回折格子の作製技術の確
立
粉体および粉末冶金
65 52 2018(           )
. 磁性材料学研究部門
英語
Epitaxial CuN Films with Highly Tunable Lattice Constant for
Lattice-Matched Magnetic Heterostructures with Enhanced
Thermal Stability
査読有
Adv. Electron. Mater.
4 1700367 2018(           )
ISI
英語
Buffer layer dependence of magnetoresistance effects in
Co2Fe0.4Mn0.6Si/MgO/Co50Fe50 tunnel junctions 査読有
AIP Adv.
8 055902-1 2018(           )
ISI
英語
Epitaxial contact Andreev reflection spectroscopy of NbN/Co2FeSi
layered devices 査読有
Appl. Phys. Lett
112 152403-1 2018(           )
ISI
英語
Visualization of anomalous Ettingshausen effect in a ferromagnetic
film: Direct evidence of different symmetry from spin Peltier effect 査読有
112 152403-1 2018(           )☆
ISI
英語
Fabrication of L10-FeNi phase by sputtering with rapid thermal
annealing 査読有
J. Alloys Compd.
750 164 2018(           )
ISI
英語
Deposition temperature dependence of interface magnetism of
Co2FeGe-Heusler-alloy/Ag films studied with 
57Fe Mossbauer
spectroscopy
査読有
J. Magn. Magn. Mater.
464 71 2018(           )
ISI
英語
Mn2VAl Heusler alloy thin films: appearance of antiferromagnetism
and exchange bias in a layered structure with Fe 査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
51 65001 2018(           )
ISI
英語
Optimization of half-Heusler PtMnSb alloy films for spintronic
device applications 査読有
51 435002 2018(           )
ISI
英語
Relationship between anomalous Ettingshausen effect and
anomalous Nernst effect in an FePt thin film 査読有
51 254001-1 2018(           )☆
ISI
英語
Size dependence of vortex-type spin torque oscillation in a
Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler alloy disk 査読有
51 075005-1 2018(           )
ISI
英語
Fabrication of ordered Fe-Ni nitride film with equiatomic Fe/Ni ratio
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
57 058004-1 2018(           )
ISI
英語
X-ray magnetic circular dichroism and hard X-ray photoelectron
spectroscopy of tetragonal Mn72Ge28 epitaxial thin film 査読有
57 04FN10-1 2018(           )
ISI
英語
Interface Tailoring Effect for Heusler Based CPP-GMR with an L12-
Type Ag3Mg Spacer 査読有
Materials
11 219 2018(           )
ISI
英語
Spin-Orbit-Torque Memory Operation of Synthetic
Antiferromagnets
査読有
Phys. Rev. Lett.
121 167202-1 2018(           )☆
ISI
英語
Preferred site occupation of 3d atoms in NixFe4-xN (x=1 and 3) films
revealed by x-ray absorption spectroscopy and magnetic circular
dichroism
査読有
Phys. Rev. Mater.
2 024407-1 2018(           )
ISI
英語
Spin-Hall and anisotropic magnetoresistance in ferrimagnetic Co-
Gd/Pt layers 査読有
2 094404-1 2018(           )
ISI
英語
Transport properties of epitaxial films for superconductor NbN and
half-metallic Heusler alloy Co2MnSi under high magnetic fields 査読有
Physica B
536 310 2018(           )
ISI
英語
Chemical and structural analysis on magnetic tunnel junctions using
a decelerated scanning electron beam
査読有
Sci. Rep.
8 85-(1) 2018(           )☆
ISI
日本語
グリュンベルグ先生を偲んで
まてりあ
57 399 2018(           )
日本語
反強磁性ホイスラー合金薄膜を用いた交換バイアス効果 (マルチメ
ディアストレージ)
映像情報メディア学会技術報告 = ITE technical report
42 43 2018(           )
日本語
スピントロニクス研究の最新動向  スピントロニクス材料の進展 -規
則合金を中心にして-
機能材料
38 48 2018(           )
日本語
反強磁性ホイスラー合金薄膜を用いた交換バイアス効果
信学技報
43 2018(           )
日本語
強磁性体における異常ネルンスト効果の物理 (光・熱・電気伝導に
関する磁気物理の進展)
日本磁気学会研究会資料 = Bulletin of Topical Symposium of the Magnetics Society of Japan
220 1 2018(           )
. 結晶材料化学研究部門
英語
"Freezing” of NaClO3 Metastable Crystalline State by Optical
Trapping  in Unsaturated Microdroplet 査読有
Cryst. Growth Des.
18 734 2018(           )
ISI
英語
Importance of Hydration State around Proteins Required to Grow
High-Quality Protein Crystals 査読有
18 4749 2018(           )☆
ISI
英語
In-situ Observation of Chiral Symmetry Breaking in NaClO3 Chiral
Crystallization Realized by Thermoplasmonic Micro-Stirring 査読有
18 4230 2018(           )☆
ISI
英語
Kink Distance and Binding Energy of Colloidal Crystals
査読有
18 6078 2018(           )
ISI
英語
Step Kinetics Dependent on the Kink Generation Mechanism in
Colloidal Crystal Growth 査読有
18 2948 2018(           )☆
ISI
英語
Thermophysical Properties of Zr-O Liquid Alloys Measured by
Electrostatic Levitation 査読有
International Journal of Microgravity Science Application
35 350105-1 2018(           )
ISI
英語
Instability of crystal/melt interface in Si-rich SiGe
査読有
J. Appl. Phys.
124 085104-1 2018(           )
ISI
日本語
界面電場制御による単結晶育成
セラミックス
53 853 2018(           )
. 水素機能材料工学研究部門
英語
Fast Lithium-Ion Conduction in Atom-Deficient closo-Type
Complex Hydride Solid Electrolytes
査読有
Chem. Mater.
30 386 2018(           )☆
ISI
英語
Origin of unusual spinel-to-layered phase transformation by crystal
water 査読有
Chem. Sci.
9 433 2018(           )
ISI
英語
Crystal structural determination of SrAlD5 with corner-sharing AlD6
octahedron chains by X-ray and neutron diffraction 査読有
Crystals
8 89-(1) 2018(           )
ISI
英語
Lithium ionic conduction in composites of Li(BH4)0.75I0.25 and
amorphous 0.75Li2S・0.25P2S5 for battery applications 査読有
Electrochim. Acta
278 332 2018(           )
ISI
英語
Evidence of intermediate hydrogen states in the formation of a
complex hydride
査読有
Inorg. Chem.
57 367 2018(           )☆
ISI
英語
Complex hydrides as thermal energy storage materials:
characterisation and thermal decomposition of Na2Mg2NiH6 査読有
J. Mater. Chem. A
6 9099 2018(           )
ISI
英語
Hydride complex with ninefold H-coordination
SPring-8/SACLA Research Frontiers 2017
46 2018(           )
. 先端結晶工学研究部
英語
Fabrication of Metallic Fibers with High Melting Point and Poor
Workability by Unidirectional Solidification 査読有
Adv. Eng. Mater.
20 1700506 2018(           )
ISI
英語
Shallow electron traps formed by Gd2+ ions adjacent to oxygen
vacancies in cerium-doped Gd3Al2Ga3O12 crystals 査読有
Appl. Phys. Lett
113 41906 2018(           )
ISI
英語
Development of Composite Scintillators Based on Single Crystalline
Films and Crystals of Ce3+-Doped (Lu,Gd)3(Al,Ga)5O12 Mixed Garnet
Compounds
査読有
Cryst. Growth Des.
18 1834 2018(           )
ISI
英語
Growth and Scintillation Properties of Two-Inch-Diameter SrI2(Eu)
Single Crystals 査読有
18 3747 2018(           )☆
ISI
英語
Needs, trends, and advances in inorganic scintillators
査読有
IEEE Trans. Nucl. Sci.
65 1977 2018(           )
ISI
英語
Optimization of dopants and scintillation fibers' diameter of
GdAlO3/α -Al2O3 Eutectic for high-resolution x-ray imaging 査読有
65 2036 2018(           )
ISI
英語
Comparative Study of GdLu2Al2Ga3O12:Ce and GdY2Al2Ga3O12:Ce
Scintillation Crystals for γ -Ray Detection 査読有
65 2081 2018(           )
ISI
英語
Afterglow and Quantum Tunneling in Ce-Doped Lutetium Aluminum
Garnet 査読有
65 2085 2018(           )
ISI
英語
Comprehensive Study on Ce-Doped (Gd, La)2Si2O7 Scintillator
査読有
65 2136 2018(           )
ISI
英語
Growth and luminescent properties of Cs2HfCl6 scintillators doped
with alkaline earth metals 査読有
65 2169 2018(           )
ISI
英語
Crystal structure of Ce-doped (La,Gd)2Si2O7 grown by the
Czochralski process 査読有
J. Alloys Compd.
748 404 2018(           )
ISI
英語
Shape-controlled crystal growth of Fe-Ga alloys to apply a
magnetostrictive vibration energy harvester 査読有
731 898 2018(           )
ISI
英語
Crystal growth and piezoelectric properties of Ca3Ta(Ga0.9Sc0.1)
3Si2O14 bulk single crystal 査読有
J. Cryst. Growth
485 69 2018(           )
ISI
英語
Crystal growth and temperature dependence of light output of Ce-
doped (Gd, La, Y)2Si2O7 single crystals 査読有
486 173 2018(           )
ISI
英語
Fabrication of flexible Ir and Ir-Rh wires and application for
thermocouple 査読有
487 72 2018(           )☆
ISI
英語
Crystal growth and scintillation properties of Pr-doped SrI2 single
crystals 査読有
487 126 2018(           )
ISI
英語
Effects of Ca/Sr ratio control on optical and scintillation properties
of Eu-doped Li(Ca,Sr)AlF6 single crystals 査読有
490 71 2018(           )
ISI
英語
Li+, Na+ and K+ co-doping effects on scintillation properties of Ce:
Gd3Ga3Al2O12 single crystals 査読有
491 1 2018(           )
ISI
英語
Growth and luminescent properties of Ce and Eu doped Cesium
Hafnium Iodide single crystalline scintillators 査読有
492 1 2018(           )
ISI
英語
Single crystal growth of submillimeter diameter sapphire tube by the
micro-pulling down method 査読有
492 45 2018(           )
ISI
英語
Melt growth of zinc aluminate spinel single crystal by the micro-
pulling down method under atmospheric pressure 査読有
492 67 2018(           )
ISI
英語
Growth and characterization of directionally solidified eutectic
systems for scintillator applications 査読有
498 170 2018(           )
ISI
英語
Performance studies towards a TOF-PET sensor using Compton
scattering at plastic scintillators 査読有
J. Instrum.
13 C01008 2018(           )
ISI
英語
Evaluation of GAGG:Ce scintillators for future space applications
査読有
13 P02023 2018(           )
ISI
英語
Development of ultrahigh resolution radiation imaging detector using
1 mm channel size Si-PM array combined with 0.2 mm × 0.2 mm
pixelated GAGG plate
査読有
13 P05028 2018(           )
ISI
英語
Measurement of non-equilibrium carriers dynamics in Ce-doped
YAG, LuAG and GAGG crystals with and without Mg-codoping 査読有
J. Lumin.
194 1 2018(           )
ISI
英語
Mid-infrared spectroscopy of Pr-doped materials
査読有
197 349 2018(           )
ISI
英語
Corrigendum to "Phase transition control, melt growth of (Gd,RE)F3
single crystal and their luminescent properties" (vol 129, pg 1646,
2009)
査読有
198 531 2018(           )
英語
Influence of gallium content on Ga3+ position and photo- and
thermally stimulated luminescence in Ce3+-doped multicomponent
(Y,Lu)3GaxAl5-xO12 garnets
査読有
200 141 2018(           )
ISI
英語
Luminescence processes in Ti-doped LiAlO2 single crystals for
neutron scintillators 査読有
201 231 2018(           )
ISI
英語
Crystal growth, optical properties, and scintillation responses of Pr-
doped CeBr3 single crystals 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
57 2018(           )
ISI
英語
Mg,Ce co-doped Lu2Gd1(Ga,Al)5O12 by micro-pulling down method
and their luminescence properties 査読有
57 2018(           )
ISI
英語
Phase formation and crystal growth of Ca3TaAl3Si2O14 piezoelectric
single crystal 査読有
57 2018(           )
ISI
英語
Fabrication and characterization of a 500-μm-pitch 64-channel
silicon photomultiplier prototype 査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A
2018(           )
ISI
英語
Non-proportionality of GAGG:Ce scintillators down to 50 eV
electron equivalent by application of alpha particle excitation 査読有
898 24 2018(           )
ISI
英語
Studies on sub-millimeter LYSO:Ce, Ce:GAGG, and a new Ce:GFAG
block detector for PET using digital silicon photomultiplier 査読有
911 115 2018(           )
ISI
英語
The current mode Time-over-Threshold ASIC for a MPPC module
in a TOF-PET system 査読有
912 303 2018(           )
ISI
英語
Effect of Ga content on luminescence and defects formation
processes in Gd3(Ga,Al)5O12:Ce single crystals 査読有
Opt. Mater.
75 331 2018(           )
ISI
英語
Luminescence and scintillation characteristics of (GdxY3-x)Al2Ga3O12:
Ce (x=1,2,3) single crystals 査読有
76 162 2018(           )
ISI
英語
Scintillating ceramics based on non-stoichiometric strontium
hafnate 査読有
77 246 2018(           )
ISI
英語
Effects of Gd/Lu ratio on the luminescence properties and garnet
phase stability of Ce3+ activated GdxLu3-xAl5O12 single crystals 査読有
80 98 2018(           )
ISI
英語
Scintillation properties of Gd3(Al5-xGax)O12:Ce (x = 2.3, 2.6, 3.0) single
crystals 査読有
81 23 2018(           )
ISI
英語
Influence of Mg-codoping, non-stoichiometry and Ga-admixture on
LuAG:Ce scintillation properties 査読有
86 213 2018(           )
ISI
英語
Crystal growth and optical properties of organic crystals for neutron
scintillators 査読有
Plasma and Fusion Research
13 2018(           )
英語
Optimized Ce:LiCAF amplifier pumping configurations
査読有
Proc. SPIE - The International Society for Optical Engineering
2018(           )
ISI
英語
Use of YAP(Ce) in the development of high spatial resolution
radiation imaging detectors 査読有
Radiat. Meas.
119 184 2018(           )
ISI
英語
Ultrahigh resolution radiation imaging system using an optical fiber
structure scintillator plate 査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
英語
Newly-developed positron emission mammography (PEM) device for
the detection of small breast cancer 査読有
Tohoku Journal of Experimental Medicine
245 13 2018(           )
ISI
. 加工プロセス工学研究部門
英語
Mechanical and corrosion properties of AlCoCrFeNi high-entropy
alloy fabricated with selective electron beam melting 査読有
Addit. Manuf.
23 264 2018(           )
ISI
英語
Electron beam additive manufacturing of Inconel 718 alloy rods:
Impact of build direction on microstructure and high-temperature
tensile properties
査読有
23 457 2018(           )☆
ISI
英語
Heterogeneous microstructures and corrosion resistance of
biomedical Co-Cr-Mo alloy fabricated by electron beam melting
(EBM)
査読有
24 103 2018(           )
ISI
英語
The influence of Mo on Suzuki-segregation-related microstructure
evolution and mechanical properties of Co－Ni-based superalloy 査読有
J. Alloys Compd.
768 136 2018(           )
ISI
英語
Osseointegration of 3D printed microalloyed CoCr
implants―Addition of 0.04% Zr to CoCr does not alter bone material
properties
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part A
106 1655 2018(           )
ISI
英語
Effect of nitrogen on the microstructure and mechanical properties
of Co-33Cr-9W alloys prepared by dental casting 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
77 693 2018(           )
ISI
英語
High-temperature deformation behavior and microstructural
characterization of high-Mn bearing titanium-based alloy 査読有
Mater. Charact.
139 176 2018(           )
ISI
英語
Effects of carbon content and size on Ti-C reaction behavior and
resultant properties of Cu-Ti-C alloy system 査読有
141 186 2018(           )
ISI
英語
Significant impact of yttrium microaddition on high temperature
tensile properties of Inconel 713C superalloy 査読有
Mater. Lett.
227 40 2018(           )
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment 査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2018(           )
ISI
英語
Microstructure refining of Co-29Cr-6Mo-0.16N alloy in rapid hot-
forging process 査読有
Mater. Sci. Eng. A
729 48 2018(           )
ISI
英語
Impact of minor alloying with C and Si on the precipitation behavior
and mechanical properties of N-doped Co-Cr alloy dental castings 査読有
Mater. Sci. Eng. C
92 112 2018(           )
ISI
英語
Low young's modulus TiNbO with high strength and good plasticity
査読有
Mater. Trans.
59 858 2018(           )
ISI
英語
Electron beam melting of boron-modified Ti-2Al-2Sn-4Zr-2Mo
-0.1Si alloy with superior tensile strength and oxidation resistance
at elevated temperatures
査読有
Materialia
4 367 2018(           )
英語
Strain-induced martensitic transformation and texture evolution in
cold-rolled Co－Cr alloys 査読有
Quantum Beam Sci.
2 11 2018(           )
英語
Nitinol powders generate from Plasma Rotation Electrode Process
provide clean powder for biomedical devices used with suitable size,
spheroid surface and pure composition
査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
日本語
金属付加製造の現状と粉末床溶融結合における組織制御
査読有
スマートプロセス学会誌
7 216 2018(           )
日本語
先進加工プロセスによる構造用金属材料の組織・特性制御と実用化
ぷらすとす
59 54 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形によるCo-Cr-Mo合金製人工関節の可能性
査読有
まてりあ
57 150 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形法によるハイエントロピー合金の創生
査読有
日本機械学会誌
121 20 2018(           )
. アクチノイド物質科学研究部門
英語
Electronic states of CeT2X20 (T:transition metal, X=Zn and Cd)
査読有
AIP Adv.
8 115017-1 2018(           )
ISI
英語
Giant Hall Resistivity and Magnetoresistance in Cubic Chiral
Antiferromagnet EuPtSi 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 023701 1 2018(           )
ISI
英語
Anisotropic Magnetic Fluctuations in Ferromagnetic Superconductor
UGe2: Ge-73-NQR Study at Ambient Pressure 査読有
87 033704 1 2018(           )
ISI
英語
Splitting Fermi surfaces and heavy electronic states in non-
centrosymmetric U3Ni3Sn4 査読有
87 044703 1 2018(           )
ISI
英語
Superconducting properties of CeIr3 single crystal
査読有
87 053704 1 2018(           )
ISI
英語
Electronic States in EuCu2(Ge1－xSix)2 Based on the Doniach Phase
Diagram 査読有
87 064706 1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic Properties of Heavy Fermion Compound Ce5Si4 with Chiral
Structure 査読有
87 074701 1 2018(           )
ISI
英語
Effects of Magnetic Field and Pressure on the Valence-Fluctuating
Antiferromagnetic Compound EuPt2Si2 査読有
87 074709 1 2018(           )
ISI
英語
CEMS Symposium on Trends in Condensed Matter Physics
査読有
87 2018(           )
ISI
英語
Superconducting and Fermi Surface Properties of Pyrite-type
Compounds CuS2 and CuSe2 査読有
88 014702 1 2018(           )
ISI
英語
Forced Magnetostrictions and Magnetizations of Ni2+xMnGa1－x at Its
Curie Temperature 査読有
Materials
11 2115 1 2018(           )
ISI
英語
Single ferromagnetic fluctuations in UCoGe revealed by 73Ge- and
59Co-NMR studies 査読有
Phys. Rev. B
97 75130 2018(           )
ISI
英語
Search for multipolar instability in URu2Si2 studied by ultrasonic
measurements under pulsed magnetic field 査読有
97 155137 2018(           )
ISI
英語
Easy-plane XY spin fluctuations in the cycloidal magnet UPtGe
studied via field-orientation-dependent 195Pt NMR 査読有
98 14425 2018(           )
ISI
英語
Vortex liquid phase in the p-wave ferromagnetic superconductor
UCoGe 査読有
98 24517 2018(           )
ISI
英語
Magnetic field effect on the chiral magnetism of
noncentrosymmetric UPtGe: Experiment and theory 査読有
98 174436 2018(           )
ISI
英語
Pressure-induced rotational symmetry breaking in URu2Si2
査読有
98 241113（R) 2018(           )
ISI
英語
Dimensionality Driven Enhancement of Ferromagnetic
Superconductivity in URhGe 査読有
Phys. Rev. Lett.
120 37001 2018(           )
ISI
英語
Pressure-induced valence change and moderate heavy fermion
state in Eu-compounds 査読有
Physica B
536 182 2018(           )
ISI
英語
Magnetic properties and effect of pressure on the electronic state
of EuCo2Ge2 査読有
536 192 2018(           )
ISI
英語
URu2Si2 under intense magnetic fi elds: From hidden order to spin-
density wave 査読有
536 457 2018(           )
ISI
英語
Consecutive magnetic phase diagram of UCoGe-URhGe-UIrGe
system 査読有
536 532 2018(           )
ISI
英語
73Ge-NMR study on magnetic fluctuations of ferromagnetic
superconductor UGe2 査読有
536 543 2018(           )
ISI
英語
Superconducting symmetries and magnetic responses of uranium
heavy-fermion systems UBe13 and UPd2Al3 査読有
536 553 2018(           )
ISI
英語
Magnetic anisotropy on the single crystal UNi4B probed by 
11B
査読有
536 564 2018(           )
ISI
英語
Fermi surfaces of the pyrite-type cubic AuSb2 compared with split
Fermi surfaces of the ullmannite-type cubic chiral NiSbS and
PdBiSe
査読有
536 643 2018(           )
ISI
英語
Field-induced reentrant superconductivity driven by quantum
tricritical fluctuations in URhGe 査読有
536 643 2018(           )
ISI
日本語
アクチノイド化合物の単結晶育成
査読有
RADIOISOTOPES
67 403 2018(           )
. 不定比化合物材料学研究部門
英語
Ferroelectric and Magnetic Properties in Room-Temperature
Multiferroic GaxFe2-xO3 Epitaxial Thin Films 査読有
Adv. Funct. Mater.
28 2018(           )
ISI
英語
Ferroelectricity mediated by ferroelastic domain switching in HfO2-
based epitaxial thin films 査読有
Appl. Phys. Lett.
113 212901-1 2018(           )
ISI
英語
Formation of polar phase in Fe-doped ZrO2 epitaxial thin films
査読有
113 262903-1 2018(           )☆
ISI
英語
Infiltration behavior of molten Mg and its influence on
microstructural evolution in SiC-doped MgB2 wires prepared by
internal Mg diffusion process
査読有
J. Alloys Compd.
740 305 2018(           )
ISI
英語
Preparation of {001}c-oriented epitaxial (K, Na)NbO3 thick films by
repeated hydrothermal deposition technique 査読有
J. Ceram. Soc. Jpn.
126 281 2018(           )
ISI
英語
Hydrothermal Deposition of KNbO3 Films on Metal Substrates
having Three-Dimensional Structure 査読有
J. Jpn. Soc. Powder Power Metallurgy
65 673 2018(           )
英語
Fabrication of ferroelectric Fe doped HfO2 epitaxial thin films by
ion-beam sputtering method and their characterization 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
57 11UF02-1 2018(           )
ISI
英語
Domain orientation relationship of orthorhombic and coexisting
monoclinic phases of YO1.5-doped HfO2 epitaxial thin films 査読有
57 11UF16-1 2018(           )☆
ISI
英語
Evolution of long-period stacking order (LPSO) in Mg97Zn1Gd2 cast
alloys viewed by HAADF-STEM multi-scale electron tomography 査読有
Philos. Mag.
1 2018(           )
ISI
日本語
整合界面をもつ強誘電体薄膜のドメイン構造形成に及ぼす局所弾
性場の影響
まてりあ
57 97 2018(           )
日本語
非弾性散乱電子による厚いGaN結晶中の貫通転位の観察 57 615 2018(           )
日本語
水熱法による異種基材上への圧電体膜形成とフレキシブル素子へ
の展開
57 625 2018(           )
日本語
酸化ハフニウム基強誘電体の基礎特性の解明
応用物理
87 921 2018(           )
日本語
電子セラミックスのキャラクタリゼーション
工業材料
66 35 2018(           )
日本語
電子チャネリング挙動に着目した収差補正STEM像の解釈
日本顕微鏡学会2018年夏の電子顕微鏡解析技術フォーラム
2018(           )
日本語
電子セラミックスのキャラクタリゼーション 　- 電子セラミックスの微
構造や組成を評価しよう　-
平成30年度日本セラミックス協会電子材料部会 「セラミック電子材料入門講座」
2018(           )
. 分析科学研究部門
日本語
誘導結合プラズマ発光分光分析法による高炉スラグの組成分析の
ためのガラスビード融解処理 査読有
Bunseki Kagaku(分析化学)
67 673 2018(           )
ISI
英語
The optimization of partial-least-square regression for
determination of manganese in low-alloy steel by single-shot laser-
induced breakdown spectroscopy
査読有
ISIJ Int.
58 1705 2018(           )
ISI
英語
Quantitative lithium mapping of lithium-ion battery cathode using
laser-induced breakdown spectroscopy
査読有
J. Power Sources
399 186 2018(           )☆
ISI
英語
Rapid Identification of Calcium Aluminate Inclusions in Steels Using
Cathodoluminescence Analysis 査読有
Metall. Mater. Trans. B
49 2868 2018(           )
英語
Data treatment of the emission signal from square-wave-pulsed
glow discharge plasma based on an algorism of fast Fourier
transform
査読有
Metallurgical Analysis
38 25 2018(           )
英語
Mapping of free-lime particles in steelmaking slag utilizing
cathodoluminescence method 査読有
38 31 2018(           )
英語
Development of glow discharge optical emission spectrometer with
two-dimensional spatial resolution-setting of controlling parameters
for intensified charge coupled device detector
査読有
38 36 2018(           )
英語
Effect of the duty ratio on FFT power spectrum of the emission
signal excited by square-wave-pulsed glow discharge plasma 査読有
Microchem. J.
139 62 2018(           )
ISI
英語
Development of soft ionization using direct current pulse glow
discharge plasma source in mass spectrometry fot volatile organic
compounds analysis
査読有
Spectrochim. Acta Part B
130 44 2018(           )
ISI
英語
Transient response of the emission signal controlled by pulsated
bias current in pulsed radio-frequency glow discharge optical
emission spectrometry
査読有
146 50 2018(           )
ISI
英語
Comparison of coherent forward scattering and atomic absorption
profiles of O I 844.6-nm and Ar I 842.5-nm lines in the pulsed and
continuous radiofrequency glow-discharge plasmas
査読有
149 150 2018(           )
ISI
日本語
不活ガス融解-赤外線吸収法による鋼試料の酸素定量値と試料表
面積の相関に基づいた表面吸着あるいは化合した酸素量の評価 査読有
Tetsu To Hagane(鉄と鋼)
104 61 2018(           )
ISI
日本語
走査レーザー誘起プラズマ発光分析法による化成処理アルミニウム
合金の表面皮膜の面方向分析 査読有
104 12 2018(           )
ISI
. 東京エレクトロン3Dプリンティング材料加工プロセス工学
英語
Mechanical and corrosion properties of AlCoCrFeNi high-entropy
alloy fabricated with selective electron beam melting 査読有
Addit. Manuf.
23 264 2018(           )
ISI
英語
Electron beam additive manufacturing of Inconel 718 alloy rods:
Impact of build direction on microstructure and high-temperature
tensile properties
査読有
23 457 2018(           )
ISI
英語
Heterogeneous microstructures and corrosion resistance of
biomedical Co-Cr-Mo alloy fabricated by electron beam melting
(EBM)
査読有
24 103 2018(           )
ISI
英語
Process Maps for Additive Manufacturing Using Support Vector
Machine 査読有
2018(           )
ISI
英語
The influence of Mo on Suzuki-segregation-related microstructure
evolution and mechanical properties of Co－Ni-based superalloy 査読有
J. Alloys Compd.
768 136 2018(           )
ISI
英語
Osseointegration of 3D printed microalloyed CoCr
implants―Addition of 0.04% Zr to CoCr does not alter bone material
properties
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part A
106 1655 2018(           )
ISI
英語
Effect of nitrogen on the microstructure and mechanical properties
of Co-33Cr-9W alloys prepared by dental casting 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
77 693 2018(           )
ISI
英語
High-temperature deformation behavior and microstructural
characterization of high-Mn bearing titanium-based alloy 査読有
Mater. Charact.
139 176 2018(           )
ISI
英語
Effects of carbon content and size on Ti-C reaction behavior and
resultant properties of Cu-Ti-C alloy system 査読有
141 186 2018(           )
ISI
英語
Significant impact of yttrium microaddition on high temperature
tensile properties of Inconel 713C superalloy 査読有
Mater. Lett.
227 40 2018(           )
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment 査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2018(           )
ISI
英語
Microstructure refining of Co-29Cr-6Mo-0.16N alloy in rapid hot-
forging process 査読有
Mater. Sci. Eng. A
729 48 2018(           )
ISI
英語
Impact of minor alloying with C and Si on the precipitation behavior
and mechanical properties of N-doped Co-Cr alloy dental castings 査読有
Mater. Sci. Eng. C
92 112 2018(           )
ISI
英語
Low young's modulus TiNbO with high strength and good plasticity
査読有
Mater. Trans.
59 858 2018(           )
ISI
英語
Electron beam melting of boron-modified Ti-2Al-2Sn-4Zr-2Mo
-0.1Si alloy with superior tensile strength and oxidation resistance
at elevated temperatures
査読有
Materialia
4 367 2018(           )
英語
Facile fabrication of Cu2O nanobelts in ethanol on nanoporous Cu
and their photodegradation of methyl orange 査読有
Materials
11 2018(           )
ISI
英語
Three-dimensional bicontinuous nanoporous materials by vapor
phase dealloying 査読有
Nat. Commun.
9 2018(           )
ISI
英語
Strain-induced martensitic transformation and texture evolution in
cold-rolled Co－Cr alloys 査読有
Quantum Beam Sci.
2 11 2018(           )
英語
Nitinol powders generate from Plasma Rotation Electrode Process
provide clean powder for biomedical devices used with suitable size,
spheroid surface and pure composition
査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
日本語
金属付加製造の現状と粉末床溶融結合における組織制御
査読有
スマートプロセス学会誌
7 216 2018(           )
日本語
先進加工プロセスによる構造用金属材料の組織・特性制御と実用化
ぷらすとす
59 54 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形によるCo-Cr-Mo合金製人工関節の可能性
査読有
まてりあ
57 150 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形法によるハイエントロピー合金の創生
査読有
日本機械学会誌
121 20 2018(           )
. 最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門
英語
Mechanical and corrosion properties of AlCoCrFeNi high-entropy
alloy fabricated with selective electron beam melting 査読有
Addit. Manuf.
23 264 2018(           )
ISI
英語
Electron beam additive manufacturing of Inconel 718 alloy rods:
Impact of build direction on microstructure and high-temperature
tensile properties
査読有
23 457 2018(           )
ISI
英語
Heterogeneous microstructures and corrosion resistance of
biomedical Co-Cr-Mo alloy fabricated by electron beam melting
(EBM)
査読有
24 103 2018(           )
ISI
英語
The influence of Mo on Suzuki-segregation-related microstructure
evolution and mechanical properties of Co－Ni-based superalloy 査読有
J. Alloys Compd.
768 136 2018(           )
ISI
英語
Osseointegration of 3D printed microalloyed CoCr
implants―Addition of 0.04% Zr to CoCr does not alter bone material
properties
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part A
106 1655 2018(           )
ISI
英語
Effect of nitrogen on the microstructure and mechanical properties
of Co-33Cr-9W alloys prepared by dental casting 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
77 693 2018(           )
ISI
英語
High-temperature deformation behavior and microstructural
characterization of high-Mn bearing titanium-based alloy 査読有
Mater. Charact.
139 176 2018(           )
ISI
英語
Effects of carbon content and size on Ti-C reaction behavior and
resultant properties of Cu-Ti-C alloy system 査読有
141 186 2018(           )
ISI
英語
Significant impact of yttrium microaddition on high temperature
tensile properties of Inconel 713C superalloy 査読有
Mater. Lett.
227 40 2018(           )
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment 査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2018(           )
ISI
英語
Microstructure refining of Co-29Cr-6Mo-0.16N alloy in rapid hot-
forging process 査読有
Mater. Sci. Eng. A
729 48 2018(           )
ISI
英語
Impact of minor alloying with C and Si on the precipitation behavior
and mechanical properties of N-doped Co-Cr alloy dental castings 査読有
Mater. Sci. Eng. C
92 112 2018(           )
ISI
英語
Low young's modulus TiNbO with high strength and good plasticity
査読有
Mater. Trans.
59 858 2018(           )
ISI
英語
Electron beam melting of boron-modified Ti-2Al-2Sn-4Zr-2Mo
-0.1Si alloy with superior tensile strength and oxidation resistance
at elevated temperatures
査読有
Materialia
4 367 2018(           )
英語
Strain-induced martensitic transformation and texture evolution in
cold-rolled Co－Cr alloys 査読有
Quantum Beam Sci.
2 11 2018(           )
英語
Nitinol powders generate from Plasma Rotation Electrode Process
provide clean powder for biomedical devices used with suitable size,
spheroid surface and pure composition
査読有
Sci. Rep.
8 2018(           )
ISI
日本語
金属付加製造の現状と粉末床溶融結合における組織制御
査読有
スマートプロセス学会誌
7 216 2018(           )
日本語
先進加工プロセスによる構造用金属材料の組織・特性制御と実用化
ぷらすとす
59 54 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形によるCo-Cr-Mo合金製人工関節の可能性
査読有
まてりあ
57 150 2018(           )
日本語
電子ビーム積層造形法によるハイエントロピー合金の創生
査読有
日本機械学会誌
121 20 2018(           )
. 学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト
英語
Heterogeneous microstructures and corrosion resistance of
biomedical Co-Cr-Mo alloy fabricated by electron beam melting
(EBM)
査読有
Addit. Manuf.
24 103 2018(           )☆
ISI
英語
The mechanical cycling behavior of TiNi based crystal/glassy alloy
in the superelastic mode 査読有
J. Alloys Compd.
768 176 2018(           )
ISI
英語
Pochoniolides A and B, new antioxidants from the fungal strain
Pochonia chlamydosporia var. spinulospora FKI-7537. 査読有
J. bioscience and bioengineering
2018(           )
ISI
英語
Mumiamicin: Structure and bioactivity of a new furan fatty acid from
Mumia sp. YSP-2-79. 査読有
J. general and applied microbiology
64 62 2018(           )
ISI
英語
Potential adverse effects of antimicrobial chemotherapy based on
ultraviolet-A irradiation of polyphenols against the oral mucosa in
hamsters and wounded skin in rats.
査読有
J. photochemistry and photobiology. B
187 96 2018(           )
ISI
英語
Porous surface structures in biomedical Co-Cr-Mo alloy prepared
by local dealloying in a metallic melt 査読有
Mater. Lett.
219 256 2018(           )
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment 査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2018(           )
ISI
英語
Novel Co-rich high entropy alloys with superior tensile properties
査読有
7 82 2018(           )
ISI
英語
Low Young’s Modulus Ti-Nb-O with High Strength and Good
Plasticity 査読有
Mater. Trans.
59 858 2018(           )
ISI
. 計算物質科学人材育成コンソーシアム
英語
Laser spectroscopic study on sinapic acid and its hydrated complex
in a cold gas phase molecular beam 査読有
Chem. Phys.
2018(           )
ISI
英語
Pulse shape and molecular orientation determine the attosecond
charge migration in Caffeine 査読有
Eur. Phys. J. B
91 152 2018(           )
ISI
英語
Temperature Dependent Interaction Energies among X (=Ru, Rh)
Impurities in Pd-Rich PdX Alloys 査読有
Int. J. Materials and Metallurgical Engineering
12 114 2018(           )
英語
Ultrafast Nonadiabatic Cascade and Subsequent
Photofragmentation of Extreme Ultraviolet Excited Caffeine
Molecule
査読有
J. Phys. Chem. Lett.
9 6927 2018(           )☆
ISI
英語
Oxygen Migration and Local Structural Changes with Schottky
Defects in Pure Zirconium Oxide Crystals 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 2018(           )
ISI
英語
Isolating long-wavelength fluctuation from the structural relaxation
in two-dimensional glass: cage-relative displacement 査読有
J. Phys.: Condens. Matter
2018(           )
ISI
英語
Ab-Initio Calculations for Solvus Temperatures of Pd-Rich PdRu
Alloys: Real-Space Cluster Expansion and Cluster Variation Method 査読有
Mater. Trans.
59 338 2018(           )
ISI
英語
Interaction Energies among Rh Impurities in Pd and Solvus
Temperatures of Pd-rich PdRh, Alloys 査読有
59 883 2018(           )
ISI
英語
Real Space Cluster Expansion for Total Energies of Pd-Rich PdX
(X=Rh, Ru) Alloy, Based on Full-Potential KKR Calculations: An
Approach from a Dilute Limit
査読有
59 1669 2018(           )
ISI
英語
Modelling of a displacive transformation in two-dimensional system
within four-body approximation of Continuous Displacement Cluster
Variation Method
査読有
Philos. Mag.
98 1005 2018(           )
ISI
英語
Molecular dynamics study of mesophase transitions upon annealing
of imidazolium-based ionic liquids with long-alkyl chains 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
20 9796 2018(           )
ISI
英語
Different Photoisomerization Routes Found in the Structural
Isomers of Hydroxy Methylcinnamate 査読有
20 17583 2018(           )
ISI
英語
Sharp Phase Field Method
査読有
Phys. Rev. Lett.
121 025501-1 2018(           )
ISI
日本語
X線自由電子レーザーによる分子の超高速崩壊のシミュレーション
モデル
東北大学サイバーサイエンスセンター 大規模科学計算システム広報 SENAC
51 3 2018(           )
日本語
DFTB法のナノ・バイオ分子動力学への応用
分子シミュレーション研究会会誌“アンサンブル”
20 24 2018(           )
. 附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
英語
Contribution of irradiation-induced defects to hardening of a low-
copper reacgor pressure vessel steel
査読有
Acta Mater.
155 402 2018(           )☆
ISI
英語
Investigation of the tricritical point of the ising ferromagnet URhGe
by angle-resolved measurements 査読有
AIP Adv.
8 101305-1 2018(           )
ISI
英語
Development of MA-Zr hydride for transmutation of nuclear wastes
by fast reactor 査読有
CIMTEC 2018 - 14th International Ceramics Congress & 8th Forum on New Materials, June 4-14, 2018,
Perugia, Italy.
2018(           )
英語
Alloying and pressure effects on itinerant-electron metamagnetism
of the UCoAl-based compounds 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
459 241 2018(           )
ISI
英語
Effect of neutron irradiation on rhenium cluster formation in
tungsten and tungsten-rhenium alloys 査読有
J. Nucl. Mater.
507 78 2018(           )
ISI
英語
Splitting Fermi Surfaces and Heavy Electronic States in Non-
Centrosymmetric U3Ni3Sn4 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 044703-1 2018(           )
ISI
英語
Superconducting Properties of CeIr3 Single Crystal
査読有
87 053704-1 2018(           )☆
ISI
英語
Electronic States in EuCu2(Ge1-xSix)2 Based on the Doniach Phase
Diagram 査読有
87 064706-1 2018(           )☆
ISI
英語
Magnetic Properties of Heavy Fermion Compound Ce5Si4 with Chiral
Structure 査読有
87 074701-1 2018(           )
ISI
英語
Microscopic Observation of Heavy Quasiparticle Formation in the
Intermediate Valence Compound EuNi2P2: P-31 NMR Study 査読有
87 094708-1 2018(           )
ISI
英語
Quantum Phase Transition in Itinerant-Electron Ferromagnet
System U(Co1-xOsx)Al 査読有
87 094713-1 2018(           )
ISI
英語
Actinide molecular ion formation in collision/reaction cell of triple
quadrupole ICP-MS/MS and its application to quantitative actinide
analysis
査読有
J. Radioanalytical and Nuclear Chemistry
318 221 2018(           )
ISI
英語
Easy-plane XY spin fluctuations in the cycloidal magnet UPtGe
studied via field-orientation-dependent 195Pt NMR 査読有
Phys. Rev. B
98 014425-1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic field effect on the chiral magnetism of
noncentrosymmetric UPtGe: Experiment and theory 査読有
98 174436-1 2018(           )
ISI
英語
Nuclear resonant scattering experiment with fast time response:
Photonuclear excitation of Hg-201 査読有
Phys. Rev. C
97 24607 2018(           )
ISI
英語
Low-temperature x-ray crystal structure analysis of the cage-
structured compounds  MBe13 ( M = La , Sm , and U ) 査読有
Phys. Rev. Mater.
2 053603-1 2018(           )
ISI
英語
Pressure-induced valence change and moderate heavy fermion
state in Eu-compounds 査読有
Physica B
536 182 2018(           )
ISI
英語
Consecutive magnetic phase diagram of UCoGe-URhGe-UIrGe
system 査読有
536 532 2018(           )
ISI
英語
Superconducting symmetries and magnetic responses of uranium
heavy-fermion systems UBe13 and UPd2Al3 査読有
536 553 2018(           )
ISI
英語
Transition from itinerant metamagnetism to ferromagnetism in
UCo1-xOsxAl solid solutions 査読有
536 558 2018(           )
ISI
英語
Single crystal growth and fermi surface properties in ThSb2 and
ThBi2 査読有
Prog. Nuclear Science and Technology
5 112 2018(           )
英語
Magnetization study on the ising ferromagnet URhGe with high-
precision angle-resolved magnetic field near the hard axis 査読有
5 123 2018(           )
日本語
原子力材料評価のための最新ナノミクロ分析技術の新展開
日本原子力学会誌
60 231 2018(           )
. 附属新素材共同研究開発センター
英語
Structural and magnetic properties on the Fe-B-P-Cu-W nano-
crystalline alloy system 査読有
AIP Adv.
8 47703 2018(           )
ISI
英語
Cu-substitution effects on the magnetic properties of weak
itinerant electron ferromagnet CrAlGe 査読有
8 101426 2018(           )
ISI
英語
Magnetic properties of Mn1-xTMxAlGe (TM = V, Fe, Cu) with Cu2Sb-
type structure 査読有
8 101433 2018(           )
ISI
英語
Ab initio molecular dynamics simulations of nano-crystallization of
Fe-based amorphous alloys with early transition metals 査読有
Chin. Phys. B.
27 116401-01 2018(           )
ISI
英語
Confirmation of Hard Magnetic L10 FeNi Phase Precipitated in
FeNiSiBPCu Alloy by Anomalous X-Ray Diffraction 査読有
IEEE Trans. Magn.
2101705-1 2018(           )
ISI
英語
Fabrication and Properties of Under 10 μm Sized Amorphous
Powders of High Bs Soft Magnetic Alloy for High-Frequency
Applications
査読有
2801705-1 2018(           )
ISI
英語
Thermal conductivity of Ni3(Si,Ti) single-phase alloys
査読有
Intermetallics
92 119 2018(           )
ISI
英語
First principle study on the Si effect in the Fe-based soft magnetic
nano-crystalline alloys 査読有
J. Alloys Compd.
730 196 2018(           )
ISI
英語
Enhanced Redox properties of amorphous Fe63.3-83.3Co0-20Si4B8P4Cu0.7
alloys via long-term CV cycling 査読有
751 349 2018(           )
ISI
英語
Effects of intramedullary nails composed of a new β-type Ti-Nb-
Sn alloy with low Young's modulus on fracture healing in mouse
tibiae
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part B
106 2841 2018(           )☆
ISI
英語
Reactive sintering process of ferromagnetic MnBi under high
magnetic fields 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
453 231 2018(           )
ISI
英語
Magnetic and structural properties of Mn1-xCrxAlGe (0 <= x <= 1.0)
査読有
456 104 2018(           )
ISI
英語
The role of Cu content on structure and magnetic properties of Fe-
Si-B-P-Cu nanocrystalline alloys 査読有
J. Mater. Sci.
54 4400 2018(           )
ISI
英語
Simultaneous Prediction of the Energies of Qx and Qy Bands and
Intramolecular Charge-Transfer Transitions in Benzoannulated and
Non-Peripherally Substituted Metal-Free Phthalocyanines and Their
Analogues: No Standard TDDFT Silver Bullet Yet
査読有
J. Phys. Chem. A
123 132 2018(           )
ISI
英語
1,7Dipyrene-containing aza-BODIPYs: Are pyrene groups effective
as ligands to promote and direct complex formation with common
nanocarbon materials?
査読有
J. Phys. Chem. C
122 27893 2018(           )
ISI
英語
Thermodynamic Description of Crystalline Water Phases Containing
Hydrogen 査読有
JETP Lett.
108 806 2018(           )
ISI
英語
Effects of nanocrystallisation on saturation magnetisation of
amorphous Fe76Si9B10P5 査読有
Mater. Res. Lett.
6 100 2018(           )
ISI
英語
Tensile Fracture of TiB Whisker Reinforced Ti Alloy Matrix
Composites
査読有
Mater. Sci. Forum
941 1961 2018(           )☆
英語
Microstructural subsequence and phase equilibria in an age-
hardenable Cu-Ni-Si alloy 査読有
Mater. Trans.
59 182 2018(           )
ISI
英語
Effects of W addition combined without and with Nb addition on
microstructural development and hardening behavior of two-phase
Ni3Al-Ni3V intermetallic alloys
査読有
59 204 2018(           )
ISI
英語
Quasi-First Order Magnetic Transition in Mn1.9Fe0.1Sb0.9Sn0.1
査読有
59 348 2018(           )
ISI
英語
High strength and high electrical conductivity Cu-Ti alloy wires
fabricated by aging and subsequent severe drawing
査読有
Metall. Mater. Trans. A
49A 4956 2018(           )☆
ISI
英語
Influence of N2 on Formation Conditions and Guest Distribution of
Mixed CO2 + CH4 Gas Hydrates 査読有
Molecules
23 No. 3336 2018(           )
ISI
英語
Cryogenic superelasticity with large elastocaloric effect
査読有
NPG Asia Mater.
10 e457 2018(           )
ISI
英語
Effect of elastic collisions and electronic excitation on lattice
structure of NiTi bulk intermetallic compound irradiated with
energetic ions
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B
427 14 2018(           )
ISI
英語
Ozone storage capacity in clathrate hydrates formed by O3 + O2 +
N2 + CO2 gas mixtures 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
20 12637 2018(           )
ISI
英語
Electronic structure and magnetic properties of the half-metallic
ferrimagnet Mn2VAl probed by soft x-ray spectroscopies 査読有
Phys. Rev. B
97 035143-1 2018(           )
ISI
英語
Pressure effect on the magnetic properties of the half-metallic
Heusler alloy Co2TiSn 査読有
97 104414-1 2018(           )
ISI
英語
Temperature dependence of differential conductance in Co-based
Heusler alloy Co2TiSn and superconductor Pb junctions 査読有
Physica B
536 289 2018(           )
ISI
日本語
高強度-高導電性チタン銅合金線材の開発：合金組成の影響
(独)日本学術振興会「合金状態図172委員会」 第35回研究報告書
19 2018(           )
日本語
Ni3Al-Ni3V複相金属間化合物合金の組織形成と硬化挙動におよぼ
す遷移金属元素の効果
35 2018(           )
日本語
高強度-高導電性チタン銅合金線材の開発：最適な熱加工プロセス
の検討
83 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第１回　粉末の基礎
金属
88 865 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第２回　粉末の製造 88 971 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第３回　粉末の焼結 88 1083 2018(           )
日本語
無容器凝固法による高品位鉄系金属ガラス原料粒子の合成と1粒
子の粘性流動加工プロセスによる高精度・高強度マイクロ部品の創
製
先端加工技術
16 2018(           )
日本語
水素中時効によるCu-Ti合金中不連続析出物生成の抑制
銅と銅合金
57 53 2018(           )
日本語
高強度-高導電性Cu-Ti合金線材の作製 57 249 2018(           )
日本語
熱加工プロセス条件の最適化によるCu-Ni-Co-Si系銅合金の高導
電率化
57 254 2018(           )
日本語
レーザメタルデポジションにより作製した炭化物粒子分散型Ni基金
属間化合物合金肉盛層の組織と特性 査読有
日本金属学会誌
82 451 2018(           )
ISI
. 附属強磁場超伝導材料研究センター
英語
Magnetic tunnel junctions with a nearly zero moment manganese
nanolayer with perpendicular magnetic anisotropy 査読有
ACS Appl. Mater. Interfaces
10 43305 2018(           )
ISI
英語
Magnetoluminescence in a photostable, brightly luminescent organic
radical in a rigid environment
査読有
Angew. Chem. Int. Ed.
57 12711 2018(           )☆
ISI
英語
Fabrication and characterization of CaKFe4As4 round wires sintered
at high pressure 査読有
Appl. Phys. Exp.
11 123101 2018(           )☆
ISI
英語
Promising critical current density characteristics of Ag-sheathed
(Sr,Na)Fe2As2 tape 査読有
11 174520 2018(           )
ISI
英語
Epitaxial contact Andreev reflection spectroscopy of NbN/Co2FeSi
layered devices 査読有
Appl. Phys. Lett.
112 72402 2018(           )
ISI
英語
Magnetic switching by the in situ electrochemical control of quasi-
spin-Peierls singlet state in a three-dimensional spin lattice
incorporating TTF-TCNQ salts
査読有
Chem. Eur. J.
24 4929 2018(           )
ISI
英語
The EuCARD2 Future Magnets Program for Particle Accelerator
High-Field Dipoles: Review of Results and Next Steps 査読有
IEEE Trans. Appl. Supercond.
28 4001810 2018(           )
ISI
英語
Performance of an HTS Persistent Current System for REBCO
Pancake Coil 査読有
28 4600104 2018(           )
ISI
英語
Influence of Bolt Positions and Electrode Structure in Yoroi-Coil
Structure on Stress Distribution in an HTS Coil Winding 査読有
28 4600505 2018(           )
ISI
英語
Characterization of HTS Insulated Coil for High Field Insert up to
19T 査読有
28 4601905 2018(           )
ISI
英語
Nb-Rod-Method Cu-Nb/Nb3Sn Wires for Practical React-and-Wind
Applications 査読有
28 6000105 2018(           )
ISI
英語
Enhancement of In-Field Critical Current Density of BaZrO3-Added
(Y, Gd) BCO-Coated Conductors by Using a Multi-Coating TFA-
MOD Method
査読有
28 6600504 2018(           )
ISI
英語
Strain Characteristics of I-c in Brass-Laminated GdBCO CC Tape
Under Tension at Various Low Temperature and Magnetic Field
Conditions
査読有
28 8401004 2018(           )
ISI
英語
Operation of an SCFCL at 65 K
査読有
28 5601005 2018(           )
ISI
英語
Test in Strong Background Field of a Modular Element of a REBCO
1 MJ High Energy Density SMES 査読有
28 5701005 2018(           )
ISI
英語
Experimental Investigation of Bi-2223/Ag Superconducting Tape
Joints 査読有
28 6400203 2018(           )
ISI
英語
Joint Resistance Characteristics in Ultrasonic Weld REBCO CC
Tapes at Various Temperatures and Magnetic Fields 査読有
28 6600405 2018(           )
ISI
英語
Development of Long-Length BMO-Doped REBCO Coated
Conductors by Hot-Wall PLD Process 査読有
28 6600604 2018(           )
ISI
英語
Influences of Tape Thickness on the Properties of Ag-Sheathed
Sr1-xKxFe2As2 Superconducting Tapes 査読有
28 6900105 2018(           )
ISI
英語
Improved Flux Pinning for High-Field Applications in BaHfO3-Doped
SmBa2Cu3Oy-Coated Conductors With High Density of Random
Pinning Centers Induced by BaHfO3 Nanorods
査読有
28 8000606 2018(           )
ISI
英語
Effects of Vertical MHD Flows and Cell Rotation on Surface
Chirality in Magnetoelectrodeposition 査読有
IOP Conf. Ser.: Mater. Sci. Eng.
424 012024-1 2018(           )
英語
Reactive Sintering Process of Ferromagnetic MnBi under High
Magnetic Fields 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
453 231 2018(           )
ISI
英語
Development and application of 2.5GPa-25T high-pressure high-
field electron spin resonance system using a cryogen-free
superconducting magnet
査読有
J. Magn. Reson.
296 1 2018(           )
ISI
英語
Thermal expansion and magnetostriction measurements of
perovskite-type Co oxides Sr1-xYxCoO3-δ in high magnetic fields 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
969 012109-1 2018(           )
ISI
英語
Fabrication Process and Pressure Dependence of Critical Current
Density in Ba1-xKxFe2As2 Superconducting HIP Wires 査読有
1054 012044-1 2018(           )
ISI
英語
Enhancement of critical current density in AgSn-sheathed (Sr,Na)
Fe2As2 superconducting tapes 査読有
1054 012045-1 2018(           )
ISI
英語
Effects of Vertical Magnetohydrodynamic Flows on Chiral Surface
Formation in Magnetoelectrolysis 査読有
Magnetochemistry
4 14611 2018(           )
ISI
英語
Quasi-First Order Magnetic Transition in Mn1.9Fe0.1Sb0.9Sn0.1
査読有
Mater. Trans.
59 348 2018(           )
ISI
英語
Large magneto-thermopower in MnGe with topological spin texture
査読有
Nat. Commun.
9 408 2018(           )
ISI
英語
Anisotropy of the upper critical field and its thickness dependence
in superconducting FeSe electric-double-layer transisters 査読有
Phys. Rev. B
97 174520-1 2018(           )
ISI
英語
Electric dipole spin resonance in a quantum spin dimer system
driven by magnetoelectric coupling 査読有
97 140406R-1 2018(           )
ISI
英語
Magnetic structural unit with convex geometry: A building block
hosting an exchange-striction-driven magnetoelectric coupling 査読有
Phys. Rev. Mater.
2 104415-1 2018(           )
ISI
英語
Transport properties of epitaxial films for superconductor NbN and
half-metallic Heusler alloy Co2MnSi under high magnetic fields 査読有
Physica B
539 310 2018(           )
ISI
英語
Preparation of Crystallites for Oriented Poly(Lactic Acid) Films
Using a Casting Method under a Magnetic Field 査読有
Polymer
10 1083-1 2018(           )
ISI
英語
High transport current superconductivity in powder-in-tube
Ba0.6K0.4Fe2As2 tapes at 27T 査読有
Supercond. Sci. Technol.
31 15017 2018(           )
ISI
英語
Metal-as-Insulation variant of No-Insulation HTS winding technique:
Pancake tests under High Background Magnetic Field and High
Current at 4.2 K
査読有
31 55008 2018(           )
ISI
英語
Improvements of fabrication processes and enhancement of critical
current densities in (Ba,K)Fe2As2 HIP wires and tapes 査読有
31 55016 2018(           )
ISI
英語
Resistive SFCL Design
査読有
Superconducting Fault Current Limiter
85 2018(           )
. 附属産学官広域連携センター
英語
Deactivation of Algae by Plasma Generated in Seawater Flow
査読有
Chem. Lett.
47 116 2018(           )☆
ISI
英語
Effects of intramedullary nails composed of a new β-type Ti-Nb-
Sn alloy with low Young's modulus on fracture healing in mouse
tibiae
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part B
106 2841 2018(           )☆
ISI
英語
Comparison of reductive nanoparticle preparation by plasma and by
ultrasound irradiation in aqueous solution 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
0102A5 2018(           )
ISI
英語
Plasma generation in aqueous solution containing volatile solutes
査読有
0102B7 2018(           )
ISI
英語
Solid state amorphization of metastable Al0.5TiZrPdCuNi high
entropy alloy investigated by high voltage electron microscopy 査読有
Mater. Chem. Phys.
210 291 2018(           )
ISI
英語
High Strength and High Electrical Conductivity Cu-Ti Alloy Wires
Fabricated by Aging and Severe Drawing
査読有
Metall. Mater. Trans. A
49A 4956 2018(           )☆
ISI
英語
Solidification Microstructure of Melt-Spun Ribbons in Al-Mg-Li-Ca
Medium Entropy Alloys 査読有
Microscopy
67 i35 2018(           )
ISI
英語
Preparation of the Glassy Thermal Spray Film for Torque Sensor
Proceedings of the Asian Thermal Spray Conference
9 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第１回　粉末の基礎
金属
88 865 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第２回　粉末の製造 88 971 2018(           )
日本語
粉末を学ぶ　第３回　粉末の焼結 88 1083 2018(           )
. 先端エネルギー材料理工共創研究センター(スピンエネルギー材料研究部)
英語
Epitaxial CuN Films with Highly Tunable Lattice Constant for
Lattice-Matched Magnetic Heterostructures with Enhanced
Thermal Stability
査読有
Adv. Electron. Mater.
4 1700367 2018(           )
ISI
英語
Buffer layer dependence of magnetoresistance effects in
Co2Fe0.4Mn0.6Si/MgO/Co50Fe50 tunnel junctions 査読有
AIP Adv.
8 055902-1 2018(           )
ISI
英語
Epitaxial contact Andreev reflection spectroscopy of NbN/Co2FeSi
layered devices 査読有
Appl. Phys. Lett
112 152403-1 2018(           )
ISI
英語
Visualization of anomalous Ettingshausen effect in a ferromagnetic
film: Direct evidence of different symmetry from spin Peltier effect 査読有
112 152403-1 2018(           )
ISI
英語
Fabrication of L10-FeNi phase by sputtering with rapid thermal
annealing 査読有
J. Alloys Compd.
750 164 2018(           )
ISI
英語
Deposition temperature dependence of interface magnetism of
Co2FeGe-Heusler-alloy/Ag films studied with 
57Fe Mossbauer
spectroscopy
査読有
J. Magn. Magn. Mater.
464 71 2018(           )
ISI
英語
Mn2VAl Heusler alloy thin films: appearance of antiferromagnetism
and exchange bias in a layered structure with Fe 査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
51 65001 2018(           )
ISI
英語
Size dependence of vortex-type spin torque oscillation in a
Co2Fe0.4Mn0.6Si Heusler alloy disk 査読有
51 075005 -1 2018(           )
ISI
英語
Theory of spin and lattice wave dynamics excited by focused laser
pulses 査読有
51 224008-1 2018(           )
ISI
英語
Relationship between anomalous Ettingshausen effect and
anomalous Nernst effect in an FePt thin film 査読有
51 254001-1 2018(           )
ISI
英語
Optimization of half-Heusler PtMnSb alloy films for spintronic
device applications 査読有
51 435002 2018(           )
ISI
英語
Control of anomalous Nernst effect in spintronic materials
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
2018(           )
ISI
英語
X-ray magnetic circular dichroism and hard X-ray photoelectron
spectroscopy of tetragonal Mn72Ge28 epitaxial thin film 査読有
57 04FN10-1 2018(           )
ISI
英語
Interface Tailoring Effect for Heusler Based CPP-GMR with an L12-
Type Ag3Mg Spacer 査読有
Materials
11 219 2018(           )
ISI
英語
Indirect coupling of magnons by cavity photons
査読有
Phys. Rev. B
97 014419-1 2018(           )
ISI
英語
Selection rules for cavity-enhanced Brillouin light scattering from
magnetostatic modes 査読有
97 214423- 2018(           )
ISI
英語
Gate-controlled magnetoresistance of a paramagnetic-insulator
vertical bar platinum interface 査読有
98 134402- 2018(           )
ISI
英語
Voltage Control of Rare-Earth Magnetic Moments at the Magnetic-
Insulator-Metal Interface 査読有
Phys. Rev. Lett.
120 027201-1 2018(           )
ISI
英語
Strong Interlayer Magnon-Magnon Coupling in Magnetic Metal-
Insulator Hybrid Nanostructures 査読有
120 217202- 2018(           )
ISI
英語
Damping of Magnetization Dynamics by Phonon Pumping
査読有
121 027202- 2018(           )☆
ISI
英語
Optical Cooling of Magnons
査読有
121 087205- 2018(           )
ISI
英語
Spin-Orbit-Torque Memory Operation of Synthetic
Antiferromagnets 査読有
121 167202-1 2018(           )
ISI
英語
Preferred site occupation of 3d atoms in NixFe4-xN (x=1 and 3) films
revealed by x-ray absorption spectroscopy and magnetic circular
dichroism
査読有
Phys. Rev. Mater.
2 024407-1 2018(           )
ISI
英語
Spin-Hall and anisotropic magnetoresistance in ferrimagnetic Co-
Gd/Pt layers 査読有
2 094404-1 2018(           )
ISI
英語
Valence Sensitive X-ray Fluorescence Holography of Fe3O4
査読有
phys. stat. sol. (b)
2018(           )
ISI
英語
Transport properties of epitaxial films for superconductor NbN and
half-metallic Heusler alloy Co2MnSi under high magnetic fields 査読有
Physica B
536 310 2018(           )
ISI
英語
Chemical and structural analysis on magnetic tunnel junctions using
a decelerated scanning electron beam 査読有
Sci. Rep.
8 2076406 2018(           )
ISI
英語
Focus on Advanced Materials for Energy Harvesting -Prospects and
Approaches of Energy Harvesting Technologies- 査読有
Sci. Technol. Adv. Mater.
2018(           )
ISI
日本語
グリュンベルグ先生を偲んで
まてりあ
57 399 2018(           )
日本語
反強磁性ホイスラー合金薄膜を用いた交換バイアス効果 (磁気記
録・情報ストレージ)
信学技報
118 43 2018(           )
日本語
反強磁性ホイスラー合金薄膜を用いた交換バイアス効果 (マルチメ
ディアストレージ)
映像情報メディア学会技術報告 = ITE technical report
42 43 2018(           )
日本語
スピントロニクス研究の最新動向  スピントロニクス材料の進展 -規
則合金を中心にして-
機能材料
38 48 2018(           )
日本語
強磁性体における異常ネルンスト効果の物理 (光・熱・電気伝導に
関する磁気物理の進展)
社団法人日本磁気学会研究会資料 = Bulletin of Topical Symposium of the Magnetics Society of Japan
220 1 2018(           )
. 先端エネルギー材料理工共創研究センター(イオンエネルギー材料研究部)
英語
Magnetic Sponge with Neutral-Ionic Phase Transitions
査読有
Adv. Sci.
5 1700526-1 2018(           )
ISI
英語
Thermally Induced Valence Tautomeric Transition in a Two-
Dimensional Fe-Tetraoxolene Honeycomb Network 査読有
Angew. Chem. Int. Ed.
57 12043 2018(           )
ISI
英語
Magnetic Switching by the In-Situ Electrochemical Control of
Quasi-Spin-Peierls Singlet States in a Three-Dimensional Spin
Lattice Incorporating TTF-TCNQ Salts
査読有
Chem. Eur. J.
24 4294 2018(           )☆
ISI
英語
Ionic Donor-Acceptor Chain Derived from an Electron Transfer
Reaction of a Paddlewheel-Type Diruthenium(II, II) Complex and N,
N’-Dicyanoquinonediimine
査読有
24 13093 2018(           )
ISI
英語
Charge-Transfer Layered Assembly of a trans-Heteroleptic
Paddlewheel-Type Diruthenium (II, II) Complex with a TCNQ
Derivative: Electrochemical Tuning of the Magnetism
査読有
Chem. Lett.
47 664 2018(           )
ISI
英語
Hammett-Law Correlation in the Electron-Donation Ability of trans-
Heteroleptic Benzoate-Bridged Paddlewheel-Type Diruthenium(II, II)
Complexes
査読有
47 693 2018(           )
ISI
英語
Fast lithium-ion conduction in atom-deficient closo-type complex
hydride solid electrolytes 査読有
Chem. Mater.
30 386 2018(           )
ISI
英語
Crystal structural determination of SrAlD5 with corner-sharing AlD6
octahedron chains by X-ray and neutron diffraction 査読有
Crystals
8 89-(1) 2018(           )
ISI
英語
Layered Ferrimagnets Constructed from Charge-Transferred
Paddlewheel [Ru2] Units and TCNQ Derivatives: The Importance of
Interlayer Translational Distance in Determining Magnetic Ground
State
査読有
Dalton Trans.
47 11760 2018(           )
ISI
英語
Strong electronic influence of equatorial ligands on frontier orbitals
in paddlewheel dichromium(II, II) complexes 査読有
48 908 2018(           )
ISI
英語
One-Dimensional Chains of Paddlewheel-Type Dichromium(II,II)
Tetraacetate Complexes: Study of Electronic Structure Influenced
by - and -Donation of Axial Linkers
査読有
Inorg. Chem.
57 5371 2018(           )
ISI
英語
Magnetic Sponge Behavior via Electronic State Modulations
査読有
J. Am. Chem. Soc.
140 5644 2018(           )
ISI
英語
Metamagnetism with TN = 97 K in a Layered Assembly of
Paddlewheel [Ru2] Units and TCNQ: An Empirical Rule for Interlayer
Distances Determining the Magnetic Ground State
査読有
Mater. Chem.
2 497 2018(           )
ISI
英語
Gas-Responsive porous magnet distingishes the electron spin of
molecular oxygen 査読有
Nat. Commun.
9 1285655 2018(           )
ISI
英語
Development of ferromagnetic fluctuations in heavily overdoped Bi
-2201 copper oxides 査読有
Phys. Rev. Lett.
121 057002-1 2018(           )
ISI
英語
Hydride complex with ninefold H-coordination
SPring-8/SACLA Research Frontiers 2017
46 2018(           )
. 先端エネルギー材料理工共創研究センター(光エネルギー材料研究部)
英語
In situ observation of grain-boundary development from a facet-
facet groove during solidification of silicon
査読有
Acta Mater.
153 186 2018(           )☆
ISI
英語
In-situ observation of instability of a crystal-melt interface during
the directional growth of pure antimony 査読有
AIP Adv.
8 75121 2018(           )
ISI
英語
Crystal Growth Conditions of Types I and II Na-Si Clathrates by
Evaporation of Na from a Na-Si-Sn Solution 査読有
Cryst. Growth Des.
18 351 2018(           )
ISI
英語
Investigation of Si Dendrites by Electron-Beam-Induced Current
査読有
Crystals
8 317 2018(           )
ISI
英語
Instability of crystal/melt interface in Si-rich SiGe
査読有
J. Appl. Phys.
124 85104 2018(           )
ISI
英語
Application of weighted Voronoi diagrams to analyze nucleation
sites of multicrystalline silicon ingots 査読有
J. Cryst. Growth
499 62 2018(           )
ISI
英語
Origin of small-angle grain boundaries during directional
solidification in multicrystalline silicon 査読有
Materialia
3 347 2018(           )
英語
In situ observation of grain boundary groove at the crystal/melt
interface in Cu 査読有
Scr. Mater.
146 169 2018(           )
ISI
英語
In situ observation of interaction between grain boundaries during
directional solidification of Si 査読有
148 37 2018(           )
ISI
. 先端エネルギー材料理工共創研究センター(材料プロセス・社会実装研究部)
英語
Mechanical properties, electrochemical behavior and
biocompatibility of the Ti-based low-alloys containing a minor
fraction of noble metals
査読有
J. Alloys Compd.
732 915 2018(           )
ISI
英語
The mechanical cycling behavior of TiNi based crystal/glassy alloy
in the superelastic mode 査読有
768 176 2018(           )
ISI
英語
A new, toxic element-free Mg-based metallic glass for biomedical
applications 査読有
J. Non-Cryst. Solids
481 397 2018(           )
ISI
英語
Electronic structures and heterogeneity of Zr-Cu-Ag metallic
glasses 査読有
498 281 2018(           )
ISI
英語
A Ni-, Al-, Be-free Zr-based metallic glass for biomedical
applications 査読有
500 78 2018(           )
ISI
英語
Simultaneous Prediction of the Energies of Qx and Qy Bands and
Intramolecular Charge-Transfer Transitions in Benzoannulated and
Non-Peripherally Substituted Metal-Free Phthalocyanines and Their
Analogues: No Standard TDDFT Silver Bullet Yet
査読有
J. Phys. Chem. A
123 132 2018(           )
ISI
英語
1,7Dipyrene-containing aza-BODIPYs: Are pyrene groups effective
as ligands to promote and direct complex formation with common
nanocarbon materials?
査読有
J. Phys. Chem. C
122 27893 2018(           )
ISI
英語
Thermodynamic Description of Crystalline Water Phases Containing
Hydrogen 査読有
JETP Lett.
108 806 2018(           )
ISI
英語
Microstructure characterization by X-ray tomography and EBSD of
porous FeCr produced by liquid metal dealloying 査読有
Mater. Charact.
144 166 2018(           )
ISI
英語
Viscoelasticity of Cu- and La-based bulk metallic glasses:
Interpretation based on the quasi-point defects theory 査読有
Mater. Sci. Eng. A
719 164 2018(           )
ISI
英語
Open porous dealloying-based biomaterials as a novel biomaterial
platform 査読有
Mater. Sci. Eng. C
88 95 2018(           )
ISI
英語
On the Potential of Bulk Metallic Glasses for Dental Implantology:
Case Study on Ti40Zr10Cu36Pd14 査読有
Materials
11 2018(           )
ISI
英語
Porous NiTi Particle Dispersed Mg-Zn-Ca Bulk Metallic Glass
Matrix Composites 査読有
11 2018(           )
ISI
英語
Influence of N2 on Formation Conditions and Guest Distribution of
Mixed CO2 + CH4 Gas Hydrates 査読有
Molecules
23 Art.No. 3336 2018(           )
ISI
英語
Imaging of 3D morphological evolution of nanoporous silicon anode
in lithium ion battery by X-ray nano-tomography 査読有
Nano Energy
52 381 2018(           )
ISI
英語
Nanoporous magnesium
査読有
Nano Research
2018(           )
ISI
英語
Ozone storage capacity in clathrate hydrates formed by O3 + O2 +
N2 + CO2 gas mixtures 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
20 12637 2018(           )
ISI
英語
Preparation of hierarchical porous metals by two-step liquid metal
dealloying 査読有
Scr. Mater.
142 101 2018(           )
ISI
日本語
メカニカルアロイングによるCoCrFeMnNi ハイエントロピー合金粉末
の作製とその放電プラズマ焼結 査読有
まてりあ
57 333 2018(           )
日本語
Pd基金属ガラスを用いた高アスペクト比回折格子の作製技術の確
立 査読有
粉体および粉末冶金
65 52 2018(           )
. 計算材料学センター
英語
Ionic Conductivity in Ionic Liquid Nano Thin Films
査読有
ACS Nano
12 10509 2018(           )
ISI
英語
Tribochemical Reactions and Graphitization of Diamond-Like
Carbon against Alumina Give Volcano-Type Temperature
Dependence of Friction Coefficients: A Tight-Binding Quantum
Chemical Molecular Dynamics Simulation
査読有
Carbon
133 350 2018(           )
ISI
英語
Effect of Fluorination on Friction Forces between Concentrated
Polymer Brushes in the Dry State: All-Atom Molecular Dynamics
Simulation Study
査読有
Chem. Lett.
47 784 2018(           )
ISI
英語
Molecular Interaction between Pentacene and Imidazolium Ionic
Liquids: A Molecular Dynamics Study 査読有
47 1154 2018(           )
ISI
英語
First-Principles Calculation of Activity and Selectivity of the Partial
Oxidation of Ethylene Glycol on Fe(001), Co(0001), and Ni(111) 査読有
J. Catal.
361 361 2018(           )
ISI
英語
Contrasting Roles of Water at Sliding Interfaces between Silicon-
Based Materials: First-Principles Molecular Dynamics Sliding
Simulations
査読有
J. Phys. Chem. C
122 10459 2018(           )
ISI
英語
Fermi Surface, Pressure-Induced Antiferromagnetic Order, and
Superconductivity in FeSe 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 014705-1 2018(           )
ISI
英語
First-principles Theory of Magnetic Multipoles in Condensed Matter
Systems 査読有
87 2018(           )
ISI
英語
Fracture Process of Double-Network Gels by Coarse-Grained
Molecular Dynamics Simulation 査読有
Macromolecules
51 3075 2018(           )
ISI
英語
Large magneto-optical Kerr effect and imaging of magnetic octupole
domains in an antiferromagnetic metal 査読有
Nat. Photonics
12 73 2018(           )
ISI
英語
Giant anomalous Nernst effect and quantum-critical scaling in a
ferromagnetic semimetal 査読有
Nat. Phys.
2018(           )
ISI
英語
Molecular Dynamics Study of Mesophase Transition upon Annealing
of Imidazolium-Based Ionic Liquids with Long-Alkyl Chains 査読有
Phys. Chem. Chem. Phys.
20 9796 2018(           )
ISI
英語
Manipulating the magnetoelectric effect: Essence learned from
Co4Nb2O9 査読有
Phys. Rev. B
97 020404(R)-1 2018(           )
ISI
英語
Theory of superconductivity in hole-doped monolayer MoS2
査読有
98 064509-1 2018(           )
ISI
英語
Classification of atomic-scale multipoles under crystallographic
point groups and application to linear response tensors 査読有
98 165110-1 2018(           )
ISI
英語
Theory of magnetoelectric response in Co4Nb2O9
査読有
Physica B
536 107 2018(           )
ISI
日本語
“MASAMUNE-IMR”による分野の融合・強調を目指して
IMRニュース
87 4 2018(           )
日本語
東北大学　金属材料研究所　久保研究室
月刊トライボロジー
370 72 2018(           )
日本語
研究室紹介　計算材料学研究部門
研友
75 32 2018(           )
日本語
センター長挨拶
計算材料学センターだより
29 1 2018(           )
. 中性子物質材料研究センター
英語
Al-impurity-induced magnetic excitations in heavily over-doped
La1.7Sr0.3Cu0.95Al0.05O4 査読有
AIP Adv.
8 101318-1 2018(           )
ISI
英語
Ready to roll? Time to launch POLANO
査読有
AIP Conf. Proc.
1969 050001-1 2018(           )☆
ISI
英語
Instrumental Resolution of the Chopper Spectrometer 4SEASONS
Evaluated by Monte Carlo Simulation 査読有
1969 050004-1 2018(           )
ISI
英語
Thermal Conductivity due to Spins in the Frustrated 2-Leg Spin
Ladder System BiCu2PO6 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
87 074702-1 2018(           )
ISI
英語
Ce-doping and reduction annealing effects on electronic states in
Pr2-XCeXCuO4 studied by Cu K-edge X-ray absorption spectroscopy 査読有
87 094710-1 2018(           )
ISI
英語
μSR study of magnetism in the as-prepared and non-
superconducting T*-La0.9Eu0.9Sr0.2CuO4 査読有
JPS Conf. Proc.
21 011026-1 2018(           )
英語
Development of 3He Neutron Spin Filter for the Polarized Neutron
Spectrometer POLANO at J-PARC 査読有
22 011017-1 2018(           )☆
英語
Fe-impurity-induced magnetic excitations in heavily over-doped
La1.7Sr0.3Cu0.95Fe0.05O4 査読有
969 012024-1 2018(           )
ISI
英語
Reduction and oxidation annealing effects on Cu K-edge XAFS for
electron-doped cuprate superconductors 査読有
969 012051-1 2018(           )
ISI
英語
Crystal Growth and Neutron Scattering Study of Spin Correlations
of the T'-Structured  Pr2-xCaxCuO4 査読有
969 012070-1 2018(           )
英語
139La NMR investigation of the charge and spin order in a
La1.885Sr0.115CuO4 single crystal 査読有
Phys. Rev. B
97 064511-1 2018(           )
ISI
英語
Modification of structural disorder by hydrostatic pressure in the
superconducting curate YBa2Cu3O6.73 査読有
97 174508-1 2018(           )
ISI
英語
Detailed study of the structure of the low-energy magnetic
excitations in overdoped La1.75Sr0.25CuO4 査読有
Physica B
536 717 2018(           )
ISI
. 低温物質科学実験室
英語
Quantum paramagnet near spin-state transition
査読有
Advanced Quantum Technologies
1 1800057-1 2018(           )☆
英語
Spatial variation of dynamic nuclear spin polarization probed by the
non-local Hanle effect 査読有
Appl. Phys. Lett.
112 132403-1 2018(           )
ISI
英語
Linear magnetic field dependence of the magnetodielectric effect in
eutectic BaTiO3-CoFe2O4 multiferroic material fabricated by
containerless processing
査読有
112 12903-1 2018(           )
ISI
英語
Brillouin Light Scattering from Magnetic Excitations in
Superparamagnetic and Ferromagnetic Co.Al.O Granular Films 査読有
J. Phys. Soc. Jpn
87 044707-1 2018(           )
ISI
英語
Direct observation of magnetic flux and interstitial vortices in
perforated mesoscopic squares of superconducting films 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
969 012074-1 2018(           )
ISI
英語
Quantum phase transitions in highly crystalline two-dimensional
superconductors 査読有
Nat. Commun.
9 778-1 2018(           )
ISI
英語
Anisotropy of the upper critical field and its thickness dependence
in superconducting FeSe electric-double-layer transistors 査読有
Phys. Rev. B
97 174520-1 2018(           )
ISI
英語
Antiferromagnetic ground state and heavy-fermion behavior in
Ce2Pt2Pb 査読有
98 035131_1 2018(           )☆
ISI
英語
Spin trimer formation in the metallic compound Gd3Ru4Al12 with a
distorted kagome lattice 査読有
98 054410_1 2018(           )☆
ISI
英語
Gate-controlled low carrier density superconductors: Toward the
two-dimensional BCS-BEC crossover 査読有
98 064512-1 2018(           )
ISI
英語
Enhancement of superconducting transition temperature in FeSe
electric-double-layer transistor with multivalent ionic liquids 査読有
Phys. Rev. Mater.
2 031801(R)-1 2018(           )
ISI
英語
Critical current enhancement driven by suppression of
superconducting fluctuation in ion-gated ultrathin FeSe 査読有
Supercond. Sci. Technol.
31 055003-1 2018(           )
ISI
日本語
超音波による強磁場極低温環境下のフラストレートスピン系の磁気
相転移の研究 査読有
東北大学金属材料研究所強磁場超電導材料研究センター平成29年度年次報告
131 2018(           )
. 材料分析研究コア
日本語
誘導結合プラズマ発光分光分析法による高炉スラグの組成分析の
ためのガラスビード融解処理 査読有
Bunseki Kagaku(分析化学)
67 673 2018(           )
ISI
英語
Synthesis, crystal structure, and luminescence properties of a new
nitride polymorph, beta-Sr0.98Eu0.02AlSi4N7 査読有
J. Solid State Chem.
258 664 2018(           )
ISI
英語
Fatigue improvement of electron beam melting-fabricated
biomedical Co-Cr-Mo alloy by accessible heat treatment 査読有
Mater. Res. Lett.
6 93 2018(           )
ISI
. 情報企画室広報班
英語
Pyruvate kinase type M2 contributes to the development of
pancreatic ductal adenocarcinoma by regulating the production of
metabolites and reactive oxygen species.
査読有
Int. J. Oncology
52 881 2018(           )
ISI
(期間：2018年4月～2019年3月)
基調講演
招待／特別
講演
その他 口頭 ポスター
１．金属物性論研究部門 10 1 3
２．結晶物理学研究部門
３．磁気物理学研究部門 1 3 6
４．量子表面界面科学研究部門
５．低温物理学研究部門 3
６．低温電子物性学研究部門 1 4 1
７．量子ビーム金属物理学研究部門 1 4
８．結晶欠陥物性学研究部門 2 4 11 5
９．金属組織制御学研究部門 2 3 3 4
10．計算材料学研究部門 4 2 1
11．材料照射工学研究部門 2 11 7
12．耐環境材料学研究部門
13．原子力材料工学研究部門 1 2 4 1
14．電子材料物性学研究部門 4
15．ランダム構造物質学研究部門 2
16．構造制御機能材料学研究部門 2 3 2
17．錯体物性化学研究部門 10 5 7
18．非平衡物質工学研究部門 1 5
19．磁性材料学研究部門 6 1 6 3
20．結晶材料化学研究部門 2 2 9
21．水素機能材料工学研究部門 1 3 1
22．先端結晶工学研究部 1 6 2 2
23．加工プロセス工学研究部門 2 4 3 11
24．アクチノイド物質科学研究部門 1
25．不定比化合物材料学研究部門 2 3 2
26．分析科学研究部門 1 1 7 5
27．東京エレクトロン３Dプリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門 2 4 3 11
28．最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門 2 4 3 11
29．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト
30．計算物質科学人材育成コンソーシアム 1 1 3 4
31．量子エネルギー材料科学国際研究センター 1 2 1
32．新素材共同研究開発センター 8 7 5
33．強磁場超伝導材料研究センター 5 2 9
34．附属産学官広域連携センター 2 1 2
35．計算材料学センター 3
36．先端エネルギー材料理工共創研究センター 2 31 1 7 9
37．国際共同研究センター ― ― ― ― ―
38．中性子物質材料研究センター 1 4
39．低温物質科学実験室 3 1
合計 19 141 4 105 122
第５章　国際会議における発表
研究室
招待講演 一般講演
１．研究部
（１）　所外
所属 職名等 氏名
18K0001 一般研究 継続 複合構造を有する新規熱電材料の開発 産業技術総合研究所 主任研究員 荻野 拓 吉川 彰
18K0002 一般研究 継続
ソフトプラズマイオン化質量分析法の構築に向
けた分光学的研究
広島大学大学院
総合科学研究科 助教 布目 陽子 我妻 和明
18K0003 一般研究 継続
マルチスケール・シミュレーションによる摩擦
のエネルギー散逸と熱電材料物性の研究
山口大学大学院
創成科学研究科 准教授 仙田 康浩
久保 百司
（計算材料学
部門）
18K0004 一般研究 新規 歯科補綴装置への付加造形技術の応用 岩手医科大学医療工学講座 教授 武本 真治 千葉 晶彦
18K0005 一般研究 新規
金属材料の表面改質を考慮した接触・摩擦モデ
リング 物質・材料研究機構
主任
研究員 渡邊 育夢 宮本 吾郎
18K0006 一般研究 新規
火星隕石に含まれる衝撃黒色化カンラン石の結
晶学的研究
東京大学
総合研究博物館 教授 三河内 岳 杉山 和正
18K0007 一般研究 継続
新規磁歪材料の探索および特殊形状加工に関す
る研究
一般財団法人
電力中央研究所
主任
研究員 伊藤 雅彦 吉川 彰
18K0008 一般研究 継続
金属微粒子を用いた糖認識センサーの機構解明
を目指した基礎物性の研究 上智大学理工学部 教授 後藤 貴行 佐々木 孝彦
18K0009 一般研究 新規
蛍光体Scheelite-powellite（灰重石-パウエル
石）固溶体の結晶構造解析 熊本大学 教授 吉朝 朗 杉山 和正
18K0010 一般研究 継続
金属ガラスの熱的歪みによる若返りの構造学的
探求
熊本大学大学院
先端科学研究部 教授 細川 伸也 加藤 秀実
18K0011 一般研究 新規 ラスマルテンサイトの組織形成の3次元解析 名古屋工業大学 助教 知場 三周 古原 忠
18K0012 一般研究 継続
様々な構造を持つ超伝導体中における量子磁束
マニュピレーション
日本原子力研究開発
機構 研究主幹 岡安 悟 佐々木 孝彦
18K0013 一般研究 継続
磁性金属ヘテロ構造における新奇スピン軌道効
果の開拓 物質・材料研究機構
グループ
リーダー 三谷 誠司 高梨 弘毅
18K0014 一般研究 新規
電子ドープ型銅酸化物超伝導体におけるスピ
ン・電荷励起への還元アニール効果
量子科学技術研究開
発機構量子ビーム科
学研究部門
上席
研究員 石井 賢司 藤田 全基
18K0015 一般研究 継続
量子ビーム用パルス高性能磁場装置開発と物質
科学への応用
日本原子力研究開発
機構 研究員 渡辺 真朗 野尻 浩之
18K0016 一般研究 新規
多光子顕微鏡を用いたGaN結晶中の貫通転位イ
メージング
大阪大学大学院
基礎工学研究科 教授 酒井 朗 谷川 智之
18K0017 一般研究 継続
高純度の核融合炉用低放射化バナジウム合金に
おけるチタン濃度の最適化 核融合科学研究所 准教授 長坂 琢也 松川 義孝
　　・　国内
第６章　国内の共同研究
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
18K0018 一般研究 継続 アクチノイド金属間化合物の異方的伝導特性 日本原子力研究開発機構 研究主幹 芳賀 芳範 青木 大
18K0019 一般研究 継続
単結晶状態にある非磁性酸化物/強磁性金属ヘテ
ロ構造とその物性 東京大学 准教授 千葉 大地 塚﨑 敦
18K0020 一般研究 新規 窒化物半導体成長プロセスの基板面方位依存性 九州大学応用力学研究所 教授 寒川 義裕 松岡 隆志
18K0021 一般研究 新規 IR-FZ法における酸化物単結晶の大口径化 山梨大学大学院総合研究部 准教授 綿打 敏司 吉川 彰
18K0022 一般研究 新規
印刷と焼成によるシリコン系混晶半導体のエピ
タキシャル成長のその場観察 名古屋大学 教授 宇佐美 徳隆 藤原 航三
18K0023 一般研究 新規
CeF3薄膜光伝導型紫外光センサにおけるフッ素
欠陥制御 名古屋工業大学 准教授 小野 晋吾 吉川 彰
18K0024 一般研究 新規
3次元微視組織観察にもとづく低合金TRIP鋼の変
形圧縮性と延性破壊挙動の解明 鳥取大学 准教授 松野 崇 北條 智彦
18K0025 一般研究 新規
多孔性粒子を利用した難水溶性薬物の溶解性お
よび放出性制御に関する検討 大阪薬科大学 准教授 門田 和紀 杉山 和正
18K0026 一般研究 新規
高エネルギー分解能シンチレータを用いた電子
飛跡検出型コンプトンカメラの開発 京都大学 助教 高田 淳史 山路 晃広
18K0027 一般研究 継続 準安定βチタン合金の相安定性と超弾性特性 新潟工科大学工学科 教授 村山 洋之介 千葉 晶彦
18K0028 一般研究 新規
低エネルギー荷電粒子識別のためのホスウィッ
チ型シンチレーション検出器の開発 大阪大学 教授 川畑 貴裕 山路 晃広
18K0029 一般研究 新規
Study of optical properties of Na from
ultraviolet to vacuum ultraviolet region
大阪大学レーザー科
学研究所
特任助教
（常勤）
ガバイノ
ジャックリ
ン
森戸 春彦
18K0030 一般研究 新規
機械学習による結晶成長その場予測に向けた基
礎検討 理化学研究所 研究員 沓掛 健太朗 前田 健作
18K0031 一般研究 継続
白金（111）上への酸化物薄膜の（110）方位エ
ピタキシャル成膜
鶴岡工業高等専門学
校 教授 内山 潔 木口 賢紀
18K0032 一般研究 継続 新規鉄族合金水素化物の高温高圧合成 量子科学技術研究開発機構
上席
研究員 齋藤 寛之 高木 成幸
18K0033 一般研究 新規
分子性磁性体が強磁場中で発現する量子磁気特
性
大阪府立大学理学系
研究科物理科学専攻 教授 細越 裕子 野尻 浩之
18K0034 一般研究 継続 原子燃料被覆管Zr新合金の開発と強度評価試験 東京大学大学院工学系研究科 教授 阿部 弘亨 松川 義孝
18K0035 一般研究 継続
ナノサイズ強磁性体の磁化ダイナミクス評価と
スピンポンピングの検討
大島商船高等専門学
校 准教授 神田 哲典 伊藤 啓太
18K0036 一般研究 継続 3元系ウラン化合物の物質探索 金沢大学理工研究域 准教授 大橋 政司 青木 大
18K0037 一般研究 新規
単結晶ダイヤモンド/Si接合界面の形成機構の解
明 大阪市立大学 講師 梁 剣波 大野 裕
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新規
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研究代表者
課題番号
研究
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18K0038 一般研究 新規
多座ラジカル配位子を用いた４f金属錯体を基調
とする分子性磁石の探索
電気通信大学大学院
情報理工学研究科
基盤理工学専攻
教授 石田 尚行 野尻 浩之
18K0039 一般研究 新規
ホウ酸系光学結晶のガンマ線照射耐性と屈折率
変化
大阪大学
レーザー科学研究所 教授 猿倉 信彦 宇田 聡
18K0040 一般研究 継続
非晶質合金中のナノドメイン構造とバルク特性
の相関に関する研究
大阪府立大学
工学研究科 准教授 堀 史説 今野 豊彦
18K0041 一般研究 継続 ビスマスを含む新奇ウラン化合物の探索 島根大学大学院総合理工学研究科 准教授 本山 岳 青木 大
18K0042 一般研究 新規
複数種希土類ドープによる新規短波長シンチ
レーター材料開発
大阪大学レーザー科
学研究所 助教 清水 俊彦 吉川 彰
18K0043 一般研究 継続
加工熱処理FeCo過剰型磁歪合金の磁区形態と磁
気バルクハウゼン応力センサ信号との相関性 横浜国立大学 教授 中尾 航 千葉 晶彦
18K0044 一般研究 新規
プロトン-電子結合による分子性結晶の新規物性
の理論的開拓
早稲田大学
高等研究所 講師 中 惇 佐々木 孝彦
18K0045 一般研究 新規
低温超塑性を示す超微細不均質組織を有すTi合
金の組織・構造解析 香川大学　工学部 准教授 松本 洋明 山中 謙太
18K0046 一般研究 継続
遷移金属水素化物における低温磁性・伝導性の
研究
高エネルギー加速器
研究機構 助教 本田 孝志 折茂 慎一
18K0047 一般研究 新規
窒化物半導体デバイスの性能を制限する要因の
解明とその克服に向けた結晶評価
弘前大学大学院
理工学研究科 教授 岡本 浩 松岡 隆志
18K0048 一般研究 継続
シッフ塩基を配位子に有するMn(III)２核錯体の
強磁性発現機構の解明：実験と理論との共同研
究
大阪大学 准教授 北河 康隆 宮坂 等
18K0049 一般研究 継続
二価金属共添加Ce含有ガーネットシンチレータ
の特性改善の機構解明 山形大学理学部 教授 北浦 守 山路 晃広
18K0050 一般研究 継続 レアメタルフリー磁性材料の創成研究 東京理科大学 准教授 小嗣 真人 高梨 弘毅
18K0051 一般研究 継続
局所溶解・過冷却現象によるアルミニウム合金
－3d遷移金属異材接合 宇都宮大学 准教授 山本 篤史郎 加藤 秀実
18K0052 一般研究 継続
T’構造を有する電子ドープ型銅酸化物における
電子状態と新しい超伝導のメカニズムに関する
研究
上智大学理工学部
機能創造理工学科 教授 足立 匡 鈴木 謙介
18K0053 重点研究 継続
非アフィン熱歪み現象を用いた金属ガラスにお
ける構造不均一性の解明
宇部工業高等専門学
校機械工学科 助教 山崎 由勝 加藤 秀実
18K0054 一般研究 継続
高スピン偏極ホイスラー合金を用いた超伝導ス
ピントロニクス素子に関する研究
鹿児島大学大学院
理工学研究科 助教 重田 出 窪田 崇秀
18K0055 一般研究 継続
マイクロチャネルエピタキシーを用いた高品
質・大口径GaN基板の作製
大阪大学大学院
工学研究科 助教 今西 正幸 谷川 智之
18K0056 一般研究 継続
メスバウァー分光法を用いた先端的機能材料の
超微細磁気構造の解析 東北学院大学 教授 土井 正晶 青木 大
18K0057 一般研究 継続 新規開発シンチレータの詳細測定と応用 広島大学 助教 高橋 弘充 吉川 彰
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18K0058 一般研究 新規
引力系コロイドの２Dおよび３D結晶化過程の研
究
名古屋市立大学
大学院薬学研究科 教授 山中 淳平 宇田 聡
18K0059 一般研究 継続
Si基板上の非鉛圧電体薄膜の結晶歪制御技術の
開発 北見工業大学工学部 教授 大野 智也 木口 賢紀
18K0060 一般研究 新規
NaCa2Cu2V3O12ガーネットの構造相転移とデバイ
温度の決定
山口大学大学院
創成科学研究科 准教授 中塚 晃彦 杉山 和正
18K0061 一般研究 新規
ヨウ化カルシウム（CaI2）シンチレータ結晶の
開発と基礎物理への応用 筑波大学 助教 飯田 崇史 吉川 彰
18K0062
若手萌芽
研究 継続
正方歪を有するFeCo薄膜の一軸磁気異方性と高
機能化
秋田大学大学院
理工学研究科 講師 長谷川 崇 関 剛斎
18K0063
若手萌芽
研究 新規 金属-有機構造体（MOF）の局所構造評価 関西学院大学 准教授 田中 大輔 宮坂 等
18K0064
若手萌芽
研究 継続
層状ペロブスカイト型酸化物の頂点酸素におけ
るスピン偏極に関する研究 室蘭工業大学 助教 宮崎 正範 藤田 全基
18K0065
若手萌芽
研究 新規 静電浮遊法を用いたY3Al5O12融体の熱物性測定
宇宙航空研究開発機
構
研究
開発員 小山 千尋 宇田 聡
18K0066 一般研究 継続
放射性金属のフタロシアニン錯体からの反跳脱
離の研究 大阪大学 講師 笠松 良崇 青木 大
18K0067 一般研究 継続 ニオブ含有酸化物の晶出機構の研究 信州大学工学部 准教授 太子 敏則 宇田 聡
18K0068 一般研究 継続
β型Ti合金の準安定相生成による機械的性質変
化に対するひずみ速度と初期組織の影響 香川大学 教授 田中 康弘 千葉 晶彦
18K0069 一般研究 新規
シンチレータ応用の為のガーネット結晶のバン
ドギャップ計算
大阪大学
レーザー科学研究所
特任
研究員
ムイ ヴィエ
ト・ロン 吉川 彰
18K0070 一般研究 継続
強誘電体薄膜への応力印加効果に関する微細構
造解析に関する研究
静岡大学学術院
工学領域 准教授 坂元 尚紀 木口 賢紀
18K0071 一般研究 新規
Ce:GGAGシンチレータのリン光成分の低減化と宇
宙観測への応用 早稲田大学 教授 片岡 淳 吉野 将生
18K0072 一般研究 継続
高効率なスピン流生成をめざした磁性体の理論
研究
日本原子力研究開発
機構先端基礎研究セ
ンター
主任
研究員 森 道康 藤田 全基
18K0073 一般研究 新規 多重外場応答型錯体の設計 中央大学 教授 張 浩徹 宮坂 等
18K0074 一般研究 新規
マルチフェロイック材料の単結晶育成と放射光
局所歪み解析 名古屋工業大学 助教 木村 耕治 山路 晃広
18K0075 一般研究 新規
イオンモビリティ制御を用いた革新的水素貯蔵
材料の開発
北海道大学大学院
工学研究院 助教 中川 祐貴
Kim
Sangryun
18K0076 一般研究 新規
電子ドープ型銅酸化物高温超伝導体Pr1-
xLaCexCuO4の磁気励起と格子振動
総合科学研究機構
中性子科学センター 研究員 池内 和彦 藤田 全基
18K0077 一般研究 新規
裏面電極配置構造を有する希釈窒化物半導体太
陽電池の開発
埼玉大学大学院
理工学研究科 准教授 八木 修平 窪谷 茂幸
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18K0078
若手萌芽
研究 新規
円筒放電型核融合中性子源における重水素化チ
タン薄膜の材料特性評価
京都大学エネルギー
理工学研究所 助教 向井 啓祐 笠田 竜太
18K0079 一般研究 新規
ネオジムドープ複合酸化物ガラスを用いた中性
子シンチレータの開発
大阪大学レーザー科
学研究所
特任助教
（常勤）
エンピゾ メ
ルヴィン
ジョン
吉川 彰
18K0080 一般研究 新規
新規高エネルギー分解能シンチレータの開発と
核医学への応用
量子科学技術研究開
発機構
チーム
リーダー 山谷 泰賀 吉川 彰
18K0081 一般研究 新規 In系化合物半導体の結晶成長と物性評価 工学院大学 准教授 山口 智広 窪谷 茂幸
18K0082 一般研究 新規
常陽･JMTR中性子照射材の微細組織観察による照
射組織発達過程と強度の相関則の研究
福井大学附属国際原
子力工学研究所 教授 福元 謙一 笠田 竜太
18K0083 一般研究 新規
ペロブスカイトスラブ型酸化物Sr2(Ta,Nb)2O7に
おける局所構造とドメイン構造 九州工業大学 准教授 堀部 陽一 木口 賢紀
18K0084 一般研究 新規
GaN縦型トランジスタ応用に向けた高品質GaN結
晶成長 山口大学 准教授 岡田 成仁 谷川 智之
18K0085 一般研究 新規
鉄系マルテンサイトの組織形成に及ぼす2種類の
マルテンサイトの影響の解明
島根大学大学院
総合理工学研究科 准教授 森戸 茂一 宮本 吾郎
18K0086 一般研究 新規
超伝導転移端センサーによるトリウム229アイソ
マーエネルギーの測定 理化学研究所 研究員 山口 敦史 青木 大
18K0087 一般研究 継続
サファイヤ基板上アルミン酸亜鉛薄膜の成長に
おける面方位依存性 静岡大学 准教授 小南 裕子 山路 晃広
18K0088
若手萌芽
研究 新規
核融合炉ブランケット材料中微細析出物の照射
および熱時効下における安定性
東京大学大学院
工学系研究科 助教 叶野 翔 松川 義孝
18K0089
若手萌芽
研究 新規 フッ化物結晶の放射線耐性評価
大阪大学レーザー科
学研究所 助教 山ノ井 航平 山路 晃広
18K0090
若手萌芽
研究 新規
分子性導体が示す多様な電荷秩序状態および,
Fe-Mn-Si, Mg-Zn-Y合金系の長周期積層構造に対
する第一原理計算
熊本大学 助教 圓谷 貴夫 佐々木 孝彦
18K0091 一般研究 継続 Ti-xNb, xMo合金の機械的性質と摩擦摩耗挙動 兵庫県立大学 准教授 三浦 永理 山中 謙太
18K0092 一般研究 新規
難治性・再発性がんの治療を目指したα線内用
療法の開発
福島県立医科大学ふ
くしま国際医療科学
センター先端臨床研
究センター
准教授 鷲山 幸信 青木 大
18K0093
若手萌芽
研究 新規
結晶シリコン界面の未結合手不活化における水
素機能の解明 名古屋大学 助教 後藤 和泰 秋山 英二
18K0094 一般研究 新規
229Thの壊変生成物を用いた短寿命核自発核分裂
測定装置の開発 新潟大学 准教授 後藤 真一 青木 大
18K0095 一般研究 新規
水素化物ターゲットを用いた反応性スパッタ手
法の開発
東京工業大学物質理
工学院応用化学系 助教 清水 亮太 高木 成幸
18K0096 一般研究 新規
酸化グラフェンナノシートを用いたナノコンプ
レッサーの開発 熊本大学 教授 速水 真也 宮坂 等
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
18K0097 一般研究 新規
高圧ねじり加工で作製されたNbTi合金の超伝導
特性
九州産業大学理工学
部電気工学科 教授 西嵜 照和 佐々木 孝彦
18K0098 一般研究 継続
デバイス特性・信頼性に影響を与える結晶欠陥
の構造評価および電気的・光学的評価
金沢工業大学大学院
工学研究科高信頼も
のづくり専攻
教授 上田 修 窪谷 茂幸
18K0099 一般研究 新規
藍鉄鉱Fe3(PO4)2･8H2Oにおける鉄の挙動と結晶
構造の変化
一関工業高等専門学
校 未来創造工学科
化学・バイオ系
教授 大嶋 江利子 杉山 和正
18K0100 一般研究 継続
α鉄における炭素・窒素と合金元素の原子間相
互作用
大阪府立大学大学院
工学研究科物質化学
系専攻
教授 沼倉 宏 宮本 吾郎
18K0101 一般研究 新規
短寿命アルファ線放出核種における放射線防護
のためのデータ取得 大阪大学 教授 吉村 崇 青木 大
18K0102 一般研究 新規 圧電単結晶を用いた高温圧力センサーの開発 富山県立大学 准教授 唐木 智明 吉川 彰
18K0103
若手萌芽
研究 継続
バルクMgおよびMg-Al-Zn合金中に生成したMgH2
の脱水素化機構の解明
関西大学化学生命工
学部化学・物質工学
科
助教 近藤 亮太 佐藤 豊人
18K0104 一般研究 新規
ウラン(VI)選択性尿素沈殿剤の耐久性に関する
研究 近畿大学 教授 野上 雅伸 青木 大
18K0105 一般研究 新規
有機配位子による5ｆ電子系元素のイオン認識メ
カニズムの解明2
日本原子力研究開発
機構 研究員 小林 徹 青木 大
18K0106 一般研究 継続
ペロブスカイト型酸化物薄膜の結晶配向成長お
よび分極反転機構の解明
上智大学理工学部物
質生命理工学科 教授 内田 寛 木口 賢紀
18K0107 一般研究 新規
熱インプリント加工による金属ガラスの熱伝導
現象
大阪大学　接合科学
研究所 教授 麻 寧緒 加藤 秀実
18K0108 一般研究 継続
配位子搭載型ソフトマテリアルによる特定三価
ランタノイドイオンならびに価数の異なるウラ
ンイオンの選択的吸着挙動の解明-2
東京工業大学 助教 中瀬 正彦 笠田 竜太
18K0109 一般研究 新規
溶液成長における溶液構造と結晶性との相関の
解明 名古屋大学 特任講師 小泉 晴比古 宇田 聡
18K0110 一般研究 継続 LIBSソータ開発に関する基礎研究 早稲田大学 教授 大和田 秀二 柏倉 俊介
18K0111 一般研究 新規
新規フラストレート磁性体A3ReO5X2および
Ba2MgReO6のESRによる研究
東京大学　物性研究
所 助教 平井 大悟郎 木俣 基
18K0201 一般研究 新規
特異な結晶構造を有する遷移金属化合物におけ
る磁気秩序・磁気揺動の研究
東北大学大学院理学
研究科物理学専攻 教授 大串 研也 青木 大
18K0202 一般研究 継続
金属捕捉剤を用いた液体シンチレータの低放射
能化
東北大学ニュートリ
ノ科学研究センター 准教授 清水 格 青木 大
18K0203 一般研究 継続 遍歴電子磁性を示すウラン化合物の臨界現象 東北大学理学研究科物理学専攻 准教授 木村 憲彰 青木 大
18K0204 一般研究 継続
温度変化に伴う変調構造鉱物の構造変化に関す
る研究
東北大学理学研究科
地学専攻 准教授 栗林 貴弘 杉山 和正
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
18K0205
ワーク
ショップ
開催
継続 バイオマテリアル研究　東北ブロック交流会
東北大学大学院工学
研究科材料システム
工学専攻
教授 成島 尚之 千葉 晶彦
18K0206
ワーク
ショップ
開催
新規
放射光物質構造科学の新展開：高圧物質科学と
地球内部科学
東北大学大学院理学
研究科 准教授 鈴木 昭夫 杉山 和正
18K0207 一般研究 新規
高エネルギー粒子照射環境下における材料特性
劣化の機構に関する研究 東北大学工学研究科 教授 長谷川 晃 笠田 竜太
18K0208 一般研究 新規
ウランとカルシウムシリケート水和物の相互作
用に関する研究
東北大学工学研究科
量子エネルギー工学
専攻
講師 千田 太詩 青木 大
所属 職名等 氏名
18GK0001 S 新規
In situ observation of crystal/melt
interface of silicon
National TAIWAN
University
Distinguis
hed
Professor
Chung-wen
Lan
Kozo
FUJIWARA
18GK0002 S 新規
Magnetic Properties of Mn-Based Heusler
Alloys
Physics Department,
Indian Institute of
Technology Delhi
Professor
Ratnamala
Chatterjee Rie Umetsu
18GK0003 S 新規
Investigation of the interaction of diamond
and nanodiamond with binary metallic
alloys:
application to the fabrication of
nanoporous metal-coated diamond and
synthesis of carbide
nano-precipitates in metals
Lavrentyev
Institute of
Hydrodynamics,
Siberian Branch of
the Russian Academy
of Sciences
Head of
Laboratory Dina Dudina Hidemi Kato
18GK0004 S 新規
Correlation between of mechanical
properties and relaxation processes in
metallic glasses
Northwestern
Polytechnical
University
Associate
Professor Jichao QIAO Hidemi Kato
18GK0005 S 新規
Potential Single-Molecule Torroics States
in Cycli Clusters
Xi'an Jiaotong
University
Professor
Yan-Zhen
Zheng
Hiroyuki
Nojiri
18GK0007 S 新規
spin transport phenomena in
antiferromagnetic systems
Dalian University
of Technology
Professor Qiu Zhiyong Gerrit E.W. Bauer
18GK0010 S 新規
Thermodynamic probing vison and Majorana
zero mode in the diluted Kitaev material α
-Ru1-xIrxCl3
Chung-Ang
University
Professor
Choi Kwang
Yong
Hiroyuki
Nojiri
18GK0011 S 新規
Optical properties of transparent ceramic
scintillator prepared by spark plasma
sintering method
University of Lyon1 EmeritusProfessor
Georges
BOULON
Akira
Yoshikawa
18GK0012 S 新規
Advanced Characterization of New High
Entropy Alloys That Show Stress-Induced
Martensitic Transformation
Egypt-Japan
University of
Science and
Technology (E-JUST)
Associate
Professor
Mohamed
Abdel-Hady
Gebreel
Akihiko
Chiba
18GK0013 S 新規
Rapid preparation of skutterudites n- and
p-type
National University
of Science and
Technology MISiS
PhD
Andrei
Voronin Rie Umetsu
18GK0014 S 新規
Development of novel film-crystal composite
scintillators based on the mixed garnet
compounds
Institute of
Physics, Kazimierz
Wielki University
Professor
Yuriy
Zorenko
Akira
Yoshikawa
　　・　国際
研究代表者
対応教員課題番号 研究種別
新規
・
継続
研究題目
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
18GK0015 S 新規
Impact of novel cooling strategies on
properties of soft ferromagnetic powders
synthesized
through gas-atomization
Leibniz Institute
for Materials
Engineering IWT
Head of
the
research
group
“Melt
Atomizatio
n and
Spray
Forming”
Volker
Uhlenwinkel
Tadashi
Furuhara
Noriharu
Yodoshi
18G02 P 新規
Defect Engineering in SiGe Alloy
Semiconductor for Thermoelectric
Applications
Centre for
Nanoscience and
Technology, Anna
University,
Chennai, India
Associate
Professor
Mukannan
Arivanandha
n
Kozo
Fujiwara
18SV06 S 新規
Study of the Pressure Effects on Emission
Spectra, Band Gap Energy and Crystal
Structure for Pressure Sensor Applications
University of La
Laguna, Spain
Professor
Víctor Laví
n della
Ventura
Akira
Yoshikawa
184K0501 S 新規
Development and characterisation of a new
half-metallic antiferromagnet ヨーク大学 教授 廣畑 貴文
Koki
Takanashi
184K0601 B 新規
Development and characterisation of a new
half-metallic antiferromagnet University of York
Professor
Atsufumi
Hirohata
Koki
Takanashi
184K0502 S 新規
Magnetic chirality induced by frustration
in purely organic magnets
Aragon Materials
Science Institute 教授
Campo
Javier
Hirojuki
NOJIRI
184K0602 B 新規
Magnetic chirality induced by frustration
in purely organic molecular magnets
Aragón Materials
Science Institute
(ICMA)
Director
Javier
CAMPO
Hirojuki
NOJIRI
184K0503 S 新規
The effect of deformation defects on
segregation of solute atoms and
precipitation in magnesium alloy
Department of
Materials Science
and Engineering,
University of
Science and
Technology Beijing
講師 Gu Xinfu TadashiFuruhara
184K0504 S 新規
Multiscale characterization of alloying
elements distribution in the complex
microstructure of AI added carbide free
bainite steels
Tsinghua university 准教授 Hao Chen 宮本 吾郎
184K0505 S 新規
Development of Nickel-Free Cobalt-Base
Alloy for Intravascular Stents
Indonesian
Institute of
Sciences
Researcher Kartika Ika 千葉 晶彦
184K0506 S 新規
Spin-orbit torques in atomically-engineered
metallic multi-layers
University College
London 准教授
Kurebayashi
Hidekazu 関 剛斎
184K0507 S 新規
Electronic fluctuations in low-dimensional
molecular metals
Institute of
Physics, Goethe
University
Frankfurt
教授 MuellerJens 佐々木 孝彦
184K0508 S 新規
High efficiency Carbon-based Hydrogen
Storage Materials LMER, EPFL
博士
研究員 Yang Heena 佐藤 豊人
184K0509 S 新規
Research on the effects of austenite
reversion behavior on the retained
austenite in low alloy TRIP steel
School of
Metallurgical and
Ecological
Engineering
准教授 ZhangXianguang 宮本 吾郎
19K0702 O 新規
Oxygen reduction effect on the crystal
structure in the T’-structure of Pr2CuO4+y
studied by neutron diffraction
Tohoku University AssistantProfessor
Hajime
YAMAMOTO
Masaki
FUJITA
19K0703 O 新規
Research on development of ultra low
temperature / high frequency ESR / NMR
double magnetic resonance equipment
Research Center for
Development of Far-
Infrared Region,
University of Fukui
Docent,
Senior
researcher
Yuya
Ishikawa
Hiroyuki
Nojiri
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号
研究
種別 研究題目 対応教員
19K0704 O 新規
Phase diagram of the moving magnetic
skyrmion lattice with plastic deformation
in MnSi under high electric current
Institute of
Multidisciplinary
Research for
Advanced Materials,
Tohoku University
Assistant
Professor
Daisuke
Okuyama
Yusuke
Nambu
19K0705 O 新規
Fabrication of high-resolution radial
collimator with 3D printer
High Energy
Accelerator
Research
Organization
Assistant
professor
Takashi
Honda
Masaki
Fujita
19K0707 O 新規
Neutron diffraction study on structural and
magnetic properties of the tetragonal
Mn3+xGe1-x
Kyoto University
Postdoctra
l
Fellowship
for Young
Scientists
(JPSJ)
Taniguchi
Takanori
Yusuke
Nambu,
Masaki
Fujita
（２）　所内
所属 職名等 氏名
18K0401
ワーク
ショップ
開催
新規 第4回窒化物半導体成長に関する集
中議論
東北大学
金属材料研究所
教授 松岡 隆志 谷川 智之
18K0402
ワーク
ショップ
開催
新規 日本強磁場コラボラトリにおける
物性研究の現状と展望
東北大学
金属材料研究所
教授 淡路 智 野尻 浩之
18K0403
ワーク
ショップ
開催
新規 耐熱材料の最近の研究開発動向 東北大学
金属材料研究所
教授 古原 忠 古原 忠
所属 職名等 氏名
18GK0006 O 新規 Single crystal growth and low
temperature experiments on UTe2
IMR, Tohoku
University
Assistant
professor
Ai Nakamura Dai Aoki
18GK0009 O 新規
Investigation of Multiple-q
states around the Quantum
Critical Point of URu2Si2 by
Laue Diffraction in 40 T Pulsed
Magnetic Fields
IMR, Tohoku
University
Assistant
Professor
Takumi
Kihara
-
18GK0016 W 新規
GIMRT and PCoMS Joint Workshop
on Applications of X-ray-FEL
for Matters in Extremes
IMR, Tohoku
University
Professor Hiroyuki
Nojiri
-
18GK0017 W 新規
4th Intensive Discussion on
Crystal Growth of Nitride
Semiconductors (IDGN-4)
IMR, Tohoku
University
Professor Takashi
Matsuoka
-
19K0701 O 新規
Study on unconventional uranium
superconductors and non-Fermi-
liquid states under extreme
conditions using high-quality
single crystals
Institute for
Materials
Research (IMR)
Assistant
Professor
Yusei
Shimizu
Dai Aoki
19K0706 O 新規
Practical training of an
advanced neutron-scattering
experiment with the FLEXX
spectrometer at BER II -
Participation in the neutron
experiment for clarifying
magnon polaron induced anti-
crossing gap in YIG-
IMR, Tohoku
university
Assistant
professor Yoichi Ikeda
Masaki
Fujita
18WS01 W 新規
The 10th International Workshop
on Crystalline Silicon for
Solar Cells (CSSC10)
IMR, Tohoku
University Professor
Kozo
Fujiwara
Kozo
Fujiwara
18WS02 W 新規
13th International Workshop on
Biomaterials in Interface
Science
IMR, Tohoku
University
Professor Hidemi Kato Hidemi Kato
研究代表者
対応教員
　　・　国際
課題番号
研究
種別
新規
・
継続
研究題目
対応教員
研究代表者
課題番号
研究
種別
研究題目
新規
・
継続
　　・　国内
２．量子エネルギー材料科学国際研究センター
（１）　材料
18M0001
高照射量で中性子照射された原子炉圧力容器鋼の磁気特性と
微細組織
岩手大学理工学部物理・
材料理工学科 准教授 小林 悟
18M0002
圧力容器モデル合金の中性子照射による 転位ループ・クラス
ター解析に関する研究 九州大学応用力学研究所 准教授 渡辺 英雄
18M0003 原子炉圧力容器鋼クラッド溶接熱影響部の微細組織観察 日本原子力研究開発機構 研究員 高見澤 悠
18M0005 粒内ベイナイト鋼の機械的性質に及ぼす中性子照射効果 愛媛大学大学院 講師 阪本 辰顕
18M0006 高熱伝導性を有する鉄系複合材料の照射損傷 北海道大学大学院工学研究院 教授 橋本 直幸
18M0007 酸化物分散強化フェライト鋼溶接部に及ぼす中性子照射影響 京都大学エネルギー理工学研究所 教授 木村 晃彦
18M0008
高温高圧水中における核融合炉用銅合金の腐食挙動に及ぼす
中性子照射効果 室蘭工業大学 助教 中里 直史
18M0009
ミニチュア試験技術を用いた高速炉長寿命燃料集合体の破壊靱
性評価 日本原子力研究開発機構 研究員 丹野 敬嗣
18M0010 改良ステンレス鋼の既存軽水炉への導入に向けた技術基盤整備 北海道大学 助教 大野 直子
18M0011 3次元アトムプローブによる銅合金中の重水素分布の測定 富山大学 教授 波多野 雄治
18M0012 次世代型Zr基とFe基燃料被覆管材料の照射効果 東京大学大学院工学系研究科 教授 阿部 弘亨
18M0013 Zr基バルク金属ガラスの中性子照射による機械的性質の変化 兵庫県立大学大学院工学研究科 教授 山崎 徹
18M0014
核融合炉用低放射化バナジウム合金の中性子照射硬化に及ぼす
クロム、チタン、侵入型不純物濃度の影響
核融合科学研究所
ヘリカル研究部 准教授 長坂 琢也
18M0015 核融合炉材料中の不純物の放射化分析 核融合科学研究所ヘリカル研究部 准教授 田中 照也
18M0016
金属材料中のマトリックス／析出物界面構造、転位構造と耐照
射特性に関する研究 富山大学 准教授 畠山 賢彦
18M0018
核融合炉ブランケット構造材料の引張変形挙動に対するヘリウ
ム蓄積の影響評価
量子科学技術研究開発機
構 主幹研究員 濱口 大
18M0019
常陽炉の温度制御照射リグを用いたバナジウム合金の照射損傷
研究
福井大学附属国際原子力
工学研究所 教授 福元 謙一
18M0020 高速炉常陽にて照射された構造材料の照射効果に関する研究 九州大学応用力学研究所 准教授 渡辺 英雄
　　・　国内
所属 職名 氏名
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課題番号 研究題目
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18M0021
プラズマ・中性子照射材相互作用研究のための小型高密度プラ
ズマ発生装置の高性能化 名古屋大学工学研究科 教授 大野 哲靖
18M0022
タングステンおよびタングステン合金中の照射欠陥と水素同位
体の相互作用 富山大学 教授 波多野 雄治
18M0023
中性子照射タングステン中の照射欠陥生成・消滅とトリチウム
滞留挙動の相関 静岡大学学術院理学領域 准教授 大矢 恭久
18M0024 水素同位体透過低減セラミックス被覆に対する中性子照射効果 静岡大学 講師 近田 拓未
18M0025
中性子とヘリウムの複合照射がプラズマ対向材料中の水素捕捉
に及ぼす影響 北海道大学 助教 信太 祐二
18M0026 プラズマ対向材料の機械的特性に及ぼす中性子照射効果 九州大学応用力学研究所 准教授 徳永 和俊
18M0027
ホットラボ用小型ダイバータプラズマ模擬試験装置を用いた
照射損傷試料の重水素吸蔵に関する研究 核融合科学研究所 助教 矢嶋 美幸
18M0028 タングステンレニウム合金中の水素同位体挙動 大阪大学 講師 リ ハンテ
18M0029
中性子照射されたカリウムドープタングステン材料中の水素同
位体挙動 九州大学 助教 大宅 諒
18M0030 セラミック複合材料への高エネルギープロトン照射効果の研究 室蘭工業大学 教授 岸本 弘立
18M0031 軽水炉用NITE-SiC/SiC複合材料の中性子照射下健全性評価 室蘭工業大学 准教授 朴 峻秀
18M0032 SiC/SiC複合材料の中性子照射効果 京都大学エネルギー理工学研究所 准教授 檜木 達也
18M0033 SiC中の照射誘起欠陥へのヘリウムの捕捉機構 名城大学 教授 土屋 文
18M0034 結晶配向制御したセラミックス焼結体の耐照射性に関する研究 国立研究開発法人物質・材料研究機構
グループ
リーダー 鈴木 達
18M0035 高次構造制御炭化ホウ素系セラミックスの中性子照射損傷 東京工業大学先導原子力研究所 准教授 吉田 克己
18M0036 炭素材料の機械的特性に及ぼす中性子照射効果 茨城大学 准教授 車田 亮
18M0037 中性子による炭素材料の特性変化と核融合炉への適応性評価 近畿大学理工学部 教授 渥美 寿雄
18M0038 大強度加速器用超伝導磁石材料の中性子照射効果 高エネルギー加速器研究機構 教授 中本 建志
18M0039 超伝導材料の中性子照射効果 核融合科学研究所 教授 西村 新
所属 職名 氏名
課題番号 研究題目
研究代表者
18M0040
中性子照射と希ガス質量分析を用いた隕石・地球鉱物の40Ar-
39ArおよびI-Xe年代測定と極微量ハロゲン・希ガス濃度の同時
分析
東京大学大学院総合文化
研究科広域科学専攻相関
基礎科学系
准教授 角野 浩史
18M0041
40Ar/39Ar年代測定による活動的海底火山とプレートテクトニ
クスに関する 研究 産業技術総合研究所 主任研究員 石塚 治
18M0043 アトムプローブによるCVD薄膜中の合金原子組成分析 東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻 教授 霜垣 幸浩
18M0044
シリコン同位体ヘテロ・ナノピラー構造中の酸化増速拡散の
３次元アトムプローブ測定
慶應義塾大学 理工学部
物理情報工学科 助教 宮本 聡
18M0045 熱処理によるダイヤモンド/Si接合における界面挙動 大阪市立大学 講師 梁 剣波
18M0201 改良型先進タングステン合金の中性子照射影響 東北大学工学研究科 教授 長谷川 晃
18M0202 中性子照射したオーステナイトステンレス鋼の変形挙動 東北大学工学研究科・量子エネルギー工学専攻 助教 宮澤 健
18M0203
中性子照射材評価のための微小試験片を用いた疲労試験技術の
開発
東北大学大学院
工学研究科 准教授 野上 修平
18M0205 ケイ酸塩ガラス中の元素分布の三次元解析とその物性との相関 多元物質科学研究所 助教 助永 壮平
18M0206
メスバウアー分光法による蛍光体の価数調査および陽電子寿命
測定の検討
東北大学未来科学技術
共同研究センター 准教授 黒澤 俊介
18M0401
中性子照射材を対象とするナノインデンテーション評価基盤の
構築 東北大学金属材料研究所 教授 笠田 竜太
18M0402 延性金属材料の破断過程の原子レベル動的観察 東北大学金属材料研究所 助教 松川 義孝
18M0403 非鉄合金における組織形成過程の電顕内加熱その場観察 東北大学金属材料研究所 助教 嶋田 雄介
18M0404 太陽電池用半導体中の粒界機能 東北大学金属材料研究所 准教授 大野 裕
18M0405
アトムプローブと透過電子顕微鏡を組み合わせた格子欠陥の構
造・組成解析法の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 井上 耕治
18M0406
原子炉圧力容器鋼中の溶質・不純物集合体および照射欠陥の解
析 東北大学金属材料研究所 准教授 外山 健
18M0407
転位組織観察のための熱電子銃型ウィークビーム走査透過電子
顕微鏡の開発 東北大学金属材料研究所 助教 吉田 健太
18M0408
３次元アトムプローブと透過電子顕微鏡を組み合わせた半導体
デバイス構造中のドーパント－欠陥の関係の解明 東北大学金属材料研究所 助教 清水 康雄
18M0410 オーステナイト粒界への溶質偏析解析 東北大学金属材料研究所 准教授 宮本 吾郎
所属 職名 氏名
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18M0411 陽電子消滅法を用いた原子炉材料分析 東北大学金属材料研究所 助教 南雲 一章
18M0004
原子炉圧力容器鋼中の不安定マトリックス欠陥形成過程の
Mn,Ni及びSi依存性
University of
California
Profession
al
Researcher
山本 琢也
18M0017
中性子照射材料のナノ欠陥構造と強度のナノ・マイクロ・マク
ロ相関 北京科技大学材料学院 教授 大貫 惣明
18M0042
透過電子顕微鏡を用いたスピントロニクス素子の原子レベルで
の欠陥評価 ヨーク大学 教授 廣畑 貴文
18GK0020 Radiation Resistance of W-based High Entropy Alloys
Korea Advanced
Institute of Science
and Technology
Associate
Professor Ho Jin RYU
18GK0021
Low temperature embrittlement in welded joints of
neutron-irradiated advanced steels for fusion reactor
University of Science
and Technology Beijing Lecturer HAN Wentuo
18GK0022
Observation of structural imperfectness in
thermoelectric materials by advanced analytical
microscopy
Guilin University of
Electronic Technology Professor Miao Lei
18GK0023
Advanced mechanical and microstructural characterization
of radiation induced defects in RPV steels to more
accurately model neutron flux effects
University of
California Santa
Barbara
Profession
al
Researcher
Takuya Yamamoto
　　・　国際
課題番号 研究題目
研究代表者
所属 職名 氏名
（２）　アクチノイド
18F0001
結晶反転対称性の破れたアクチノイド化合物および関連物質の
新たな電子状態の研究 琉球大学理学部 客員教授 大貫 惇睦
18F0002 アクチノイド化合物の新奇物性
国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
先端基礎研究センター
研究主席 神戸 振作
18F0003
置換効果から探る強磁性超伝導体UCoGeにおける強磁性と超伝
導の関係 京都大学理学研究科 教授 石田 憲二
18F0004 多極子伝導系の量子振動効果によるフェルミ面の研究 神戸大学理学研究科 教授 菅原 仁
18F0005
UNi4Bのトロイダル秩序状態における新奇電流磁気交差相関の
研究Ⅲ 北海道大学 教授 網塚 浩
18F0006 新規カゴ状アクチノイド/希土類化合物の探索と電子状態 新潟大学理学部 助教 広瀬 雄介
18F0007
パウリ常磁性効果の強い重い電子系超伝導体における非フェル
ミ液体異常 茨城大学理学部 准教授 横山 淳
18F0008 強磁性アクチノイド化合物URh6X4及び関連物質の電子状態 日本原子力研究開発機構 研究主幹 芳賀 芳範
18F0009
アクチノイド層状超伝導体の物性及び強相関電子系のフェルミ
面の研究 首都大学東京 准教授 松田 達磨
18F0010
ウラン化合物超伝導体および関連物質の純良単結晶育成と核磁
気共鳴による研究
神戸大学大学院
理学研究科 教授 藤 秀樹
18F0011 新規ウラン化合物U-T-Xによる磁性と高圧下物性 信州大学 准教授 中島 美帆
18F0012 ジグザグ鎖を持つウラン化合物UTXの磁性 東京大学物性研究所 助教 三宅 厚志
18F0013 アクチノイド化合物の弾性的性質 岩手大学 教授 吉澤 正人
18F0014
Th-229mアイソマー極低エネルギー準位の観測のための高性能
標的の開発 岡山大学 教授 吉村 浩司
18F0015
新しいX線分光法構築のための希土類およびアクチノイド化合
物の合成と評価
公益財団法人高輝度光科
学研究センター 主幹研究員 河村 直己
18F0016 AnBe13(An = Th, U)及び関連物質のＸ線非弾性散乱 公益財団法人高輝度光科学研究センター 主幹研究員 筒井 智嗣
18F0017 Eu(Ni1-xPdx)In4における151Euメスバウアー測定 兵庫県立大学 助教 池田 修悟
18F0018 ウラン金属間化合物の水素吸収特性に関する研究 福井大学附属国際原子力工学研究所 客員教授 山本 琢也
18F0019 ウラン(VI)選択性新規抽出剤の開発 近畿大学 教授 野上 雅伸
18F0020 緩衝材中のアクチニド元素の長期移動に関する研究 九州大学工学研究院 教授 出光 一哉
　　・　国内
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18F0021
キレート錯形成吸着クロマトグラフィー樹脂によるアクチニド
元素の精製分離に関する研究 金沢大学 教授 横山 明彦
18F0022 自動抽出化学装置を用いた重アクチノイド元素の溶媒抽出 大阪大学 講師 笠松 良崇
18F0023 使用済み燃料及びデブリからのアクチノイドの分離 長岡技術科学大学 教授 鈴木 達也
18F0024
質量分析による極低濃度ネプツニウム同位体測定法開発とその
応用 筑波大学 准教授 坂口 綾
18F0025
福島第一原子力発電所事故におけるICP-MSによる多核種同時分
析手法の開発 日本原子力研究開発機構 一般職 岩崎 真歩
18F0026
ICP-MSを用いたアイソトープ溶液の品質保証と薬物標識法への
還元
福島県立医科大学ふくし
ま国際医療科学センター
先端臨床研究センター
准教授 鷲山 幸信
18F0027 アクチノイド化合物における新奇量子相の研究 大阪大学 教授 井澤 公一
18F0201
基礎研究におけるトリウム，アクチニウムトレーサー利用のた
めのラジウム228原液の調製
東北大学
電子光理学研究センター 准教授 菊永 英寿
18F0202
フラーレン分子性化合物を基盤とした新たな強相関ｆ電子系の
合成と研究
東北大学
材料科学高等研究所 博士研究員 中川 剛志
18F0401 アクチノイド化合物の新奇量子相とフェルミ面の不安定性 東北大学金属材料研究所 教授 青木 大
18F0402 希土類／アクチノイド化合物の超高圧下物性研究 東北大学金属材料研究所 准教授 本多 史憲
18F0403 ウラン化合物の磁気揺らぎ制御のための構造化学的アプローチ 東北大学金属材料研究所 助教 本間 佳哉
18F0404
局所的な空間反転対称性が破れた新規ウラン化合物の開発およ
び新奇物性の探索 東北大学金属材料研究所 助教 李 徳新
18F0405 ウランおよびトリウム化合物の単結晶育成とフェルミ面の研究 東北大学金属材料研究所 助教 仲村 愛
18F0406
5f電子を含む重い電子系化合物の非従来型超伝導と非フェルミ
液体異常金属の研究 東北大学金属材料研究所 助教 清水 悠晴
18F0407 放射性廃棄物の核変換処理用MA-Zr水素化物の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司
18F0408
不燃性溶媒を用いたストロンチウム、セシウムの溶媒抽出法の
研究 東北大学金属材料研究所 准教授 山村 朝雄
18F0409
単結晶微細素子を用いたウラン化合物における奇パリティ秩序
の検証 東北大学金属材料研究所 准教授 木俣 基
18GK0019 Search for unconventional superconductivity in rare-earth compounds
Institute of Low
Temperature and
Structure Research,
Polish Academy of
Sciences
Professor
Dariusz
Kaczorowski
　　・　国際
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研究代表者
所属 職名 氏名
３．新素材共同研究開発センター
（１）　所外　
所属 職名等 氏名
18G0001 継続 化学ドープを施したナノ多孔質グラフェンのデバイス特性と触媒特性の解明 筑波大学 准教授 伊藤 良一 正橋 直哉
18G0002 継続 蛍光X線ホログラフィーによる準結晶の局所的原子位置ゆらぎの研究
熊本大学大学院
先端科学研究部 教授 細川 伸也
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0003 継続 ホイスラー合金 Ni2MnGa系合金のマルテンサイト変態に関する研究
久留米工業大学 工学部
建築・設備工学科 准教授 江藤 徹二郎
梅津 理恵
正橋 直哉
高梨 弘毅
加藤 秀実
18G0004 新規 フラックス法による精密形態制御育成に向けた一次元窒化ホウ素結晶の成長様式の解明
信州大学環境・エネル
ギー材料科学研究所 助教 山田 哲也
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0005 新規 ホイスラー化合物Pd2MnInのメタ磁性転移の圧力効果 東北学院大学 准教授 岡田 宏成
梅津 理恵
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0006 継続 光触媒酸化物および窒化物結晶のフラックス育成に関する研究
信州大学工学部
物質化学科 助教 鈴木 清香
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0008 新規 TiおよびNi系ナノワイヤーの成長機構の解明 東北学院大学工学部 准教授 桑野 聡子
古原 忠
正橋 直哉
吉年 規治
加藤 秀実
18G0009 継続 新規プロセスを用いたTiB粒子分散Ti合金(Ti－TiB)複合材料の作製 静岡大学 助教
栗田 大樹
吉年 規治
加藤 秀実
18G0010 新規 β型チタン合金Ti-25Nb-25Zrの双晶変形に及ぼす調和組織の影響 立命館大学 教授 飴山 惠
古原 忠
正橋 直哉
18G0011 継続 組織制御による高マンガンシリサイド化合物の熱電性能向上 鳥取大学 教授 陳 中春
古原 忠
吉年 規治
加藤 秀実
18G0012 継続 表面処理により薬剤を固定したチタンの表面分析 岩手医科大学医療工学講座 教授 武本 真治 正橋 直哉
18G0013 継続 Mn系規則合金薄膜の作製と保磁力メカニズムの探求 東北学院大学 教授 嶋 敏之
正橋 直哉
高梨 弘毅
杉山 和正
18G0015 継続 Ni-Mn-Ga系強磁性形状記憶合金のプレマルテンサイト変態温度
山形大学大学院
理工学研究科 准教授 安達 義也
古原 忠
梅津 理恵
正橋 直哉
湯葢 邦夫
18G0017 新規 バルクアモルファス合金への高エネルギー粒子線照射による局所構造および特性改質 大阪府立大学工学研究科 准教授 堀 史説 加藤 秀実
18G0018 新規 メスバウアー分光を用いた高スピン分極強磁性体材料の開発
名古屋工業大学大学院
工学研究科 助教 田中 雅章 高梨 弘毅
18G0020 新規 固溶体R(Al1-xTx)B4 (R = Tm, Yb, Lu; T = Mn, Mo)の結晶育成と物理的評価
国士舘大学理工学部
理工学科電子情報学系 教授 山﨑 貴
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0021 新規 異常分散粉末X線回折法によるβ-Ga2O3結晶構造中でのドープ原子位置決定のための良質粉末結晶の育成 物質・材料研究機構
主幹エン
ジニア 田中 雅彦
古原 忠
湯葢 邦夫
　　・　国内
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
継続 研究題目
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
継続 研究題目
18G0022 継続 希ガス・揮発性不純物の除去による高精製低放射化バナジウム合金の試作
核融合科学研究所
ヘリカル研究部 准教授 長坂 琢也
古原 忠
湯葢 邦夫
加藤 秀実
18G0023 新規 骨質を考慮したインプラント開発のための基礎的研究 東京歯科大学 助教 笠原 正彰 正橋 直哉
18G0024 新規 耐環境性窒化物セラミックスをベースとしたコンポジット材料の開発 東京都市大学 准教授
小林 亮太 加藤 秀実
18G0025 新規
連続積層水素化アモルファスシリコン薄膜とゲル固体
電解質素子の電圧電流特性の橙色光による制御に関す
る研究
秋田大学大学院
理工学研究科 講師 辻内 裕 高梨 弘毅
18G0026 継続 鉄基磁歪FeCo系合金を用いた振動発電デバイス用の材料設計最適化 横浜国立大学 教授 中尾 航
吉年 規治
加藤 秀実
18G0027 継続 鉄系磁性合金の組成・組織制御とその性能評価 職業能力開発総合大学校 准教授 山浦 真一
張　 岩
梅津 理恵
正橋 直哉
吉年 規治
加藤 秀実
18G0028 新規 常温水分解による水素蓄積現象の触媒効果 名城大学 教授 土屋 文 高梨 弘毅
18G0029 継続 強磁性材料合成に対する磁場効果の評価 鹿児島大学大学院理工学研究科 准教授 三井 好古 高梨 弘毅
18G0030 継続 結晶構造的特徴を利用した高性能熱電材料の開発 物質・材料研究機構
ＭＡＮＡ
主任研究
者
森 孝雄 古原 忠湯葢 邦夫
18G0031 継続 ホイスラー合金の元素置換による磁気特性の制御に関する研究
鹿児島大学大学院
理工学研究科 教授 廣井 政彦
古原 忠
梅津 理恵
正橋 直哉
湯葢 邦夫
18G0032 継続 窒化物および酸窒化物単結晶育成の新規プロセス開発	明治大学理工学部 講師 我田 元 古原 忠湯葢 邦夫
18G0033 継続 電磁圧接合により作製した接合板の界面での非平衡凝固現象の研究
千葉大学大学院
工学研究院機械系コース 准教授
糸井 貴臣 加藤 秀実
18G0034 新規 高偏極La標的実現のためのペロブスカイト系La結晶育成法の研究
広島大学大学院
先端物質科学研究科 助教 飯沼 昌隆
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0035 継続 脱合金酸化法による機能性金属酸化物ナノ材料の作製 信州大学 教授 浅尾 直樹 加藤 秀実
18G0037 新規 Bi,希土類共添加バナジン酸イットリウム結晶を用いた広温度範囲非接触温度センシングシステムの開発
長岡技術科学大学
電気電子情報工学専攻
准教授 加藤 有行 古原 忠湯葢 邦夫
18G0038 新規 Tiの酸化物組織の構造変化に及ぼす添加元素の影響 兵庫県立大学 准教授 三浦 永理
古原 忠
正橋 直哉
湯葢 邦夫
18G0039 継続 放電プラズマ焼結によるリン酸カルシウムバイオセラミックスの創製 小山工業高等専門学校 講師
川越 大輔 加藤 秀実
18G0040 継続 蛍光X線ホログラフィー法によるβTi合金の添加元素近傍局所構造解析 宇都宮大学 准教授 山本 篤史郎
古原 忠
正橋 直哉
湯葢 邦夫
加藤 秀実
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
継続 研究題目
18G0041 継続 元素添加によるMnGaCu合金磁石の磁気特性向上に関する研究 仙台高等専門学校 准教授 伊東 航
古原 忠
梅津 理恵
正橋 直哉
高梨 弘毅
加藤 秀実
18G0042 継続 生体用マグネシウム基アモルファス合金の開発 埼玉工業大学 教授 巨 東英
古原 忠
正橋 直哉
杉山 和正
加藤 秀実
18G0043 新規 廃材を利用した粉末法による高機能チタン合金の開発 新潟工科大学工学科 教授 村山 洋之介
古原 忠
正橋 直哉
湯葢 邦夫
加藤 秀実
18G0044 新規 鉛フリーはんだの超塑性に及ぼす微量添加元素の影響 群馬工業高等専門学校機械工学科 准教授 山内 啓 正橋 直哉
18G0045 継続 高熱・高粒子負荷によるプラズマ対向材料の表面損傷 九州大学応用力学研究所 准教授 徳永 和俊 正橋 直哉
18G0047 新規 金属３Dプリンティング用機能性金属粒子の開発 秋田県立大学 教授 鈴木 庸久 吉年 規治加藤 秀実
18G0201 新規 メタン触媒の創製と構造評価 東北大学材料科学高等研究所 准教授 渡辺　健太郎
正橋 直哉
高梨 弘毅
18G0202 継続 陽極酸化による生体親和性を付与した新規チタン合金の骨新生能評価
東北大学大学院
医学系研究科整形外科 助教 森 優 正橋 直哉
18G0203 新規 高温特性に優れた窒化ケイ素系セラミックスの創製と評価
東北大学大学院工学研究
科 先端材料強度科学研究
センター
教授 橋田 俊之 加藤 秀実
18G0204 継続 強磁性/非磁性金属界面のスピン軌道相互作用を用いた磁化反転技術
東北大学大学院
工学研究科 准教授 好田 誠 高梨 弘毅
18G0205 継続 複相材料の微小部解析 東北大学未来科学技術共同研究センター 教授 田中 俊一郎 杉山 和正
18G0206 新規 磁性－誘電ナノコンポジット薄膜の作製と諸特性 東北大学学際科学フロンティア研究所 教授 増本 博
正橋 直哉
高梨 弘毅
18G0207 新規 抗菌性と骨適合性の両立を目的とした元素添加リン酸カルシウムコーティング膜の創製と評価
東北大学大学院工学研究
科材料システム工学専攻 准教授 上田 恭介
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0208 新規 各種生体活性化処理による金属表面の構造解析に関する研究
東北大学大学院
歯学研究科 准教授 金高 弘恭 正橋 直哉
18G0209 継続 太陽系始原物質の鉱物化学的研究による初期太陽系進化過程の解明
東北大学大学院
理学研究科・地学専攻 教授 中村 智樹
正橋 直哉
杉山 和正
18G0210 新規 準安定酸化物のエピタキシャル合成に基づく新規機能開発
東北大学理学研究科
化学専攻 助教 岡 大地
古原 忠
正橋 直哉
18G0211 継続 多重散乱を利用した次世代X線回折技術の開発 東北大学多元物質科学研究所 助教 坂倉 輝俊 杉山 和正
18G0212 新規 複合酸化物ナノ粒子焼結体の作成
東北大学原子分子材料科
学高等研究機構 教授 阿尻 雅文 加藤 秀実
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
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18G0213 新規 高阻止能シンチレータ材料の探索 東北大学未来科学技術共同研究センター 准教授 黒澤 俊介
古原 忠
正橋 直哉
加藤 秀実
今野 豊彦
18G0214 継続 生体適合性優れた高強度多孔質チタン基金属ガラスの開発
東北大学多元物質科学
研究所
産学官連
携研究員 謝 国強 加藤 秀実
18G0215 新規 自立IoTデバイス開発に向けてのFeCoフィラー磁歪コンポジット材料の磁気・磁歪特性と環境発電能力の検証
東北大学工学研究科
材料システム工学専攻 教授 成田 史生 千葉 晶彦
18G0216 新規 応力インピーダンス効果を用いたMEMSマイクロフォンの開発
東北大学工学研究科
ロボティクス専攻 教授 田中 秀治 正橋 直哉
18G0217 新規 ポリドーパミンコンポジット膜の作製と焼成による触媒電極への応用 東北大学AIMR 准教授 藪 浩 正橋 直哉
所属 職名等 氏名
184G0501 新規 Fabrication of L10-FeNi hard magnets from FeNi-based amorphous alloys
Northwestern
Polytechnical
University, China
助教 Wang Yaocen 張　 岩正橋 直哉
184G0502 新規 Structure and magnetic properties of nanoporousFePt alloys by etching Fe-Pt-B nanocomposites 大連理工大学 教授 張 偉 梅津 理恵
課題番号
新規・
継続 研究題目
研究代表者
対応教員
　　・　国際
（２）　所内　（装置利用の共同利用研究）
所属 職名等 氏名
18G0401 継続 低炭素鋼におけるナノ合金炭化物の相界面析出組織 東北大学金属材料研究所 助教 張 咏杰
古原 忠
正橋 直哉
18G0402 継続 ドナーアクセプター型MOF薄膜デバイスの作成 東北大学金属材料研究所 助教 関根 良博 正橋 直哉
18G0403 新規 鉄鋼関連材料の新しい分析手法 東北大学金属材料研究所 准教授 今宿 晋
正橋 直哉
杉山 和正
加藤 秀実
18G0404 継続 金属・無機材料の湿式成分分析における前処理条件の最適化 東北大学金属材料研究所 助手 中山 健一 正橋 直哉
18G0405 新規 光相変化材料中の超高速電子動力学の直接観測 東北大学金属材料研究所 助教 谷村 洋
古原 忠
正橋 直哉
18G0406 継続 単純酸化物界面における新規物性発現 東北大学金属材料研究所 助教 塩貝 純一
古原 忠
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0407 新規 層状化合物のデバイス機能開拓 東北大学金属材料研究所 助教 原田 尚之 高梨 弘毅
18G0408 新規 磁性規則合金におけるスピントロニクス機能の創出 東北大学金属材料研究所 准教授 関 剛斎
正橋 直哉
高梨 弘毅
18G0409 継続 高い磁気異方性・高いスピン分極率を有する強磁性体薄膜の創製 東北大学金属材料研究所 助教 伊藤 啓太
正橋 直哉
高梨 弘毅
杉山 和正
18G0410 新規 金属材料の微細組織制御を目指した作製条件の検討 東北大学金属材料研究所 助教 嶋田 雄介
古原 忠
正橋 直哉
18G0411 新規 SPSを利用した異種金属の接合の研究 東北大学金属材料研究所 教授 正橋 直哉 正橋 直哉加藤 秀実
18G0412 新規 FeMn系反強磁性型超恒弾性合金の単結晶育成 東北大学金属材料研究所 助教 池田 陽一
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0413 継続 規則合金薄膜を用いた磁気抵抗素子 東北大学金属材料研究所 助教 窪田 崇秀 正橋 直哉高梨 弘毅
18G0414 新規
析出物/マトリックス界面模擬材を使用
した原子炉材料における析出物の相安定
性調査
東北大学金属材料研究所 助教 松川 義孝
古原 忠
正橋 直哉
高梨 弘毅
18G0415 新規 Fe-Al基金属間化合物の構造特異性を利用した高効率熱電材料の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 岡本 範彦
古原 忠
正橋 直哉
18G0416 新規 脱成分法によるナノポーラス金属の作製とそのエネルギー材料への応用 東北大学金属材料研究所 准教授 和田 武
正橋 直哉
湯葢 邦夫
18G0417 新規 加工プロセスによる構造用金属材料の組織・特性制御 東北大学金属材料研究所 助教 山中 謙太
古原 忠
正橋 直哉
杉山 和正
千葉 晶彦
加藤 秀実
　　・　国内
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
継続 研究題目
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号
新規・
継続 研究題目
18G0418 新規 電子ビーム積層造形で作製した構造用金属材料の組織と機械特性 東北大学金属材料研究所 助教 青柳 健大
古原 忠
正橋 直哉
吉年 規治
加藤 秀実
18G0419 新規 N極性InGaNおよびInAlN半導体薄膜の組成と構造分析 東北大学金属材料研究所 助教 窪谷 茂幸
正橋 直哉
杉山 和正
18G0420 継続 磁性体をベースにした熱電材料の創製と特性評価 東北大学金属材料研究所 准教授 水口 将輝
正橋 直哉
高梨 弘毅
18G0421 継続 高機能性銅合金の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 千星 聡
古原 忠
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0422 新規 Properties and relaxation behaviorsof metallic glass thin film 東北大学金属材料研究所 助教 張　 岩
張　 岩
正橋 直哉
18G0423 新規 FeCrAl ODSフェライト鋼中に形成されたアルミナスケールの照射挙動の解明 東北大学金属材料研究所 助教 余 浩
古原 忠
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0424 新規 歯科用インプラントに使用する生体適合性材料の開発と評価 東北大学金属材料研究所 助教 目代 貴之
古原 忠
正橋 直哉
加藤 秀実
18G0425 新規 金属元素をインターカレーションした高分子材料の構造評価 東北大学金属材料研究所 助教 伊藤 桂介 正橋 直哉
18G0426 新規 SiC高温高圧水腐食の照射誘起メカニズムの調査 東北大学金属材料研究所 准教授 近藤 創介 正橋 直哉
18G0427 新規 β-Ga2O3を基体とする複合酸化物のナノマテリアル 調製および評価 東北大学金属材料研究所 助教 山路 晃広
古原 忠
湯葢 邦夫
18G0428 継続 機能性アパタイトの精密構造解析 東北大学金属材料研究所 教授 杉山 和正
古原 忠
正橋 直哉
杉山 和正
（３）　センター研究部との共同研究
所属 職名等 氏名
18G0007 継続 エーライト(C3S)への水分子吸着機構の数値解析 秋田工業高等専門学校 教授 桜田 良治 Rodion
Belosludov
18G0014 継続 大規模第一原理計算による高信頼性構造材料設計
物質・材料研究機構 構造材
料研究拠点 計算構造材料設
計グループ
主幹研究員 佐原 亮二 Rodion
Belosludov
18G0016 新規 分子と結晶の両方の全電子スペクトル計算プログラムの開発
横浜国立大学大学院工学
研究院物理情報工学専攻 教授 大野 かおる
Rodion
Belosludov
18G0019 新規 クラスター複合物質の構造と物性・反応性の解明 豊田工業大学クラスター研究室 教授 市橋 正彦
Rodion
Belosludov
18G0036 新規 ハイエントロピー黄銅の開発 大阪大学 准教授 永瀬 丈嗣 千星 聡
18G0046 継続 高温圧電センサ用新規メリライト型単結晶の特性評価 東京工業大学物質理工学院 准教授 武田 博明 吉川 彰
　　・　国内
対応教員
研究代表者課題番
号
新規・
継続 研究題目
4．強磁場超伝導材料研究センター
（１）　所外
18H0001 新規 磁場中調製シリカゲルの複屈折発現に関するリエントラント挙動の究明 徳島大学
講師 森 篤史 高橋 弘紀 山登 正文渡辺 智貴
18H0002 継続 実用超伝導線材の内部組織と低温強磁場における機械特性に関する研究 東海大学工学部
講師 小黒 英俊 淡路 智
山田 豊
畑野 和大
武輪 裕之
永澤 諒紀
18H0004 継続 イオン液体を用いた強磁場中のアルミニウム電析の研究	 北海道大学
准教授 松島 永佳 茂木 巌
谷井 理沙子
吉岡 大騎
齊藤 貴樹
安田 洋平
18H0005 新規 磁性ホイスラー合金の磁場誘起歪みおよび超磁歪の研究
龍谷大学理工学部
機械システム工学科
教授 左近 拓男 野尻 浩之
18H0006 継続 BiCh2系層状超伝導体単結晶の超伝導異方性の解明 首都大学東京
准教授 水口 佳一 木俣 基 星 和久
18H0007 継続 重点 ウラン化合物の秩序状態における強磁場中NMRスペクトル観察
国立研究開発法人日
本原子力研究開発機
構・先端基礎研究セン
ター
研究主幹 酒井 宏典 佐々木 孝彦
徳永 陽
神戸 振作
服部 泰佑
後藤 貴行
芳賀 芳範
本多 史憲
青木 大
18H0008 継続 六方晶ニクトゲン化合物の特異な異方的磁気抵抗効果 名古屋大学
助教 浦田 隆広 岡田 達典 石川 直弥
18H0009 継続 ダイマー量子スピン系NH4CuCl3の強磁場NMR 上智大学理工学部
教授 後藤 貴行 佐々木 孝彦 松井 一樹
18H0010 新規 金属微小リングを含んだシリカゲルの磁場中調製 徳島大学
准教授 岡本 敏弘 高橋 弘紀 森 篤史渡辺 智貴
18H0011 継続
122型鉄系超伝導体ワイヤおよびテー
プの強磁場中における臨界電流の測
定
東京大学工学系研究
科物理工学専攻
准教授 為ヶ井 強 淡路 智 卞 舜生
18H0012 新規
不定比化学組成制御による高温超伝
導体の高磁場下臨界電流特性の改
善
青山学院大学理工学
部物理・数理学科
教授 下山 淳一 淡路 智
18H0013 新規 中性子照射効果研究のための未照射超伝導線材の超伝導特性評価 核融合科学研究所
教授 西村 新 淡路 智 小黒 英俊菱沼 良光
18H0014 継続 正四角台塔クラスターを有する反強磁性体の電気磁気特性の解明 東京大学
助教 木村 健太 木村 尚次郎 木村 剛勝吉 司
18H0015 継続 重点 強磁場下NMR実験による2次元磁性体の磁化プラトー状態の研究 北海道大学
講師 井原 慶彦 佐々木 孝彦
18H0016 新規 重点
反強磁性体/重金属二層膜における
ネールベクトル方向に依存した磁気
抵抗効果の観測
京都大学化学研究所 准教授 森山 貴広 木俣 基
18H0017 新規 ホイスラー化合物の磁気抵抗 鹿児島大学大学院理工学研究科
教授 廣井 政彦 木村 尚次郎 重田 出加藤 遼太
18H0018 継続 ラジカル分子の蛍光発光における磁場効果
東京大学大学院理学
系研究科化学専攻
助教 草本 哲郎 木村 尚次郎
　　・　国内
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18H0019 継続 実用超伝導線材の繰り返し負荷に対する応力ひずみ効果
富山大学 大学院理工
学部(工学)
准教授 笠場 孝一 木村 尚次郎 西村 新高 尚
18H0020 継続 重点 強磁場高圧複合極限下のESRによるSrCu2(BO3)2のプラケット相の検証 神戸大学
助教 櫻井 敬博 野尻 浩之 太田 仁
18H0021 継続 Bilayer型分子磁性体の磁性研究 理化学研究所 専任研究員 大島 勇吾 野尻 浩之
18H0022 新規 Mn-Fe-Ga合金の相安定性に対する磁場効果 東北学院大学
准教授 岡田 宏成 淡路 智
庄司 雄大
森谷 一輝
大野 美咲
油井 翔太郎
18H0023 新規 重点
レアメタルフリー永久磁石材料の強磁
場による組織制御と物性評価に基づく
高性能化
山形大学大学院理工
学研究科
教授 加藤 宏朗 高橋 弘紀 小池 邦博水野 善幸
18H0024 新規 105Pd-NMR測定によるYbPdが示す価数秩序の研究 兵庫県立大学
教授 水戸 毅 平田 倫啓
18H0025 新規 薄膜超伝導材料における磁束ピンニングセンター構造の精密制御
九州工業大学大学院
工学研究院物質工学
研究系
准教授 堀出 朋哉 淡路 智 松本 要
18H0026 継続 バイオベースポリマーとしてのポリ-L-乳酸バルク体のモルフォロジー制御
日本大学理工学部
物質応用化学科
准教授 伊掛 浩輝 高橋 弘紀 室賀 嘉夫原 秀太
18H0027 継続 磁場配向を利用したクレイ・有機分子間相互作用の研究
首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
分子応用化学域
准教授 山登 正文 高橋 弘紀
18H0028 新規 金属２重鎖系超伝導体Pr247の磁場配向膜の作製と圧力誘起異常物性 岩手大学理工学部
教授 松川 倫明 佐々木 孝彦
谷口 晴香
熊谷 凌
高橋 弘紀
18H0029 継続 グラファイトの磁場誘起密度波転移の比熱測定による熱力学的検証
東京理科大学理工学
部
教授 矢口 宏 木原 工
18H0030 新規 機能・構造金属材料における原子拡散の強磁場制御
茨城工業高等専門学
校
助教 小野寺 礼尚 高橋 弘紀
18H0031 新規 重点 強磁性超伝導体UCoGeにおける磁場誘起強磁性臨界点での磁気励起 京都大学理学研究科
教授 石田 憲二 佐々木 孝彦 北川 俊作青木 大
18H0032 継続 強磁場を用いたトランプエレメントの濃縮の制御 仙台高等専門学校
准教授 葛原 俊介 高橋 弘紀 伊東 航三井 好古
18H0033 新規
高磁場加速器磁石応用のための
Nb3Sn超伝導線材の磁場中臨界電流
向上
高エネルギー加速器研
究機構
研究機関
講師 菅野 未知央 淡路 智
18H0034 継続 軟磁性Fe基ナノ結晶合金の磁気特性向上のための強磁場プロセスの開発
茨城工業高等専門学
校
助教 小野寺 礼尚 高橋 弘紀
18H0035 継続 重点 対称心を持たない磁性体の磁気光学応答
東京大学大学院新領
域創成科学研究科
教授 有馬 孝尚 木村 尚次郎
徳永 祐介
阿部 伸行
藤間 友理
近江 毅志
荒木 勇介
佐藤 樹
18H0036 継続 有機ラジカルを用いた量子磁性体の磁場中磁気状態の解明	
大阪府立大学理学系
研究科物理科学専攻
教授 細越 裕子 野尻 浩之 向野 恭平梶本 侑馬
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
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新規
継続 研究題目
研究代表者
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18H0037 継続
電子ドープ型高温超伝導体における
強磁場下ホール抵抗率測定から見た
新奇な電子状態
上智大学理工学部
機能創造理工学科
准教授 足立 匡 淡路 智
18H0038 新規 MgB2超伝導線材実用化に向けた超伝導接続技術の開発 物質・材料研究機構
主幹
研究員 松本 明善 淡路 智
18H0039 新規 超音波によるPrT2Cd20の強磁場中四極子効果の研究
新潟大学理学部
物理学科
助教 赤津 光洋 中村 慎太郎
根本 祐一
摂待 力生
広瀬 雄介
18H0040 新規 重点 高い磁場形成を志向した高温超伝導線材の接続プロセス開発 九州大学 工学研究院
准教授 寺西 亮 淡路 智 宮島 友博
18H0041 新規 磁性ディラック電子系のランダウ準位における分裂構造の解明
大阪大学大学院
理学研究科
准教授 酒井 英明 塚﨑 敦 塩貝 純一
18H0042 新規 強磁場プロセスによる強磁性合金生成
鹿児島大学大学院
理工学研究科
准教授 三井 好古 高橋 弘紀 小山 佳一小林 領太
18H0043 新規
種々の三元系ブロンズ母材を用いた
高強度Nb3Sn超伝導線材の超伝導特
性におけるひずみ効果
核融合科学研究所
ヘリカル研究部
准教授 菱沼 良光 淡路 智 菊池 章弘小黒 英俊
18H0044 新規 強磁場中熱分析と強磁場中急冷炉による磁場中状態図の研究
鹿児島大学大学院
理工学研究科
教授 小山 佳一 高橋 弘紀 三井 好古小林 領太
18H0045 継続 重点 ウラン化合物および関連物質の強磁場下NMRによる研究
神戸大学大学院理学
研究科
教授 藤 秀樹 佐々木 孝彦
佐々木 孝彦
小手川 恒
平田 倫啓
岸本 恭来
18H0046 継続 FeSe1－xTex単結晶薄膜の臨界電流密度の組成依存性 東京大学
助教 鍋島 冬樹 岡田 達典 岡田 達典
18H0047 新規 MgB2薄膜及びY系薄膜の縦磁界下での臨界電流密度特性
九州工業大学大学院
情報工学研究院
准教授 木内 勝 淡路 智
18H0048 継続 重点 先進高温超伝導線材の強磁場中の臨界電流特性
九州大学大学院
システム情報科学研究
院
教授 木須 隆暢 淡路 智
井上 昌睦
東川 甲平
鈴木 匠
今村 和孝
18H0049 継続 強磁場X線回折測定による構造相転移の研究
鹿児島大学大学院
理工学研究科
教授 小山 佳一 高橋 弘紀 三井 好古小林 領太
18H0050 継続
RE-Ba-Cu-O超伝導薄膜における低
温・強磁場超伝導特性の向上を目指
した自己組織化磁束ピン止め点の制
御
名古屋大学大学院
工学研究科
准教授 一野 祐亮 淡路 智
吉田 隆
土屋 雄司
杉原 和樹
18H0051 継続 高磁場によるイオン空孔濃度制御とそのナノ表面加工への応用
山形県立産業技術短
期　大学校
准教授 押切 剛伸 茂木 巌
青柿 良一
杉山 敦史
三浦 誠
18H0052 新規 重点 アクチノイド化合物の強磁場領域における格子不安定性の超音波物性研究
北海道大学理学研究
院
准教授 柳澤 達也 中村 慎太郎
18H0053 継続 人工ピニングセンターを導入した繊維状超伝導体の磁場中Jc特性
名城大学理工学部
応用化学科
助教 池邉 由美子 淡路 智 坂 えり子田上 拓実
18H0054 継続 超伝導体とハーフメタルの二層膜における超伝導揺らぎ効果
鹿児島大学大学院
理工学研究科
助教 重田 出 木村 尚次郎
18H0055 継続 RE系超伝導バルクにおける20テスラ超強磁場捕捉の実現 岩手大学理工学部
准教授 内藤 智之 淡路 智
18H0056 新規 重点
π電子-プロトン相関型Cat-TTF系に
おける量子常誘電・常磁性状態の研
究
東京大学物性研究所 助教 下澤 雅明 佐々木 孝彦
橋本 顕一郎
木俣 基
木村 尚次郎
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18H0061 継続 Ce化合物の強磁場・高圧下のCe価数状態と超伝導の相関の研究 島根大学
教授 藤原 賢二 佐々木 孝彦
18H0062 新規
イオン照射した鉄カルコゲナイド超伝
導薄膜における低温・強磁場中の臨
界電流特性
関西学院大学 講師 尾崎 壽紀 淡路 智
18H0063 新規
強磁場下におけるThMn12型構造新
規磁石材料の磁気特性温度変化の
測定
静岡理工科大学 教授 小林 久理眞 高橋 弘紀
18H0069 継続 重点 Ca2RuO4の電流誘起巨大反磁性状態の強磁場実験 京都大学
助教 米澤 進吾 木村 尚次郎 Sow Chanchal前野 悦輝
18H0070 継続 タンパク質のX線、中性子線単結晶構造解析用の微結晶配向体の作製
京都大学大学院
農学研究科
教授 木村 恒久 高橋 弘紀
竹田 一旗
白浜 あやの
木村 史子
18H0074 新規 単体Teにおける整流効果の測定とその角度依存性測定 岡山大学
准教授 小林 夏野 木俣 基
18H0075 新規 固体酸素の異常な磁気体積効果の解明 東京大学
助教 池田 暁彦 木原 工
18H0076 新規
トリプレット励起にバンドギャップをもつ
量子スピン系Ba2CuSi2O6Cl2の磁場
誘起相転移
東京工業大学 教授 田中 秀数 木原 工 栗田 伸之白澤 一樹
18H0077 新規
Rapid evaluation of standard and new
2G coated conductors with APC for
the choice of perspective directions
of wires development and
improvement
SuperOx Japan LLC
Director of
Research and
Development
Petrykin
Valery
淡路 智
18H0079 新規 κ型BEDT-TTF塩における光誘起超伝導相の次元性評価 分子科学研究所
助教 須田 理行 佐々木 孝彦 橋本 顕一郎木俣 基
18H0201 新規 低次元スピン系における熱伝導の磁場効果
東北大学大学院工学
研究科応用物理学専
攻
助教 川股 隆行 佐々木 孝彦 小松 栄輝
18H0202 継続 補強材付金属層を用いた複層コーティング流路のMHD流動特性評価
東北大学大学院工学
研究科量子エネルギー
工学専攻
教授 橋爪 秀利 高橋 弘紀
伊藤 悟
村岡 健太
川本 誠
18H0203 新規
REBCO導体の機械的接合における
接合抵抗および層間抵抗の温度・磁
場依存性評価
東北大学大学院
工学研究科量子エネル
ギー工学専攻
准教授 伊藤 悟 高橋 弘紀
Aparicio Finol
Luis Ernesto
橋爪 秀利
陳 偉熙
清家 三十郎
泊瀬川 晋
早坂 遼一路
山本 春海
18H0204 継続 重点 梯子型鉄系超伝導体の磁気抵抗効果
東北大学大学院
理学研究科物理学専
攻
教授 大串 研也 木村 尚次郎 青山 拓也江見 知俊
18H0205 継続 ナノ多孔質グラフェントランジスタの輸送現象
東北大学理学研究科
物理学専攻
助教 田邉 洋一 木村 尚次郎
18H0206 継続
Investigation of colossal
magnetoresistive effects in BaMn2Pn2
materials
東北大学AIMR 博士研究員
Huynh
Khuong
木村 尚次郎 小笠原 拓磨
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
課題番号
新規
継続 研究題目
研究代表者
所属
重点
一般
18H0207 新規 動的ヤーンテラーを示すスピンクロスオーバー物質Mn(taa)の磁場効果
東北大学理学研究科
物理学専攻
大学院生 松澤 智 野尻 浩之
18H0208 新規 反強磁性2次元ファンデルワールス物質のスピン輸送
東北大学材料科学高
等研究所
助教 井土 宏 木俣 基 木俣 基
18H0058 新規 REBCO CC及びMgB2線材の強磁場中で電気－機械的特性評価試験
安東大學, Andong
National University 教授 申 亨燮 淡路 智
小黒 英俊
Bautista
Zhierwinjay
Diaz Mark
Angelo
18H0059 新規
Probing spin dynamics in the
triangular lattice AF Cs2CuCl4 under
pressure: high-field ESR
Helmholtz-Zentrum
Dresden-Rossendorf Scientist
Zvyagin
Sergei 野尻 浩之
野尻 浩之
櫻井 敬博
太田 仁
田中 秀数
18H0064 継続 transport properties of TMDC 2Dmaterials Dankook University 教授 金 容民 野尻 浩之
18H0065 新規 Transport Ic-B properties of MgB2and iron-based superconducting wires
Institute of Electrical
Engineering, Chinese
Acade
教授 馬 衍偉 淡路 智
18H0071 新規
Detection and protection against
local transition phenomena in HTS
inserts for high field
Cnrs- Institut Neel 准教授 BadelArnaud 淡路 智
淡路 智
高橋 弘紀
岡田 達典
18H0072 新規
Vector ac. susceptibility
measurements on HTS materials in
high magnetic fields.
Durham University,
England, UK 教授
Hampshire
Damian 淡路 智 Smith Andrew
18H0073 新規
Characterization of commercial
REBCO wires for high-field fusion
magnets
Massachusetts Institute
of Technology 助教
Hartwig
Zachary 淡路 智
18H0078 新規 Searching for vison and Majoranazero mode in α-Ru1-xIrxCl3 Chung-Ang University 教授
Choi Kwang
Yong 野尻 浩之
野尻 浩之
木原 工
184H0505 新規
強磁場下軟X線分光と比熱測定によ
るスピネル型クロム化合物の超固体・
超流動状態の検証
ドレスデンヘルムホルツ
研究所
博士
研究員 山本 真吾 野尻 浩之
184H0603 新規
強磁場下軟 X 線分光と比熱測定によ
るスピネル型クロム化合物の超固体・
超流動状態の検証
Hochfeld-Magnetlabor
Dresden (HLD-EMFL),
Helmholtz-Zentrum
Dresden-Rossendorf
博士
研究員 山本 真吾 野尻 浩之
184H0506 新規
Electron Spin Resonance Study on
Novel Substance of Perovskite LMO
Based for Magnetoresistance
Application
Department of Physics,
Universitas Indonesia 准教授
Kurniawan
Budhy 野尻 浩之
　　・　国際
金研対応
教 員 名
共同利用
研究者名所属 職名 氏名
課題番号
新規
継続
重点
一般 研究題目
研究代表者
（２）　所内
18H0401 新規 磁気電析キラル界面形成におよぼす垂直MHD効果の研究 助教 茂木 巌 高橋 弘紀
18H0402 継続 重点 ウラニウムカルコゲナイドの磁場誘起金属相と基底状態 准教授 木俣 基
18H0403 継続 空間反転対称性の破れた結晶構造に発現する特異な磁気伝導現象 准教授 木俣 基
18H0404 継続 非反転対称分子磁性体における電気磁気効果の研究 准教授 谷口 耕治
18H0405 新規 重点 強相関有機伝導体の磁気誘電特性 准教授 井口 敏
18H0406 継続 高温超伝導コイル技術開発 教授 淡路 智 高橋 弘紀岡田 達典
18H0407 新規 超音波、磁化及び伝導測定による強磁場極低温環境下のフラストレートスピン系の磁気相転移と四極子転移の研究 助教 中村 慎太郎
落合 明
壁谷 典幸
18H0408 継続 巨大磁気熱量効果を示すNiMn基ホイスラー合金の磁場中比熱測定 准教授 梅津 理恵 木原 工
18H0409 新規 電場誘起2次元超伝導体の強磁場中における電子対対称性と相転移 准教授 野島 勉 岩佐 義宏
18H0410 継続 重点 f電子系化合物の強磁性量子臨界終点 教授 青木 大
本多 史憲
仲村 愛
清水 悠晴
18H0411 継続 重点 有機ディラック電子系alpha-(ET)2I3 における強磁場下量子ホール状態のNMR・磁気抵抗測定による研究	 助教 平田 倫啓
18H0412 新規 磁場によるAdditive Manufacturing 用金属粉末の分離 教授 小泉 雄一郎
18H0413 新規 Ni-Mn基ホイスラー合金における巨大磁気熱量効果の研究 助教 木原 工
18H0414 継続 強磁場･高磁気力場下での溶融凝固その場観察と結晶作製プロセスの開発 助教 高橋 弘紀
茂木 巌
淡路 智
18H0415 継続 結合ダイマー系の電気磁気効果 准教授 木村 尚次郎 櫻井 響介大月 保直
18H0416 継続 金属基板上に堆積した高温超伝導線材のひずみ特性の解明 助教 岡田 達典 淡路 智
18H0417 新規 磁気抵抗検出型高周波ESRによる表面磁性状態の研究 教授 野尻 浩之
　　・　国内
共同利用
研究者名
課題番号
新規
継続 研究題目
研究代表者
職名 氏名
重点
一般
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）受託研究員等
所属 職名 氏名
18H0003 新規 強磁場マグネット応用のための人工ピン導入REBCOテープ線材の開発 株式会社フジクラ 研究員 藤田 真司 淡路 智
飯島 康裕
藤田 真司
武藤 翔吾
平田 渉
吉田 朋
18H0057 継続 磁場中熱処理による無方向性電磁鋼板の磁気特性制御
住友重機械工業
株式会社 研究員 木下 創 高橋 弘紀
宮崎 修司
福村 秀夫
18H0060 継続 酸化物超電導材料（QMG）バルクマグネットの20T級強磁場着磁の実現
新日鐵住金株式会社
先端技術研究所 博士研究員 森田 充 淡路 智
18H0066 新規 高磁界無冷媒超伝導マグネット実現のための大電流高温超伝導コイルの開発
東芝エネルギーシステ
ムズ株式会社
シニアエキス
パート 花井 哲 淡路 智
18H0067 継続 リアクト・アンド・ワインド型Ｃｕ－Ｎｂ強化Ｎｂ３Ｓｎ線材の歪特性評価
古河電気工業
株式会社 主席技師 杉本 昌弘 淡路 智
坪内 宏和
遠藤 壮
片山 功多
浅見 大亮
18H0068 継続 ＭOCVD－REBCO超伝導線材の強磁場特性検討
古河電気工業
株式会社 マネージャー 坂本 久樹 淡路 智
中井 昭暢
江戸 直人
中尾 健吾
福島 弘之
　　・　国内
共同利用
研究者名
課題番号
新規
継続 研究題目
研　　　究　　　代　　　表　　　者重点・
一般
金研対応
教員名
5．計算材料学センター
(1) 所外　
所属 職名等 氏名
18S0001 新規 大規模第一原理計算による耐熱材料の相安定性と電子状態解析
物質・材料研究機構構造材料
研究拠点計算構造材料設計グ
ループ
主幹研究員 佐原 亮二 Rodion
Belosludov
18S0002 継続 エーライト(C3S)への水分子吸着機構の数値解析 秋田工業高等専門学校 教授 桜田 良治 Rodion
Belosludov
18S0003 新規 点欠陥の照射誘起移動過程の分子動力学計算 広島工業大学 教授 佐藤 裕樹 笠田 竜太
18S0004 新規 第一原理計算と実験データ解析によるナノ粒子の構造物性の解明 名古屋大学 教授 髙見 誠一 久保 百司
18S0005 継続 固体中のイオン伝導の分子動力学シミュレーション 産業技術総合研究所 ラボ長 中西 毅 高木 成幸
18S0006 新規 大規模シミュレーションと機械学習による高性能磁性材料の設計 高エネルギー加速器研究機構 准教授 小野 寛太 水口 将輝
18S0007 新規 分子と結晶の両方の全電子スペクトル計算プログラムの開発
横浜国立大学大学院工学研究
院物理情報工学専攻 教授 大野 かおる
Rodion
Belosludov
18S0008 継続 クラスター複合物質の化学的性質解明へ向けた実験および理論的研究
豊田工業大学
クラスター研究室 教授 市橋 正彦
Rodion
Belosludov
18S0009 新規 金属表面上の磁性分子のスピン状態に関する第一原理計算 東京大学 講師 南谷 英美 久保 百司
18S0010 継続 核融合炉タングステンダイバータ板の熱挙動解析 九州大学応用力学研究所 准教授 徳永 和俊 笠田 竜太
18S0011 新規 イオン伝導機構を用いた新規メモリデバイス開発に向けた第一原理計算 東京大学 特任研究員 清水 康司 久保 百司
18S0012 新規 固溶型合金ナノ粒子触媒の分子吸着特性 物質・材料研究機構 ユニット長 古山 通久 久保 百司
18S0013 新規 有機π共役ドナー・アクセプター材料物性の理論研究 日本女子大学 講師 村岡 梓 久保 百司
18S0014 新規 DFT study of ion/surface interactions ofenvironmental contaminants on brucite
Waseda University, Faculty
of Science and Engineer 准教授
GRABDA
MARIUSZ
Rodion
Belosludov
18S0015 新規 ホウ素錯体を電子アクセプタとする高性能n型半導体の開発 名古屋工業大学 准教授 小野 克彦 久保 百司
18S0201 新規 グラフェンのようにフラットなシリセンの理論設計と新奇物性探索 東北大学大学院農学研究科 准教授 高橋 まさえ
Rodion
Belosludov
　　・　国内
対応教員課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者
所属 職名等 氏名
対応教員課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者
18S0202 継続 イオン液体の粘性に関する統合的理論算定 東北大学多元物質科学研究所 教授 中村 崇 Rodion
Belosludov
18S0203 継続 高磁歪新材料設計のための第一原理計算と単結晶中磁区移動シミュレーション 東北大学多元物質科学研究所 教授 鈴木 茂 梅津 理恵
18S0204 新規 Effect of strain on the early stageoxidation of Ni-Cr binary alloys
東北大学未来科学技術共同研
究センター 准教授
Nishith
Kumar Das 久保 百司
18S0205 新規
高信頼性第一原理シミュレーション計算によるマ
テリアルインフォマティクスを用いた新単結晶材
料探索
東北大学未来科学技術共同研
究センター 准教授 横田 有為 吉川 彰
18S0206 新規 燃料電池電解質材料におけるフォノン解析と水和構造の最適化 東北大学大学院理学研究科 准教授 松井 広志 佐々木 孝彦
18S0207 新規 材料物質における活性点のモデリング 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 准教授 赤木 和人 佐々木 孝彦
18S0208 継続 3GeV高輝度放射光SLiT-Jの光アブソーバの熱構造解析と電磁石形状の最適化 東北大学多元物質科学研究所 准教授 西森 信行 杉山 和正
18S0209 継続 3次元積層造形法における粉末溶融シミュレーション
東北大学工学研究科材料シス
テム工学専攻 助教 菊池 圭子
Rodion
Belosludov
18S0210 継続 材料の熱力学・動力学特性の高精度第一原理計算 東北大学大学院工学研究科 教授 陳　 迎 久保 百司
18S0211 新規 新規2次元炭素系材料設計 東北大学未来科学技術共同研究センター 教授 川添 良幸
Rodion
Belosludov
　(2) 所内　
所属 職名等 氏名
18S0401 新規 Zr水素化物中の水素移動の評価 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司
18S0402 継続 レーザー加熱インプリント加工を用いた、高アスペクト比回折格子の作製技術の構築 東北大学金属材料研究所 教授 加藤 秀実
18S0403 新規 大規模分子動力学シミュレーションによるマルチスケール現象の解明と新規材料設計への応用 東北大学金属材料研究所 教授 久保 百司
18S0404 継続 水素化物における機能性探索のための計算材料科学 東北大学金属材料研究所 准教授 高木 成幸
18S0405 継続 Li/Mg蓄電池の正負極活物質の酸化還元電位とイオン伝導機構 東北大学金属材料研究所 准教授 岡本 範彦
18S0406 継続 ゲスト－ホスト相互作用の精密算定に基づく機能性ナノポーラス材料の構造・物性関係の理論的説明 東北大学金属材料研究所 准教授
Rodion
Belosludov
18S0407 新規 放射線場で生成するウランナノクラスターU60の合成と安定性・物性の研究 東北大学金属材料研究所 准教授 山村 朝雄
18S0408 継続 マルチスケールアプローチによる相変態と材料物性の解明
III
東北大学金属材料研究所 准教授 寺田 弥生
18S0409 新規 磁性材料・大規模系の計算シミュレーション手法の開発 東北大学金属材料研究所 准教授 鈴木 通人
18S0410 新規 金属積層造形プロセスにおける溶融凝固挙動の解析 東北大学金属材料研究所 助教 青柳 健大
課題番号
新規・
継続 研究題目
研究代表者
　　・　国内
6．中性子物質材料研究センター
(1) 所外　
所属 職名等 氏名
19N0501 新規 Structure analysis, data handling
Australian Centre
for Neutron
Scattering
Postdoctoral
fellow
Maxim Avdeev Yusuke Nambu
19N0502 新規 Neutron experiment using
instruments at J-PARC/MLF
ISIS Neutron &amp;
Muon Facility,
Science and Tech
Postdoctoral
fellow
Gøran Nilsen Yusuke Nambu
19N0503 新規 Development in analysis method
National
Synchrotron
Radiation Research
Center
Instrument
scientist
Shinichiro Yano Yusuke Nambu
19N0504 新規 Instrument development
University of
Edinburgh, School
of Physics and Ast
Postdoctoral
fellow
Stock
Christopher
Yusuke Nambu
19N0505 新規 Neutron experiment at MLF Paul Scherrer
Institute
Senior
Scientist
Hautle Patrick Masaki Fujita
19K0604 新規 Neutron experiment at MLF Paul Scherrer
Institute
Senior
Scientist
Patrick Hautle Masaki Fujita
(2) 所内　
　　2018年度 該当なし
　　・　国際
対応教員課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者
１.　海外との交流協定
2018年5月1日現在
大学名等 国名 協定締結年月日
ペンシルバニア州立大学 アメリカ 1988.11.29
ハーバード大学 アメリカ 2002.5.31
カリフォルニア大学サンタバーバラ校 アメリカ 2004.3.12
ライス大学 アメリカ 2012.1.30
マサチューセッツ工科大学電子工学研究所、マイクロシステム技術研究所 アメリカ 2015.1.9
ベルギー原子力研究センター ベルギー 2004.4.15
チェコ科学アカデミー物理研究所 チェコ 2017.3.24
リヨンⅠクラウドベルナール大学発光材料物理化学研究所 フランス 1999.11.25
ITER国際核融合エネルギー機構 フランス 2013.12.24
ゲッティンゲン大学 ドイツ 1996.12.3
カールスルーエ工科大学 ドイツ 2008.3.24
カイザースラウテルン工科大学 ドイツ 2012.2.1
ヨハネスグーテンベルグ大学 ドイツ 2012.2.6
マックス･プランク固体化学物理研究所、
マックス･プランク微細構造物理研究所
ドイツ 2017.3.10
レーゲンスブルグ大学 ドイツ 2017.3.16
デルフト工科大学 オランダ 2016.1.11
ポーランド科学アカデミー物理学研究所 ポーランド 2000.12.8
ロシア科学アカデミー総合物理学研究所 ロシア 1993.1.27
ジョセフステファン研究所 スロベニア 2000.10.5
グラナダ大学 スペイン 2012.9.27
スイス連邦工科大学ローザンヌ校 スイス 2000.11.20
ヨーク大学 イギリス 2004.5.18
武漢理工大学 中国 1994.5.13
清華大学 中国 1994.8.10
香港科技大学 中国 1996.10.1
重慶大学 中国 2001.6.15
北京科技大学 中国 2002.10.25
大連理工大学 中国 2005.10.7
天津大学 中国 2006.7.21
西安交通大学 中国 2006.8.31
華東師範大学 中国 2006.9.20
第7章　海外との共同研究の実施状況
大学名等 国名 協定締結年月日
中国地質大学（武漢） 中国 2010.7.7
インド工科大学ボンベイ校 インド 2000.8.21
韓国科学技術研究院 韓国 1989.11.15
ソウル大学校 韓国 1993.7.14
延世大学校 韓国 1996.11.14
東義大学校 韓国 2002.5.31
昌原大学校 韓国 2004.4.9
高麗大学校 韓国 2005.11.26
韓国海洋大学校工科大学 韓国 2009.4.15
国立台湾大学 台湾 1998.3.23
金属工業発展研究センター 台湾 2015.12.18
キングモンクット工科大学ラカバン校 タイ 2004.4.15
イスタンブール工科大学 トルコ 2007.7.19
オーストラリア国立大学 オーストラリア 2002.7.16
２．外国人研究者の受け入れ実績 
 
【研究部】 
学術研究員                                       
DIAZ ORTEGA ISMAEL FRANCISCO  ｽﾍﾟｲﾝ   2018.9.1-2019.3.31   受入：教授 野尻 浩之 
張 献光            中国   2018.4.1-2018.9.14    受入：教授 古原 忠 
ELANGO CHANDIRAN        インド  2018.4.1-2019.3.31   受入：教授 古原 忠 
LUCKABAUER MARTIN       ｵｰｽﾄﾘｱ  2018.4.1-2019.3.25   受入：教授 市坪 哲 
卞 華康            中国   2018.4.1-2019.2.28    受入：教授 千葉 晶彦 
CUI YUJIE           中国   2018.4.1-2019.3.31   受入：教授 千葉 晶彦 
KIM KYOUNG JIN         韓国   2018.4.1-2019.3.31   受入：教授 吉川 彰 
 
日本学術振興会外国人特別研究員                               
Mehrdad ELYASI       イラン   2016.11.30-2018.11.29 受入：教授 バウアー ゲリット 
   スピントロニクスにおける量子コヒーレンス（理論） 
 
Karol Andrzej BARTOSIEWICZ ポーランド 2017.11.10-2019.11.09 受入：教授 吉川 彰 
   核医学への応用を目指した複合ガーネット型シンチレータの開発 
 
Deping ZHANG 中国 2018.10.31-2020.10.30 受入：教授 加藤 秀実 
Mg-希土類結晶および非晶質合金の作製とその力学特性調査  
 
日本学術振興会外国人招へい研究員（長期）                          
該当なし 
 
日本学術振興会外国人招へい研究員（短期）                          
RUDOLPH Peter         ドイツ  2018.9.21-.2018.10.20  受入：教授 藤原 航三 
 
【量子エネルギー材料科学国際研究センター】 
学術研究員                                      
該当なし 
 
【新素材共同研究開発センター】 
外国人研究員                                                                 
HAN SEUNG ZEON  韓国  2018.4.2-2018.5.31  受入：准教授 千星 聡 
   韓国 材料科学研究所 主席研究員 
   非鉄金属合金の熱加工プロセスによる組織制御 
 
DUDINA DINA  ロシア  2018.7.2-2018.8.10  受入：教授 加藤 秀実 
ロシア 科学アカデミーシベリア支部・ラブレンティエフ流体力学研究所 上級研究員 
金属ガラスを前駆体に用いる炭化物およびホウ化物ナノ粒子合成技術 
 
SHEN JUN  中国  2018.7.25-2018.9.21  受入：准教授 梅津 理恵 
   中国 同済大学 教授 
   アモルファス・ナノ結晶合金の軟磁気特性と相安定性 
 
CHATTERJEE RATNAMALA  インド  2018.11.19-2018.12.28  受入：准教授 梅津 理恵 
   インド インド工科大学デリー校 教授 
   Mn 基ホイスラー合金の磁気的性質に及ぼすスピン・軌道相互作用の影響に関する研究 
 
【強磁場超伝導材料研究センター】 
学術研究員                                                              
該当なし 
 
【産学官広域連携センター】 
学術研究員                                       
該当なし 
 
【先端エネルギー材料理工共創研究センター】 
学術研究員                                         
HIMANSHU SHARMA   インド   2018.4.1-2019.3.31   受入：准教授 水口 将輝 
SHENG PENG       中国    2018.4.1-2018.10.19   受入：准教授 水口 将輝 
 
【国際共同研究センター（ICC-IMR）】 
外国人研究員                                                                   
BACZEWSKI LECH TOMASZ  ポーランド  2018.11.1-2018.11.30  受入：教授 高梨 弘毅 
                  2019.3.1-2019.3.31 
   ポーランド 科学アカデミー物理学研究所 教授 
   ホイスラー合金の磁気特性に関する研究 
 
MUKANNAN ARIVANANDHAN  インド  2018.11.12-2019.1.30  受入：教授 藤原 航三 
   インド アンナ大学ナノテクノロジー工学センター 准教授 
   熱電素子用 SiGe合金の欠陥制御 
 
QIU ZHIYONG  中国  2018.12.25-2019.3.15  受入：教授 バウアー・ゲリット 
   中国 大連理工大学 教授 
   Cr２O３膜におけるスピン流の注入・輸送の研究 
 
CHOI KWANG YONG  韓国  2019.1.4-2019.2.27  受入：教授 野尻 浩之 
   韓国 中央大学校 教授 
   α-Ru1-xIrxCl3におけるキタエフ型スピン流体の探索 
 
GEBREEL MOHAMED ABDELHADY ALY SALEM エジプト 2019.2.1-2019.3.8  受入：教授 千葉 晶彦 
   エジプト 日本科学技術大学 准教授 
   応力誘起マルテンサイト変態を示す新しいハイエントロピー合金の先端分析技術 
 
【計算材料学センター】 
学術研究員                                                                 
該当なし 
 
【計算物質科学人材育成コンソーシアム】 
学術研究員                                                                 
SANKAR KUMAR DEB NATH  ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ   2018.4.1-2019.2.28    受入：特任教授 毛利 哲夫 
SCHABLITZKI THOMAS    ドイツ    2018.4.1-2018.10.31   受入：特任教授 毛利 哲夫 
GUO CHUNWEN       中国     2019.1.17-2019.3.31   受入：特任教授 毛利 哲夫 
 
【学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト】 
教育研究支援者                                         
該当なし 
 
【スピントロニクス国際共同大学院】 
外国人研究員                                                                   
該当なし 
３．本研究所教員の在外研究
〔単位：人〕
派遣地域 件数
①アジア 63
②北米 24
③中南米 2
④ヨーロッパ 111
⑤オセアニア 11
⑥中東 0
⑦アフリカ 0
　　　　　　　　　第８章　学会および外部機関における活動
１．学会活動
　（１）　国外の学会活動
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
Member, Steel CommitteeThe Minerals, Metals & Materials Society
2017.01. 継続中
Member, Phase Transformations
Committee
The Minerals, Metals & Materials Society /
ASM International
2002.03. 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
委員IGRDM　Area Cordinator
2009.08. 継続中
Organizing Committee MemberMicrostructural Processes in Irradiated
Materials(TMS)
2016.04. 継続中
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
副編集長The Open Applied Physics Journal
2010.02. 継続中
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
Electronic Materials Letters 国際諮問
委員
The Korean Institute of Metals and Materials
2011.01. 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
国際諮問委員Euroconference on Luminescent Detectors
and Transformers of Ionizing Radiation
2006.04. 継続中
国際諮問委員International Conference on Defects in
Insulating Materials International advisory
committee
2006.04. 継続中
国際諮問委員International Conference on Inorganic
Scintillators and their Applications
2011.09. 継続中
組織委員会委員International Workshop on Ionizing Radiation
Monitoring
2013.05. 継続中
Chair8th International Symposium on Optical
Materials (ISOM-8)
2017.04. 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
Editorial BoardApplied Spectroscopy Reviews
2001.10. 継続中
編集諮問委員Central Iron & Steel Research Institute,
The Chinese Society for Metals
2006.10. 継続中
先端エネルギー材料理工共創研究センター(材料プロセス・社会実装研究部). 河野　龍興教授
Scientific CommitteeHypothesis
2018.04. 継続中
（２）　国内の学会活動
結晶物理学研究部門. 森戸　春彦准教授
(公社)日本金属学会 学会誌まてりあ編集委員 2015.04. 継続中
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
強磁場フォーラム 幹事 2002.11. 継続中
(一社)日本物理学会 第73-74期代議員 2017.03. 2019.03.
茂木　巖助教
ポーラログラフ学会 評議員 1999.04. 継続中
日本磁気科学会 事務局企画理事 2017.01. 2018.12.
日本磁気科学会 副会長 2019.01. 2020.12.
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
(一社)日本物理学会 代議員 2017.03. 2019.03.
(一社)日本物理学会　物理学史委員会 委員 2017.04. 継続中
量子ビーム金属物理学研究部門. 南部　雄亮准教授
日本中性子科学会 行事委員 2015.04. 2019.03.
日本中性子科学会 日本中性子科学会年会JSNS2018
プログラム委員
2018.04. 2018.12.
日本中性子科学会 地区編集協力員 2018.04. 継続中
池田　陽一助教
日本中性子科学会 波紋編集委員 2018.04. 継続中
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
10th International Workshop on
Crystalline Silicon for Solar Cells
Local Steering Committee 2018.04. 2018.04.
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
(一社)日本鉄鋼協会 評議員 2005.04. 継続中
(一社)日本熱処理技術協会 評議員 2009.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 理事 2016.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 副会長・学会部門長 2018.04. 継続中
(一社)日本熱処理技術協会 理事 2018.06. 継続中
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
日本コンピュータ化学会 理事 2004.04. 継続中
(一社)触媒学会 「コンピュータの利用研究会」世話人 1999.01. 継続中
(一社)日本エネルギー学会 天然ガス部会科学分科会委員 2003.01. 継続中
(一社)日本トライボロジー学会 分子シミュレーションのトライボロジー
への応用に関する研究会委員
2005.04. 継続中
(一社)触媒学会コンピュータの
利用研究会
事務局 2012.06. 継続中
東京大学物性研究所
計算物質科学研究センター
運営委員 2016.01. 継続中
(公社)日本金属学会　東北支部 代議員 2017.04. 2021.03.
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
日本陽電子科学会 理事 2009.01. 継続中
井上　耕治准教授
日本陽電子科学会 会報編集委員 2013.04. 継続中
清水　康雄助教
22nd International Conference on
Secondary Ion Mass Spectrometry
Program Committee 2018.10. 2019.10.
SIMS国際シンポジウム（SISS） 幹事会委員 2018.06. 継続中
SIMS国際シンポジウム（SISS） 幹事会委員、SISS20実行委員長 2017.05. 2018.06.
耐環境材料学研究部門. 秋山　英二教授
(公社)腐食防食学会 広報委員 2015.04. 2019.03.
(独)日本学術振興会第190委員会 第3分科運営幹事 2016.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　「水素脆化の
基本要因と実用課題」フォーラム
幹事 2018.03. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　鉄鋼材料への
腐食誘起水素侵入研究会
幹事 2018.03. 継続中
原子力材料工学研究部門. 笠田　竜太教授
(一社)プラズマ・核融合学会 広報委員 2015.10. 継続中
(公社)日本金属学会 第一分科委員 2017.03. 継続中
(一社)日本原子力学会 核融合工学部会庶務幹事
 （セミナー担当）
2017.04. 継続中
原子力材料工学研究部門. 近藤　創介准教授
(一社)日本原子力学会 プログラム編成ワーキンググループ
メンバー
2017.09. 継続中
(一社)日本原子力学会 枠組み編成ワーキンググループ
メンバー
2018.09. 継続中
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
イムラ・ジャパン賞 審査委員 2017.11. 継続中
(公社)応用物理学会 フェロー審査委員会委員 2017.11. 継続中
ランダム構造物質学研究部門. 杉山　和正教授
(一社)日本鉱物科学会 欧文誌編集委員 2006.04. 継続中
(独)日本学術振興会　結晶成長の科学
と技術　第161委員会
代表副幹事 2013.04. 継続中
(一社)日本結晶学会 日本結晶学会誌　編集幹事 2016.04. 2020.03.
湯葢　邦夫准教授
日本フラックス成長研究会 出版委員会委員 2006.12. 継続中
錯体物性化学研究部門. 谷口　耕治准教授
錯体化学会第68回討論会　実行委員会 委員 2018.04. 2018.07.
43rd International Conference on
Coordination Chemistry
Local Secretaries 2018.04. 2018.08.
高坂　亘助教
錯体化学若手の会 北海道・当方支部世話人 2011.04. 継続中
非平衡物質工学研究部門. 加藤　秀実教授
(一社)粉体粉末冶金協会 参事 2016.06. 2018.05.
(公社)日本材料学会 金属ガラス部門委員長 2018.04. 2019.03.
(公社)日本金属学会 代議員 2018.04. 2019.03.
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
(一社)日本ＭＲＳ 理事 2004.08. 継続中
(公社)日本金属学会 分科会委員 2011.05. 継続中
(公社)日本金属学会 代議員 2013.04. 継続中
(一社)電気学会 ナノスケール磁性体の新物性と新機
能性の応用調査専門委員会　委員
2013.07. 継続中
(公社)日本磁気学会 会長 2017. 2019.03.
関　剛斎准教授
(公社)日本磁気学会 企画委員会 2015.06. 継続中
スピントロニクス研究会 企画幹事 2019.01. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
日本結晶成長学会 理事 2002.04. 継続中
日本結晶成長学会　学会誌編集委員会 委員長 2016.04. 2019.03.
第47回結晶成長国内会議（JCCG-47） 実行委員長 2017.10. 2018.11.
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
(公社)日本金属学会　研究会「水素化物
に関わる次世代学術・応用展開研究会」
代表世話人 2014.03. 継続中
(公社)日本金属学会　東北支部 理事 2017.04. 継続中
(公社)日本金属学会
講演大会企画委員会
委員 2015.04. 2019.04.
(公社)日本金属学会　第1分科会委員 副委員長 2017.02. 継続中
(公社)日本金属学会　戦略推進委員会 委員 2017.04. 2018.04.
(公社)日本金属学会 代議員 2017.04. 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
(独)日本学術振興会第161委員会 運営委員 2000.08. 継続中
(独)日本学術振興会第186委員会 代表幹事 2012.04. 継続中
日本結晶成長学会 理事 2007.04. 継続中
日本フラックス成長研究会 常任理事 2011.12. 継続中
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
(一社)日本塑性加工学会 代議員、東北・北海道支部長 2011.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　東北支部
支部委員会
委員 2013.04. 継続中
(公社)日本金属学会 理事 2015.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　東北支部 支部長 2018.03. 継続中
加工プロセス工学研究部門. 山中　謙太准教授
(公社)日本金属学会 会報編集委員 2017.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 研究会「鉄鋼のミク
ロ組織要素と特性の量子線解析」
委員 2017.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会 東北支部幹事 2018.03. 継続中
不定比化合物材料学研究部門. 木口　賢紀准教授
(公社)日本セラミックス協会
電子材料部会
役員 2012.03. 継続中
(公社)日本金属学会　会報編集委員会 委員 2017.03. 2019.03.
(公社)日本セラミックス協会
電子材料部会
J.Ceram.Soc.Jpn
特集号チーフエディター
2018.04. 2019.03.
(公社)日本金属学会　会報編集委員会 第３分野世話人 2019.03. 2021.03.
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
プラズマ分光分析研究会 委員 1996.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　分析・解析部会 運営委員 1997.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　分析技術部会 委員 1997.04. 継続中
(公社)日本分析化学会　産学官連携委
員会
委員 2008.04. 継続中
(公社)日本金属学会 欧文誌編集委員会委員 2010.04. 継続中
(一社)軽金属学会 アルミニウム中の水素研究部会委員 2011.07. 継続中
(公社)日本分光学会 代議員 2012.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会　分析・解析部会 運営委員 2012.04. 継続中
分析科学研究部門. 今宿　晋准教授
(公社)日本分析化学会
X線分析研究懇談会
運営委員 2015.04. 継続中
(一社)日本鉄鋼協会
評価・分析・解析部会
運営委員 2015.04. 継続中
(独)日本学術振興会　製鋼１９委員会 委員 2017.04. 継続中
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授
(一社)日本原子力学会 査読員 2004.07. 継続中
高輝度光科学研究センター
利用実験放射線安全委員会
委員 2015.08. 継続中
(一社)日本原子力学会
燃料デブリ研究専門委員
委員 2016.10. 継続中
外山　健准教授
(一社)日本原子力学会 材料部会プログラム編成委員 2017.04. 2019.03.
(一社)日本原子力学会 材料部会プログラム編成委員 2018.04. 2019.03.
附属新素材共同研究開発センター. 正橋　直哉教授
(公社)日本金属学会 情報企画委員会委員 2004.04. 継続中
(公社)日本金属学会 東北支部評議員 2013.04. 継続中
梅津　理恵准教授
(公社)日本金属学会 男女共同参画委員会委員 2009.04. 継続中
(公社)日本金属学会 人材育成委員会拡大ＷＧ委員 2013.04. 継続中
(公社)日本磁気学会　広報委員会 委員 2014.04. 継続中
(公社)日本金属学会　分科会委員会 委員 2015.04. 継続中
(公社)日本金属学会　会報編集委員会 委員 2015.04. 継続中
(一社)日本女性科学者の会 理事 2015.04. 継続中
(公社)日本金属学会
男女共同参画委員会
委員長 2015.04. 継続中
千星　聡准教授
日本銅学会 企画運営委員 2018.04. 継続中
日本銅学会 査読委員 2014.04. 継続中
附属強磁場超伝導材料研究センター. 淡路　智教授
(公社)低温工学協会 東北北海道支部 幹事 1999.04. 継続中
(公社)低温工学協会 材料研究会　副委員長 2010. 継続中
(公社)低温工学協会 学会誌編集委員 2011.04. 継続中
高橋　弘紀助教
(公社)低温工学協会 東北北海道支部 委員 2009.04. 継続中
先端エネルギー材料理工共創研究センター(イオンエネルギー材料研究部). 髙木　成幸准教授
(公社)日本金属学会・
まてりあ編集委員会
編集委員 2016.04. 継続中
先端エネルギー材料理工共創研究センター(光エネルギー材料研究部). 藤原　航三教授
日本結晶成長学会 理事 2010.04. 継続中
先端エネルギー材料理工共創研究センター(材料プロセス・社会実装研究部). 河野　龍興教授
水素エネルギー協会 評議員 2018.04. 継続中
低温物質科学実験室. 野島　勉准教授
(公社)低温工学・超電導学会 教育・セミナー委員 2013.04. 継続中
(公社)低温工学・超電導学会
東北・北海道支部
委員 2002.04. 継続中
(公社)低温工学・超電導学会
東北・北海道支部
会計監査 2012.04. 継続中
2017年度国際超電導シンポジウム
（ISS2017)
プログラム委員 2018.04. 2019.03.
２．　会議の主催運営
　（１）　国際会議の主催運営
結晶物理学研究部門. 前田　健作助教
10th International Workshop on Crystalline Silicon for Solar Cells (CSSC-10)
日本国 Sendai 2018.04.08 2018.04.11実行委員
志賀　敬次助教
10th International Workshop on Crystalline Silicon for Solar cells (CSSC-10)
日本国 Sendai 2018.04.08 2018.04.11実行委員
低温物理学研究部門. 藤原　宏平准教授
4th E-MRS & MRS-J Bilateral Symposium
ギリシア Crete 2018.10.14 2018.10.19"Symposium 2: Processing and
characterization of advanced
multifunctional oxides"の運営委員
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
KINKEN-KIST symposium 2018
日本国 Sendai 2018.07.04 2018.07.05(主催)
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
10th International Workshop on Crystalline Silicon for Solar cells (CSSC-10)
日本国 Sendai 2018.04.08 2018.04.11Local Steering Committee
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
International Symposium on Zeolites and Microporous Crystals 2018
日本国 Yokohama 2018.08.05 2018.08.09National Advisory Board
First Symposium on Multi-Scale and Multi-Physics Computational Materials Science
台湾 Taipei 2018.10.09 2018.10.11Co-Chairman
9th International Conference on Multiscale Materials Modeling
日本国 Osaka 2018.10.29 2018.11.02Local Organizing Committee
9th International Conference on Multiscale Materials Modeling
日本国 Osaka 2018.10.29 2018.11.02Organizer of Symposium “Multiscale
Simulations of Catastrophic Phenomena”
9th International Conference on Multiscale Materials Modeling
日本国 Osaka 2018.10.29 2018.11.02Organizer of Symposium “Tribology and
Interface”
CREST International Symposium on Optimization of Running-in for Low Friction Nano-interface
日本国 Fukuoka 2019.02.18 2019.02.18Organizer
材料照射工学研究部門. 清水　康雄助教
Scientific International Symposium on SIMS and Related Techniques Based on Ion-Solid Interactions
日本国 Kyoto 2018.06.28 2018.06.29座長、実行委員長
原子力材料工学研究部門. 笠田　竜太教授
JCS-14
日本国 Sendai 2018.09.25 2018.09.27現地実行委員
近藤　創介准教授
JCS-14
日本国 Sendai 2018.09.25 2018.09.27(運営)
Nuclear Materials Conference
アメリカ合衆国 Seattle 2018.10.14 2018.10.18(運営)
電子材料物性学研究部門. 谷川　智之講師
The 6th International Conference on Light-Emitting Devices and Their Industrial Applications (LEDIA'18)
日本国 Yokohama 2018.04.25 2018.04.27会計委員、プログラム委員
19th International Conference on Metalorganic Vapor Phase Epitaxy
日本国 Nara 2018.06.03 2018.06.08総務委員
International Workshop on Nitride Semicontucotrs (IWN2018)
日本国 Kanazawa 2018.11.11 2018.11.16広報委員
窪谷　茂幸助教
2018 International Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM2018)
日本国 Kyoto 2018.09.09 2018.09.13論文委員
4th Intensive Discussion on Growth of Nitride Semiconductors (IDGN-4)
日本国 Sendai 2018.11.18 2018.11.20実行委員
錯体物性化学研究部門. 宮坂　等教授
43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)
日本国 Sendai 2018.07.30 2018.08.04(主催)
高坂　亘助教
43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)
日本国 Sendai 2018.07.30 2018.08.04(主催)
関根　良博助教
43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018)
日本国 Sendai 2018.07.30 2018.08.04(主催)
非平衡物質工学研究部門. 加藤　秀実教授
The 13th International Workshop on Biomaterials in Interface Science
日本国 Sendai 2018.08.02 2018.08.03(運営)
15th Materials Science School for Young Scientists (KINKEN WAKATE 2018) & Symposium of 30th Anniversary of
Nano Crystalline Soft Magnetic Alloys (FINEMET 30)
日本国 Sendai 2018.08.29 2018.08.31(運営)
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
2018 ISAF-FMA-AMF-AMEC-PFM Joint Conference (IFAAP2018)
日本国 Hiroshima 2018.05.27 2018.06.01Session Chair(Oral Session: Single crystal
growth & applications)
計算物質科学人材育成コンソーシアム. 山崎　馨助教
International workshop on science at x-ray free electron lasers: Chemical physics and materials science in extreme
x-rays light and extreme fields
日本国 Sendai 2019.02.13 2019.02.14実行委員
International symposium on ultrafast electronic and structural dynamics
日本国 Sendai 2019.03.08 2019.03.09実行委員長
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 仲村　愛助教
J-Physics2018 Summer School & International Workshop
日本国 Awaji, Hyogo 2018.06.24 2018.06.30(運営)
附属新素材共同研究開発センター. 梅津　理恵准教授
International Conference on Magnetism, ICM 2018
アメリカ合衆国 San Francisco 2018.07. 2018.07.プログラムコミッティー、セッションオーガナ
イザー
附属強磁場超伝導材料研究センター. 淡路　智教授
Int. Symp. Supercond. (ISS) 2018
日本国 Tsukuba 2018.12.12 2018.12.14プログラム委員
先端エネルギー材料理工共創研究センター
(スピンエネルギー材料研究部)
. BAUER　GERRIT　ERNST-WILHELM教授
SPICE Workshop on Spin Cavitronics
ドイツ Mainz 2018.05.15 2018.05.18(運営)
International Conference on Magnetism
アメリカ合衆国 San Francisco 2018.07.15 2018.07.20Program Committee Member
Collective Spindynamics in Nanostructures
中国 Beijing 2018.10.01 2018.10.19Co-Chair
Spin Mechanics 6
日本国 Zao 2019.02.26 2019.02.28(運営)
　（2）　国内会議の主催運営
結晶物理学研究部門. 森戸　春彦准教授
第47回結晶成長 国内会議（JCCG-47）
仙台市 2018.10.31 2018.11.02実行委員
第57回セラミックス基礎科学 討論会
仙台市 2019.01.16 2019.01.17実行委員
日本金属学会 2019年春期（第164回）講演大会 シンポジウム S4ナノ・マイクロスペーステイラリング
東京 2019.03.21 2019.03.21共同責任者
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
MEMS Engineer Forum 2018
日本国 東京 2018.04.25 2018.04.26特別顧問
精密工学会 2018年度秋季大会
日本国 函館市 2018.09.05 2018.09.07セッションオーガナイザー
日本金属学会 2018年秋期(第163回)講演大会
日本国 仙台市 2018.09.19 2018.09.21組織委員会委員
第28回日本MRS 年次大会
日本国 北九州市 2018.12.18 2018.12.20シンポジウムオーガナイザー
精密工学会 2018年度春季大会
日本国 東京 2019.03.13 2019.03.15セッションオーガナイザー
第123回 触媒討論会
日本国 大阪府 2019.03.20 2019.03.21セッションオーガナイザー
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
日本電子材料協会 光・半導体デバイス委員会
日本国 東京 1995.06. 継続中幹事
谷川　智之講師
第37回電子材料シンポジウム
大阪府 2018.10.10 2018.10.12総務委員
開催国名_英_ 開催都市 開催期間 年月_日__自_ 開催期間 年月_日__至_ 役割名称 備考
2007.04.01 継続中 セッションのコーディ
ネーター
ランダム構造物質学研究部門. 杉山　和正教授
日本鉱物科学会
日本国 2007.04.01 継続中セッションのコーディネーター
錯体物性化学研究部門. 宮坂　等教授
錯体化学会第68回討論会
日本国 仙台市 2018.07.28 2018.07.30事務局
高坂　亘助教
錯体化学会第68回討論会
日本国 仙台市 2018.07.28 2018.07.31(主催)
関根　良博助教
錯体化学会第68回討論会
日本国 仙台市 2018.07.28 2018.07.31(主催)
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
第47回結晶成長国内会議（JCCG-47）
日本国 仙台市 2018.10.31 2018.11.02実行委員長
第47回結晶成長国内会議（JCCG-47）
日本国 仙台市 2018.10.31 2018.11.02座長（特別講演会）
我妻幸長氏講演会「ヒトとAIの共生、そしてシンギュラリティ」
日本国 仙台市 2018.12.28 2018.12.28主催・座長
新家　寛正助教
第47回結晶成長国内会議JCCG-47
日本国 仙台市 2018.10.31 2018.11.02実行委員
先端結晶工学研究部. 山路　晃広助教
第41回結晶成長討論会
仙台市 2018.09.03 2018.09.04現地実行委員
分析科学研究部門. 今宿　晋准教授
「鉄鋼関連材料の化学状態分析の新しい展開」フォーラム講演会
仙台市 2018.08.23 2018.08.23オーガナイザー
「鉄鋼関連材料の化学状態分析の新しい展開」フォーラム講演会
仙台市 2018.11.29 2018.11.29オーガナイザー
「金属材料解析の最近の進歩、課題そして今後の研究展望」シンポジウム
仙台市 2019.02.15 2019.02.16オーガナイザー
開催国名_英_ 開催都市 開催期間 年月_日__自_ 開催期間 年月_日__至_ 役割名称 備考
仙台市 2019.03.01 2019.03.01 オーガナイザー
「今後の資源・素材のための各種分析手法」シンポジウム
仙台市 2019.03.01 2019.03.01オーガナイザー
計算物質科学人材育成コンソーシアム. 寺田　弥生准教授
PCoMSシンポジウム&計算物質科学スーパーコンピューター共用事業報告会2018
日本国 仙台市 2018.10.22 2018.10.23事務局
附属新素材共同研究開発センター. 梅津　理恵准教授
日本金属学会 2018年秋期(第163回)講演大会
仙台市 2018.09.19 2018.09.21講演大会運営委員（会計委員）
附属強磁場超伝導材料研究センター. 高橋　弘紀助教
第13回日本磁気科学会年会
日本国 仙台市 2018.11.12 2018.11.14現地実行委員
附属産学官広域連携センター. 網谷　健児准教授
第４回材料WEEKワークショップ
日本国 京都市 2018.10.16 2018.10.16「金属ガラスのメタラジーとメカニクス」
オーガナイザー
平成30年度金属ガラス・ナノ金属結晶材料合同講演会
日本国 由利本荘市 2018.11.23 2018.11.23コーディネータ、会計
低温物質科学実験室. 野島　勉准教授
第26回渦糸物理 国内会議
日本国 いわき市 2018.12.03 2018.12.05実行委員
31th International Superconductivity Symposium (ISS2018)
日本国 つくば市 2018.12.12 2018.12.14プログラム委員、セッション座長
日本物理学会74回年次大会
日本国 福岡市 2019.03.14 2019.03.17超伝導，密度波 16pE202 セッション座長、
学生優秀発表賞審査委員
３．外部機関における活動
（１）　国外の外部機関における活動
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
Wuhan National High Magnetic Field Center,
Huazhong University of Science and
Technology
外部評価委員 2018.05. 2018.05.
量子ビーム金属物理学研究部門. 南部　雄亮准教授
National Synchrotron Radiation Research
Center
NSRRC Neutron Referee 2015.08. 継続中
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
Acta/Scripta Materialia　(Elsevier) Editorial Boards 2017.01. 継続中
原子力材料工学研究部門. 笠田　竜太教授
Journal of Nuclear Materials (Elsevier) Advisory Editorial Board
Member
2014.11. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
Journal of Crystal Growth (Elsevier) 学会誌副編集者 2004.12. 継続中
High Temperature Materials and Processes
(Freund Publishing House Ltd.)
国際編集委員会委員 2010.03. 継続中
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
Symposium Hydrogen & Energy 運営委員 2008.01. 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
Optical Materials (Elsevier) Associate editor 2011.04. 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
International Committee of Analysis for the
Steel and Iron Industry
Comittee Member 2008.04. 継続中
International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry
Executive Member 2010.09. 継続中
International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry
Vice chairman 2012.11. 継続中
（2）　国内の外部機関における活動
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
研究委嘱 2016.04. 2019.03.
東京大学物性研究所 パルス強磁場
コラボラトリー運営委員会
委員 2017.04. 2019.03.
東京大学物性研究所 附属国際超強磁
場科学研究施設 運営委員会
委員 2017.04. 2019.03.
湯川記念財団　望月基金運営委員会 運営委員 2017.06. 2020.06.
国立研究開発法人 理化学研究所 客員研究員 2018.04. 2020.03.
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
東京大学物性研究所協議会 委員 2016.09. 2018.08.
(公財)高輝度光科学研究センター 研究課題審査委員会分科会
レフェリー
2017.04. 2019.03.
量子ビーム金属物理学研究部門. 藤田　全基教授
日本中性子科学会
「ロードマップ検討特別委員会」
委員長 2014.10. 2018.07.
東京大学物性研究所
中性子科学研究施設
「中性子散乱」研究計画委員会
委員
2017.04. 2019.03.
東京大学物性研究所
中性子科学研究施設
運営委員会委員 2017.04. 2019.03.
(独)日本学術振興会 専門委員・書面審査員・
書面評価員
2017.08. 2018.07.
SPring-8/SACLA 成果審査委員会「査読者」 2018.04. 2020.03.
南部　雄亮准教授
(一財)総合科学研究機構
東海事業センター
課題審査委員会分科会
レフェリー
2012.10. 継続中
東京大学物性研究所 嘱託研究員 2012.10. 継続中
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
(独)日本学術振興会
接合界面創成技術第１９１委員会
委員 2017.02. 継続中
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
日本学術会議 連携会員 2017.10. 継続中
計算材料学研究部門. 久保　百司教授
(独)日本学術振興会 未踏・ナノデバイ
ステクノロジー第151委員会ナノ・ハイス
ループット材料技術分科会
委員 2007.09. 継続中
Journal of Computer, Chemistry, Japan
- International Edition
Editorial Advisory Board 2015.05. 継続中
(独)日本学術振興会「マテリアルイン
フォマティックスによるものづくりプラット
フォームの戦略的構築」に関する研究
開発委員会
副委員長 2016.04. 2019.03.
計算物質科学連絡会議 委員 2016.12. 継続中
新エネルギー・産業技術総合開発機構
技術委員会
委員 2017.01. 2021.03.
(独)日本学術振興会「マテリアルイン
フォマティックスによるものづくりプラット
フォームの戦略的構築」に関する研究
開発委員会　計算科学・計算化学・
Informatics分科会
世話人代表 2017.04. 2019.03.
HPCIコンソーシアム 正会員 2017.07. 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
原子炉安全専門審査会審査委員 委員 2016.11. 2018.11.
文部科学省 原子力人材育成等推進事
業費補助金審査評価会
委員 2017.03. 2019.03.
京都大学エネルギー理工学研究所
共同利用運営委員会
委員 2017.04. 2019.03.
(一社)日本溶接協会 中立委員 2017.04. 2019.09.
大洗町原子力教育推進研究委員会 顧問 2017.06. 2019.05.
東北エネルギー懇談会技術委員会 委員 2017.07. 2019.01.
東京大学大学院工学系研究科原子力
専攻共同利用運営委員会
委員 2017.07. 2019.03.
資源エネルギー庁 委員 2017.09. 2019.03.
京都大学複合原子力科学研究所
共同利用研究委員会
委員 2018.04. 2019.03.
京都大学複合原子力科学研究所
研究計画委員会
委員 2018.04. 2019.03.
京都大学複合原子力科学研究所
運営委員会及び共同利用運営委員会
委員 2018.04. 2020.03.
日本学術会議総合工学委員会原子力
安全に関する分科会研究用原子炉の
在り方検討小委員会
委員 2018.04. 2020.09.
文部科学省 第6回民生用原子力研究
開発ワーキンググループ
有識者 2018.05. 2018.05.
(一財)電力中央研究所 国際シンポジウ
ム"The future of Nuclear Materials
Research"
講師 2018.05. 2018.05.
(一財)放射線利用振興協会
 制度検討委員会
委員 2018.07. 2019.03.
(一財)放射線利用振興協会
 材料照射部会
会長 2018.07. 2019.03.
福井大学試験研究炉の利用に関する
セミナー
講師 2018.09. 2018.09.
京都大学複合原子力科学研究所
アトムサイエンスフェア講演会2018
講師 2018.11. 2018.11.
(独)日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員 2018.12. 2019.11.
平成30年度 京都大学複合原子力科学
研究所将来計画短期研究会
講師 2019.02. 2019.02.
JMTR後継炉検討委員会 委員 2019.03. 2019.03.
清水　康雄助教
システムデバイスロードマップ委員会
（計測）
委員 2017.04. 継続中
原子力材料工学研究部門. 笠田　竜太教授
Journal of Fusion Energy (Springer) Associate Editor 2018.01. 継続中
錯体物性化学研究部門. 宮坂　等教授
(公社)日本化学会 錯体化学・有機金属
化学ディビジョン
幹事 2016.03. 継続中
(独)日本学術振興会 挑戦的研究部会審査委員 2018.12. 2019.11.
名古屋大学大学院理学研究科 講師 2019.01. 2019.01.
谷口　耕治准教授
京都大学　触媒・電池元素戦略研究
拠点ユニット
拠点准教授 2014.04. 継続中
高坂　亘助教
国立研究開発法人 理化学研究所 客員研究員 2013.08. 継続中
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
(公財)電磁材料研究所 理事 2011.04. 継続中
(一財)青葉工学振興会 非常勤研究員 2012.04. 継続中
大阪大学 接合科学研究所 運営委員会委員 2014.04. 継続中
東京大学 物性研究所協議会 委員 2014.04. 継続中
東京工業大学 応用セラミックス研究所 運営委員会委員 2014.04. 継続中
東北大学出版会 評議員 2014.04. 継続中
(公財)本多記念会 顧問会委員 2014.05. 継続中
東北エネルギー懇談会 参与 2014.05. 継続中
国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構
客員研究員 2016.04. 継続中
豊橋技術科学大学
「頭脳循環プロジェクト」
外部諮問委員会委員 2017.02. 継続中
(公財)旭硝子財団 研究助成選考委員 2017.04. 継続中
国立研究開発法人
物質・材料研究機構
NIMS Award 選考委員 2018.03. 2018.10.
ミレニアム・サイエンス・フォーラム サー・マーティン・ウッド賞
選考委員
2018.03. 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
日本国際賞推薦委員会 委員 2005.04. 継続中
(独)日本学術振興会
弾性波素子技術 第150委員会
委員 2005.04. 継続中
(独)日本学術振興会
結晶成長の科学と技術 第161委員会
運営委員 2006.04. 継続中
九州大学応用力学研究所 応用力学共
同研究拠点共同利用・共同研究委員会
委員 2013.04. 2020.03.
九州大学応用力学研究所 応用力学共
同研究拠点運営委員会
委員 2013.04. 2020.03.
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
国立研究開発法人 科学技術振興機構
戦略的国際科学技術協力推進事業
欧州諸国との研究交流 分担参画
委員 2013.04. 継続中
(一社)水素エネルギー協会 評議員 2008.04. 継続中
大学共同利用機関法人 高エネルギー
加速器研究機構
客員教授 2014.04. 継続中
(独)日本学術振興会 産学協力研究委
員会 材料中の水素機能解析技術第
190委員会
委員長 2015.04. 継続中
大学共同利用機関法人 高エネルギー
加速器研究機構 物質構造科学研究所
運営会議委員
委員 2018.01. 継続中
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
(独)日本学術振興会 第176委員会 幹事 2007.04. 継続中
幹事国業務（ISO/TC150/SC7) 委員 2007.04. 継続中
スーパーサイエンスハイスクール運営
指導委員会
委員 2012.04. 継続中
66連合後援会実行委員会 委員 2013.04. 継続中
(一社)紛体粉末冶金協会・粉末積層3D
造形技術委員会
委員 2014.04. 継続中
青柳　健大助教
ISO/TC261国内審議委員会 国内審議会（WG）委員 2018.04. 継続中
アクチノイド物質科学研究部門. 青木　大教授
文部科学省 科学研究費補助金評価者 2017.12. 2018.12.
東京大学物性研究所
共同利用施設専門委員会
委員 2018.04. 2021.03.
(独)日本学術振興会 審査委員 2018.12. 2019.11.
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
(独)日本学術振興会 製鋼第19委員会 委員 2005.04. 継続中
表面化学分析国際標準化委員会 ISO TC201/SC8国内業務委員会
主査
2012.03. 継続中
(独)日本学術振興会 製鋼第１９委員会 化学計測研究会 主査 2014.04. 継続中
計算物質科学人材育成コンソーシアム. 毛利　哲夫教授
日本学術会議 連携会委員 2008.10. 継続中
(独)日本学術振興会 172委員会 委員長 2001.04. 継続中
次世代スパコン戦略機関プログラム
分野2
運営協議会委員、運営委員他 2011.03. 継続中
Elsevier Progress in Materials Science,
Editor
2007.07. 継続中
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授
平成25年度 燃料等安全高度化対策専
門部会(日本原子力研究開発機構)
委員 2014.01. 継続中
先端エネルギー材料理工共創研究センター(材料プロセス・社会実装研究部). 河野　龍興教授
材料中の水素機能解析技術
第190委員会
幹事 2015.04. 継続中
Grand Renewable Energy 2018
International Conference
Organizing Committee 2017.04. 継続中
第９章　その他の社会活動
１．　メディア発表
計算材料学研究部門
. テレビ
出演・執筆東北大研究所に新スパコン導入へ
NHK2018.07.12
出演・執筆仙台から世界へ！、”政宗スパコン”材料開発の研究に貢献
仙台放送2018.07.12
出演・執筆驚きの性能!東北大が新たに導入したスーパーコンピューターに迫る
東日本放送2018.09.20
加工プロセス工学研究部門
出演・執筆釜石のコバリオン　-医療を変える新たな金属-
JAPAN VIDEO TOPICS2018.09.
低温物理学研究部門
. 新聞
その他東北大、鉄スズ磁石の薄膜でフレキシブルホール素子を実現
日経産業新聞　電子版2019.03.01
計算材料学研究部門
資料提供材料設計に特化スパコン稼働
日刊工業新聞2018.07.13
資料提供スパコン「MASAMUNE-IMR」公開　計算材料学で世界的リードを
東北大学新聞2018.07.20
構造制御機能材料学研究部門
その他東北大と東工大の研究グループ、次世代蓄電池系の開発に光
石油ガス・ジャーナル2018.08.24
磁性材料学研究部門
出演・執筆スペシャリストに聞く　"金研"幅広い材料研究で100年
産業新聞2018.11.05
水素機能材料工学研究部門
その他全固体電池向け新材料　負極にリチウム　大容量可能に　東北大など
日経産業新聞2019.03.14
加工プロセス工学研究部門
その他3Dプリンタで変わるモノづくり
日刊工業新聞2018.11.07
アクチノイド物質科学研究部門
資料提供エキゾチック超伝導体の振る舞い　「世界初」東北大金研が解明
科学新聞2019.03.22
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
出演・執筆超高圧実験で明らかにしたウラン系エキゾチック超伝導と異常金属状態
東北大学金属材料研究所プレスリリース2019.02.14
出演・執筆ウラン系重い電子系化合物UBe13のエキゾチック超伝導の磁場中・超高圧特性を明ら
かにすることに成功
科学新聞 第3721号8面2019.03.22
低温物質科学実験室
資料提供「新種の電子スピン秩序」Gd化合物で発見
科学新聞2019.03.22
計算材料学研究部門
. その他
資料提供東北大、新スーパーコンピューティングシステムの愛称を”MASAMUNE-IMR”に決定
Yahoo News、日本経済新聞デジタルなど10社以上2018.05.17
資料提供“独眼竜”伊達政宗をデザインした東北大学のスパコンが「カッコ良すぎ」話題に、作者
に聞く
Yahoo News、Line News、Infoseek Newsなど2018.05.31
資料提供愛称は「MASAMUNE-IMR」＝新スパコン8月稼働 東北大
Yahoo News、時事ドットコムニュースなど2018.07.12
資料提供材料設計に特化したスパコン、東北大で来月稼働
Livedoorニュース、Line News、Goo Newsなど2018.07.15
２．　学外の社会活動
. 小中高との連携
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦楽しい理科の話　-不思議の箱を開けよう-
仙台市立高砂小学校　低温の不思議
2018.06.29 - 2018.06.29
理科を好きになる -不思議の箱を開けよう-
仙台白百合学園小学校　低温の不思議　マイナス196度の世界
2018.07.19 - 2018.07.19
出前授業
岡崎市立矢作南小学校　極低温のふしぎ　マイナス196度の世界
2018.11.12 - 2018.11.12
極低温の不思議な世界
山形県立東桜学館中学校　大学・研究所見学・体験学習
2019.03.06 - 2019.03.06
極低温の世界
宮城学院高等学校「進路の日」大学模擬講義
2019.03.18 - 2019.03.18
電子材料物性学研究部門
助教 窪谷　茂幸楽しい理科の話　-不思議の箱を開けよう-
宮城県黒川郡　大和町立鶴巣小学校において「光通信の不思議」というタイトルで、実験の出前授業を行った。
2018.05.31 - 2018.05.31
錯体物性化学研究部門
教授 宮坂　等見学受入
山形県西川中学校
2018.05.24 - 2018.05.24
見学受入
宮城県仙台向山高等学校
2018.09.26 - 2018.09.26
助教 高坂　亘見学受入
山形県西川中学校
2018.05.24 - 2018.05.24
見学受入
宮城県仙台向山高等学校
2018.09.26 - 2018.09.26
助教 関根　良博見学受入
山形県西川中学校
2018.05.24 - 2018.05.24
見学受入
宮城県仙台向山高等学校
2018.09.26 - 2018.09.26
磁性材料学研究部門
教授 高梨　弘毅出前授業
岡崎市立矢作南小学校は創立110周年を迎える。記念行事として、本多幸太郎の業績の講話をし、5・6年生に
様々な実験を行い、科学の面白さを実感する授業をする
2018.11.12 - 2018.11.12
助教 伊藤　啓太出前授業
岡崎市立矢作南小学校　磁石を使った実験の実演
2018.11.11 - 2018.11.12
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
准教授 小無　健司大洗町原子力教育推進研究
原子力に関する正しい理解を深めることによる地域型の原子力教育を進める。
2008.06. - 継続中
附属強磁場超伝導材料研究センター
助教 岡田　達典東大駒場キャンパス見学会
岡山県立津山高等学校の有志学生30名程度を対象に、東京大学駒場キャンパス内にある施設・研究室を訪問
し、研究室見学・デモ実験や大学院生との交流を通じて最先端の研究に触れてもらう。
2018.08. - 2018.08.
先端エネルギー材料理工共創研究センター(光エネルギー材料研究部)
教授 藤原　航三講義
福岡県立鞍手高校SGH(スーパーグローバルハイスクール)で「資源・エネルギー・環境問題を考える -太陽電池
用材料の先端研究- 」と題して、太陽光発電の現状と未来を中心に講義を行った。
2015.09.29 - 継続中
情報企画室
助手 冨松　美沙平成３０年度宮城県高文連自然科学専門部第２回生徒研修会兼全国高
総文祭最終選考会
研究発表のプレゼンテーション能力の向上を目指すとともに，第４３回全国高等学校総合文化祭（２０１９さが総
文）に参加する研究グループの選考を行う。また，発表を公開し，県内の自然科学系部活動の部員が聴衆として
ディスカッションに加わる機会とする。今回はその中でプレゼンテーションの手法に関する講演を行った。
2018.12.14 - 2018.12.14
. 公開講座
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦江戸川区子ども未来館　夏休み子どもアカデミー
極低温の世界と超伝導
2018.08.18 - 2018.08.18
楽しい理科のはなし2018　-不思議の箱を開けよう-
東京エレクトロンホール宮城サイエンスイベント　低温の不思議
2018.08.23 - 2018.08.23
超伝導の科学と技術 平成３０年度みやぎ県民大学
平成３０年度みやぎ県民大学
2018.08.28 - 2018.08.28
電子材料物性学研究部門
助教 窪谷　茂幸楽しい理科のはなし2018　-不思議の箱を開けよう-
東京エレクトロンホール宮城にて「光通信の不思議」というタイトルで、実験・体験ブースを出展した。
2018.08.23 - 2018.08.23
磁性材料学研究部門
教授 高梨　弘毅江戸川区子ども未来館　夏休み子どもアカデミー
「世界最強の磁石、どれくらいつよいかな（低学年向け）」
「磁石と電気　-切っても切れない関係- （高学年向け）」
2018.08.18 - 2018.08.18
助教 窪田　崇秀江戸川区子ども未来館　夏休み子どもアカデミー
世界最強の磁石　どれくらい強いかな
2018.08.18 - 2018.08.18
江戸川区子ども未来館　夏休み子どもアカデミー
電気と磁石　-切っても切れない関係-
2018.08.18 - 2018.08.18
水素機能材料工学研究部門
教授 折茂　慎一みやぎ水素エネルギー学習教室
小学校高学年から中学生までを対象に、クリーンエネルギーとして注目される水素を身近に感じてもらうことを目
的とした体験型学習教室への協力
2018.07.24 - 2018.07.25
先端結晶工学研究部
教授 吉川　彰科学協力学際センター　第42回市民型講座
融液成長で拓く未来　- 要素技術を上流から下流まで繋ぎ、速やかに実用化・社会実装へ
2018.11.08 - 2018.11.08
低温物質科学実験室
准教授 野島　勉低温工学・超電導学会 2018年度市民公開講座
 「極低温と超電導の世界」
低温と超電導に関するデモ実験
2018.11.18 - 2018.11.18
材料分析研究コア
助手 中山　健一ものづくり基礎講座第58回技術セミナー
東北大学金属材料研究所附属産学官広域連携センター・兵庫県立大学ナノ・マイクロ構造科学研究センター主
催「基礎からの金属材料 -ものづくり基礎講座第58回技術セミナー- 」
講師「金属・無機材料の化学分析による研究開発支援」
2019.01.23 - 2019.01.23
. 講演会・セミナー
金属組織制御学研究部門
教授 古原　忠日本熱処理技術協会　熱処理技術セミナー
鉄鋼の焼戻し処理の基礎に関する講義を行う．
2018.05.18 - 2018.05.18
准教授 宮本　吾郎日本鉄鋼協会　鉄鋼工学セミナー
鉄鋼企業の研究者100名程度が参加するセミナーにおいて、鉄鋼材料の熱処理概論に関する講義を実施した。
2018.07. - 2018.07.
日本学術振興会　１７２委員会　状態図セミナー
日本学術振興会が主催するセミナーにおいて、金属材料の組織解析法について講義をした。
2018.11.26 - 2018.11.26
加工プロセス工学研究部門
教授 千葉　晶彦長野県精密加工技術研究会　平成30年特別講演会
「金属積層造形技術の最前線と展望」
2018.05.28 - 2018.05.28
軽金属学会東北支部講演会
「金属積層造形技術の現状と研究開発動向 -電子ビーム金属積層造形技術を中心として-」
2018.07.20 - 2018.07.20
金属積層造形技術セミナー　入門編　in東京
「金属積層造形プロセス（電子ビームの原理と特徴）」
2018.08.22 - 2018.08.22
軽量化研究
「金属積層造形技術の応用と研究開発動向 -電子ビーム積層造形技術の特徴と可能性について-」
2018.08.30 - 2018.08.30
第114回東海技術サロン
「金属積層造形技術の最近の研究開発動向とその応用」
2018.08.31 - 2018.08.31
金属積層造形技術セミナー　実用編　in小田原
「積層造形プロセスの実際（電子ビームパウダーベッド方式におけるプロセスパラメータと最適レシピ作成）」
2018.09.12 - 2018.09.12
モノづくりマッチングJapan2018
モノづくり推進シンポジウム：「３Dプリンターで変わるモノづくり　日本は主導権を握れるか」、
パネルディスカッション：　「３Dプリンターがけん引するデジタルモノづくり」
2018.10.19 - 2018.10.19
GE Additive / HTL Seminar
「EBMによるニアネットシェイピングと金属組織制御」
2018.11.28 - 2018.11.28
かがわ次世代３D積層造形技術フォーラム
「電子ビーム積層造形技術の研究開発動向 -特徴と可能性について-」
2018.12.06 - 2018.12.06
3D Printing World in AKEDORI 2018
「中国をはじめとする世界の3Dプリンター最新動向」
2018.12.11 - 2018.12.11
マルチマテリアル研究拠点キックオフ・シンポジウム
講演：「金属積層造形技術によるマルチマテリアルの創製」、
パネルディスカッション：「マルチマテリアルに寄せる期待と研究拠点の役割」
2019.01.10 - 2019.01.10
金属積層造形技術セミナー　入門編　in名古屋
「金属積層造形プロセス　 電子ビームの原理と特徴、プロセスパラメータの最適化（電子ビーム積層造形編）」
2019.02.07 - 2019.02.08
H30年度第3回　金属粉末３Dプリンター研究会
みやぎデジタルエンジニアリングセンター　講演：「金属粉末3Dプリンターに関する想い」
2019.02.13 - 2019.02.13
第５４回RI・放射線利用促進セミナー
「電子ビームを用いた３Dプリンティング電子ビーム積層造形技術の研究開発動向」
2019.02.15 - 2019.02.15
日本鉄鋼協会北海道支部ノースフォーラム
「電子ビーム積層造形技術とその可能性　金属加工プロセスに与えるインパクト」
2019.02.19 - 2019.02.19
須坂地域ものづくり人材育成ネット　研究会総会
「金属積層造形技術を活かした新たなもの作り技術の展望」 世界はこの技術をどのよに使おうとしているのかー
2019.03.15 - 2019.03.15
不定比化合物材料学研究部門
准教授 木口　賢紀日本顕微鏡学会・電子顕微鏡解析技術分科会　電子顕微鏡解析技術
フォーラム
「得られたデータを最大限に活用する！電子顕微鏡で捉えられる情報を再確認！」と題し、像観察(カメラ、検出
器)、EELS、軟X線分析について基礎的な部分から最新の技術まで広く学び、電子顕微鏡で得られるデータにつ
いての理解を深め、活用方法についてとことん議論します。
2018.08.24 - 2018.08.25
日本セラミックス協会　電子材料部会 2018年度電子材料入門講座
　電子セラミックスを扱う研究室に新たに所属した学生さん、初めて電子セラミックス関係の研究・開発に従事す
るよう になった企業技術者の方々を対象に、電子セラミックスの基礎を学ぶための入門講座を企画しました。
2018.06.28 - 2018.06.29
材料分析研究コア
助手 中山　健一第19回金属分析技術セミナー
公益社団法人日本分析化学会 分析信頼性実務者レベル講習会「第19回金属分析技術セミナー」
講師「原子吸光分析法」
2018.07.12 - 2018.07.12
プラズマ分光分析研究会第105回講演会
プラズマ分光分析研究会主催「第105回講演会「未来を支えるモノづくり－元素分析の基礎から応用まで－」 」
講師「材料開発支援のための金属・無機材料の組成分析とその高度化」
2019.03.22 - 2019.03.22
. 展示会
加工プロセス工学研究部門
教授 千葉　晶彦モノづくりマッチングJAPAN2018
（TRAFAM）東北大学金属材料研究所千葉研究室ブース
2018.10.17 - 2018.10.19
. ボランティア活動
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦仙台市青葉少年少女発明クラブ
仙台市青葉少年少女発明クラブの運営委員、副会長
2006.04. - 継続中
材料照射工学研究部門
助教 清水　康雄放課後科学教室「大洗サイエンスカレッジ」
茨城県・大洗わくわく科学館で開催した小学校高学年を対象とした放課後科学教室（講師担当）。子供たちに科
学に触れる機会を提供し、日ごろ体験することのできない楽しさや面白さを感じ取ってもらうとともに、好奇心や創
造性を育み、科学する心を育てることを目指す試み。
2019.01. - 2019.01.
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
助教 仲村　愛放課後科学教室「大洗サイエンスカレッジ」
原子力関連施設の研究者や技術者らがサポートして、大洗町の小学校５、６年生を対象に子供たちの好奇心や
創造性を育んでいく活動。
2018.06.01 - 2019.03.15
助教 清水　悠晴放課後科学教室「大洗サイエンスカレッジ」
原子力関連施設に携わる研究者・技術者などの人的資源が充実した環境を生かし、子供たちに科学に触れる機
会を提供るとともに、科学実験によって日ごろ体験することのできない楽しさや面白さを感じてもらう。
2018.06.01 - 2019.03.15
. その他
電子材料物性学研究部門
助教 窪谷　茂幸学都「仙台・宮城」サイエンスデイ2018
東北大学川内キャンパスにおいて、「LEDを使って光通信と三原色の不思議を体験しよう！」というタイトルで、実
験・体験ブースを出展した。
2018.07.15 - 2018.07.15
東北大学金属材料研究所 第88回 夏期講習会
東北大学金属材料研究所 第88回 夏期講習会において、「実習2．青色発光ダイオードの作製」の実験を行っ
た。
2018.07.26 - 2018.07.27
加工プロセス工学研究部門
教授 千葉　晶彦大強度陽子加速器における先端標的窓材料のワークショップ
電子ビーム積層造形法によるタングステン製造
2018.05.31 - 2018.05.31
金属材料研究所ワークショップ
高濃度（High Entoropy）Co-Ni-Cr-Mo系合金の高温強度特性
2018.08.07 - 2018.08.07
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
助教 仲村　愛平成30年度大洗原子力夏の学校
全国の大 学生、大学院生、初級技術者を対象に、放射線測定など基礎的技術の習得から、透過型電子顕微
鏡、3次元アトムプローブ、アクチノイド化合物物性評価などの最新の実験手法を学ぶ
2018.08.06 - 2018.08.10
平成30年度高等専門学校学生大洗原子力インターンシップ
原子力関連研究や実務の見学実習を通して、東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置やこれからの原
子力安全の実現に向けた人材育成
2018.08.27 - 2018.08.31
平成30年度「放射性廃棄物処分　講習と実習」
放射性廃棄物の処理・処分分野における人材育成を行うことを目的として、一般の原子力発電所や東京電力福
島第一原子力発電所で対応が必要となる放射性廃棄物の処理・処分に焦点を当てた講習と実習
2019.01.21 - 2019.01.25
助教 清水　悠晴平成30年度「放射性廃棄物処分　講習と実習」
放射性廃棄物の処理・処分分野における人材育成を行うことを目的として、一般の原子力発電所や東京電力福
島第一原子力発電所で対応が必要となる放射性廃棄物の処理・処分に焦点を当てた講習と実習
2019.01.21 - 2019.01.25
１.　学生等の受入れ状況
（１）　学生総数
２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年
大学院生・理学研究科(前期） 33 32 26 37 41(2) 38（2） 32（2） 30（3） 24（1） 30（2）
大学院生・理学研究科(後期） 22（１） 18（3） 16(3) 11(2) 10 12（1） 14（1） 11 15（1） 16（2）
大学院生・工学研究科(前期） 91（5） 63（4） 74(4) 68(4) 72(6) 68（7） 68(11) 72（8） 82（11） 82（10）
大学院生・工学研究科(後期） 33（11） 30（14） 37(17) 44(21) 42(22) 43（21） 39(21) 50（27） 51（28） 53（28）
大学院生・医工学研究科（前期） 3 5 4 2 0
大学院生・環境科学研究科(前期） データなし 10 7 11(2) 11 10 9（1） 6（1） 10 11（1）
大学院生・環境科学研究科(後期） データなし 5（1） 5（1） 2 2 1 1 1 2（1） 1（1）
研究所等研究生 30（12） 24（10） 22（10） 19（5） 13(9) 16(10) 17(14) 12（11） 13（12） 12（11）
(内社会人） 20（1） 10（1） 10（1） 5 5 5 3 1 1 0
学部学生・理学部 データなし 5 5 4 7 5 9 9 4 6（2）
学部学生・工学部 データなし 19 21 20 22(2) 12 13（1） 6 16 16
日本学術振興会特別研究員 6（0） 6（0） 14（7） 11 10(1) 9（1） 9（2） 6（2） 16（5） 16（7）
計   (社会人研究生除く） 205（28） 202（31） 217(41) 222(34) 225(42) 217（42） 223（60） 215（60） 235（60） 245（66）
２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年
大学院生・理学研究科(前期） 34（6） 48(9) 47(9) 39(6) 37(4) 37(5)
大学院生・理学研究科(後期） 13（3） 17(3) 19(4) 18(4) 23(7) 22(11)
大学院生・工学研究科(前期） 84（11） 80(7) 75(7) 77(7) 81(14) 83(14)
大学院生・工学研究科(後期） 52（32） 59(34) 53(32) 43(27) 38(26) 31(22)
大学院生・医工学研究科（前期） 0 0 0 0 0 0
大学院生・環境科学研究科(前期） 9（1） 7(0) 10(1) 7(1) 9(1) 10(1)
大学院生・環境科学研究科(後期） 0 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 1(1)
研究所等研究生 11（11） 10(8) 8(8) 10(9) 8(8) 7(7)
学部学生・理学部 5（1） 5(0) 6(1) 9(3) 7(3) 6(1)
学部学生・工学部 7（0） 22(0) 12(0) 5(0) 3(0) 12(0)
日本学術振興会特別研究員 11(4) 15(4) 20(5) 14(4) 11(5) 15(9)
計   (社会人研究生除く） 226(69) 265(66) 252(68) 224(62) 219(69) 224(71)
（　）内は外国人人数
身分
第1章　学生に対する教育活動
身分
受　　入　　れ　　数
研究所等研究生および日本学術振興会特別研究員を除き、2018.4.1現在
受入れ数
（２）部門毎の学生数
研究所等研究生を除き、2018.5.1現在
部門名 所属専攻 教授 准教授 講師 学部生 大学院生
(前期）
大学院生
(後期）
研究所等
研究生
金属物性論研究部門 理：物理学 （ﾊﾞｳｱｰ ｸﾞﾘｯﾄ ｱｰﾝｽﾄ ｳｨﾙﾍﾙﾑ） 野村　健太郎 1 7(1)
結晶物理学研究部門 理：物理学 （藤原　航三） 森戸　春彦 1 5(1) 3(2)
磁気物理学研究部門 理：物理学 野尻　浩之 木俣　基 1 2
量子表面界面科学研究部門 理：物理学
（高梨　弘毅）
（齊藤　英治） 4 6(3)
低温物理学研究部門 理：物理学 塚﨑　敦 藤原　宏平 2 3(1)
低温電子物性学研究部門 理：物理学 佐々木　孝彦 井口　敏 5(1)
量子ビーム金属物理学研究
部門
理：物理学 藤田　全基 南部  雄亮 3 1
結晶欠陥物性学研究部門 理：物理学 小野瀬　佳文 大野　裕 1 1
金属組織制御学研究部門 工:金属フロンティア工学 古原　忠 宮本　吾郎 10(2) 1 1(1)
計算材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 久保　百司 13(4) 2(1)
材料照射工学研究部門 工：量子エネルギー工学 永井　康介 井上　耕治 2(2) 3(3)
耐環境材料学研究部門 工：量子エネルギー工学 秋山　英二 4 2 1(1)
原子力材料工学研究部門 工：量子エネルギー工学 笠田　竜太 近藤　創介 2 2(2)
電子材料物性学研究部門 工：応用物理学 松岡　隆志 谷川　智之 2 2(1)
ランダム構造物質学研究部門 工：知能デバイス材料学 杉山　和正 奥部　真樹 5
構造制御機能材料学研究部
門
市坪　哲 岡本　範彦 6 2(1)
錯体物性化学研究部門 理：化学 宮坂　等 谷口　耕治 5(1) 3(3)
非平衡物質工学研究部門 工：知能デバイス材料学 加藤　秀実 和田　武 6 6(5)
磁性材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 高梨　弘毅 関　剛斎 4(1) 1(1)
結晶材料化学研究部門 理：化学 宇田　聡 岡田　純平 1(1) 3 2(2) 1(1)
水素機能材料工学研究部門 環：環境システム材料学 折茂　慎一 8(1)
先端結晶工学研究部 工：材料システム工学 吉川　彰 5 3
複合機能材料学研究部門 工：材料システム工学
加工プロセス工学研究部門 工：材料システム工学 千葉　晶彦 12(5) 8(8)
アクチノイド物質科学研究部門 工：量子エネルギー工学 青木　大 本多　史憲 2 3
不定比化合物材料学研究部
門
工：知能デバイス材料学 今野　豊彦 木口　賢紀 6 3(3)
分析科学研究部門 環：環境システム材料学 我妻　和明 今宿　晋 2 1(1)
量子エネルギー材料科学国際
研究センター
(α放射体実験室）
工：量子エネルギー工学 外山　健
吉田　健太 2
新素材共同研究開発センター 工：知能デバイス材料学 正橋　直哉
湯葢　邦夫
梅津　理恵
千星　聡
1
強磁場超伝導材料研究
センター
工：応用物理学 淡路　智 木村　尚次郎 2 6 1 1(1)
産学官広域連携センター 工：材料システム工学
水越　克彰
網谷　健児
計算材料学センター 工：材料システム工学 鈴木　通人
低温物質科学実験室 理：物理学 野島　勉 1 3(1) 1
18(1) 130(20) 54(34) 7(7)
(　)内は外国人人数で内数
合　　　計
２．授業
（１）　理学研究科・工学研究科・環境科学研究科・医工学研究科
理：理学研究科　工：工学研究科　環：環境科学研究科　医工：医工学研究科
部門名 所属専攻 教員名 職名 授業名（博士） 単位数 授業名（修士） 単位数
金属物理学特殊講義 2 スピントロニクス国際特別講義 2
スピントロニクス国際特殊講義 2
金属物理学特殊講義 2
スピントロニクス国際特殊講義 2
塚﨑　敦 教授 金属物理学特殊講義 2
藤原　宏平 准教授 金属物理学特殊講義 2
佐々木　孝彦 教授 金属物理学特殊講義 2
井口　敏 准教授 金属物理学特殊講義 2
藤田　全基 教授 金属物理学特殊講義 2
南部　雄亮 准教授 金属物理学特殊講義 2
小野瀬　佳文 教授 結晶物理学特論 2
大野　裕 准教授 結晶物理学特論 2
プロセス制御学特論 2 応用構造材料学 2
金属プロセス工学特論E 2
量子化学 1
計算材料学 1
量子物性工学特論 2 量子・統計力学 2
原子力ナノ材料物理学 2
量子・統計力学 2
原子力ナノ材料物理学 2
耐環境材料学 工：量子エネルギー工学 秋山　英二 教授 材料化学 2
笠田　竜太 教授 核エネルギーシステム材料学 2
近藤　創介 准教授 核エネルギーシステム材料学 2
電子材料物性学 工：応用物理学 谷川　智之 講師 電子材料物性学B 2
材料構造評価学 1
先端材料評価学 1
プロセス制御学特論 2 非平衡物質工学 1
金属プロセス工学特論E 2 相変態論 2
岡本　範彦 准教授 大学院特別セミナー 2
錯体物性化学 理：化学 宮坂　等 教授 固体化学特論ⅠA 1
加藤　秀実 教授 非平衡物質工学 1
和田　武 准教授 非平衡物質工学 1
磁気デバイス材料学 2
ナノ構造制御機能発現工学 2
関　剛斎 准教授 磁気デバイス材料学 2
水素機能材料工学 環：先端環境創成学 折茂　慎一 教授 環境調和機能材料学 2
結晶物理工学 1
応用電子材料学 1
材料システム工学特論 2 応用塑性加工学 1
生体材料学特論 2
量子物性工学特論 2 固体物理 2
アクチノイド物性工学 2
固体物理 2
アクチノイド物性工学 2
今野　豊彦 教授 材料構造評価学 1
木口　賢紀 准教授 先端材料評価学 1
我妻　和明 教授 素材分析科学 2
今宿　晋 准教授 素材分析科学 2
原子力ナノ材料物理学 2
実験原子力システム工学 2
量子・統計力学 2
吉田　健太 准教授 原子力ナノ材料物理学 2
材料表面界面科学 2
応用構造材料学 2
千星　聡 准教授 応用構造材料学 2
強磁場超伝導材料研究センター 工：応用物理学 淡路　智 教授 強磁場超伝導材料学 2
理：物理学 Gerrit E.W. Bauer 教授 スピントロニクス国際特殊講義 2 スピントロニクス国際特別講義 2
工：知能デバイス材料学 Rodion V. Belosludov 准教授 計算材料学 1
環境：先端環境創成学 髙木　成幸 准教授 環境調和機能材料学 2
低温物質科学実験室 理：物理学 野島　勉 准教授 金属物理学特殊講義 2
（授業担当状況表、講義時間割表から作成）
磁気物理学 理：物理学
野尻　浩之 教授
低温物理学 理：物理学
木俣　基 准教授
准教授
古原　忠 教授
久保　百司 教授
准教授
教授
非平衡物質工学 工：知能デバイス材料学医工：医工学
磁性材料学 工：知能デバイス材料学
量子エネルギー材料科学
国際研究センター
工：量子エネルギー工学
加工プロセス工学 工：材料システム工学医工：医工学
低温電子物性学 理：物理学
ランダム構造物質学 工：知能デバイス材料学
材料照射工学 工：量子エネルギー工学
計算材料学 工：知能デバイス材料学
量子ビーム金属物理学 理：物理学
結晶欠陥物性学 理：物理学
先端エネルギー材料
理工共創研究センター
金属組織制御学 工：金属フロンティア工学
原子力材料工学 工：量子エネルギー工学
構造制御機能材料学 工：金属フロンティア工学
工：量子エネルギー工学アクチノイド物質科学
分析科学 環：先端環境創成学
不定比化合物材料学 工：知能デバイス材料学
新素材共同研究開発センター
先端結晶工学 工：材料システム工学
教授
青木　大 教授
教授
高梨　弘毅 教授
杉山　和正 教授
永井　康介 教授
井上　耕治
工：材料システム工学
市坪　哲
外山　健
吉川　彰
本多　史憲
准教授
千葉　晶彦 教授
正橋　直哉
（２）　学部および全学
部門名 所属専攻 教員名 職名 授業名（学部） 単位数 授業名（全学教育） 単位数
結晶物理学 理：物理学 森戸　春彦 准教授 基礎ゼミ 2
磁気物理学 理：物理学 野尻　浩之 教授 物性物理学特論 2
低温電子物性学 理：物理学 井口　敏 准教授 物理学D 2
藤田　全基 教授
南部　雄亮 准教授
池田　陽一 助教
鈴木　謙介 助教
材料科学Ⅰ 2
材料科学Ⅱ 2
材料科学Ⅰ 2
材料科学Ⅱ 2
市坪　哲 教授
谷村　洋 助教
宮坂　等 教授 無機分析化学概論A 2
無機化学IA 1
化学一般実験Ａ 5
無機分析化学演習B 1
化学一般実験Ａ 5
無機分析化学演習B 1
化学一般実験Ａ 5
非平衡物質工学 工：知能デバイス材料学 和田　武 准教授 基礎ゼミ 2
無機分析化学概論A 2
無機分析化学演習A 1
岡田　純平 准教授 無機化学IB 1
解析力学 1
材料統計力学 2
分析科学 環境：先端環境創成学 我妻　和明 教授 材料分析科学 2
淡路　智 教授
木村　尚次郎 准教授
高橋　弘紀 助教
岡田　達典 助教
木村　尚次郎 准教授 物理学B-1 1
木村　尚次郎 准教授 物理学B-2 1
（シラバスから作成）
今野　豊彦 教授
錯体物性化学 理：化学
准教授
助教
助教
谷口　耕治
高坂　亘
関根　良博
教授
2
教授
教授
不定比化合物材料学 工：知能デバイス材料学
2
原子力材料工学 工：量子エネルギー工学 笠田　竜太
基礎ゼミ 2
量子ビーム金属物理学 理：物理学 基礎ゼミ
強磁場超伝導材料研究センター 工：応用物理学
工：金属フロンティア構造制御機能材料学
耐環境材料学 工：量子エネルギー工学 秋山　英二
基礎ゼミ
結晶材料化学 理：化学
宇田　聡
（3）他大学における講義
低温物理学研究部門 塚﨑　敦 教授 筑波大学「最先端ナノ物性・ナノ工学討論」
耐環境材料学研究部門 秋山　英二 教授 東京工業大学「金属工学特別講義第二」
原子力材料工学研究部門 笠田　竜太 教授 京都大学「エネルギー材料」
アクチノイド物質科学研究部門 青木　大 教授 琉球大学「物理学セミナー」
新素材共同研究開発センター 正橋　直哉 教授 兵庫県立大学
[金属材料組織学」
強磁場超伝導材料研究センター 淡路　智 教授 広島大学「量子物質科学特別講義A」
産学官広域連携センター 網谷　健児 特任准教
授（研究）
兵庫県立大学
「非平衡物質工学」、「アモルファス金属工学講究」
学際・国際的高度人材育成ライフイノベーション
マテリアル創製共同研究プロジェクト
目代　貴之 特任助教
（研究）
東北学院大学
「自然科学実験ファンダメンタルズ」
部門名 教員名 職名 大学名「講義名」
３．指導学生の受賞
[受賞内容]
[同時受賞者名]
量子表面界面科学研究部門
有沢　洋希大学院生
優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
優れたポスター研究発表に対する表彰
(個人受賞)
2018.10.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
有沢　洋希大学院生
優秀ポスター賞
ナノスピン変換科学
優れたポスター研究発表に対する表彰
(個人受賞)
2019.03.18
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
結晶欠陥物性学研究部門
佐々木　遼大学院生
Gordon Research Conference ポスター賞
Gordon Research Conference
Surface acoustic wave on natural and artificial multiferroics
(個人受賞)
2018.08.05-10
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
佐々木　遼大学院生
International Symposium　TPFC2019 ポスター賞
TPFC2019
Surface acoustic wave on natural and artificial multiferroics
(個人受賞)
2019.02.18-20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
赤池　瑞生学部4年
総長賞
東北大学
学部4年間の学業成績が優秀なものに授与される
(個人受賞)
2019.03
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
金属組織制御学研究部門
濵﨑　開州大学院生
ポスター発表優秀賞
(一社)日本鉄鋼協会
ポスター発表内容が優秀である
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
村田　貴優大学院生
ポスター発表優秀賞
(一社)日本鉄鋼協会
ポスター発表内容が優秀である
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
須田　隆文大学院生
ポスター発表努力賞
(一社)日本鉄鋼協会
ポスター発表内容に努力が認められる
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
工藤　航平大学院生
ポスター発表努力賞
(一社)日本鉄鋼協会
ポスター発表内容に努力が認められる
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Zhu Meng大学院生
Young scientist poster presentation award
SMS2018
優れたポスター発表である
(個人受賞)
2018.11.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
渡邊　未来大学院生
Best poster award
第2回材料科学-スピントロニクス研究拠点シンポジウム
最も優れたポスター発表である
(個人受賞)
2019.02.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
渡邊　未来大学院生
ポスター発表努力賞
(一社)日本鉄鋼協会
ポスター発表内容に努力が認められる
(個人受賞)
2019.03.21
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
計算材料学研究部門
張　静大学院生
日本コンピュータ化学会奨学賞
日本コンピュータ化学会
分子動力学法を活用したダイヤモンドライクカーボン膜のグラファイト化が水潤滑における
低摩擦特性に与えるメカニズムの解明
(個人受賞)
2018.06.07
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
上原　周一大学院生
日本コンピュータ化学会奨学賞
日本コンピュータ化学会
化学的特性を考慮した粗視化分子動力学シミュレータの開発とボトルブラシ型ポリマーの
摩擦への応用
(個人受賞)
2018.06.07
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
張　静大学院生
自動車技術会大学院研究奨励賞
自動車技術会
機械工学と量子化学の融合によるDLCの理論的設計手法の構築
(個人受賞)
2019.03.05
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
王　楊大学院生
自動車技術会大学院研究奨励賞
自動車技術会
自動車エンジンの耐摩耗性向上を実現する超大規模摩耗シミュレータの開発と化学摩耗・
機械摩耗の原子レベル制御
(個人受賞)
2019.03.05
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
耐環境材料学研究部門
熊井　麦弥大学院生
奨励賞
（公社）腐食防食学会東北支部
口頭発表「TRIP型ベイニティックフェライト鋼の水素脆化特性に及ぼす予ひずみの効果」
(個人受賞)
2019.03.08
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
原子力材料工学研究部門
LIU Yuchen大学院生
Young Scientist Award
JCS-14 organizing committee
Development of ODS-Cu alloys for fusion reactor divertor component
(個人受賞)
2018.09.27
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
ランダム構造物質学研究部門
北原　大太朗大学院生
日本結晶学会ポスター賞
(一社)日本結晶学会
FeおよびMnを含むaxiniteの精密構造解析
(個人受賞)
2017.09.25
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
構造制御機能材料学研究部門
渡辺　真司大学院生
PCOS 2018 Best Poster Award
相変化研究会
Analysis of optical response of resonantly bonded crystalline PbTe thin-film by ultrafast
 pump-probe spectroscopy
(個人受賞)
2018.12.07
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
錯体物性化学研究部門
Jun Zhang大学院生
Rising Star Award（43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018) ）
ICCC (International Conference on Coordination Chemistry)
Magnetic phase control in a donor/acceptor metal-Organic framework by cooperative CO2
adsorption
Jun Zhang, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka
2018.07.30-08.04
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Jian Chen大学院生
Best Poster Award（43rd International Conference on Coordination Chemistry (ICCC2018) ）
ICCC (International Conference on Coordination Chemistry)
Reversible Electrochemical Control of Magnetic Phase in a Tetraoxolene-Bridged Honeycomb
Ferrimagnet through a Lithium-Ion Battery System
Jian Chen, Kouji Taniguchi, Yoshihiro Sekine, Hitoshi Miyasaka
2018.07.30-08.04
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Jun Zhang大学院生
学生講演賞（錯体化学会第68回討論会（仙台国際センター））
錯体化学会
CO2 Adsorption-Induced Magnetic Phase Switch in a Layered Ferrimagnet Composed of
Paddlewheel-Type [Ru2] Units and TCNQ
Jun Zhang, Wataru Kosaka, Hitoshi Miyasaka
2018.07.28-31
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
非平衡物質工学研究部門
鎌田　峻輔大学院生
2018年秋季講演大会　優秀ポスター賞
（公社）日本金属学会
「金属ガラスのSi負極集電体への応用」
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
磁性材料学研究部門
孫　銘嶺大学院生
第42回学術講演会・ポスター講演賞
(公益)日本磁気学会
Perpendicular magnetic anisotropy and the crystal structure of C38-type MnGaGe films
(個人受賞)
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
先端結晶工学研究部
高杉 樹大学院生
第47回結晶成長国内会議 学生ポスター賞
日本結晶成長学会
マイクロ引き下げ法を用いたスプリング形状サファイア単
結晶の育成と結晶育成における坩堝形状の影響
横田　有為、吉野　将生、山路　晃広、大橋　雄二、黒澤　俊介、鎌田　圭、吉川　彰
2018.11.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
小玉　翔平大学院生
第43回日本セラミックス協会 「クリスタルサイエンス」特定セッション 優秀発表賞
(公社)日本セラミックス協会
ハフニウム含有ハロゲン化物Cs2HfX6(X=Cl, Br, I)シンチレータの開発と特性評価
黒澤　俊介、吉野　将生、山路　晃広、大橋　雄二、鎌田　圭、横田　有為、Martin Nikl、吉川彰
2018.09.05
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
高杉　樹大学院生
第41回結晶成長討論会 優秀ポスター賞
日本結晶成長学会
三次元μ-PD法によるスプリング形状サファイア単結晶の育成と結晶性評価
横田　有為、吉野　将生、山路　晃広、大橋　雄二、黒澤　俊介、鎌田　圭、吉川　彰
2018.09.05
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
加工プロセス工学研究部門
千代田　健佑大学院生
第31回優秀ポスター賞
（公社）日本金属学会
7075アルミニウム合金への積層造形用電子ビーム照射により発生する凝固割れの抑制法
(個人受賞)
2018.09.19
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
宮城　俊美大学院生
第31回優秀ポスター賞
（公社）日本金属学会
電子ビーム積層造形されたＮ添加Ｃｏ-Ｃｒ-Ｍｏ合金の逆変態熱処理における結晶粒微細化の調査
(個人受賞)
2018.09.19
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Chuanqi ZHU大学院生
第31回優秀ポスター賞
（公社）日本金属学会
A Phase Field Study on Script Lamellar Structure of MoSi2/Mo5Si3 Eutectic
(個人受賞)
2018.09.19
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
千代田　健佑大学院生
優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
積層造形用電子ビームで溶融した7075アルミニウム合金における凝固割れの抑制
(個人受賞)
2018.05.23
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
アクチノイド物質科学研究部門
佐藤　芳樹大学院生
総長賞
東北大学
成績優秀のため
(個人受賞)
2019.03
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
不定比化合物材料学研究部門
Sujin Choi大学院生
2018年年会優秀ポスター発表賞
(公社)日本セラミックス協会
ZrO2薄膜の結晶構造に対するドーパント効果
白石　貴久、木口　賢紀、今野 豊彦、 清水　荘雄、舟窪　浩
2018.03.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
池田　裕樹大学院生
2018年秋期講演会優秀ポスター発表賞
（公社）日本金属学会
透過電子顕微鏡内加熱ホルダーを用いたその場観察における試料中温度分布の影響
嶋田　雄介、吉田　健太、井上　耕治、永井　康介、今野　豊彦
2018.09.20
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
清水 匠大学院生
2019年年会優秀ポスター発表賞
(公社)日本セラミックス協会
PZT薄膜における組成相境界近傍のドメイン構造
木口　賢紀、白石　貴久、今野　豊彦
2019.03.25
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
新素材共同研究開発センター
門井　佑輔大学院生
SMS2018 最優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
Fabrication of Cu-Ti alloy wire with high strength and high electrical conductivity
(個人受賞)
2018.10.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
強磁場超伝導材料研究センター
大月　保直大学院生
金属材料研究所第135回講演会　最優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
MnⅢスピンクロスオーバー錯体[MnⅢ(taa)]における磁気キャパシタンス効果と磁歪
(個人受賞)
2018.05.23
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
大月　保直大学院生
第13回日本磁気科学会年会　研究奨励賞
(公社)日本化学会
錯体物質[MnIII(taa)]における磁場誘起スピンクロスオーバーと磁気キャパシタンス効果および磁歪
(個人受賞)
2018.11.14
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
低温物質科学実験室
大内　拓大学院生
学生優秀発表賞
(一社)日本物理学会
SrTiO3電場誘起超伝導体における高ドープ領域での面内臨界磁場の増大
(個人受賞)
2018.10.06
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
大内　拓大学院生
Best Poster Award
東北大学材料科学・スピントロニクス研究拠点
Superconductivity Protected by Rashba Spin-Orbit Interaction in Ion-Gated SrTiO3
(個人受賞)
2019.02.18
[授与機関]
４．学生による成果発表
（１）　学生が第一著者の発表 (期間：2018年4月～2019年3月)
研究室 PD DC MC B4 特別研究学生 小計
１．金属物性論研究部門 9 21 30
２．結晶物理学研究部門 7 6 13
３．磁気物理学研究部門 2 2
４．量子表面界面科学研究部門 16 11 27
５．低温物理学研究部門 3 1 4
６．低温電子物性学研究部門 4 4
７．量子ビーム金属物理学研究部門 9 3 12
８．結晶欠陥物性学研究部門 7 7
９．金属組織制御学研究部門 1 8 9
10．計算材料学研究部門 3 42 45
11．材料照射工学研究部門 2 2 4
12．耐環境材料学研究部門 1 1 1 3
13．原子力材料工学研究部門 4 4
14．電子材料物性学研究部門 3 3
15．ランダム構造物質学研究部門
16．構造制御機能材料学研究部門 7 9 16
17．錯体物性化学研究部門 17 9 26
18．非平衡物質工学研究部門 1 13 5 19
19．磁性材料学研究部門 5 7 12
20．結晶材料化学研究部門 7 2 1 10
21．水素機能材料工学研究部門 1 1
22．先端結晶工学研究部 5 13 18
23．加工プロセス工学研究部門 6 14 11 31
24．アクチノイド物質科学研究部門 3 3
25．不定比化合物材料学研究部門 6 6
26．分析科学研究部門
27．東京エレクトロン３Dプリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門
28．最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門
29．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト
30．計算物質科学人材育成コンソーシアム
31．量子エネルギー材料科学国際研究センター
32．新素材共同研究開発センター 1 1
33．強磁場超伝導材料研究センター 15 15
34．附属産学官広域連携センター
35．先端エネルギー材料理工共創研究センター
36．計算材料学センター
37．国際共同研究センター
38．中性子物質材料研究センター
39．低温物質科学実験室 4 1 5
合計 18 121 183 2 1 325
（２）　学生による国際会議発表 (期間：2018年4月～2019年3月)
研究室 招待(口頭) 一般(口頭) 一般(ポスター)
１．金属物性論研究部門 2 5 11
２．結晶物理学研究部門 2
３．磁気物理学研究部門 1
４．量子表面界面科学研究部門 1 1 13
５．低温物理学研究部門 1 7
６．低温電子物性学研究部門
７．量子ビーム金属物理学研究部門 1
８．結晶欠陥物性学研究部門 1 5
９．金属組織制御学研究部門 3
10．計算材料学研究部門 6 14 4
11．材料照射工学研究部門 2
12．耐環境材料学研究部門
13．原子力材料工学研究部門 2
14．電子材料物性学研究部門 2
15．ランダム構造物質学研究部門
16．構造制御機能材料学研究部門 2 3
17．錯体物性化学研究部門 2 7
18．非平衡物質工学研究部門 1 7
19．磁性材料学研究部門 2 1
20．結晶材料化学研究部門 1 3 10
21．水素機能材料工学研究部門
22．先端結晶工学研究部 6 6
23．加工プロセス工学研究部門 1 6
24．アクチノイド物質科学研究部門 1
25．不定比化合物材料学研究部門 1
26．分析科学研究部門
27．東京エレクトロン３Dプリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門 ― ― ―
28．最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門 ― ― ―
29．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト ― ― ―
30．計算物質科学人材育成コンソーシアム ― ― ―
31．量子エネルギー材料科学国際研究センター 4
32．新素材共同研究開発センター
33．強磁場超伝導材料研究センター 4
34．附属産学官広域連携センター ― ― ―
35．先端エネルギー材料理工共創研究センター ― ― ―
36．計算材料学センター
37．国際共同研究センター ― ― ―
38．中性子物質材料研究センター ― ― ―
39．低温物質科学実験室 1 3
合計 15 49 92
（３）　学生による国内会議発表 (期間：2018年4月～2019年3月)
研究室 招待(口頭) 一般(口頭) 一般(ポスター)
１．金属物性論研究部門 6 6
２．結晶物理学研究部門 11
３．磁気物理学研究部門 2 1
４．量子表面界面科学研究部門 6 6
５．低温物理学研究部門 2 1
６．低温電子物性学研究部門 1 3
７．量子ビーム金属物理学研究部門 5 7
８．結晶欠陥物性学研究部門 1
９．金属組織制御学研究部門 2 4
10．計算材料学研究部門 17 4
11．材料照射工学研究部門 3
12．耐環境材料学研究部門 2 1
13．原子力材料工学研究部門 2
14．電子材料物性学研究部門
15．ランダム構造物質学研究部門
16．構造制御機能材料学研究部門 1 7 3
17．錯体物性化学研究部門 6 11
18．非平衡物質工学研究部門 8 3
19．磁性材料学研究部門 6 8
20．結晶材料化学研究部門 15 3
21．水素機能材料工学研究部門 4
22．先端結晶工学研究部 15 8
23．加工プロセス工学研究部門 13 15
24．アクチノイド物質科学研究部門 2
25．不定比化合物材料学研究部門 2 3
26．分析科学研究部門
27．東京エレクトロン３Dプリンティング材料加工プロセス工学共同研究部門 ― ― ―
28．最先端金属積層造形技術（JAMPT）共同研究部門 ― ― ―
29．学際・国際的高度人材育成ライフイノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト ― ― ―
30．計算物質科学人材育成コンソーシアム ― ― ―
31．量子エネルギー材料科学国際研究センター 23
32．新素材共同研究開発センター 1 1
33．強磁場超伝導材料研究センター 7 4
34．附属産学官広域連携センター ― ― ―
35．先端エネルギー材料理工共創研究センター ― ― ―
36．計算材料学センター
37．国際共同研究センター ― ― ―
38．中性子物質材料研究センター ― ― ―
39．低温物質科学実験室 1
合計 1 168 94
５．　学位指導実績
金属物性論研究部門
修士 高垣　雅紀
磁性カゴメ層状物質における磁気異常量子伝導
2019.03.
修士 亀田　麻衣
アモルファス強磁性体の磁気励起に関する数値的研究
2019.03.
修士 小沢　耀弘
積層 Kagome 格子系における強磁性 Weyl 半金属相と異常 Hall 効果
2019.03.
結晶物理学研究部門
修士 河野　優人
化合物半導体GaSbのデンドライト成長過程直接観察
2019.03.
修士 新津　陽
固液界面直接観察法による純Cuの粒界エネルギーの測定および固液界面不安定化現象の解明
2019.03.
修士 BILLAUＴ Leo
Instability of crystal/melt interface of pure Sb
2019.03.
磁気物理学研究部門
博士 松澤　智
パルス強磁場下X線自由電子レーザー回折･分光装置の開発と応用
2019.03.
博士 安村　光正
低温強磁場軟X線MCDの開発と磁場誘起価数転移への応用
2019.03.
量子表面界面科学研究部門
博士 Ahmet Yagmur
A Study on Interconversion between Spin and Heat Currents in Magnetic Hybrid Structure
（磁気複合構造におけるスピン流-熱流相互変換に関する研究）
2018.09.
博士 Lustikova　Ｊana
Vortex rectification effect in a weak-pinning superconducting alloy Mo-Ge
（弱ピンニング超伝導合金Mo-Geにおけるボルテックス整流効果）
2019.03.
修士 八尋　黎明
磁性絶縁体におけるスピン・熱輸送現象の磁場依存性に関する研究
2019.03.
修士 坪井　嶺
高速磁気光学イメージングを用いた磁壁におけるスピン波ダイナミクスの研究
2019.03.
修士 伊東　直洋
擬二次元強磁性体CrXTe3(X=Si, Ge)におけるスピン流輸送の研究
2019.03.
低温物理学研究部門
博士 佐竹　遥介
Bi2Se3系トポロジカル絶縁体薄膜における電子状態制御と磁気輸送現象に関する研究
2019.03.
修士 千田　啄丸
BaSn1-ｘPbｘO3混晶薄膜における電子構造制御と磁気電動特性
2019.03.
低温電子物性学研究部門
修士 唐金　雄也
有機電荷秩序絶縁体θ-(BEDT-TTF)2RbZn(SCN)4の 電荷結晶化ダイナミクス
2019.03.
修士 山田　修平
分子性電荷移動錯体α"-(BEDT-TTF)2Rb1.2Co(SCN)4 の金属-絶縁体転移
2019.03.
結晶欠陥物性学研究部門
博士 追川　康之
磁性絶縁体カンチレバーにおけるマイクロ機械-磁気結合ダイナミクスの研究
2019.03.
修士 大津　光巧(修学先：東京大学総合文化研究科前田研究室)
ナノ周期構造を利用した交換スピン波デバイスの開発
2019.03.
金属組織制御学研究部門
修士 工藤　航平
高炭素鋼マルテンサイトの低温焼もどし挙動におよぼす合金元素の影響
2019.03.
修士 朱　萌
Fe-Al-(Ti,Nb)合金のプラズマ窒化におけるナノ窒化物析出と表面硬化挙動
2019.03.
修士 須田　隆文
ラスマルテンサイトの結晶粒径に及ぼす合金組成と母相粒径の影響
2019.03.
修士 濵﨑　開州
低炭素鋼の連続冷却におけるボロンのオーステナイト粒界偏析挙動
2019.03.
修士 村田　貴優
Fe-0.3N合金のフェライト変態におよぼす合金元素の影響
2019.03.
修士 楊　少文
Fe-0.3N合金マルテンサイトの高温焼戻しにおける窒化物析出
2019.03.
計算材料学研究部門
修士 陳　茜
Computational Simulation on Stress Corrosion Cracking Mechanism of Iron/Steel Structural Materials
under High Temperature Pressurized Water　Environment （高温・高圧水環境下における鉄鋼構造材料の
応力腐食割れメカニズムに関する計算科学シミュレーション）
2018.09.
修士 劉　仲民
Coarse-Grained Molecular Dynamic Simulation Study on the Wear Mechanism of Polymer Brush with
Different Chain Topologies (異なる高分子鎖トポロジーを有するポリマーブラシの摩耗メカニズムに関する
粗視化分子動力学シミュレーション)
2018.09.
博士 王　楊（修学先：東北大学大学院工学研究科機械機能創成専攻機能システム学
Molecular Dynamics Simulations on the Tribochemical Reactions of Diamond-like Carbon and Their Roles
in the Friction and Wear Mechanisms（ダイヤモンドライクカーボンのトライボケミカル反応とそれらが摩擦・
摩耗メカニズムに与える影響に関する分子動力学シミュレーション）
2019.03.
博士 吉尾　里司
日射遮蔽材料の光学特性および耐候性の第一原理シミュレーションと理論的設計
2019.03.
修士 中村　文哉
反応分子動力学法を活用した水環境下における炭化ケイ素の超低摩擦メカニズムの解明
2019.03.
修士 青山　義昌
ナノバブルを活用した高効率Si半導体基板加工プロセスの反応分子動力学シミュレーション
2019.03.
修士 上原　周一
超低摩擦を示すポリマーブラシの材料設計に向けた分子動力学シミュレータの開発と応用
2019.03.
修士 倉成　好太
固体高分子形燃料電池のPt系アノード触媒における不純物被毒と被毒からの回復プロセスの
第一原理計算
2019.03.
修士 齋藤　方大
摩擦低減剤から生成した境界膜がDLCの摩擦挙動に与える影響の分子動力学シミュレーション
2019.03.
修士 張　静
Effects of Different Environments on Wear Phenomena of Diamond-like Carbon Clarified by Reactive
Molecular Dynamics Method （反応分子動力学を活用した異なる環境場がダイヤモンドライクカーボンの摩
耗現象に与える影響の解明）
2019.03.
材料照射工学研究部門
修士 趙　燦
Effects of electron irradiation on Cu diffusion in model alloys of reactor pressure vessel steels studied by
atom probe tomography
2018.09.
耐環境材料学研究部門
修士 柴山　由樹
U曲げ加工を用いた高強度鋼板の耐水素脆化特性評価法の開発
2019.03.
学士 熊井　麦弥
TRIP型ベイニティックフェライト鋼の水素脆化特性に及ぼす予ひずみの効果
2019.03.
学士 大森　惇志
ガンマ線照射下での炭素鋼の腐食とその模擬試験
2019.03.
原子力材料工学研究部門
博士 Zhenggang　DUAN
A Novel Scheme of Self-Healing Intelligence on Fuel Cladding for Water-Cooling Nuclear Reactors
2018.09.
電子材料物性学研究部門
博士 劉　陳燁
Study on Epitaxial Growth of Lattice-Matched InGaN through AlN Protection Layer on ZnO Substrate
（ZnO基板上へのAlN保護層を介した格子整合InGaNのエピタキシャル成長に関する研究）
2019.03.
博士 岩渕　拓也
劈開ScAlMgO4基板上InGaNベースLEDの作製とその特性向上に関する研究
2019.03.
修士 大西　一生
格子定数の近いScAlMgO4基板上へのGaN自立基板の作製
2019.03.
修士 藤田　達也
縦型GaNショットキーバリアダイオードの電気特性と貫通転位との関係
2019.03.
ランダム構造物質学研究部門
修士 北原　大太朗
単結晶Ｘ線異常散乱(AXS)法を用いた複雑系酸化物結晶中の遷移元素分布の直接決定
2019.03.
構造制御機能材料学研究部門
博士 李　弘毅
Study on Lin-Mg dual-Ion Batteries Utilizing Concerted Interactions of Different Carriers
2019.03.
修士 笠谷　周平
Ti-V合金における無拡散恒温ω変態とその組織制御への応用
2019.03.
修士 渡辺　真司
超高速ポンプ・プローブ分光法による共鳴結合性結晶PbTeの光学応答解析
2019.03.
修士 畠山　拓也
マグネシウム蓄電池正極MgMn2O4におけるMg脱挿入挙動
2019.03.
錯体物性化学研究部門
修士 岸上　周平
キラル金属錯体を用いた可視光領域における磁気キラル光学効果の研究
2019.03.
修士 永野　晃平
π-スタック型ピラードレイヤー構造を有する擬三次元磁性体におけるガス吸脱着による磁気秩序制御
2019.03.
非平衡物質工学研究部門
博士 Morgane　MOKHTARI
Formation and Mechanical Properties of Bicontinuous FeCr-based Foam, Metal/Metal and Metal/Polymer
Composites by Liquid Metal Dealloying
2019.03.
博士 梁　暁宇
Nano-Imprinting Potential and Tailoring of Magnetic Properties in FeCo-based Metallic Glass
2019.03.
博士 Jing　JIANG
Microstructure Controlling and Mechanical Property Improving in TiNi-based Crystalline/Amorphous
Alloys
2019.03.
修士 菅　卓海
3元系状態図に基づく金属溶湯中の脱成分反応解析
2019.03.
修士 野口　仁美
Mg溶湯中のFe-Ni合金に生じる脱Ni反応速度の特異な温度依存性
2019.03.
修士 鎌田　峻輔
非晶質合金のリチウム二次電池Si負極集電体への応用
2019.03.
結晶材料化学研究部門
博士 GUO　Suxia
Study on heterogeneous nucleation of colloidal crystals: the effect of interfacial free energy on nucleation
process（コロイド結晶の不均質核形成についての研究 -核形成プロセスに対する界面自由エネルギーの
効果-）
2019.03.
修士 本田　雄生
Ga/Al比がCa3Ta(Ga,Al)3Si2O14の融液構造と結晶成長に与える影響
2019.03.
水素機能材料工学研究部門
修士 樊　暁穎
Synthesis and cation conductivity in multi-cation complex hydrides
（複数陽イオンを有する錯体水素化物の合成と陽イオン伝導特性）
2018.09.
修士 青木　拓磨
マグネシウム系金属間化合物の合成及び水素吸蔵・放出反応機構の解明
2019.03.
修士 原田　健太郎
クロソ系錯体水素化物を用いた全固体電池の開発
2019.03.
修士 細田　雅嗣
錯体水素化物とマグネシウムイオン伝導体の合成と特性評価
2019.03.
先端結晶工学研究部
修士 高杉　樹
マイクロ引き下げ法によるスプリング型単結晶育成時におけるダイの形状制御性への影響
2019.03.
加工プロセス工学研究部門
博士 Yuli　Setiyorini
電子ビーム積層造形により作製したCo-Cr-Mo合金の炎症性疑似血漿中での腐食挙動
2019.03.
修士 青田　昇哉
Co-Cr-Mo-C系合金ガスアトマイズ粉末の特性と電子ビーム積層造形性の関係
2019.03.
修士 糸田　和規
電子ビーム積層造形による鉄系合金の造形とその組織及び機械的特性
2019.03.
修士 千代田　健佑
電子ビーム積層造形法により作製した7000系アルミニウム合金の組織と機械的性質に関する研究
2019.03.
修士 宮城　俊美
電子ビーム積層造形により作製した生体用Co-Cr-Mo-N合金の熱処理による組織制御に関する研究
2019.03.
修士 朱 伝奇
A Phase-Field Study on Script Lamellar Pattern of MoSi2/Mo5Si3 Eutectic
(フェーズフィールド法によるMoSi2/Mo5Si3共晶組織の形成メカニズム）
2019.03.
アクチノイド物質科学研究部門
修士 佐藤　芳樹
特徴的な結晶構造を持つセリウム化合物の単結晶育成、磁性、超伝導
2019.03.
修士 北林　和真
ウラン化合物UTex、UCu2P2、UCuP2の化学気相成長法による単結晶育成と磁性
2019.03.
不定比化合物材料学研究部門
博士 Sujin Choi
添加元素を用いたZrO2薄膜における極性相の形成に関する研究
2019.03.
修士 武藤　優太
水熱合成法により作製した (K, Na)(Nb, Ta)O_3 膜の結晶構造と電気特性
2019.03.
修士 一川　誠
MA-HIP法により作製したODS-Cuのマルチスケール組織解析
2019.03.
修士 池田　裕樹
透過電子顕微鏡を用いたCu-Zn-Al三元系マルテンサイト相の構造解析
2019.03.
分析科学研究部門
修士 常田　大喜
製鋼スラグ中のフリーライムおよびフリーマグネシアの新規分析手法の確立
2019.03.
附属強磁場超伝導材料研究センター
修士 今井　悠斗
GdBCO高温超伝導コイルの電磁気的特性 に関する研究
2019.03.
修士 大月　保直
スピンクロスオーバー錯体[MnIII(taa)]における磁気キャパシタンス効果および磁歪
2019.03.
修士 櫻井　響介
結合ダイマー系の磁気強誘電に対する圧力・磁場効果
2019.03.
低温物質科学実験室
修士 西山　湧太
SrTiO3における2次元表面電子状態のバックゲート制御
2019.03.
学士 圓山　快応
無限層銅酸化物薄膜における輸送特性の電気化学的制御
2019.03.
学位取得年月 　　　課程修了状況 　　　就職先 or 進学先
６．大学院生の進路
(氏名省略）
金属物性論研究部門
博士課程前期修了2019.03 （株）デンソー
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期　進学
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期　進学
結晶物理学研究部門
博士課程前期修了2019.03 本田技研工業（株）
博士課程前期修了2019.03 旭化成（株）
博士課程前期修了2019.03 フランスへ帰国
磁気物理学研究部門
博士課程後期修了2019.03 昭和電工（株）
博士課程後期修了2019.03 就職
量子表面界面科学研究部門
博士課程後期修了2018.09 未定
博士課程後期修了2019.03 東北大学　助教
博士課程後期修了2019.03 東北大学　特任助教
博士課程前期修了2019.03 東芝メモリ（株）
博士課程前期修了2019.03 三菱電機（株）
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期　進学
 (物性理論研究室)
低温物理学研究部門
博士課程後期修了2019.03 ソニー（株）
博士課程前期修了2019.03 （株）大気社
低温電子物性学研究部門
博士課程前期修了2019.03 （株）アイビス
博士課程前期修了2019.03 シャープ（株）
結晶欠陥物性学研究部門
博士課程前期修了2019.03 未定
金属組織制御学研究部門
博士課程前期修了2019.03 （株）IHI
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
博士課程前期修了2019.03 住友ゴム工業（株）
博士課程前期修了2019.03 オリンパス（株）
博士課程前期修了2019.03 いすゞ自動車（株）
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
計算材料学研究部門
博士課程前期修了2018.08 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
博士課程前期修了2018.08 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
博士課程後期修了2019.03 東北大学工学研究科
博士課程前期修了2019.03 三井物産（株）
博士課程前期修了2019.03 東京エレクトロン（株）
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
博士課程前期修了2019.03 新日鉄住金エンジニアリング（株）
博士課程前期修了2019.03 伊藤忠テクノソリューションズ（株）
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
材料照射工学研究部門
博士課程前期修了2018.09 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
耐環境材料学研究部門
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
原子力材料工学研究部門
博士課程後期修了2018.09 Nuclear Power Institute of China
電子材料物性学研究部門
博士課程後期修了2019.03 （株）サムソン電子研究所
博士課程後期修了2019.03 未定
博士課程前期修了2019.03 名古屋大学大学院工学研究科博士課程　進学
博士課程前期修了2019.03 三菱電機（株）
ランダム構造物質学研究部門
博士課程前期修了2019.03 セイコーエプソン（株）
構造制御機能材料学研究部門
博士課程後期修了2019.03 学術振興会特別研究員 PD
　(金属材料研究所市坪研究室)
博士課程前期修了2019.03 DOWAホールディングス（株）
博士課程前期修了2019.03 サンディスク（株）
錯体物性化学研究部門
博士課程前期修了2019.03 未定
博士課程前期修了2019.03 大和ハウス工業（株）
博士課程前期中途退学 未定
非平衡物質工学研究部門
博士課程後期修了2019.03 Avignon University
博士課程後期修了2019.03 東北大学多元物質科学研究所
博士課程後期修了2019.03 東北大学金属材料研究所
博士課程前期修了2019.03 （株）UACJ
博士課程前期修了2019.03 大同特殊鋼（株）
博士課程前期修了2019.03 日本ガイシ（株）
結晶材料化学研究部門
博士課程後期修了2019.03 母国へ帰国
博士課程前期修了2019.03 住友金属鉱山（株）
博士課程前期中途退学 学校法人 仙台育英学園
水素機能材料工学研究部門
博士課程前期修了2018.09 北京卡路里科技 有限公司
博士課程前期修了2019.03 豊田通商（株）
博士課程前期修了2019.03 TDK（株）
博士課程前期修了2019.03 日亜化学工業（株）
先端結晶工学研究部
博士課程前期修了2019.03 トヨタ自動車（株）
加工プロセス工学研究部門
博士課程後期修了2019.03 Sepuluh Nopember Institute of Technology
博士課程前期修了2019.03 日本製鉄（株）（旧：新日鐵住金（株））
博士課程前期修了2019.03 日産自動車（株）
博士課程前期修了2019.03 （株）村田製作所
博士課程前期修了2019.03 日立金属（株）
博士課程前期修了2019.03 大阪大学大学院博士課程　進学
アクチノイド物質科学研究部門
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
不定比化合物材料学研究部門
博士課程後期単位取得退学 （株）タンガロイ
博士課程後期修了2019.03 Samsong Electric co. ltd.
博士課程前期修了2019.03 住友電工（株）
博士課程前期修了2019.03 スズキ（株）
強磁場超伝導材料研究センター
博士課程前期修了2019.03 （株）みずほフィナンシャルグループ
博士課程前期修了2019.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期　進学
博士課程前期修了2019.03 （株）フジクラ
低温物質科学実験室
博士課程前期修了2019.03 ルネサスエレクトロニクス（株）
７．日本学術振興会特別研究員
受入れ：
外国人特別
研究員
Mehrdad ELYASI
金属物性論研究部門 Gerrit Ernst-Wilhelm
BAUER
2016.11.29 2018.11.30
研究題目： スピントロニクスにおける量子コヒーレンス（理論）
-
受入れ：
特別研究員
（ＰＤ）
小林　浩二
金属物性論研究部門 野村　健太郎 2016.04.01 2019.03.31
研究題目： トポロジカル絶縁体・超伝導体における電流・熱流・スピン流の新奇
な創発現象
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
ﾙｽﾃｨｺﾊﾞ　ﾔﾅ
結晶物理学研究部門 藤原　航三 2016.04.01 2019.03.31
研究題目： 超伝導を用いたトポロジカルスピン流物性の開拓
-
受入れ：
外国人特別
研究員
Karol Andrzej
BARTOSIEWICZ
先端結晶工学研究部 吉川　彰 2017.11.10 2019.11.09
研究題目： 核医学への応用を目指した複合ガーネット型シンチレータの開発
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ２）
松澤　智
磁気物理学研究部門 野尻　浩之 2017.04.01 2019.03.31
研究題目： XFELパルス強磁場X線回折・分光によるスピンクロスオーバー転移
の研究
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
張　俊(ﾁｮｳ　ｼﾞｭﾝ)
錯体物性化学研究部門 宮坂　等 2017.04.01 2019.03.31
研究題目： 酸化還元活性な錯体格子の開発とホストーゲスト相互作用による物
性制御
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
堀合　毅彦
先端結晶工学研究部 吉川　彰 2017.04.01 2019.03.31
研究題目： ワイドバンドギャップと高発光量を有した新規パイロシリケート単結晶
の開発・特性評価
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ２）
Ｃｈｏｉ　Ｓｕｊｉｎ
不定比化合物材料学研究部門 今野　豊彦 2017.04.01 2019.03.31
研究題目： 新規ジルコニア薄膜におけるマルチフェロイック特性の発現に関する
研究
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
下川　航平
構造制御機能材料学研究部門 市坪　哲 2017.04.01 2019.03.31
研究題目： リチウムイオン電池を凌ぐ高エネルギー密度マグネシウム蓄電池の
開発
-
受入れ：
外国人特別
研究員
MAURYA　Arvind
アクチノイド物質科学研究部門 青木　大 2018.04.01 2020.03.31
研究題目： 空間反転対称性の破れたf電子系化合物の純良単結晶育成とフェル
ミオロジー
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ２）
李　弘毅(ﾘ ｺｳｷ)
構造制御機能材料学研究部門 市坪　哲 2018.04.01 2020.03.31
研究題目： リチウムイオン電池を凌ぐ高エネルギー密度マグネシウム蓄電池の
開発
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
黄　柏融(ｺｳ ｳﾞｫﾛﾝ)
錯体物性化学研究部門 宮坂　等 2018.04.01 2021.03.31
研究題目： 酸化還元活性な配位高分子における磁気・電子相関の交差制御
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
日置　友智
結晶物理学研究部門 藤原　航三 2018.04.01 2021.03.31
研究題目： スピン-フラクトロニックスの開拓
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
Chen　yao
結晶物理学研究部門 藤原　航三 2018.04.01 2021.03.31
研究題目： 高速発光を有するハフニウム含有ハロゲン化物シンチレータの創製
とその発光機構の解明
-
受入れ：
特別研究員
（ＤＣ１）
小玉　翔平
先端結晶工学研究部 吉川　彰 2018.04.01 2021.03.31
研究題目： 高速時間分解磁気光学イメージングを用いたスピン波分光学の構築
-
受入れ：
外国人特別
研究員
Deping　ZHANG
非平衡物質工学研究部門 加藤　秀実 2018.10.31 2020.10.30
研究題目： Mg-希土類結晶および非晶質合金の作製とその力学特性調査
-
第2章　社会人に対する教育活動
社会人の受け入れ状況
2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
59 41 56 40 19 39 36
2 3 4 2 3 1 3
0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 1 1 0 0
7
1
61 44 60 43 23 40 48
受入数（名）
社会人博士課程学生
博士学位取得社会人
研究所等研究生[社会人のみ]
合計
身分
受託研究員
受託研修員
民間等共同研究員
第 3 章. その他の教育活動 
 
(１) 東北大学金属材料研究所 第 88回金研夏期講習会 
日時：平成 30年 7月 26日（木）～27日（金） 
会場：東北大学金属材料研究所 
 
【内容】 毎年恒例の東北大学金属材料研究所夏期講習会も今年で88回を迎えることとなります。
当講習会では、材料研究に関する基礎から最近の研究動向までを講義で分かりやすく紹介
するだけでなく、身近に体験に体験できる実習も行います。 
 
日時 内容等 講師 
7月 26日
(木)   
講義 
開会挨拶 
①3Dプリンタ（金属積層造形）技術の基礎と研究開発動向 教授・千葉 晶彦 
②青色 LEDで知られる窒化物半導体によるエレクトロニクスの新展開 教授・松岡 隆志 
～昼休憩、集合写真撮影（本多記念館前）～ 
③強磁場の発生と利用 教授・淡路 智 
④計算材料科学の人材育成から材料開発へ 特任教授・毛利 哲夫 
⑤メカニカルアロイング法とナノ・メゾ組織制御 教授・笠田 竜太 
⑥さらなる高強度化を目指した鉄鋼の熱処理技術 教授・古原 忠 
異業種交流会 
7月 27日
(金)   
実習 
+ 
企画 
① プラズマ回転電極法(PREP)による金属粉末の製造と評価 
 
准教授・山中 謙太 
助教・青柳 健大 
②青色発光ダイオードの作製 講師・谷川 智之 
助教・窪谷 茂幸 
③磁場中示差熱分析による相変態に及ぼす磁場効果の観察 助教・高橋 弘紀 
④計算材料科学・機械学習ことはじめ 特任教授・毛利 哲夫 
特任准教授・寺田 弥生 
⑤メカニカルアロイング法による酸化物分散強化合金の作製 
 
教授・笠田 竜太 
准教授・近藤 創介 
助教・Yu Hao 
⑥鉄鋼材料の微細組織制御による高強度化 
 
助教・佐藤 充孝 
助教・張 咏杰 
⑦半導体（Siと Sb)の融液成長過程の固液界面観察 
 
助教・前田 健作 
助教・志賀 敬次 
⑧高強度鋼の水素脆化特性試験 教授・秋山 英二 
助教・北條 智彦 
⑨透過電子顕微鏡を用いた３次元構造解析と高分解能観察 
 
助教・嶋田 雄介 
特任准教授・西嶋 雅彦 
１)日本再浮上のための産官学連携にむけて 教授・松岡 隆志 
２）日本における産学連携の系譜とオープンイノベーション 
 ～材料開発の視点から～ 
教授・今野 豊彦 
閉会挨拶 
 
 
(２) 平成 30 年度 みやぎ県民大学 
日時：平成 30年 8月 27日（月）～30日（木） 
 主催：東北大学金属材料研究所 
 会場：東北大学金属材料研究所 2号館講堂 
 
【講座のねらい】 この講座では、循環型社会の実現に不可欠な半導体材料や太陽電池、 
超電導などの仕組みや応用について、わかりやすく説明します。また、実演を通じた 
AIのしくみや、日々の食生活の改善に貢献する植物の品種改良についてもお話ししました。 
 
日 時 学習内容 講 師 
8月 27日(月) 半導体とは？ 
～省エネ・創エネへの貢献～ 
教授・松岡 隆志 
8月 28日(火) 超伝導の科学と技術 
～発見から百年、そして未来～ 
教授・佐々木 孝彦 
8月 29日(水) AIとエネルギー材料 
～実演で学ぶ AIのしくみ～ 
特任講師・沓掛 健太朗 
技術職員・丹野 航太 
8月 30日(木) 植物の品種改良 
～毎日の食卓を見る眼が変わる～ 
教授・渡辺 正夫 
（本学生命科学研究科） 
 
 
(3) 平成 30 年度 東北大学金属材料研究所「大洗原子力材料夏の学校」 
日時：2018年 8月 6日 (月）  ～ 8 月 10日 (金） 
会場：東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター 
    (〒311-1313 茨城県東茨城郡大洗町成田町 2145-2) 
 
【概要】全国の大学生、大学院生、初級技術者を対象に、放射線測定など基礎的技術の習得
から、透過型電子顕微鏡、3次元アトムプローブ、アクチノイド化合物物性評価などの最新
の実験手法を学ぶ。 
 
(4-1) ものづくり基礎講座 第 57回技術セミナー 「金属ガラスに関する公開講座」 
テーマ：ネジ加工と金属ガラスの応用 
日時：2018年 11 月 21 日 (水）    
会場：兵庫県立工業技術センター 技術交流館 2階セミナー室 
    (〒654-0037 神戸市須磨区行平町 3-1-12) 
【プログラム】 
日時 内容等 講師 
 
11月21日(水)   
第一部 
講義・講演 
あいさつ 兵庫県立大学ナノ・マイクロ構造科学 
研究センター長  山﨑 徹 
「金属ガラス・アモルファス合金の作製、 
加工及び実用例」 
東北大学金属材料研究所 網谷健児 
 
「ねじ製造における加工技術と 
金属ガラスへの応用」 
株式会社丸ヱム製作所 山中 茂 
 
第二部 
実習 
見学：金属ガラス・アモルファス合金の作製 
実習：身近なもので始める組織観察（結晶金属材料や金属ガラスの鏡面研磨と組織観察） 
 
 
(4-2) ものづくり基礎講座 第 58回技術セミナー 「基礎からの金属材料」 
日時：2019年 1月 23 日 (水）   
会場：兵庫県立工業技術センター 技術交流館 2階セミナー室 
    (〒654-0037 神戸市須磨区行平町 3-1-12) 
【プログラム】 
日時 内容等 講師 
 
 
1月 23日(水)    
講義・講演・
見学 
 
 
 
あいさつ 
兵庫県金属新素材研究センターの紹介 東北大学金属材料研究所 網谷健児 
「金属・無機材料の化学分析による 
研究開発支援」 
東北大学金属材料研究所  
材料分析研究コア 助手 中山健一 
「コベルコ科研における熱分析・ 
物性評価事例の紹介」 
株式会社コベルコ科研 岩崎祐紀 
「兵庫県立工業技術センターにおける 
分析全般と航空産業非破壊検査トレーニング 
センターでの非破壊検査について」 
兵庫県立工業技術センター  
生産技術部長 山田和俊 
非破壊検査装置などの見学 
全体質疑 
閉会あいさつ 
 
  
 
 
 
第１章 テクニカルセンター 
 
【構成員】  
センター長・技術職員 : 村上義弘 
副センター長・技術職員 : 菅原孝昌 
技監・技術職員 : 石本賢一 
技術職員 : 阿部千景、安倍 渉、安藤幸輝、五十嵐伸昭、石川 光、板垣俊子、伊藤 俊、伊藤 学 
      井本勇吉、臼井和也、大河原 学、大場正志、大村和世、緒方亜里、椛沢祐輔、坂本冬樹 
佐々木知子、佐々木嘉信、佐藤香織、佐藤和弘、佐藤寿和、佐藤史弥、島田温彦、白﨑謙次 
鈴木克弥、鈴木大介、田中裕也、丹野航太、丹野伸哉、千葉友幸、戸澤慎一郎、永井満家 
成田一生、野村明子、早坂祐一郎、原田晃一、伏見和樹、細倉和則、本郷健一、柳田康司 
山崎正徳、渡部 信 
 再雇用職員 : 青柳英二、本郷徹男、三浦重幸 
技術補佐員 : 和田繁男                                （五十音順） 
---------------------------------------------------------------------------- 
【テクニカルセンター運営委員会】 
   委員長  所長 : 高梨弘毅 
副委員長 教授 : 古原 忠 
委員    教授 : 藤原航三、淡路 智  
准教授 : 和田 武、関 剛斎 
技術職員 : 村上義弘、菅原孝昌、本郷健一、板垣俊子、丹野伸哉、佐藤和弘 
 
１．テクニカルセンターの概要 
本所テクニカルセンタ (ー以下、「センター」という)は、研究部、事務部との三位一体の一つとして、
研究者への専門的な技術支援を行い、本所の研究発展に寄与している。 
センターは、平成 30年 4月 1日時点において、再雇用職員 3名及び技術補佐員 1名を含め 49名の技
術職員で構成している。組織図に示すように企画調整室、マテリアル開発技術室、特殊環境技術室およ
び基盤技術室の 4 室を置き、その室には材料創製技術グループ、評価・分析技術グループ、極限環境技
術グループ、放射線管理技術グループ、機器開発技術グループおよびコンピュータ・ネットワーク技術
グループの6グループを置いている。 管理運営に関しては、教授会の下に所長を委員長としたセンター
運営委員会が設置され、副委員長の教授 1名、委員として教授 2名、准教授 2名、センター長、副セン
ター長および各室長の構成により、センターの将来計画、人事等の重要事項を審議している。また、セ
ンター内に室長会議を設置し、センター長、副センター長、各室長、各グループリーダーおよび技術専
門職員1名の構成により、将来計画の素案、実務上の案件等を協議している。 
 センターでは、高度・高速化する研究に対応するため、技術職員各々が自己啓発やスキルアップを図
り、組織全体の資質向上に努め、「本所の研究の質の高さと活力を技術面から支え、新たな技術を創生し、
最先端の技術協力を行う。」としたセンターの理念を具現化するため、日々努力している。 
 センターにおける平成30年度の実績として、技術支援協力状況、テクニカルセンター直属組織である
機器開発技術グループの活動内容およびテクニカルセンターの課題として以下に示す。なお、各支援先
での活動内容および各職員の技術開発並びに成果の発表状況、受賞状況等については、年次報告書とし
て編集・発行している「平成30年度テクニカルセンター活動報告」および各支援先の報告書等を参照し
ていただきたい。 
  
 
 
 
２．技術協力支援状況 
（１）機器開発技術グループ 
人 員 １２名 
技術協力概要：実験機器の設計・製作、試料作製、塑性加工と工作指導室利用支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
装置作製 8 1   9 伝票発令件数 
機械部品作製 178 7   185 伝票発令件数 
試料作製 67 18   85 伝票発令件数 
塑性加工 52 1   53 伝票発令件数 
修理 10 3   13 伝票発令件数 
耐震固定 8 0   8 伝票発令件数 
工作指導室利用支援 643 27   670 利用件数 
その他（解体作業など） 3 0   3 伝票発令件数 
 
（２）材料分析研究コア（支援先） 
人 員 ６名 
技術協力概要：各種材料の元素分析、透過電子顕微鏡による組織・構造解析支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
湿式分析 981 286 46  1313 分析成分数 
ガス分析 295 92 14  401 分析成分数 
固体分析 12 7   19 分析試料数 
電子顕微鏡装置利用 248 283   531 件数 
試料作製装置利用 133 20   153 件数 
観察･試料作製支援 137 63   200 件数 
 
評価・分析技術グループ
材料創製技術グループ
　テクニカルセンター組織図
企 画 調 整 室
マテリアル開発技術室
特 殊 環 境 技 術 室
基 盤 技 術 室
技監
副センター長
センター長
コンピュータ・ネットワーク技術グループ
機器開発技術グループ
放射線管理技術グループ
極限環境技術グループ
  
 
 
（３）新素材共同研究開発センター（支援先） 
人 員 ６名 
技術協力概要：単結晶作製、各種試料作製、元素分析、Ｘ線回折等各種測定支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
各種単結晶・多結晶 
金属間化合物等作製 275 20 74  369 作製試料数 
薄膜作製 150  2  152 作製試料数 
焼結 121 13 25  159 作製試料数 
表面観察・表面分析 
元素分析 413 110 167  690 
測定・観察 
件数 
X線回折 236 24 31  291 測定件数 
 
（４）量子エネルギー材料科学国際研究センター（支援先） 
人 員 ４名 
技術協力概要：共同利用に関わる施設、設備等の運用管理、国.県.町への報告、申請、届出 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
共同利用支援 94 14 1046 341 1495 支援延べ日数 
 
（５）アルファ放射体実験室（支援先） 
人 員 ２名 
技術協力概要：RI・核燃の安全管理、各種装置・設備の維持管理、各種記録作成 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
管理区域への入退室管
理、物品搬出等におけ
る汚染検査業務 
120 57 78  255 作業件数 
室内清掃に関わる補助
業務 61  23  84 作業件数 
実験装置の取扱説明等
の実験補助業務 20  173  193 作業件数 
核燃料物質及び放射性
同位体の使用、移動に
関する技術協力 
10 15 35  60 作業件数 
水道水の放射能測定   151  151 測定検体数 
 
（６）強磁場超伝導材料研究センター（支援先） 
人 員 ２名 
技術協力概要：強磁場環境の提供、周辺機器の点検整備、データ収集、ソフト作成 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
強磁場環境の提供 12  13  25 支援日数 
 
（７）計算材料学センター（支援先） 
人 員 ４名 
技術協力概要：計算機資源の提供、サポート 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
計算機資源の提供 31 25 44 43 143 利用者数 
  
 
 
スパコンシステム関
連支援 24 13 29 70 136 依頼対応件数 
アプリケーション関
連利用 14 17 5 14 50 依頼対応件数 
大判プリンタ利用支
援 他 15 2   17 依頼対応件数 
 
（８）中性子物質材料研究センター（支援先） 
人 員 １名 
技術協力概要：中性子回折実験技術支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
中性子回折実験支援 
(AKANE) 
13    13 実験･作業件数 
中性子回折実験支援 
(HERMES） 15    15 実験･作業件数 
中性子回折実験支援 
(TOPAN） 7    7 実験･作業件数 
共同利用支援   12  12 実験･作業件数 
 
（９）情報企画室点検評価DB担当（支援先） 
人 員 １名 
技術協力概要：研究者業績評価関連、自己点検評価報告書(赤本)の発行、東北大学情報DB関連 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
教員業績評価報告 119    119 報告数 
自己点検評価報告 1    1 報告数 
各種データ提供 7    7 依頼件数 
東北大学情報DBの登
録および管理 12    12 作業件数 
 
（１０）情報企画室情報班ネットワーク担当（支援先） 
人 員 ２名 
技術協力概要：各種サーバ、所内ネットワーク管理運用接続支援、パソコン関係利用支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
各種サーバ・サービス
等管理保守 39 18   57 支援項目数 
ネットワーク・大判プ
リンタ等利用支援 9 2 5 4 20 支援項目数 
 
（１１）極低温科学センター（支援先） 
人 員 ３名 
技術協力概要：液体窒素、液体ヘリウムの供給と低温技術サポート 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
液体窒素供給 1155 428   1583 供給件数 
液体ヘリウム供給 985 852   1837 供給件数 
 
 
 
  
 
 
（１２）先端電子顕微鏡センター（支援先） 
人 員 ２名 
技術協力概要：電子顕微鏡設備の保守管理と研究支援、技術指導 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
電顕観察等 58 97 196  351 件数 
 
（１３）産学連携先端材料研究開発センター（支援先） 
人 員 １名 
技術協力概要：微細加工および構造解析の技術支援 他 
技術協力支援内容 所内支援 学内支援 国内支援 海外支援 計 単位 
微細加工の技術支援 455 281 13  749 作業時間数 
エックス線発生装置
の技術支援 10 455   465 作業時間数 
 
注釈：「人員」欄は平成30年4月1日時点の再雇用者を含む技術職員数を示す。但し、各支援先 
の人員に兼務者は含まない。 
 
 
３．機器開発技術グループの活動内容 
【業務内容】 
 １）研究機器の設計と製作および特殊機器の開発 
 ２）研究試料の作製に関わる特殊技術の開発 
 ３）研究者等に対する設計技術、研究機器開発に関する技術協力および助言 
 ４）研究者等に対する工作技術に関する技術指導 
 
【教育活動状況】 
本所の研究者および大学院学生等に対し、次のような技術教育を行っている。 
１）技術相談：研究機器の設計、機械工作の方法および研究計画に対する技術協力 
２）工作技術講習会：工作機械の安全な使用法と機械加工の基礎技術の指導 
 
表1 第45回工作技術講習会受講状況（開催期間：平成30年6月25日～7月6日） 
            内 訳 
  科 目 受講申込数 受講者数 受講率(%) 
安         全 33 33 100.0 
機  械  製  図 14 13 92.9 
旋       盤 33 32 97.0 
フ ラ イ ス 盤 31 31 100.0 
ボ  ール 盤 他 23 23 100.0 
合        計 142 140 98.6 
 
【工作依頼および工作指導室利用実績】 
機器開発技術グループへの依頼実績を表 2 に示す。また、研究者や大学院学生等が自ら機械加工を行
うため利用している工作指導室の利用実績を表3に示す。 
  
 
 
表2工作伝票数および工作時間数             表3工作指導室の利用人数および利用時間 
 
 
 
 
 
 
 
  
４．テクニカルセンターの課題 
【組織関係】 
 平成30年度は、企画調整室長以外の3室長が実積・技術研究報告担当、広報担当としてセンター内の
運営業務を分担し、センター運営業務について理解を深め、より効率的に実行できるようになった。ま
た、副センター長と企画調整室長が連携し、研修担当しながら、センター長の業務負担の軽減を図り、
効率的に運営できるようになった。今後は、技術職員の絶対的な数が減る中で、センターとして適正な
人員配置をしながら技術指導・技術の継承を図り、計画的な運営管理、技術支援を進めていく必要があ
る。 
 
【東北大学総合技術部とテクニカルセンター】 
東北大学の教育研究支援系技術職員（以下、技術職員という）の統合された組織として、平成 21年 7
月に総合技術部が発足し、約10年が経過した。総合技術部発足の趣旨は、硬直化した人事システムを改
善するため、技術職員の部局間交流による組織全体の活性化、適正配置、キャリアパスの構築や総合的
な研修の実施等を図ることにある。 
センターでは、センター長が総合技術部運営委員会の委員となり、またセンター長ほか技術専門員 3
名が職群副代表として総合技術部統括技術専門員会議の委員として運営に協力した。さらに総合技術部
全体の充実を図るため平成26年8月に新たに技術専門員会議が発足し、センターの技術専門員6名が参
画し幅広く活躍した。 
平成 30 年度における総合技術部統括技術専門員会議の主な課題は、(1)総合技術部としての全学的技
術支援の推進、(2)新しい人事評価制度の試行、(3)研修、部局間技術交流の充実、(4)東北地区国立大学
法人等職員採用試験への対応、（5）「総合技術研究会2021東北大学」の準備、(6)人事制度の検討等であ
った。これらの課題への対応として、総合技術部の各職群及び各担当部会が中心となり、多くの職群研
修および部局間交流が実施された。センターからも技術職員が企画・運営に参画するとともに各行事に
参加した。 
今後とも総合技術部統括技術専門員会議を中心として、さまざまな課題についてセンターとしても適
切に対応していく必要がある。 
 平成30年度 
工作伝票数 356 
工作時間数 8,462 
 平成30年度 
利用人数 670 
利用時間数 1,624 
第２章 情報企画室図書班 
 
【構成員】 
担当教授（兼）：正橋 直哉 
図書係長：堀野 正太／図書系職員：池 美沙子／事務補佐員：[2 名] 
---------------------------------------------------------------------------- 
【図書整備委員会】 
委員長 准教授： 今宿 晋 
委員  准教授： 南部 雄亮, 山中 謙太 
助教： 佐藤 浩司, 前田 健作, 木原 工, 尾澤 伸樹, 関根 良博, 白石 貴久 
オブザーバー 教授： 正橋 直哉 
総務課長： 千葉 史朗 
 
１． はじめに 
 
図書室は、19 世紀から今日までの材料科学に関する幅広い領域の資料を収集・所蔵し、所内・学内
はもとより国内外の研究者に幅広いサービスを提供している。 
 
２． 組織・運営 
 
図書室は事務部総務課に図書係として属するが、情報企画室のもと、図書整備委員会とも連携して
運営され、係長を含む職員 2 名と事務補佐員 2 名の体制で業務を行っている。一方、図書整備委員会
は所内の若手教員 9 名で構成され、研究者の視点から、図書室へ助言を行うとともに、利用者への広
報活動や年度初めに新たに入所した所員向けのオリエンテーション等の実施においても図書室に協力
している。このような委員会の存在は、学内他部局にはない本所の特徴と言える。 
 
３． 活動状況 
 
３．１ 蔵書管理 
（1） 蔵書の充実 
図書整備委員および研究室からの図書の推薦や、新刊案内などを参考に、物質・材料科学研究に
有意な図書を購入し、蔵書の充実を目指している。また、研究室や研究者が個別では購入しにくい
シリーズ本や電子ブックなども必要に応じて購入し、2018 年度は合計 151 点の図書（電子ブック 3
点含む）を購入した。 
 
（2） 次年度雑誌購入希望調査 
3～4月に調査を行い、利用頻度の低い電子ジャーナル 6 誌の 2019年度購読中止を決めた。 
（3） 蔵書点検 
毎年 2 回、蔵書の定期点検を行い、不明図書・発見図書の確認や書架の整備を行っている。2018
年度は 8 月 27日～31日、2019年 2月 13日～20日に実施し、それぞれ 4 冊ずつの図書が新たに不明
となり、累積の不明図書冊数は 74冊となった。図書は共有財産であることから、機会あるごとに貸
出手続の徹底や返却期限の厳守を呼びかけていきたい。 
 
３．２ 利用者サービスの充実 
（1） 利用者向け講習会 
①図書室オリエンテーション（2018年 4月 27 日（金）開催、49名参加） 
毎年春に金研の新構成員のため、図書整備委員を講師とした主要データベースの講習と、図書
室利用案内を組み合わせたオリエンテーションを行っている。 
取り上げたデータベース） Alloy Phase Diagrams、 CiNii、 ICDD、ICSD、Int. Tables for 
Crystallography、J-PlatPat、KAKEN、Phase Equilibria Diagrams、SciFinder、Scopus、Web of 
Science 
②初学者向け英語論文執筆ワークショップ（2018年 6月 19 日（火）開催、26名参加） 
  本所若手研究者（主に学生）を対象に、英語論文の執筆の基本的なチェックポイント等を学ぶ、
外部講師による講習会を実施し、参加者全員から好評を得た。 
講師）今宿晋准教授（図書整備委員長） 
井上淳也氏（エルゼビア・ジャパン ソリューション・コンサルタント） 
内容）出版社の立場からジャーナル論文執筆のヒントの紹介 
③英語論文執筆ワークショップ（2018年 11月 9日（金）開催、21名参加） 
  本所若手研究者（主に助教、PD、DC）を対象に、英語論文の採用率向上のためのスキル等を学
ぶ、外部講師による実習をまじえた講習会を実施し、参加者全員から好評を得た。 
講師）デビッド・キプラー氏（カクタス・コミュニケーションズ学術出版トレーナー・コンサ
ルタント） 
内容）テーマ 1：英語プレゼンテーションワークショップ、テーマ 2：論文添削セミナー 
 
（2）  「金研図書室だより」の発行（2018 年 4 月 11 日、11 月 30 日発行） 
図書室の最新情報の広報と認知度の向上のため、「金研図書室だより」を発行し所内に配布した。 
 
３．３ 利用環境・施設の整備 
（1） 設備の更新・改善 
  懸案の 2号館 2階書庫備付の老朽化した空調機器の更新を行った。 
 
（2） 書庫狭隘化への対策 
2017 年度後半から開始した書庫の整理が完了し、図書を 2 号館 2 階書庫に集約でき、利便性が向
上した。合わせて既存の図書の配置に余裕をもたせ今後の増加に備えることができた。 
 
（3） 利用者用パソコンの更新 
  2020年 1月にサポートが終了する Windows7パソコン 4台を Windows10 パソコンに入れ替えた。 
４． 今後の課題・懸案等 
４．１ 不明図書への対策 
 貸出手続きをせず持ち出される図書が常に一定数あるため、教授会において、図書担当教授より蔵
書点検（3.1②）の結果に基づき注意喚起のアナウンスを行った（10 月 17 日および 2019 年 3 月 18 日
開催の教授会）。また 7月下旬より 2号館 2階書庫を常時施錠とし、所内者は学生証・職員証により入
庫、所外者はカウンターで申請の上入庫、と手続きを変えた。 
 
４．２ 電子ジャーナル費用 
購読タイトル削減や出版社との交渉等の全学的な努力にもかかわらず、本学全体の電子ジャーナル
経費は増え続けている。円高により価格上昇が落ち着くこともあるものの高止まりのままであり、依
然として予断を許さない状況が続いている。 
５． 統計 （2018 年度） 
 
■施設 
総面積 書架総延長 図書収容能力 総閲覧座席数 パソコン台数 複写機台数 
534 ㎡ 2.39km 6.6 万冊 50 席 6 台 3 台 
■資料 
  和書 洋書 合計  
蔵
書 
蔵書冊数 18,689 冊 60,534 冊 79,223 冊  
年間受入冊数 137 冊 165 冊 302 冊  
雑
誌 
所蔵雑誌タイトル数 396 誌 987 誌 1,383 誌  
年間受入雑誌タイトル数 108 誌 118 誌 216 誌  
電子ジャーナル数（全学） 15 誌 13,272 誌 13,287 誌  
 新聞 6 紙 1 紙 7 紙  
＊蔵書は研究室貸出分や製本雑誌を含む   
＊「受入」とは購入や受贈した図書を図書室の蔵書として登録すること 
 
■サービス 
開室日数 
（有人） 
サービス対象 入室者 貸出 文献複写 現物貸借 
教職員 学生 貸出 （うち搬送） 他館から
取寄 
他館へ 
提供 
借用 貸出 
238 日 320 人 204 人 11,918 人 3,169 冊 (895 冊)  52 件 220 件 3 件 14 件 
前年度比 111 人減 156 冊増 （137 冊減） 11 件増 54 件減 1 件減 4 件減 
＊開室日数は有人の日数のみ 
＊貸出の「搬送」とは学内他館より取寄せた図書 
第３章 情報企画室広報班 
 
【構成員】 
担当教授：藤原 航三、バウアー ゲリット、笠田 竜太 
助手：冨松 美沙 
事務補佐員［2 名］ 
---------------------------------------------------------------------------------------- 
【広報編集委員会】 
 委員 教授：小野瀬 佳文 准教授：髙木 成幸、関 剛斎、岡本 範彦 
 
１．はじめに 
 
情報企画室広報班は本研究所の公式な広報活動を担当している。所の研究活動等に関する情報公開
やアウトリーチに対応することが主な任務である。 
 
２．組織構成 
  
情報企画室広報班は上述の構成員を中心に、広報委員会の協力を得ながら金属材料研究所の広報活
動を行っている。2018 年度の実務は助手（冨松美沙）および事務補佐員（及川亜紀、菅原真紀）が担
当した。 
 
３． 2018 年における活動概要 
 
2018 年度に行われた情報企画室広報班の活動としては、次の 6 項目があげられる。 
(1) 広報誌 IMR ニュース KINKEN（Vol. 87, 88, 89）の発行 
(2) 金研概要 2018 の発行 
(3) ラウンジパネル・サイネージの作製 
(4) 英文冊子 KINKEN Research Highlights 2018 の発行 
(5) 金研パンフレットの発行 
(6) 金属材料研究所ホームページの管理および支援業務 
(7) 所内見学への対応 
(8) 金属材料研究所講演会の運営補助と広報 
(9) プレスリリース配信のための各種手続き対応 
 
以下、(1)～(8) それぞれについて述べる。 
 
(1)  広報誌 IMR ニュース KINKEN (Vol. 84, 85, 86)の発行 
金属材料研究所では、研究所の取り組み、研究成果、研究・教育活動を広報するため、IMR ニュー
ス KINKEN を全国規模で配布している。発行は年 3 回であり、発行部数は 3,000 部である。内容は
「トップメッセージ」、「研究最前線」、「研究室紹介」などの教育研究に関する情報や、金研で開
催された国際学術会議および国際ワークショップの開催報告なども紹介している。資料展示室の展示
品を紹介した「一枚の写真」では展示室の PR と共に金研の百年にわたる歴史的成果を広く紹介して
いる。 
 
Vol.86 (2018 年 7 月)  Vol.87 (2018 年 11 月)   Vol.88 (2019 年 3 月) 
 
(2)  金研概要 2018の発行 
 金研概要の発行は 2010 年度より広報班が行っている。金研概要は、沿革、
機構等の組織紹介ページや、各部門の紹介ページなどで構成されており、
巻末には最新の研究成果を掲載している。日英対訳となっており、来所者
や海外での会議などで広く配布されている。毎年度初めにアップデート作
業を行い、常に最新の情報を掲載するよう努めている。 
 
(3)  ラウンジパネル・サイネージの作製 
 金研創立百周年を期に作成されたラウンジパネル・サイネージの更新
を、百周年記念事務局から広報班が引継ぎ引き継ぎ行っている。本掲示
物は金研を訪れる企業や市民に金研の研究活動を理解してもらうことを
目的とし、研究の紹介はイラストをメインに紹介、また応用分野に繫が
る研究については明記するなどして、閲覧者が興味を引くような構成と
なっている。日英対訳により海外研
究機関の来訪時にも活用されてい
る。概要同様、毎年度初めにアップ
デート作業を行い、常に最新の情報
を掲載するよう努めている。 
 
 
 
 
 
            
 金研概要 2018 
 
サイネージ 
 
ラウンジパネル 
 
(4)  英文冊子 KINKEN Research Highlights 2018 の発行 
広報班は、 2007 年より継続して英文冊子 "KINKEN Research 
Highlights"を編集発行している。研究所内の研究者による研究成果トピッ
クス、および全国共同利用によって得られた研究トピックス約 40 編から構
成されている。本冊子は、国内外の理工系大学・研究所に広く配布してい
る。2018 年度は海外に約 500 部、国内には約 600 件と、金研(KINKEN)
の研究成果を、国内外に迅速に発信する大きな役割を果たしている。 
 
 
(5) 金研パンフレットの発行 
金研への訪問者に研究所の簡単な紹介をするため、金研パンフレットを
発行している。見学者への配布に加え所内３箇所に金研パンフレットを設
置している。パンフレットは日本語版、英語版、中国語版、韓国語版があ
り、所長トップメッセージ、最新の研究成果「探る」、「測る」、「創る」
という材料研究への多角的なアプローチ、さらに金研で学んだ国外の研究
者の言葉など、本研究所の詳細が一目で理解できるように工夫している。         
 
(6) 金属材料研究所ホームページの管理および支援業務 
 広報班では金研の各研究室や各研究施設の対外的窓口として金研ホームページを管理・更新してい
る。各種情報は、金研の概要を網羅した「金研とは」、組織や研究内容を紹介する「研究活動」、最
新情報を随時更新する「ニュース」、大学・企業との共同
研究の取り組みや申請方法を掲載した「共同研究/産学連
携」、大学院生・留学生向け情報を提供する「教育/大学院」、
金研発行の印刷物や見学案内を載せた「情報・施設公開」
に分類して掲載、研究性・学問性の高いものから市民向け
のイベント情報まで幅広い情報発信につとめている。 ま
た、研究協力係のホームページ（共同利用研究案内・申請
サイト）の更新、共同利用に関する行事のお知らせ、書類
のダウンロード、採択結果の公表などの支援業務を行なっ
ている。 
        金研ホームページ 
 
(7) 所内見学への対応 
 広報班では学外からの見学受け入れの窓口となり、人数に応じて各
研究室およびセンターに協力を呼びかけている。年々進路指導の一環
として中高生の研究所見学や体験学習が増加しており、金研の紹介に
とどまらず、多くの学生に材料研究の魅力を伝える役割を担っている。
その他にも、国内外企業等の視察、学会のエクスカーション、一般市
民への見学対応も行っている。（見学者数は付録 6 参照）  
        体験学習の様子 
金研パンフレット 
KINKEN Research Highlights 
 
(8) 金属材料研究所講演会の運営と広報 
 所内講演会の運営と広報活動には広報班が中心となって行っている。所内
講演会は「研究の大略を所内外に紹介する」旨で、昭和 24 年の秋から開催
されている。所内のみならず所外からも材料系研究者や専門分野の異なる研
究者を特別講師として招き、“材料学”を中心としつつ広く学術推進に資する
内容としている。若手研究者のポスターセッションも設け、所内研究者同士
の闊達な議論の場となっている。広報班では講演に関する演者への諸連絡や
手続きを執り行うとともに、講演会ポスターを作成し、200 箇所以上の関係
機関へ配布している。なお秋季は第 136回金属材料研究所講演会もかねた、
国際会議 Summit of Materials Science 2018 (SMS2018)として開催した。 
          SMS2018 ポスター 
 
(9) プレスリリース配信のための各種手続き対応 
 広報班では研究成果やイベントのプレスリリースの配信手配を支援している。東北大学本部広報課
への決裁申請、共同研究機関との調整を行い、迅速に配信できるようにつとめている。場合によって
はプレスリリース原稿への修正案を提案し、より記者の目に留まりやすいように助言などを行ってい
る。2018 年度は 29 件のプレスリリース配信を行い、新聞掲載は 12 件（Web サイト掲載・テレビ放
映含まず）であった。 
 
４．今後の課題 
情報発信の手段は Web サイトや SNS、動画などのインターネットの活用が主軸となり、大きなメ
ディアを介すことなく個人からの発信が容易な時代となった。そのため情報の受取手側が利用する媒
体や興味も多様化し、これまでの手法では情報を広くかつ適切に社会に伝えることは難しくなってい
る。こうした現状に伴い、研究所広報も時代に合わせた情報発信に対応していくことが必要不可欠で
ある。正確な情報を素早く掲載・発信するのはもちろんのこと、ステークホルダーに応じた情報発信
手法を取りいれるなど、効果的な広報手段を今後検討していく。 
第４章 情報企画室情報班点検評価情報DB担当 
  
【構成員】  
情報企画室長(兼)点検評価情報DB担当副所長 ：古原 忠（2018.4～） ／担当教授 ：青木 大（2014.4～） 
技術職員 ： 石本 賢一（2009.4～）／事務補佐員［1名］ 
  
１．はじめに 
大学の評価は学問や社会の将来に大きな影響を及ぼす。当担当は自己点検評価報告書（通称
「赤本」）の編集・発行、教員個人業績評価書の作成支援、論文・特許・受賞等の各種調査など
本所の評価活動を支援する組織である。 
 
２．組織構成および東北大学情報データベースシステム 
当組織は情報企画室長を中心にそれを補佐する担当教授と実務職員から構成されている。ま
た、東北大学情報データベースの部局評価責任者、部局運用責任者、部局連絡担当係はそれぞ
れ、情報企画室長、当担当技術職員、総務課総務係が担当している。データベースへの入力内
容は個人業績評価根拠資料や自己点検評価報告書の情報源として使用される。 
 
３．2018年度における活動概要 
 本年度の活動概要は次の５つの項目に分けられる。(1) 平成29 
年度教員個人業績報告書の作成支援、(2)「東北大学金属材料研 
究所の活動2017年度」の編集・発行、(3) 所内他部署へのデータ 
提供、(4) 東北大学情報データベースシステムの管理・運営、 
(5) Webサイトの管理および情報収集。以下、各項目の内容につい 
て述べる。 
「東北大学金属材料研究所の 
活動（赤本） 2017年度」 
(1) 平成29年度教員個人業績報告書の作成支援 
本所教員は毎年度初めに、前年度の業績報告書を所長に提出する義務がある。提出書類は、「個
人業績評価根拠資料」（必須）、「Highly Cited Papers（短期的注目論文）」（該当者のみ）、「ISI
論文のCitation合計」（教授、准教授、講師、助教）、「自由記述の評価項目」（任意）の4つであ
り、当担当は「自由記述の評価項目」を除いた前者3つの報告書の作成支援を行っている。「個
人業績評価根拠資料」、「Highly Cited Papers」、「ISI論文のCitation合計」はそれぞれ、"東北
大学情報データベース"、"Essential Science Indicators"、"Researcher ID"から抽出される。 
 
(2) 「東北大学金属材料研究所の活動 2017年度」の編集・発行 
本報告書（「赤本」）は本所の公式自己点検評価報告書であり、評価資料として利用されてい
る。冊子体印刷数（CD-ROM添付）は280部であり、所内、学内、文部科学省、本所運営委員、国
立大学附置研究所・センター長会議第１部会等に配布されている。 
 
(3) 所内他部署へのデータ提供 
所内他部署から、報告書や判断資料としてデータ提供依頼があり、点検評価担当ではそれら
の各種調査に対応している。主なものを次表に示す。 
部署 内容 
総務係、広報担当、施設第１係 金研全体での2017年論文数・特許数の調査。海外交流研究論文調査。 
司計係 研究室別2017年論文数・ISI対象論文数・受賞・特許、学生受賞の調査。 
人事係 教員個人別2017年論文数・ISI対象論文数の調査。 
新素材共同研究開発センター 新素材共同研究開発センター教員(専任、兼任)2017年論文データの提供。 
先端エネルギー材料理工共創研究
センター 
先端エネルギー材料理工共創研究センター教員(専任、兼任)2017年論文デ
ータの提供。 
 
(4) 東北大学情報データベースシステムの管理・運営 
部局評価責任者、部局運用責任者、部局連絡担当係の三者の協力の下、本所分の東北大学情
報データベースシステムの管理・運営が行われている。 
 
(5) Webサイトの管理および情報収集 
 当担当は点検評価活動のお知らせや「東北大学金属材料研究所の活動」などの刊行冊子を担
当Webサイトに掲載して情報公開を行っている。また、編集作業の効率化にも使われている。 
 
４. 今後の課題 
年度初めの4月に「平成29年度教員個人業績報告書提出」が行われ、5月に「東北大DB新シス
テム説明会」が開催された。両イベントは順序的に逆であったが、教員の皆さんや秘書さんの
努力のお蔭で「平成29年度教員個人業績報告書提出」を混乱なく行えた。皆様に感謝致します。
Researchmapの活用は東北大DBの利用に留まらず、科研費申請にもおおいに役立つものです。 
第５章 情報企画室情報班ネットワーク担当 
 
【構成員】 
担当教授（兼）： 淡路 智、久保 百司、小野瀬 佳文 
技術職員：大場 正志、安倍 渉、佐藤 和弘（兼） 
 
 
１．はじめに 
 
情報企画室情報班ネットワーク担当は、情報基盤に関する技術支援により本所の研究教育ならびに運
営事務への支援を行っている。具体的には、所内コンピュータネットワークの運用保守、電子メールお
よびホームページに関するサービス、共用のポスター印刷用大判プリンタの運用、TV 会議システム、
講堂等の共用室の音響機器およびプロジェクターに関する技術支援、所内で使用される情報機器なら
びに事務電子化に対する技術支援などが主な業務である。 
 
２．組織構成 
 
2018 年度は前年度の主担当だった藤田教授が担当を離れ淡路教授が新たな主担当として着任、久保教
授は担当教授を継続、小野瀬教授が新たに担当教授として着任し、教員 3 名体制で技術職員 3 名（内
兼任 1 名）と共に運営・実務を行った。あわせて、各研究室・部署ごとに連絡担当者の選任を依頼し、
個別対応時の担当として円滑な業務実施に協力を得ている。 
 
３．2018 年度における活動 
 
情報企画室情報班ネットワーク担当の主要業務は、次の通りである。 
1. 東北大学総合ネットワーク StarTAINS および総合技術部に関わる全学的な業務 
  (1) TAINS 無線 LAN のアクセスポイントとエッジルータの維持管理対応 
  (2) 全学ファイアウォールの金研に関わる変更依頼 
  (3) 電子証明書発行サービスの手続き対応 
  (4) TAINS 無線 LAN ゲストアカウント登録申請 
  (5) 情報セキュリティに関する調査依頼および機材の調整依頼への対応 
  (6) ネットワークインシデント発生時の対応と報告書の作成 
  (7) 情報システム利用連絡会議への参加 
  (8) 総合技術部情報ネットワーク群の業務対応 
 
2. システム導入等 
2018 年度は以下の機器更新作業、システム拡張等を行った。 
(1) ファイアウォール装置更新(新装置への切り替え作業は 2019 年 4-5 月に延期) 
(2) 1 号館 3 階スイッチの増設 
(3) ポスター印刷用大判プリンタ新システムのサービス開始 
 
3. 本研究所における情報処理に関するネットワーク機器、サーバ、インフラの運用と維持管理 
  (1) ネットワーク機器やサーバの故障、不具合時の調整および復旧対応 
  (2) 固定 IP アドレス機器、バーチャルホスト、外部公開用 URL の登録 
  (3) 無線 LAN アクセスポイント/無線ルーター(研究室が導入した物)の登録 
  (4) メールアカウントの登録および SSH 認証サーバへの公開鍵の登録 
  (5) SSL-VPN サービスおよび無線 LAN サービス(個人認証)用パスワードの発行 
  (6) 研究室等から申請されたメーリングリストの作成と運用支援 
(7) メールサーバでの spam 対策 
 
4. 共用機器の運用及び維持管理 
(1) 無線 LAN システムの拡張と運用(2018 年度はアクセスポイントを 12 台増設) 
(2) ポスター印刷用大判プリンタと課金管理サーバ、印刷用クライアントの運用保守 
  およびアカウントと課金管理 
(3) 講堂、セミナー室等の音響機器とプロジェクターに関する技術支援と維持管理への協力 
(4) TV 会議システムの運用管理と配信講義支援 
(5) IMR ガイド(デジタルサイネージ)の運用支援、機器更新支援 
 
5. 業務で必要となる情報処理技術に係わる利用者支援 
(1) パソコン関係の利用とネットワーク機器接続の支援 
   (PC、プリンタ、NAS、無線 LAN アクセスポイント、TV 会議システム等) 
(2) メーリングリストの運用管理 
(3) ホームページの作成と運用支援 
(4) 事務サービスの効率化に関わるプログラムの作成と運用支援 
  ・所内講演会予稿提出システムの運用 
  ・夏期講習会申込システム、アンケートシステムの運用 
  ・会議室予約システムの運用 
  ・e-learning システムのサーバ管理 
  ・共同利用の Web 申請システム用サーバの運用支援、修正と機能追加 
    ・GIMRT(国際共同利用)の共同利用 Web システムへの統合に関する技術支援 
   
6. ウィルス対策とセキュリティ、情報漏えい防止、ソフトウェアの適正な利用等に関する作業と啓蒙活動 
ウィルス対策を含むネットワークセキュリティ向上のために「ウィルス対策ソフトの導入」「OS、
ソフトウェアのアップデート」「ウィルス感染しにくい設定」等について啓蒙活動を行った。 
それでも、2018 年度に標的型攻撃によるマルウェア感染、フィッシングによるメール用パスワー
ドの漏えいと Active! mail を第三者に不正利用されたメールの大量送信インシデント、メール誤送
信によるアドレス漏えいインシデントが発生した。今後もセキュリティと情報漏えい防止の重要
性を利用者に継続して訴えていく予定である。 
第６章 安全衛生管理室 
 
【構成員】 
室長・副所長・教授（兼）：佐々木 孝彦／副室長・教授（兼）：古原 忠 
助手：佐藤 忠重／事務補佐員[1 名] 
------------------------------------------------------------------------------------------ 
教授(兼)：我妻 和明、千葉 晶彦、野尻 浩之、加藤 秀実、秋山 英二、市坪 哲、笠田 竜太 
准教授(兼)：野島 勉 
技術職員(兼)：本郷 健一、大村 和世、野村 明子、坂本 冬樹、白崎 謙次、丹野 伸哉 
事務職員(経理課長･兼)：小松 誠／事務職員(施設第二係長･兼)：西條 広明 
 
1. はじめに 
 
 2004 年 4 月の国立大学法人化に伴い、職員の安全及び健康に関して労働安全衛生法の適用を受ける
こととなった。そこで、職員の安全の確保及び健康の保持増進と快適な職場環境の形成を促進するた
めに、安全衛生管理室が発足した。当室は、安全衛生パトロールを中心とした安全指導、各種安全教
育による啓発活動、労働安全衛生法はじめ関係法令順守のための技術支援を行っている。 
 
２．組織構成 
 
安全衛生管理室は、副所長を室長とし、10 名の教授・准教授からなる室員、及び専門別の 5 班から
構成される。各班には班長をおく。室長、室員、及び班長は、安全または衛生に関して経験を有する
委員として、安全衛生委員会へ出席し、労働安全衛生に関して具体的な意見を提示し、問題解決に当
たっている。また、研究部・附属施設・支援組織の代表者からなる安全衛生連絡会議を下部組織に配
し、安全衛生管理室が企画・提案する事項や報告事項等を全職員に周知・徹底するとともに、研究室
等からの意見・要望を安全衛生委員会へフィードバックしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３．2018年度の主な活動 
 
１．１ 安全衛生管理班 
（労働安全衛生法に基づく、安全管理及び健康管理に関する事項） 
 
(1) 安全衛生巡視 
安全・衛生管理者１名、安全衛生管理室員（安全衛生管理班２名及び化学班２名）より２名、教授、
准教授、講師等からなる教職員２名、計５名で編成した巡視員により毎週１回実施した。実験室およ
び居室等（のべ部屋数 585室）を 43回に分けて巡視した。所長による巡視を、このうち 1 回として 2018
年 7 月 3 日に実施した。毎月１回の産業医巡視も併せて実施した。指摘事項は巡視結果報告書として
研究室に送付し、これに対する改善報告書を安全衛生委員会に報告した。さらに安全衛生連絡会議で
各研究室の安全衛生連絡担当者に周知し、研究室への情報普及に努めた。11 月には附属量子エネルギ
ー材料科学国際研究センターの産業医巡視に安全衛生管理班も随行した。 
 
(2) 健康診断 
一般定期健康診断、特殊健康診断（放射線取扱者、有機溶剤取扱者、特定化学物質取扱者、石綿及び
じん肺）を実施した。2018 年度一般定期健康診断受診率は 99.6%であり、昨年度に引き続き、高い受
診率であった。(2017年度：99.3％、2016 年度：98.6％、2015 年度：98.6％、2014 年度：97.9%、2013
年度：96.8%、2012 年度：97.6%、2011年度：95.4％）。 
 
(3) 労働安全衛生の周知 
当室の取り組みや労働安全衛生に関する情報を所員と共有するために、ホームページに安全衛生連絡
会議の資料や各種マニュアル・届出様式などを掲載した。また、本学安全衛生管理指針を配布してい
る。冊子版の金研安全マニュアルについて改訂を行い、2019 年 3 月に発行した。また、安全衛生教育
記録の記録保存を行った。 
 
(4) 作業環境測定 
2017 年下半期の測定結果は 38 実験室（延べ対象物質 91）について測定を実施した。2018 年上半期は
39 実験室（延べ対象物質 84）について測定を実施した。2018年上期の結果では、すべての実験室にお
いて良好な作業環境（第 1 管理区分（適切））が保たれていた。2018 年下半期は 41 実験室について測
定を実施した。 
 
(5) 労働安全衛生法に関する届出の提出 
労働安全衛生法第 88条第 2 項による設置等に届出の必要な装置（エックス線装置の新規設置７台、局
所排気装置（粉じん）の新規設置届１台）について、仙台労働基準監督署への届出の支援を行った。 
 
(6) 金研安全週間 
2018 年 7 月 1 日から７日の期間で金研安全週間の啓発を行った。１号館および２号館玄関に垂れ幕を
掲示し、所内の職員に対して安全週間の周知を行った。金研安全の日の特別講演会として、7 月 13 日
に産業技術総合研究所 安全科学研究部門 上級主任研究員松永猛裕 氏を講師に招き、演題「化学実験
室の発火・爆発危険性とその対策」として講演を行った。57名の出席者をえた。 
 
(7) 事故報告書・ヒヤリハット報告書 
本所内で発生した事故報告書およびヒヤリハット報告書の報告を受付し、状況及び再発防止対策の支
援を行った。これらの報告書については安全委衛生委員会等で報告し、本所内に事故防止のための事
例として周知した。 
 
(8) リスクアセスメントの実施 
化学物質等のリスクアセスメントが義務化されているため、これを周知した。2018 年度分の実施結果
について集計した。 
 
(9) レーザー機器およびレーザ機器管理者の管理および安全教育 
レーザーによる障害防止対策要項および本学の安全衛生管理指針等に基づき、各研究室のレーザー機
器管理者の選任と、金研内で設置されている高出力レーザー機器を調査した。レーザー機器使用中の
事故防止のため、2018年 6月 18 日に本研究所 藤原宏平 講師を講師として、レーザー光線による健康
障害、レーザー機器の安全対策、保護具等に関する安全教育を実施し、22名の参加者を得た。 
 
(10) 高圧ガス保安法に関する届出の提出 
高圧ガス保安法第 63条による高圧ガスを消費する者の事故届について、仙台市長へ 1件の支援を行っ
た。高圧ガス保安法第 14条による第一種高圧ガス製造の軽微変更等届出について、仙台市長へ 1 件の
支援を行った。第一種高圧ガス製造施設に関する仙台市長へ保安検査申請の支援を行った。 
 
(11) 高圧ガス（一般）保安教育実施 
本所は高圧ガス保安法による第一種貯蔵所に指定され、高圧ガスボンベの適正な管理が求められてい
るとともに、同法第 27 条第 4 項にもとづく保安教育の実施が義務付けられている。2018 年 6 月 29 日
に太陽日酸株式会社 東北支社技術部技術課 迎博信 氏を講師として、高圧ガスによる事故事例、高圧
ガスの安全な取り扱い等の安全教育を実施し、79 名の出席者をえた。 
 
(12) 各制度に基づく届出 
PRTR制度に基づき、2017年度分の第一種指定物質の排出量および移動量の届出のため、本所の当該物
質について集計し、環境安全推進課に報告した。有害物ばく露作業報告制度に基づき、2018 年分の対
象物質について集計し、環境安全推進課に報告した。 
 
(13) 緊急時に対応するための備品の保守・管理 
本所ではＡＥＤ３台を管理し、目視点検を行った。バッテリーおよびパットカーリッジ定期交換を各
１台について実施した。緊急時に対応するため、空気呼吸器を２台、担架２台を常備し、自主点検を
実施した。ヘルメットについて、古くなったものを更新した。 
 
 
１．２ 化学班 
（化学薬品の在庫・保管管理、排気・排水・廃液の管理に関する事項） 
 
(1) 化学薬品の取り扱いおよび管理 
化学薬品の試薬の安全な取り扱いに関して、色川俊也 産業医・准教授、我妻和明 教授・化学班長、
野村明子 技術職員、坂本冬樹 技術職員の講演による安全教育を、化学薬品等を使用する全教職員・
学生を対象に 2018 年 5 月 31 日に実施し、59 名の参加者を得た。本学規程による化学物質等分野別等
管理責任者の選任・解任に係る手続きの支援を行った。 
 
(2) 危険物質総合管理システム(IASO)による化学薬品・高圧ガスボンベの管理 
危険物質総合管理システムが本年度に新システムに移行した。これに伴い、ユーザーへの説明と周知
を行った。IASO システム管理として、薬品のマスター登録・高圧ガスボンベ品のマスター登録、ユー
ザー登録・抹消、保管場所登録等を行った。IASO システムで作成した台帳を使い、安全衛生巡視等の
中で薬品・高圧ガスボンベの管理状況について確認した。また、廃液の排出責任者についても登録・
抹消の申請を行った。 
 
(3) 排水の管理 
研究所の排水が公共下水道へ接続する最終枡（3 号枡）における pH は、下水道法の定める仙台市の検
査においては排水基準以内にある。それに加えて、環境保全センターによる測定、さらに、2009年 10
月より自動 pH測定装置を導入して連続測定を行い、pH の日間変動について調査を行っている。正確な
測定値を得るために測定装置のメンテナンスを行い、その時間／日間変動については引き続き詳細な
測定を行っている。実験廃水の放出を行わないことは言うまでもないが、生活排水における油分およ
びアルカリ性洗剤の排出抑制についても徹底するように、継続して啓蒙活動を行った。 
 
(4) 局所排気装置の定期自主点検の実施 
局所排気装置（ドラフトチャンバー）は、労働安全衛生法第 45条により定期に自主点検を行う必要が
ある。そのため、点検を実施する職員を対象として風量測定器の貸出し、本所内の局所排気装置の点
検を行い、目視点検に異常がなく、制御風速以上の風速を確保していることを確認した。 
 
(5) 退職教員の研究室の薬品、廃液、高圧ガスボンベの点検 
薬品の処分状況、廃液タンクの排出および高圧ガスボンベの返却について徹底されるように支援した。 
 
(6) 不明廃薬品の処分 
年 2回（7月・12月）の回収・処分および臨時回収・処分（2月）を行った。 
 
 
１．３ ライフライン班 
（電気・ガス・上下水道の管理、防火・防災に関する事項） 
 
 
(1) 電気設備点検 
研究室依頼に基づき、ヒューズ付ナイフスイッチを安全性の高い漏電ブレーカーへの更新を行った。 
 
(2) ガス設備点検 
都市ガス漏えい点検（法定点検）を行い、指摘事項の改善を行った。 
 
(3) 上下水道点検 
定期的に水道使用量を把握し、漏水が発生していないかチェックを行った。 
 
(4) 防災関係 
2018年 11月 7日の防災訓練において、地震想定の総合訓練（緊急地震速報による通報訓練、避難訓練、
救助訓練）と３・４号館および強磁場センターの各研究部門の教員等 2 名に放水まで行う屋内消火栓
の使用方法訓練、参加者全員への消火器と避難器具の使用方法説明を実施した。また、2018 年 8月 28
日に消防設備業者の指導による自衛消防班の屋内消火栓放水訓練を実施した。大学本部による総合防
災訓練では、本部からの要請にもとづき訓練に参加し大学本部への情報伝達訓練を実施した。 
 
(5) ガス系消火器の更新 
ガス系消火器（二酸化炭素、ハロン）について、昨年周知した耐用年数を踏まえた更新の取り扱いに
もとづき必要な更新を順次実施している。 
 
(6) 各建物の防火・防災自主点検 
2017 年 7 月に実験室・居室および事務室に係る自主点検（防火点検を兼ねる）およびエアコン管理状
況調査を実施した。吸気呼吸器（ライフゼム）、担架の点検を行った。 
 
(7） 防火・防災関連用品等の整備 
災害時の防災食品については消費期限が間近なものの入れ替え及び用品等の維持管理を行った。避難
場所には避難場所を示す表示パネルを設置した。災害時の防災用品等の維持管理に加え、化学事故に
対応できる防毒マスクを整備した。 
 
(8) ハザードマップの整備 
災害時の消防局への情報提供や迅速な対応が可能なように実験室等毎に室内の危険物等の配置を示し
たハザードマップを整備した。また、所内のみ閲覧可能なインターネットホームページ上に掲載ペー
ジを作成し、随時閲覧、ファイルのダウンロードを可能な状態にした。 
 
１．４ 放射線管理班 
（放射性物質・核燃料物質・放射線発生装置・エックス線発生装置等の管理に関すること） 
 
(1) 作業環境測定 
放射線管理区域については作業環境測定士により毎月、また、エックス線発生装置については作業主
任者およびエックス線検査員により 6ヶ月に 1回の頻度で、自主点検を実施した。 
 (2) 放射線業務従事者再教育 
放射線障害防止法に基づき、放射線業務従事者に対して、教育訓練を 2018年 4月 13 日に実施した。 
 
(3) 核燃料物質の使用変更承認申請 
原子炉等規制法に基づき、U-233の年間予定使用量及び最大収納量の変更について 2018年 6月 27日付
をもって原子力規制庁に申請し、2018年 8月 1日に承認された。 
 
(4) 社会貢献 
福島原発事故による、県内の水道水・河川水等の放射能汚染の検査依頼が環境・安全推進室（大学本
部）を通して自治体からあり、測定を実施し、結果を報告した。 
 
(5) 放射線管理状況報告書提出 
2018年 6月 19日付け原子力規制委員会に提出した。報告にあたっては報告書案をアルファ放射体実験
室 白崎謙次 放射線取扱主任者が作成し、経理課長の決裁を受けた。 
 
(6) 核燃料物質在庫変動等供給当事国別明細報告書等の提出 
アルファ放射体実験室笠田竜太（4 月-11 月）白崎謙次（12 月以降） 計量管理責任者より提出を受け
た当該報告書に対し、総長印押印依頼および原子力規制委員会への提出依頼を本部環境安全推進課に
依頼した。 
 
(7) 核燃料物質実在庫量明細書・供給当事国別明細報告書・収支報告書の提出 
アルファ放射体実験室 計量管理責任者より提出を受けた当該報告書に対し、総長印押印依頼および原
子力規制委員会への提出依頼を本部環境安全推進課に依頼した。 
 
(8) サイト内建物報告書の提出 
2018年 1月 15日付け原子力規制委員会に提出した。報告にあたっては報告書案をアルファ放射体実験
室永井満家 技術専門職員が作成し、アルファ放射体実験室長の決裁を受けた。 
 
１．５ 低温・高圧ガス班 
（液体ヘリウム・液体窒素・高圧ガスの取扱いに関すること） 
 
(1) 液体寒剤の管理 
金研事業場内における液体窒素及びヘリウムの供給施設の適切な管理（高圧ガス保安法に基づく日常
点検、定期自主点検および監視カメラや見回りによる安全確認）を行った。また、液体寒剤および供
給施設利用に関するトラブルシューティングや、低温技術や寒剤容器固定方法に関する個別指導・新
規提案を行った。 
 
(2) 液体窒素容器の管理 
各研究部門、センター等の所有する液体窒素容器の情報（容量、製造年月日、検査年月日、容器番号
等）を集約し、高圧ガス保安法で定められる容器検査の時期の通達や容器検査の申し込み方法に関す
る指導を行った。 
 
(3) 高圧ガス保安教育（低温技術講習会および e-learning） 
金研内の液体寒剤使用研究室を対象とした、高圧ガス保安法と液体寒剤の安全な利用に関する保安講
習会を 2018 年 4 月 26 日に行った。また、金属材料研究所から液体窒素の供給を受けている他部局の
代表教員にもこの保安講習を受講してもらい、その後、その代表教員が所属部局で行う安全教育の実
施に対する支援（資料提供や指導内容相談等）を行った。 
金研内の液体寒剤利用者に対しては、上記保安講習に加え低温寒剤の安全な利用に関する
e-learning システム（Web ページを用いた教育コンテンツ）の受講を義務化している。新規採用・入
学、卒業や移動による登録内容の更新といった e-learningシステムデータの運営管理を行った。加え
て各研究部門、センター等における教職員・学生の受講状況の調査を行い、学生の卒業・職員の移動
に伴う登録データの更新を行った。 
  
(4) 高圧ガス保安法に関わる立入検査 
仙台市消防局による第一種高圧ガス製造所（ヘリウムガス回収システム、液体窒素貯槽を含む設備）
に関わる法定立入検査を 2018年 5月 29 日に受検し、合格した。 
また、11 月 19 日に行われた同消防局による第一種貯蔵所（極低温科学センターを除く金研敷地内）
に係わる、立入り検査（安全衛生管理班担当）への協力を行った。 
 
以上 
第７章 材料分析研究コア 
 
【構成員】 
コア長・教授（兼）： 我妻 和明 ／ 教授（兼）： 今野 豊彦 
助手： 中山 健一、長迫 実、大和田 めぐみ 
技術職員： 板垣 俊子、伊藤 俊、坂本 冬樹、千葉 友幸、島田 温彦、椛沢 祐輔、(兼)青柳 英二 
 
１．はじめに 
 
材料分析研究コアの主な業務は、本所および学内他部局の研究者からの依頼に基づく金属・無機材
料等の元素分析、ならびに透過電子顕微鏡による組織・構造解析の技術支援である。また元素分析に
関連し、従来の方法では対応が困難な試料に対する分析法の研究開発にも取り組んでいる。 
 
２．組織構成 
 
 2018 年度は、助手 3 名とテクニカルセンターの評価・分析技術グループに所属する技術職員 7 名(再
雇用職員(兼務)1 名を含む)の合計 10 名が実務を担当した。 
 
３．活動状況 
 
３.１ 分析・支援業務状況 
（１）元素分析 
金属・無機材料等の元素分析の実施状況を表１に示す。利用者の内訳は、本所（17 研究室）多元物
質科学研究所（3 研究室）、大学院工学研究科・工学部（2 研究室）、大学院理学研究科・理学部（1 研
究室）、大学院環境科学研究科（1 研究室）、未来科学技術共同研究センター（１研究室）、材料科学高
等研究所 (2 研究室)であった。 
 
（２）透過電子顕微鏡 
透過電子顕微鏡による技術支援の実施状況を表２に示す。利用者の内訳は、本所（16 研究室）、未来
表１．元素分析の分析成分数または分析試料数 
元素分析、分析成分数/年  （蛍光 X 線分析、分析試料数/年） 
ICP 発光分光分析法等*1 ガス分析*2 蛍光 X 線分析 
所内 所外 所内 所外 所内 所外 
981 332 295 106 12 7 
*1：ICP 発光分光分析法、ICP 質量分析法、吸光光度法、原子吸光法、重量法、容量法、 
イオンクロマトグラフィー 
*2：酸素、窒素、炭素、硫黄、水素分析 
 
科学技術共同研究センター（2研究室）、学際科学フロンティア研究所（1 研究室）、大学院環境科学研
究科（1研究室）、材料科学高等研究所 (1研究室)、大学院工学研究科・工学部（7 研究室）、多元物質
科学研究所（9研究室）、電気通信研究所（2研究室）であった。 
３.２ 研究成果 
 実務担当者が携わった分析方法開発・検討実験等の発表実績について、国内外の学術雑誌等に掲載
された論文等が 9件、学協会等における発表等が 12件あった。 
 鉄鋼試料の表面積と酸素分析値の相関から、試料表面の吸着または化合した酸素量と試料バルク部
分の酸素含有量を分離して定量する方法を提案した。特に、酸素含有量が 10 µg g-1未満の場合、表面
酸素の寄与を差し引くことで酸素定量の精確度を改善することができた。 (Ref. 1) 。 
 新規窒化物蛍光体β-Sr0.98Eu0.02AlSi4N7単結晶を合成し、波長 400nm の励起光下においてピーク波長
541nm で蛍光を発することを見いだした。さらに、走査透過電子顕微鏡観察により本物質の内部欠陥の
双晶界面構造を原子スケールで可視化すると共に、α-Sr0.98Eu0.02 AlSi4N7のポリモルフである単斜晶構
造を有する事を明らかにした。 (Ref. 2) 。 
 
Ref. 1  千葉友幸, 我妻和明, 高田九二雄, 安彦兼次: 不活性ガス融解–赤外線吸収法による鋼試料の酸
素定量値と試料表面積の相関に基づいた表面吸着または化合した酸素量の評価, 鉄と鋼, 104, 
61–63 (2018). 
Ref. 2  F. Yoshimura, H. Yamane, M. Nagasako: Synthesis, crystal structure, and luminescence 
properties of a new nitride polymorph, β-Sr0.98Eu0.02AlSi4N7, J. Solid State Chem., 
258 ,664–673 (2018). 
 
４．今後の課題 
 
 主な業務のひとつである金属・無機材料等の元素分析においては、分析値の精確度の確保が常
に重要である。老朽化した装置の更新を進めると共に、分析プロセス全般にわたる技術的検討や
研究開発を引き続き行うことにより、分析依頼に対応する技術支援の維持・改善を図っていく。 
 電子顕微鏡観察においては、データの品質が装置の性能によって大きく制限されるため、現有
装置では今日的研究課題の遂行が困難となりつつある。従って、老朽・陳腐化した装置の計画的
更新を進める。また、電子顕微鏡技術は習得にかなりの期間を要するため、支援内容の中心が機
器利用から実験代行へシフトしている。しかしながら、正しいデータの解釈のためには、利用者
自身が実験方法について精通していることが望ましいため、利用者に技術習得を促すと共に、十
分なトレーニングを提供できるように体制を整える。 
表２．透過電子顕微鏡等の稼働時間 
 稼働時間、時間／年 （イオンスライサー、個／年） 
透過電子顕微鏡 
(Em-002B,) 
透過電子顕微鏡 
（2000EX-2） 
収差補正顕微鏡 
(JEM-ARM200F) 
イオン 
ミリング装置 
イオン 
スライサー装置 
所内 所外 所内 所外 所内 所外 所内 所外 所内 所外 
319.5 
(90 件) 
794.5 
(151 件) 
404 
(92 件) 
461.5 
(106 件) 
469 
(66 件) 
179.5 
(26 件) 
1704 
(96 件) 
153.5 
(9 件) 31 23 
 
 
付録-１ 2018年ISI対象文献一覧
学術雑誌名 IF(2018) 掲載論文数N
ABSTRACTS OF PAPERS OF THE AMERICAN CHEMICAL SOCIETY * 1
ACS APPLIED MATERIALS & INTERFACES 8.456 4
ACS NANO 13.903 1
ACTA BIOMATERIALIA 6.638 1
ACTA MATERIALIA 7.293 10
ACTA METALLURGICA SINICA 0.758 1
ADDITIVE MANUFACTURING 7.173 4
ADVANCED ELECTRONIC MATERIALS 6.312 2
ADVANCED ENERGY MATERIALS 24.884 1
ADVANCED ENGINEERING MATERIALS 2.906 1
ADVANCED FUNCTIONAL MATERIALS 15.621 1
ADVANCED LASER PROCESSING AND MANUFACTURING II * 1
ADVANCED MATERIALS 25.809 1
ADVANCED SCIENCE 15.804 1
AIP ADVANCES 1.579 10
ANGEWANDTE CHEMIE-INTERNATIONAL EDITION 12.257 2
APL MATERIALS 4.296 2
APPLIED PHYSICS EXPRESS 2.772 5
APPLIED PHYSICS LETTERS 3.521 19
APPLIED SURFACE SCIENCE 5.155 1
BUNSEKI KAGAKU 0.382 1
CALPHAD-COMPUTER COUPLING OF PHASE DIAGRAMS AND
THERMOCHEMISTRY
2.652 1
CARBON 7.466 3
CERAMICS INTERNATIONAL 3.45 1
CHEMICAL PHYSICS 1.822 1
CHEMICAL SCIENCE 9.556 1
CHEMISTRY LETTERS 1.485 5
CHEMISTRY OF MATERIALS 10.159 1
CHEMISTRY-A EUROPEAN JOURNAL 5.16 3
CHINESE PHYSICS B 1.469 1
COGENT PHYSICS * 1
CONDENSED MATTER * 1
CRYSTAL GROWTH & DESIGN 4.153 10
CRYSTALS 2.061 3
CRYSTENGCOMM 3.382 1
CURRENT OPINION IN ELECTROCHEMISTRY * 1
DALTON TRANSACTIONS 4.052 1
ELECTROCHEMISTRY COMMUNICATIONS 4.197 1
ELECTROCHIMICA ACTA 5.383 1
EUROPEAN PHYSICAL JOURNAL B 1.44 1
EXPERIMENTAL MECHANICS 2.256 1
FRONTIERS IN CHEMISTRY 3.782 1
FUSION ENGINEERING AND DESIGN 1.457 1
GEOCHEMISTRY GEOPHYSICS GEOSYSTEMS 2.946 1
GREEN CHEMISTRY 9.405 1
HIGH TEMPERATURE MATERIALS AND PROCESSES 0.427 1
IEEE TRANSACTIONS ON APPLIED SUPERCONDUCTIVITY 1.692 10
IEEE TRANSACTIONS ON MAGNETICS 1.651 2
IEEE TRANSACTIONS ON NUCLEAR SCIENCE 1.428 5
INORGANIC CHEMISTRY 4.85 3
INORGANIC CHEMISTRY FRONTIERS 5.934 1
INTERMETALLICS 3.353 1
INTERNATIONAL JOURNAL OF ADVANCED MANUFACTURING TECHNOLOGY 2.496 1
INTERNATIONAL JOURNAL OF HYDROGEN ENERGY 4.084 2
INTERNATIONAL JOURNAL OF MECHANICAL SCIENCES 4.134 1
INTERNATIONAL JOURNAL OF MICROGRAVITY SCIENCE AND APPLICATION * 1
ISIJ INTERNATIONAL 1.427 7
JAPANESE JOURNAL OF APPLIED PHYSICS 1.471 16
JETP LETTERS 1.412 1
JOURNAL OF ALLOYS AND COMPOUNDS 4.175 12
JOURNAL OF APPLIED PHYSICS 2.328 6
JOURNAL OF ASIAN CERAMIC SOCIETIES 2.395 2
JOURNAL OF BIOMEDICAL MATERIALS RESEARCH PART A 3.221 1
JOURNAL OF BIOMEDICAL MATERIALS RESEARCH PART B-APPLIED
BIOMATERIALS
2.674 1
JOURNAL OF CATALYSIS 7.723 1
JOURNAL OF CRYSTAL GROWTH 1.573 14
JOURNAL OF ENERGY CHEMISTRY 5.162 1
JOURNAL OF ENGINEERING SCIENCE AND TECHNOLOGY * 1
JOURNAL OF FUSION ENERGY 0.644 1
JOURNAL OF HIGH ENERGY PHYSICS 5.833 1
JOURNAL OF INSTRUMENTATION 1.366 2
JOURNAL OF LUMINESCENCE 2.961 3
JOURNAL OF MAGNETIC RESONANCE 2.689 1
JOURNAL OF MAGNETISM AND MAGNETIC MATERIALS 2.683 6
JOURNAL OF MATERIALS CHEMISTRY A 10.733 1
JOURNAL OF MATERIALS SCIENCE 3.442 1
JOURNAL OF MINERALOGICAL AND PETROLOGICAL SCIENCES 1.472 3
JOURNAL OF MOLECULAR LIQUIDS 4.561 1
JOURNAL OF NON-CRYSTALLINE SOLIDS 2.6 4
JOURNAL OF NUCLEAR MATERIALS 2.547 4
JOURNAL OF PHOTOCHEMISTRY AND PHOTOBIOLOGY A-CHEMISTRY 3.261 1
JOURNAL OF PHOTOCHEMISTRY AND PHOTOBIOLOGY B-BIOLOGY 4.067 1
JOURNAL OF PHOTOPOLYMER SCIENCE AND TECHNOLOGY 0.934 1
JOURNAL OF PHYSICAL CHEMISTRY C 4.309 3
JOURNAL OF PHYSICAL CHEMISTRY LETTERS 7.329 2
JOURNAL OF PHYSICS D-APPLIED PHYSICS 2.829 11
JOURNAL OF PHYSICS-CONDENSED MATTER 2.711 4
JOURNAL OF POWER SOURCES 7.467 1
JOURNAL OF RADIOANALYTICAL AND NUCLEAR CHEMISTRY 1.186 1
JOURNAL OF SOL-GEL SCIENCE AND TECHNOLOGY 1.986 1
JOURNAL OF SOLID STATE CHEMISTRY 2.291 1
JOURNAL OF SYNCHROTRON RADIATION 2.452 1
JOURNAL OF THE AMERICAN CERAMIC SOCIETY 3.094 3
JOURNAL OF THE AMERICAN CHEMICAL SOCIETY 14.695 1
JOURNAL OF THE CERAMIC SOCIETY OF JAPAN 1.108 4
JOURNAL OF THE ELECTROCHEMICAL SOCIETY 3.12 2
JOURNAL OF THE EUROPEAN CERAMIC SOCIETY 4.029 2
JOURNAL OF THE JAPAN INSTITUTE OF METALS 0.36 3
JOURNAL OF THE MECHANICAL BEHAVIOR OF BIOMEDICAL MATERIALS 3.485 1
JOURNAL OF THE PHYSICAL SOCIETY OF JAPAN 1.57 18
JOURNAL OF WUHAN UNIVERSITY OF TECHNOLOGY-MATERIALS SCIENCE
EDITION
0.605 2
MACROMOLECULES 5.997 1
MAGNETOCHEMISTRY * 1
MATERIALS 2.972 6
MATERIALS & DESIGN 5.77 1
MATERIALS CHARACTERIZATION 3.22 4
MATERIALS CHEMISTRY AND PHYSICS 2.781 2
MATERIALS CHEMISTRY FRONTIERS * 1
MATERIALS LETTERS 3.019 2
MATERIALS RESEARCH LETTERS 7.44 2
MATERIALS SCIENCE & ENGINEERING C-MATERIALS FOR BIOLOGICAL
APPLICATIONS
4.959 2
MATERIALS SCIENCE AND ENGINEERING A-STRUCTURAL MATERIALS
PROPERTIES MICROSTRUCTURE AND PROCESSING
4.081 6
MATERIALS SCIENCE AND TECHNOLOGY 1.938 1
MATERIALS TODAY-PROCEEDINGS * 1
MATERIALS TRANSACTIONS 0.764 15
METALLURGICAL AND MATERIALS TRANSACTIONS A-PHYSICAL METALLURGY
AND MATERIALS SCIENCE
1.985 2
METALLURGICAL AND MATERIALS TRANSACTIONS B-PROCESS METALLURGY
AND MATERIALS PROCESSING SCIENCE
1.952 1
METALS 2.259 1
MICROCHEMICAL JOURNAL 3.206 1
MICROSCOPY 1.776 1
MOLECULES 3.06 2
NANO ENERGY 15.548 1
NANO RESEARCH 8.515 1
NANOSCALE 6.97 1
NATURE 43.07 1
NATURE COMMUNICATIONS 11.878 6
NATURE MATERIALS 38.887 1
NATURE PHOTONICS 31.583 1
NEURO-ONCOLOGY 10.091 1
NPJ QUANTUM MATERIALS * 1
NUCLEAR INSTRUMENTS & METHODS IN PHYSICS RESEARCH SECTION A-
ACCELERATORS SPECTROMETERS DETECTORS AND ASSOCIATED
EQUIPMENT
1.433 4
NUCLEAR INSTRUMENTS & METHODS IN PHYSICS RESEARCH SECTION B-
BEAM INTERACTIONS WITH MATERIALS AND ATOMS
1.21 1
NUCLEAR MATERIALS AND ENERGY 2.025 2
OPTICAL MATERIALS 2.687 6
OPTICS AND LASER TECHNOLOGY 3.319 1
OXIDE-BASED MATERIALS AND DEVICES IX * 1
PHILOSOPHICAL MAGAZINE 1.855 4
PHYSICA B-CONDENSED MATTER 1.874 15
PHYSICA C-SUPERCONDUCTIVITY AND ITS APPLICATIONS 0.985 1
PHYSICA STATUS SOLIDI B-BASIC SOLID STATE PHYSICS 1.454 4
PHYSICAL CHEMISTRY CHEMICAL PHYSICS 3.567 3
PHYSICAL REVIEW APPLIED 4.532 1
PHYSICAL REVIEW B 3.736 35
PHYSICAL REVIEW C 3.132 1
PHYSICAL REVIEW E 2.353 2
PHYSICAL REVIEW LETTERS 9.227 10
PHYSICAL REVIEW MATERIALS 2.926 6
PHYSICS AND CHEMISTRY OF MINERALS 1.476 2
PLOS ONE 2.776 1
POLYMER JOURNAL 2.639 1
POLYMERS 3.164 1
POWDER TECHNOLOGY 3.413 1
PROCEEDINGS OF THE 18TH INTERNATIONAL CONFERENCE ON
ENVIRONMENTAL DEGRADATION OF MATERIALS IN NUCLEAR POWER
SYSTEMS - WATER REACTORS, VOL 2
* 1
PROCEEDINGS OF THE JOINT CONFERENCE ON QUASIELASTIC NEUTRON
SCATTERING AND THE WORKSHOP ON INELASTIC NEUTRON SPECTROMETERS
(QENS/WINS 2016): PROBING NANOSCALE DYNAMICS IN ENERGY RELATED
MATERIALS
* 3
PROCEEDINGS OF THE NATIONAL ACADEMY OF SCIENCES OF THE UNITED
STATES OF AMERICA
9.58 1
PROTECTION OF METALS AND PHYSICAL CHEMISTRY OF SURFACES 0.787 1
RADIATION MEASUREMENTS 1.435 1
RARE METAL MATERIALS AND ENGINEERING 0.381 1
RSC ADVANCES 3.049 3
SCIENCE ADVANCES 12.804 3
SCIENCE AND TECHNOLOGY OF ADVANCED MATERIALS 3.585 1
SCIENTIFIC REPORTS 4.011 11
SCRIPTA MATERIALIA 4.539 9
SHOCK COMPRESSION OF CONDENSED MATTER - 2017 * 1
SOLID STATE LASERS XXVII: TECHNOLOGY AND DEVICES * 1
SPECTROCHIMICA ACTA PART B-ATOMIC SPECTROSCOPY 3.101 4
SUPERCONDUCTOR SCIENCE & TECHNOLOGY 2.489 3
SURFACE & COATINGS TECHNOLOGY 3.192 1
SURFACE AND INTERFACE ANALYSIS 1.319 1
TETSU TO HAGANE-JOURNAL OF THE IRON AND STEEL INSTITUTE OF JAPAN 0.423 5
THIN SOLID FILMS 1.888 1
TOHOKU JOURNAL OF EXPERIMENTAL MEDICINE 1.584 1
TRANSACTIONS OF THE INDIAN CERAMIC SOCIETY 1.014 1
2018 CONFERENCE ON PRECISION ELECTROMAGNETIC MEASUREMENTS
(CPEM 2018)
* 1
2018 IEEE INTERNATIONAL MAGNETIC CONFERENCE (INTERMAG) * 2
22ND MEETING OF THE INTERNATIONAL COLLABORATION ON ADVANCED
NEUTRON SOURCES (ICANS XXII)
* 1
28TH INTERNATIONAL CONFERENCE ON LOW TEMPERATURE PHYSICS (LT28) * 8
7TH AIC-ICMR ON SCIENCES AND ENGINEERING 2017 * 1
全論文数 ： 533
平均Impact Factor ： 3.573
： IF ≧ 10
： 3 ≦ IF ≦ 9.999
： IF ≦ 2.999
* ： Not Available
付録-２ 被引用数に見る分野別研究機関ランキング
１．材料科学(Materials Science)分野について
Ranking Institutions Papers Cites Cites/Paper
1 CHINESE ACADEMY OF SCIENCES 44,717 1,008,915 22.56
2
UNITED STATES DEPARTMENT OF ENERGY
(DOE) 16,631 537,332 32.31
3 UNIVERSITY OF CALIFORNIA SYSTEM 12,000 447,615 37.3
4
CENTRE NATIONAL DE LA RECHERCHE
SCIENTIFIQUE (CNRS) 20,941 352,839 16.85
5 NANYANG TECHNOLOGICAL UNIVERSITY 6,038 218,934 36.26
5
NANYANG TECHNOLOGICAL UNIVERSITY &
NATIONAL INSTITUTE OF EDUCATION (NIE)
SINGAPORE
6,038 218,934 36.26
7
SWISS FEDERAL INSTITUTES OF
TECHNOLOGY DOMAIN 7,438 215,850 29.02
8
UNIVERSITY OF CHINESE ACADEMY OF
SCIENCES, CAS 10,671 210,463 19.72
9 TSINGHUA UNIVERSITY 9,971 208,169 20.88
10
MASSACHUSETTS INSTITUTE OF
TECHNOLOGY (MIT) 4,299 201,560 46.89
11 UNIVERSITY OF TEXAS SYSTEM 5,118 173,082 33.82
12 UNIVERSITY SYSTEM OF GEORGIA 4,942 165,361 33.46
13 MAX PLANCK SOCIETY 5,352 164,793 30.79
14 STANFORD UNIVERSITY 2,918 160,672 55.06
15 NATIONAL UNIVERSITY OF SINGAPORE 4,858 157,919 32.51
16 UNIVERSITY OF CALIFORNIA BERKELEY 3,387 156,555 46.22
17 GEORGIA INSTITUTE OF TECHNOLOGY 4,434 155,638 35.1
18 HELMHOLTZ ASSOCIATION 9,047 153,188 16.93
19
INDIAN INSTITUTE OF TECHNOLOGY
SYSTEM (IIT SYSTEM) 12,806 137,880 10.77
20 PEKING UNIVERSITY 5,024 133,603 26.59
21 ZHEJIANG UNIVERSITY 6,563 131,920 20.1
22 SHANGHAI JIAO TONG UNIVERSITY 7,662 130,828 17.07
23 FUDAN UNIVERSITY 4,024 129,656 32.22
24
LAWRENCE BERKELEY NATIONAL
LABORATORY 2,757 128,166 46.49
25 NORTHWESTERN UNIVERSITY 3,336 125,239 37.54
26
PENNSYLVANIA COMMONWEALTH SYSTEM
OF HIGHER EDUCATION (PCSHE) 4,849 124,384 25.65
27 HARVARD UNIVERSITY 2,873 124,249 43.25
28 HARBIN INSTITUTE OF TECHNOLOGY 10,099 120,059 11.89
29
NATIONAL INSTITUTE FOR MATERIALS
SCIENCE 5,026 119,845 23.85
30
UNIVERSITY OF SCIENCE & TECHNOLOGY
OF CHINA 5,565 119,327 21.44
31
CONSEJO SUPERIOR DE INVESTIGACIONES
CIENTIFICAS (CSIC) 6,679 117,166 17.54
32 INSTITUTE OF CHEMISTRY, CAS 2,880 117,012 40.63
33
ECOLE POLYTECHNIQUE FEDERALE DE
LAUSANNE 2,727 116,891 42.86
34 SEOUL NATIONAL UNIVERSITY 5,184 114,578 22.1
35 UNIVERSITY OF CAMBRIDGE 3,629 112,996 31.14
36 UNIVERSITY OF TEXAS AUSTIN 2,133 111,758 52.39
37 CNRS - INSTITUTE OF CHEMISTRY (INC) 6,238 107,428 17.22
38 SUZHOU UNIVERSITY 4,246 104,517 24.62
39
KOREA ADVANCED INSTITUTE OF SCIENCE
& TECHNOLOGY (KAIST) 4,092 103,915 25.39
40 UNIVERSITY OF CALIFORNIA LOS ANGELES 2,169 99,946 46.08
41 UNIV SYS OHIO 4,839 99,245 20.51
42 OAK RIDGE NATIONAL LABORATORY 3,559 99,195 27.87
43 RICE UNIVERSITY 1,621 98,737 60.91
44
HUAZHONG UNIVERSITY OF SCIENCE &
TECHNOLOGY 5,430 97,519 17.96
45 INSTITUTE OF METAL RESEARCH, CAS 5,134 97,325 18.96
46
SOUTH CHINA UNIVERSITY OF
TECHNOLOGY 6,428 95,319 14.83
47 JILIN UNIVERSITY 5,665 95,188 16.8
48 UNIVERSITY OF ILLINOIS SYSTEM 3,400 95,011 27.94
49 IMPERIAL COLLEGE LONDON 3,377 94,760 28.06
50 SUNGKYUNKWAN UNIVERSITY 4,401 93,926 21.34
51
COUNCIL OF SCIENTIFIC & INDUSTRIAL
RESEARCH (CSIR) - INDIA 7,033 92,796 13.19
52 UNIVERSITY OF CHICAGO 3,157 90,961 28.81
53
CONSIGLIO NAZIONALE DELLE RICERCHE
(CNR) 5,462 90,655 16.6
54
CHANGCHUN INSTITUTE OF APPLIED
CHEMISTRY, CAS 2,555 90,652 35.48
55 TOHOKU UNIVERSITY 6,143 88,725 14.44
56 CENTRAL SOUTH UNIVERSITY 8,796 87,985 10
57
AGENCY FOR SCIENCE TECHNOLOGY &
RESEARCH (ASTAR) 2,928 87,784 29.98
58
UNIVERSITY OF SCIENCE & TECHNOLOGY
BEIJING 9,179 86,729 9.45
59 PENN STATE UNIVERSITY 3,364 86,146 25.61
60
POHANG UNIVERSITY OF SCIENCE &
TECHNOLOGY (POSTECH) 3,857 84,867 22
61 STATE UNIVERSITY SYSTEM OF FLORIDA 4,312 84,782 19.66
62 UNITED STATES DEPARTMENT OF DEFENSE 4,068 84,702 20.82
63
UNIVERSITY OF ILLINOIS URBANA-
CHAMPAIGN 2,814 84,411 30
64 UNIVERSITY OF NORTH CAROLINA 3,782 83,158 21.99
65 TIANJIN UNIVERSITY 5,725 82,661 14.44
66 UNIVERSITY OF MICHIGAN 2,856 80,004 28.01
66 UNIVERSITY OF MICHIGAN SYSTEM 2,856 80,004 28.01
68 XI'AN JIAOTONG UNIVERSITY 6,161 79,788 12.95
69 CITY UNIVERSITY OF HONG KONG 3,230 77,972 24.14
70 ARGONNE NATIONAL LABORATORY 2,781 77,793 27.97
71 NANJING UNIVERSITY 3,805 77,626 20.4
72
NATIONAL CENTER FOR NANOSCIENCE &
TECHNOLOGY - CHINA 1,913 74,933 39.17
73 UNIVERSITY OF TOKYO 3,805 74,155 19.49
74 SICHUAN UNIVERSITY 5,375 73,154 13.61
75 NATIONAL TAIWAN UNIVERSITY 3,574 72,887 20.39
76
JAPAN SCIENCE & TECHNOLOGY AGENCY
(JST) 2,142 72,595 33.89
77 UNIVERSITE PARIS SACLAY (COMUE) 4,056 71,208 17.56
78 SHANGHAI INSTITUTE OF CERAMICS, CAS 3,929 71,103 18.1
79 UNIVERSITY OF LONDON 3,179 70,805 22.27
80
UNIVERSITY OF CALIFORNIA SANTA
BARBARA 1,577 68,552 43.47
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Ranking Institutions Papers Cites Cites/Paper
1
UNITED STATES DEPARTMENT OF ENERGY
(DOE) 43,152 942,804 21.85
2
CENTRE NATIONAL DE LA RECHERCHE
SCIENTIFIQUE (CNRS) 54,998 935,215 17
3 UNIVERSITY OF CALIFORNIA SYSTEM 29,304 752,006 25.66
4 CHINESE ACADEMY OF SCIENCES 58,872 709,023 12.04
5 MAX PLANCK SOCIETY 22,635 533,726 23.58
6 HELMHOLTZ ASSOCIATION 24,749 468,895 18.95
7 UNIVERSITE PARIS SACLAY (COMUE) 22,880 458,308 20.03
8 RUSSIAN ACADEMY OF SCIENCES 48,343 433,443 8.97
9 UNIVERSITE PARIS SACLAY 20,117 410,890 20.43
10 ISTITUTO NAZIONALE DI FISICA NUCLEARE 20,329 384,922 18.93
11
SWISS FEDERAL INSTITUTES OF
TECHNOLOGY DOMAIN 15,086 359,832 23.85
12 CEA 16,892 351,085 20.78
13
MASSACHUSETTS INSTITUTE OF
TECHNOLOGY (MIT) 11,391 345,925 30.37
14
CONSEJO SUPERIOR DE INVESTIGACIONES
CIENTIFICAS (CSIC) 14,165 335,983 23.72
15 UNIVERSITY OF CALIFORNIA BERKELEY 9,858 311,577 31.61
16 UNIVERSITY OF TOKYO 16,475 309,805 18.8
17 UNIVERSITY OF CHICAGO 11,201 301,883 26.95
18 STANFORD UNIVERSITY 8,678 300,128 34.58
19
LAWRENCE BERKELEY NATIONAL
LABORATORY 8,591 274,828 31.99
20 SORBONNE UNIVERSITE 11,889 274,720 23.11
21 UNIVERSITE PARIS SUD - PARIS 11 10,801 248,697 23.03
２．物理学( Physics)分野について
22 UNIVERSITY OF CAMBRIDGE 9,047 236,866 26.18
23 HARVARD UNIVERSITY 7,164 229,728 32.07
24 PRINCETON UNIVERSITY 7,785 229,624 29.5
25
CNRS - NATIONAL INSTITUTE OF NUCLEAR
AND PARTICLE PHYSICS (IN2P3) 8,586 228,224 26.58
26 UNIV SYS OHIO 8,676 226,132 26.06
27 UNIVERSITY SYSTEM OF MARYLAND 8,006 220,466 27.54
28 UNIVERSITY OF OXFORD 8,289 218,344 26.34
29 CALIFORNIA INSTITUTE OF TECHNOLOGY 6,152 217,721 35.39
30 UNIVERSITY OF MARYLAND COLLEGE PARK 7,535 214,886 28.52
31 STATE UNIVERSITY SYSTEM OF FLORIDA 9,606 213,777 22.25
32
EUROPEAN ORGANIZATION FOR NUCLEAR
RESEARCH (CERN) 8,285 210,318 25.39
33 UNIVERSITY OF LONDON 8,836 206,024 23.32
34
CONSIGLIO NAZIONALE DELLE RICERCHE
(CNR) 12,388 203,601 16.44
35 UNIVERSITY OF ILLINOIS SYSTEM 7,316 201,744 27.58
36 ARGONNE NATIONAL LABORATORY 7,092 198,020 27.92
37 UNIVERSITY OF TEXAS SYSTEM 8,197 189,710 23.14
38 UNIVERSITY OF WISCONSIN SYSTEM 6,398 189,556 29.63
39 CNRS - INSTITUTE OF PHYSICS (INP) 10,118 187,868 18.57
40
PENNSYLVANIA COMMONWEALTH SYSTEM
OF HIGHER EDUCATION (PCSHE) 7,584 184,181 24.29
41
UNIVERSITY OF CALIFORNIA SANTA
BARBARA 5,359 184,163 34.37
42 ETH ZURICH 6,907 183,188 26.52
43
UNIVERSITE SORBONNE PARIS CITE-USPC
(COMUE) 6,132 181,934 29.67
44 SAPIENZA UNIVERSITY ROME 7,609 181,410 23.84
45 TSINGHUA UNIVERSITY 11,562 178,460 15.44
46 IMPERIAL COLLEGE LONDON 7,280 174,554 23.98
47
STATE UNIVERSITY OF NEW YORK (SUNY)
SYSTEM 7,407 169,935 22.94
48 LOMONOSOV MOSCOW STATE UNIVERSITY 11,409 168,441 14.76
49
COMMUNAUTE UNIVERSITE GRENOBLE
ALPES 9,351 166,776 17.84
50
UNIVERSITY OF SCIENCE & TECHNOLOGY
OF CHINA 11,689 165,877 14.19
51 OHIO STATE UNIVERSITY 5,144 165,026 32.08
52 UNIV PARIS 5,409 164,287 30.37
53 COLUMBIA UNIVERSITY 4,054 163,209 40.26
54 UNIVERSITY OF PARIS DIDEROT 5,301 163,059 30.76
55 UNIVERSITY OF MICHIGAN SYSTEM 6,490 162,986 25.11
56 UNIVERSITY OF MICHIGAN 6,488 162,979 25.12
57 UNIVERSITE GRENOBLE ALPES (UGA) 9,050 162,206 17.92
58
DEUTSCHES ELEKTRONEN-SYNCHROTRON
(DESY) 5,675 161,941 28.54
59 UNIVERSITY OF WISCONSIN MADISON 5,592 160,639 28.73
60 PEKING UNIVERSITY 10,392 160,415 15.44
61 BROOKHAVEN NATIONAL LABORATORY 6,104 159,061 26.06
62 KYOTO UNIVERSITY 9,349 157,544 16.85
63 STANFORD LINEAR ACCELERATOR CENTER 4,259 152,438 35.79
64
ECOLE POLYTECHNIQUE FEDERALE DE
LAUSANNE 5,582 151,763 27.19
65
SCIENCE & TECHNOLOGY FACILITIES
COUNCIL (STFC) 5,069 151,384 29.86
66
UNIVERSITY OF ILLINOIS URBANA-
CHAMPAIGN 5,300 150,979 28.49
67
STFC RUTHERFORD APPLETON
LABORATORY 4,950 150,126 30.33
68
JOINT INSTITUTE FOR NUCLEAR RESEARCH
- RUSSIA 8,065 149,644 18.55
69 UNIVERSITY OF MUNICH 4,809 148,874 30.96
70 UNIVERSITY OF HAMBURG 4,682 145,945 31.17
71
PSL RESEARCH UNIVERSITY PARIS
(COMUE) 6,499 144,217 22.19
72 LOS ALAMOS NATIONAL LABORATORY 6,664 143,752 21.57
73 UNIVERSITY OF WASHINGTON 4,147 142,772 34.43
74 UNIVERSITY OF WASHINGTON SEATTLE 4,117 142,526 34.62
75 UNIVERSITY OF MANCHESTER 4,554 141,093 30.98
76 UNIVERSITY COLLEGE LONDON 5,586 140,975 25.24
77 POLISH ACADEMY OF SCIENCES 8,970 140,201 15.63
78 UNIVERSITY OF PISA 4,312 139,525 32.36
79 RIKEN 7,398 138,629 18.74
80
NATIONAL RESEARCH CENTRE -
KURCHATOV INSTITUTE 7,680 138,307 18.01
81 BOSTON UNIVERSITY 3,975 138,048 34.73
82 TOHOKU UNIVERSITY 9,576 137,724 14.38
83
LAWRENCE LIVERMORE NATIONAL
LABORATORY 5,118 136,811 26.73
84 HUNGARIAN ACADEMY OF SCIENCES 5,703 136,652 23.96
85 UNIVERSITY OF GENEVA 4,750 136,561 28.75
86 UNIVERSITY OF EDINBURGH 4,481 135,606 30.26
87 CORNELL UNIVERSITY 4,023 135,363 33.65
88 UNIVERSITY OF CALIFORNIA SAN DIEGO 5,222 132,434 25.36
89 UNIVERSITY OF COLORADO SYSTEM 4,602 131,826 28.65
90
ALIKHANOV INSTITUTE FOR THEORETICAL
& EXPERIMENTAL PHYSICS 5,248 131,272 25.01
91 KARLSRUHE INSTITUTE OF TECHNOLOGY 6,254 130,635 20.89
92 NORTHWESTERN UNIVERSITY 4,047 129,492 32
93 UNIVERSITE DE LYON (COMUE) 6,204 127,850 20.61
94
INSTITUTE OF HIGH ENERGY PHYSICS -
IHEP
3,687 127,171 34.49
95 UNIVERSITY OF MINNESOTA SYSTEM 3,815 127,069 33.31
96 UNIVERSITY OF MINNESOTA TWIN CITIES 3,814 127,025 33.3
97 UNIVERSITY OF CALIFORNIA LOS ANGELES 5,174 126,722 24.49
98 UNIVERSITY OF COLORADO BOULDER 4,305 126,551 29.4
99 UNIVERSITY OF TEXAS AUSTIN 5,198 125,623 24.17
100 AUTONOMOUS UNIVERSITY OF MADRID 4,524 125,457 27.73
101 OSAKA UNIVERSITY 8,925 124,761 13.98
102 UNIVERSITY OF BRITISH COLUMBIA 4,558 124,622 27.34
103
NATIONAL INSTITUTE OF STANDARDS &
TECHNOLOGY (NIST) - USA 4,886 123,982 25.37
104
JOHANNES GUTENBERG UNIVERSITY OF
MAINZ 4,768 122,056 25.6
105 INSTITUTE OF PHYSICS, CAS 6,633 121,253 18.28
106 OAK RIDGE NATIONAL LABORATORY 5,904 120,860 20.47
107 NATIONAL UNIVERSITY OF SINGAPORE 6,318 120,292 19.04
108 INSTITUTE OF HIGH ENERGY PHYSICS, CAS 5,319 119,930 22.55
109 YALE UNIVERSITY 3,992 119,515 29.94
110
RUPRECHT KARLS UNIVERSITY
HEIDELBERG 4,589 118,781 25.88
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付録-３ Highly Cited Papersに見る本所の研究活動
Highly Cited Papers：当該分野における被引用数が世界のトップ1％の論文
１．材料科学(Materials Science)分野について
東北大学全体の材料科学分野におけるHighly Cited Papers：52編
そのうち本所の材料科学分野におけるHighly Cited Papers：13編（25.0％）
２．物理学( Physics)分野について
東北大学全体の物理学分野におけるHighly Cited Papers：121編
そのうち本所の物理学分野におけるHighly Cited Papers：35編（28.9％）
注：付録ー２「2019年7月11日のEssential Science Indicators
［2009年1月1日～2019年4月30日発表論文］の分野別ランキング」を点検評価情報DBが分析。
年 海外機関共著ISI論文(件) 全ISI論文(件) 比率(%)
2010年 193 605 31.9%
2011年 194 541 35.9%
2012年 209 545 38.3%
2013年 206 624 33.0%
2014年 196 535 36.6%
2015年 167 474 35.2%
2016年 220 508 43.3%
2017年 219 512 42.8%
2018年 221 533 41.5%
付録-４ 海外機関共著ISI対象論文数(2010年～2018年)
(Web of Scienceの2019.5.14のデータから点検評価情報DB担当が検索。)
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付録-５ ISI 対象論文被引用回数(2015 年～2018 年) 
 
 
 
   単位：編 
被引用回数 2015年 2016年 2017年 2018年 
200 以上     
100 - 199 1    
90 – 99 1    
80 – 89 1 1   
70 – 79     
60 – 69 1 3   
50 – 59 2    
40 – 49 6 2 1  
30 – 39 8 2   
20 – 29 15 8 3  
10 – 19   8 8 
9 以下     
合 計 35 16 12 8 
（2019年 5月 18 日現在） 
注： クラリベイト・アナリティクス社 Web of Scienceより集計。2015, 2016 年に公表された論文に
対しては 20 件以上引用された論文、2017,2018年に公表された論文に対しては 10 件以上
引用された論文を対象とした。 
 
№ 見学日時 件　　名 人数
1 平成30年5月16日
東北大学工学部マテリアル・開発系
「プレゼミ・フロンティア材料学入門」（1年生） 117名
2 平成30年5月24日 山形県西川町立西川中学校（2年生） 8名
3 平成30年6月11日 香港城市大学材料科学学科（2-4年生） 24名
4 平成30年6月14日 東北大学工学部生（1年生） 1名
5 平成30年7月6日 東北大学工学部生（1年生） 5名
6 平成30年7月20日 八戸北高等学校（1-3年生） 28名
7 平成30年8月3日 マテリアル・開発系サマースクール（1年生） 15名
8 平成30年8月8日 中学生（埼玉県）（1年生） 3名
9 平成30年8月20日 株式会社トーキン（企業） 3名
10 平成30年9月3日 日本建築学会大会（研究者） 20名
11 平成30年9月26日 宮城県仙台向山高等学校（1年生） 41名
12 平成30年11月1日 角田市立北角田中学校（2年生） 7名
13 平成30年11月5日 小学生の親子（1、3年生） 3名
14 平成30年11月7日 材料科学国際共同大学院（研究者・学生） 25名
15 平成30年11月9日 新庄市日新中学校（3年生） 3名
16 平成30年11月16日 仙台市立田子小学校（5、6年生） 40名
17 平成31年2月20日
日本鉄鋼協会創形創質工学部会
若手交流フォーラム（研究者） 7名
18 平成31年3月6日 東桜学館高校（1年生） 105名
405名
付録ー６ 平成30年度金研見学者リストおよび本多記念室訪問者の地域分布
金研見学者リスト
（平成30年度 情報企画室広報班調べ）
合計
所在地 人数
仙台市 71名
神奈川県 26名
宮城県 (仙台市含まず) 23名
東京都 18名
静岡県 14名
大阪府 10名
埼玉県 6名
北海道 4名
愛知県 4名
栃木県 3名
福井県 3名
広島県 3名
茨城県 2名
千葉県 2名
長野県 2名
青森県 1名
山形県 1名
三重県 1名
京都府 1名
兵庫県 1名
奈良県 1名
熊本県 1名
鹿児島県 1名
中国・上海 1名
中国・河南省 1名
不明　(記入なし) 6名
合計 207名
（平成30年度 本多記念室来客記帳簿より）
本多記念室訪問者の地域分布
あとがき 
東北大学金属材料研究所は 1916年の本多光太郎博士による臨時理化学研究所第 2部の発
足以来、金属をはじめ、半導体、セラミックス、有機材料など広範な物質･材料に関する学
理を構築し、新たな材料を創出して社会に貢献して参りました。さらには、国内外に優れ
た人材を輩出しており、今日、本研究所は国際的な中核的研究機関（COE）となっています。
第 3 期中期目標・中期計画として３つの重点分野、(１)社会基盤材料分野、(２)エネルギ
ー材料分野、 (３)エレクトロニクス材料分野について多くの研究がなされていますが、こ
れに対して、その研究成果に関する十分な評価・検証を行い、さらなる研究展望・戦略の
開始が求められています。本自己点検評価報告書はこれらの諸活動に対する評価・検証の
基礎データ資料です。 
 
金研の第 1回自己点検評価報告書の発行は 1994年で、2004年の国立大学法人化以降は毎
年編集発行され、本年発行の 2018 年度版は第 21 回目になります。他大学・他部局におい
ても自己点検評価の実施が求められていることから同様な報告書が発行されていますが、
本報告書「赤本」はそれより 10年も早く開始されたものです。20冊の赤本から本所の研究
アクティビティーの変遷・年次変化を見ることができます。 
 
本報告書は、第１部：本研究所の概要、第２部：研究活動、第３部：教育活動、第４部：
研究および教育活動に対する支援組織、および、付録で構成されています。これらの内容
には、外部評価委員会による指摘事項や東北大学本部による部局自己評価に対応した項目
が取り込まれ、部局評価、個人業績評価など、多くの評価機会において基礎データとして
使用されています。 
 
本報告書の編集には、各教員が入力した東北大学情報データベースの情報がフルに活用
されています。さらに、本所の各研究部門、センター、事務部、研究支援組織からも情報
提供いただきました。ご協力いただいた各位に対し厚く御礼申し上げます。また、本報告
書は、情報企画室情報班点検評価情報 DB担当の石本 賢一 職員、大友 しず江 職員による
正確なデータ収集、分析、とりまとめ編集作業が行われたことにより完成したものです。
これらの方々のご尽力に深く感謝する次第です。 
 
2019年 8月 
情報企画室長(兼)点検評価情報 DB担当 
                        副所長    古原 忠 
 
